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. 著作権で保護されている成ま物 

安全に関する情報 

A 

本製品を使用する隙は常に基本的な安 
全上の予防措置を講じるようにして〈 
ださい。発火や感電によるけがのリス 
クの引き下げにつながります。 

1. HP オールインワン付属の义書に記 
載されているすべての説明を読んで、 
十分に理解してください。 

2. この製品を電源に接続するときは、 
必ず アースが きの電源コンセントを使 
用して〈ださい。コンセントが接地 
されているかどうか不明の場合は、資 
格のある電気技術者にお尋ねくださ 
し、 0 

3. 製品に表示されているすべての警告 
と手順に従ってください。 

4. 本体のクリーニングを行う隙はコン 
セントから外してから巧ってくださ 

し、 0 

5. この製品を水気のある場所に設置し 
たり、濡れた手で触ったりしないで〈 
ださい。 

6. 本製品は安定した表面にしっかりと 
設置してください。 

7. 製品は、ラインコードを踏んだり 
またいだりして傷つけないように、保 
護された場所に話置してください。 

8. 製品が正常に動作しない場合は、 

「 イ未守とトラブルシュ~ティンクI を 

参照してください。 

9. お客様が修理可能なパーツは含まれ 
ていません。修理については資格の 
あるサービス担当者にお問い合わせく 
ださい。 


製品の制限付き物質 

HP の製品には、寿命を終えた隙に特 
別な圾いを必要とする次のような物資 
が含まれています。 

スキャナの堂光ランブ内の水銀ド 1.5 
mg) 

リサイクル情報については、 http：// 
www.hp.com/qo/recvcle> 地域の関係 
当局、または http://www.eiae.orQ の 
Electronics Industries Alliance に連絡 
してください。 

詳細については、 巧利用 を 参照して< 
ださい。 
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1 はじめに 

このガイドでは、本製品の使用ちまと問題の解決方まについて詳しく説明し 
ます。 

* 本製品に閨するその他のリソース 

- アクセシビリティ 

• HP ナールインワン各部の確認 

本製品に関するその他のリ ソース 

本ガイドに含まれていない製品情報と詳細なトラブルシューティングリソー 
スは、次のリソースから取得できます。 


入手先 

説明 

場所 

セットアップポスター 

設定情報が図示されていま 
す。 

この文書の印刷版は、本製品 
に同捆されています。 

セットアップガイド 

本製品の設定手順、保証、お 
よび安全に関する情報が記載 
されています。 

この文書の印刷版は、本製品 
に同捆されていまず。 

Readme ファイルとリリース 
ノート 

最新情報とトラブルシューテ 
ィングヒントが記載されてい 
ます。 

スタータ CD に搭載されてい 
ます。 

埋め込み Web サーバ（ネット 
ワーク接続） 

ネットワーク上の任意のコン 
ピュータからステータス情報 
の表示、設定の変更、および 
本製品の管理を行うことがで 
きます。 

詳細については、 埋め込み 
Web サーノ くを参照して〈ださ 
い。 

あらゆる標準 Web ブラウザ 
から利用できます。 

ツールボックス (Microsoft® 
Windows®) 

プリントへッドの状態につい 
ての情報と、メンテナンスサ 
ービスへのアクセスが提供さ 
れます。 

詳細については、 ツールボッ 
クス （Windows) を参暖してく 
ださし、。 

通常、ツールボックスは、利 
用可能なインストールオプシ 
ヨンの1つとしてデバイスソ 
フトウエアと共にインスI-一 
ルされます。 

HP プリンタユーティリティ 
(Mac OS) 

プリント設定の構成、機器の 
調整、プリントへッドのクリ 
一ニング、設定ページの印 
刷、サプライ品のオンライン 
を文、 Web サイトでのサポー 
卜情報検索のためのツールが 
含まれています。ワイヤレス 
印刷用に設定を構成すること 
もできまず。 

通常、 HP プリンタユーティ 
リテイは、デバイスソフトウ 
エアと共にインスI-ールされ 
ます。 
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(続き) 


入手先 

説明 

場所 


詳細については、 HP プリン 
タユーティ U ティ fMacOSI 

を参照して〈ださい。 


HP Instant S 叩 port (HP イン 
スタントサポート） 

印刷問題をすばや〈識別、診 
断、そして解決するのに役立 
ちます。 

詳細については、 HP インス 
タントサポートを 参照して< 
ださい。 

あらゆる標準 Web ブラウ 
ザ、またはツールボックスか 
ら利用できます （ Windows )。 

コントロールパネル 

操作についてのステータス情 
報、エラー情報、および警告 
情報が表示されます。 

詳細については、 コントロー 
ルパネルを 参照してくださ 
い。 

ログとレポート 

生にたイベントについての情 
報が提供されます。 

詳細については、 デバイスの 
監視を 参照して〈ださい。 

自己診断テストページ 

• 製品に関する情報： 

• 製品名 

• モデル香号 

• シリアル蓄号 

• ファームウ X アバー 
ジョン香号 

• 取り付けられているアク 
セサリ（雨面印刷 ユニッ 
卜など） 

• トレイとアクセサリから 

EP 刷されたページ数 

• インクの量 

• プリントへッドの状態 

註細については. 自己該邸テ 
ストページの巧解を 参晓して 
ください。 

ネットワーク設定ページ 

ネットワーク設定情報を提供 
します。 

詳細については、 ネットワー 
ク設定ページの理解を 参照し 
て < ださし、。 

EP 字品質診断ページ 

印字品質に影響をちえる問題 
を診斬し、印刷出力を改善す 
るためにメンテナンスツール 
を実行する必要があるかどう 
かを判断できます。 

詳細については、 印刷品菅診 
断ページを印刷するには ホ参 
照してください。 

HP Web サイト 

最新のプリンタソフトウエ 
ア、製品およびサポート情報 
が提供されます。 

www . hD . com/suDDort 

www . hD.com 

HP 電話サポート 

HP の連絡先情報が一覧表示 
されまず。保証期間中は、こ 
のサポートは無料で提供され 
まず。 

詳細については、 HP テレフ 
ォンサポートの取得を 参-噴し 
て < ださし、。 

HP フオトイメージングソフ 
トウエアのヘルプ 

ソフトウエアの使巧方法につ 
いての情報が提供されまず。 

詳細(こついては、 HP フナト 
イメージングソフトウエアの 

使思を 参照してください。 


本®品に関するその他のリソース 
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第 1 章 

アクセシビリティ 

本製品には、障害のあるちでもご利巧いただけるよう数々の機能が備えられ 
ています。 

視覚 

デバイスソフトウェアは、お使いのナペレーティングシステムのアクセシビ 
リティオプションと機能をご使巧いただくことにより、視覚障害をお持ちの 
方にもご利用いただけます。また、スクリーンリーダー、点字リーター、ボ 
イスツーテキストアプリケーシヨンなどのテクノ ロジーもサポートしてい 
ます。色覚障害をお持ちの方のために、ソフトウェアとコントロールパネル 
で使われているカラーボタンとタブには、該当の操作を表した簡単なテキス 
卜またはアイコンラベルが付いています。 

移動性 

移動が困難なユーザー向けには、デバイスソフトウ I ア機能がキーボードコ 
マン ドを通じて実行できるようになっています。ソフトウェアは 
StickyKeys 、 ToggleKeys 、 FilterKeys 、 および MouseKeys などの Windows 
アクセシビリティオプションもサポートしています。本製品のドア、ボタ 
ン、用紙トレイ、巧紙ガイドなどは体力と到達範团に制限があるユーザーで 
も操作できるようになっています。 

サポート 

本製品のアクセシビリティの詳細について、および製品のアクセシビリティ 
に対する HP の取り組みについては、 HP の Web サイト www . hp . com / 
accessibility をご覧ください。 

Mac 0 S のアクセシビリティ情報については、 Apple の Web サイト 
www . apple . com/accessibilitv を一覧く ださし、。 

HP オールインワン各部の確認 

* 前面図 

- 印刷サプライ部 

* メモリカートスロット 
- 背面図 

* コントロールパネル 
• 巧続情報 
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前面図 



1 

自動ドキュメントフィーダ （ ADF ) 

2 

スキヤナガラス 

3 

コントロールパネル（お使いの HP 才ールインワンモデルによって異なります） 

4 

ディスプレイ（お使いのモデルによって異なります） 

5 

排紙トレイ 

6 

伸縮排紙トレイ 

7 

綱方向/横ち向用紙ガイド 

8 

トレイ1 

9 

トレイ2(—部のモデル） 

10 

前面 USB (Universal Serial Bus ) ポート (PictBridge 対応） 

11 

メモリカードスロット 

12 

メモリデバイスランプ 

13 

ドキュメントフイーダトレイ 

14 

横方向用紙ガイド 


HP オールインワンを部の確認 
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第 1 章 

印刷サプライ部 



1 

インクカートリッジカバー 

2 

インクカートリッジ 

3 

プリントキヤリッジアクセスドア 

4 

プリントヘッド 

5 

プリントへッドラッチ 


メモリカードスロット 



1 

CompactFlash (Type I および II ) 

2 

Secure Digits し MultimediaCard ( MMC)、Secure MMC 

3 

xD 

4 

Memory Stick、Magic Gate Memory Stick、Memory Stick Duo、Memory Stick Pro 

5 

前部ユニ/くーサルシリアルバス ( USB ) ポート ( PictBridge 対応） 
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背面図 



1 

電源入力 

2 

Ethernet ネットワークポート 

3 

後部 USB (Universal Serial Bus ) ポート 

4 

ファックスポート （1- 電話回線接続用、2 -電話機を続用）（一部のモデル） 

5 

後部アクセスパネル（両面印刷ュニットのないモデル） 

6 

自動両面印刷アクセサリ（両面印刷ュニット ）（ 一部のモデル） 


コントロールパネル 

コントロールパネルのレイアウトと利用可能な機能は、お使いのモデルによ 
って異なります。 

この後で、コントロールパネルのボタン、ランプ、ディスプレイについて説 
明します。お使いのモデルによっては、搭載されていない機能があります。 


HP オールインワンを部の確認 


17 

















第 1 章 


コントロールパネルのボタンとランプ 

次の図と表を使って、コントロールパネルの機能について説明します。 



番号 

名称および説明 

1 

ワンタッチ短縮ダイヤルボタン：先頭の 5 つの短縮ダイヤル香号をダイヤルします。 

2 

[短縮ダイヤル]:短縮ダイヤルを還おします。 

3 

[スキャンメニュ ー]: スキャンの送信先メニューで、スキャンの送信先を選巧します。 

4 

[デジタルファイリング]:文書のスキャンと保存、ネットワーク上の他のユーザーとの文書 
の共有を行います。 

5 

[ファックスメニュ ー]: ファックスメニューで、オプションを選がします。 

6 

このボタンの名前と機能は、本製品が販売された国/地域によって異なります。 

[解像度]:送信するファックスの解像度を調整します。 

[迷惑ファックスを拒否]:迷惑ファックスを拒否の設定メニューで、迷惑ファックスを管理 
します。この機能を使用するためには、発信を ID サービスを利用する必要があります。 

7 

キーパッド：ファックス香号や値、文字を入力します。 

8 

ディスプレイ：メニューとメッセージを表示します。 

9 

左ち印：ディスプレイの値をかさ〈します。 

10 

[ OK ] :ディスプレイのメニューまたは設定を選択します。 

11 

ち矢印：ディスプレイにま示されている値を大き〈します。 

12 

ま意ランプ：点滅している場合は、ミち意が必要なエラーが発生していることを示します。 

13 

[縮小他大]:印刷するコピーのサイズを変更します。 

14 

[コピーメニュー ] :コピーメニューでオプションを選がします。 

15 

[コピーか数]:印刷枚数を選択します。 

16 

[フォト メニュ ー] :フォトメニューで、オプションを選巧します。 
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(続き) 


番号 

名称および説明 

17 

このボタンの名前と機能は、本製品が販売された国/地域によって異なります。 

[フォトシート]:メモリカードスロットにメモリカードが挿入されている場合、フォトシ 
ートを印刷します。フォトシートには、メモリカード内のすべての写真のサムネイルビュー 
が表示されます。フォトシート上で印刷したい写真を選巧し、そのフォトシートをスキャン 
することで写真を印刷できます。 

[回転]:ディスプレイ上の現在のイメージを回転します。回転したイメージは印刷できます。 

18 

[電源]:本体電源のオン/オフを切り替えます。本体の電源がオンのときは、電源ボタンが点 
灯します。ジョブの実行中はランプが点減します。 

本体の電源をオフにしていても、必要最小限の電力が供給されています。電力の供給を完全 
に遮断するには、本体の電源をオフにした後に電源ケーブルを抜いてください。 

19 

[縮小]:ディスプレイ上のイメージを縮小します。 

20 

け広大]:ディスプレイ上のイメージを拡大します。 

21 

[フォトプリント]:フォト機能を選択します。メモリカードやストレージデバイスから写 
真を印刷したり、コンピュータに写真を保存したりするときに使用します。 

22 

[品費]:コピー印字品質を[高画質]、[標準]、[はやい]から選キ尺します。 

23 

[コピースタート■カラー]:カラーコピーを開始します。 

24 

[コピースタート■モノクロ]:モノクロコピーを開始します。 

25 

[ T 合]:コピー終了後すぐに使庙できるように、コピーをページ順に並べます。 

26 

[キャンセル]:ジョブを停止したり、メニューや設をを終了したりします。 

27 

[ヘルプ メニュー ] :ヘルプメニューを表示します。 一 覧からヘルプトピックを選す尺できま 
す。トピックを選キ尺すると、接続されたコンピュータのモニタに詳しいヘルプ情報が表示さ 
れます。 

28 

[戻る]: 1 つ上のメニューを表示します。 

29 

[両面]:両面コピーまたはファックス送信を巧います。 

30 

[セットアップ]:セットアップメニューで、レポートの作成、ファックスなどのメンテナン 
ス設定の変更、ヘルプメニューの表示を巧います。ヘルプメニューで選キ尺したトピックに 
関するヘルプがコンピュータ画面に表示されます。 

31 

[自動応答]:このボタンが点灯している場合、デバイスは自動的に着信に応答します。この 
ボタンがオフのときは、ファックスの着信に応答しません。 

32 

[ファックススタート■カラー]:カラーファックスの送信を開始します。 

33 

[ファックススタート■モノクロ]:モノクロファックスの送信を開始します。 

34 

[リダイヤル/ポーズ]:最後にダイヤルした番号をリダイヤルします。または、ファックス番 
号に 3 砂間のポーズを挿入します。 

35 

[スキヤンスタート]:スキャンを開始し、スキャンの送信先ボタンで選巧した送信先に画像 
を送信します。 


HP 才ールインワンを部の確認 
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カラーディスプレイ 



慶を記搭載されているディスプレイの種類は、モデルによって異なりま 
す。 


カラーディスプレイでは、画面の下部に次のアイコンを表示して重要な情報 
を提供します。アイコンの中には、お使いの製品がネットワークにち続可能 
な場合にのみ表示されるものがあります。ネットワーク接続の詳細について 
は、 ネットワークオプションの構成 を 参照してください。 


アイコン 

用途 




インクカートリッジ内のインクの量を示します。アイコンの色はインクカ 
ートリッジの色に対応しており、アイコンの残量レベルはインクカートリッ 
ジの残量レベルに対応しています。 


巧 


不明なインクカートリッジがセットされていることを示します。インクカ 
ートリッジに他な製のインクが入っている場合にこのアイコンが表示されま 
す。 


盖 


有線ネットワークを続の巧態を示します。 


! 


製品がワイヤレスネットワークに対応しているにもかかわらず、ワイヤレス 
ネットワーク接続が存在しないことを示します。このアイコンはワイヤレス 
ネットワークに接続していない場合はグレー、接続している場合は青色にな 
ります。これはインフラストラクチャモード用です（この機能は、一部のモ 
デルでサポートされます L 註細については. デバイスのワイヤレス诵信のセ 
ットアップ（一部のモデルのみ) を参照して < ださい。 


困 

颗國 

ワイヤレスネットワーク接続が存在することを示します信号強度は曲線の数 
で示されます。これはインフラストラクチャモード巧です(この機能は、一部 
のモデルでサポート声れます L 詳細[こついては、 デバイスのワイヤレス蔚信 
のセットアップ f - 部のモデルのみ) をを腹して < ださい。 


ザ 


アドホック（ピアツーピア）のワイヤレスネットワーク接続が存在すること 
を示します。（この機能は、一部のモデルでサポートされます)。詳細につい 
ては. デバイスのワイヤレス*信のセットアップ（一部のモデルのみ) を参照 



してくださし、。 
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アイコン 

用途 

贷 


Bluetooth アダプタがインストールされ、接続されていることを示します別売 
の Bluetooth アダプタが必要です。詳細については、 アクセサリを 参暧して 
ください。 

Bluetooth の設ぞ方法の詳細については、 ワイヤレスネットワークのセキュリ 
ティな i 正ガイドラ インを 参照してください。 


2行のディスプレイ 



鞍を記搭載されているディスプレイの種類は、モデルによって異なりま 
す。 


2行のディスプレイには、ステータスメッセージ、エラーメッセージ、メニ 
ューオプション、アドバイスが表示されます。メモリカードを挿入する 
か、カメラを接続すると、ディスプレイが写真モードになり、フォトメニュ 
一の上部がま示されます。 


接続情報 


説明 

接続するコンピユータの 
台数（最高性能を得るた 
めの推奨台数） 

サポートされるソフトウ 
エア機能 

セットアップ方法 

USB を続 

1台のコンピユータ。 

USB ケーブルで後部 

USB 2.0 高速ポートに接 
続。 

Web スキヤンを除くす 
ベての機能をサポートし 
ます。詳細について 
は、 埋め込み Web サー 
バ結由での Web スキヤ 

ンのが田を 参睛して< だ 

詳細な手順については、 
セットアップガイドを 
参照してください。 

さい。 

Ethernet (有線）接続 

ハブまたはルーターを使 
巧してコンピユータを5 
台まで接続。 

Web スキヤンを含むす 
ベての機能がサポートさ 
れます。 

セットアップガイドの 
指示に従います。詳細な 
手順については、このガ 
イドの ローカル共をネッ 
トワークでデバイスホ共 

ちするには を参照してく 

ださい。 
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説明 

接続するコンピュータの 
台数(最高性能を得るた 
めの推奨台数） 

サポートされるソフトウ 
エア機能 

セットアップ方法 

プリンタ共ち 

コンピュータ5台まで。 

ホストコンピュータの 
電源を常にオンにしてお 
く必要がありまず。オフ 
の場合、他のコンピュー 
夕から本製品に印刷する 
ことはできません。 

ホストコンピュータに 
装備されている機能はす 
ベてサポートされま 
す。別のコンピュータ 
からサポートされている 
のは EP 刷だけです。 

ローカル共をネットワー 

クでデバイス齐共右する 

にはの 指示に従ってくだ 
さし、。 

802.11ワイヤレス 

ハブまたはルーターを使 
用してコンピュータを5 
台までを続。 

Web スキヤンを含むす 
ベての機能がサポートさ 
れます。 

デバイスのワイヤレス巧 

信のセットアップ（一部 

のモデルのみ) の指示に 
従ってください。 

HP bt300 Bluetooth® ワ 
イヤレスプリンタ /PC 
アダプタ 

1台の Bluetooth テ'バイ 
スまたはコンピュータ。 

PDA、 カメラ付き携帯、 
または Bluetooth 巧応コ 
ンピュータなどの 
Bluetooth デバイスから 
印刷します。 

デバイスの Bluetooth 通 

信のセットアップの 指示 
に従ってください。 
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2 アクセサリのインストール 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

* 両面印届 ij ユニッ トのインス I —■/レ 

* トレイ2の取り付け 

• プリントドライバでのアクセサリのち効化 

両面印刷 ユニッ トのインストール 

腎を記この機能は、一部のモデルで使用できます。 

オプションの自動両面印刷ユニットを取り付けると、巧紙の両面に自動的に 
印刷できます。両面印刷ユニットの詳細については、 両面印刷に面 En 刷） を 
参照してください。 

両面印刷ユニットを取り付けるには 

1. 背面アクセスパネルのボタンを押して、本体からパネルを外します。 

2. 両面印刷ユニットを本体に取り付け、ロックされる位置まで巧し込みま 
す。両面印刷ユニットを取り付けるときにユニットのボタンを押さない 
でください。ボタンは、本体から取り外すときに押します。 



トレイ2の取り付け 

静ま記この機能は、一部のモデルで使巧できまず。 


アクセサリのインストール 
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トレイ2には普通紙350枚までセツト可能です。注文の詳細については 、 王 
クセサリ を 参照して〈ださい。 


トレイ2を取り付けるには 

1. トレイを開捆し、お包テープと捆包材を取り除き、設置場所にトレイを置 
きます。安定した平らな場所に設置する必要があります。 



2. 本体の電源を切り、電源コードのプラグを取り外します。 

3. 本体をトレイの上に置きます。 

A を意本体の底とトレイの間に指や手をはさまないようにを意してくだ 
さし、。 



4. 電源コードを接結し、本体の電源を入れます。 

5. プリントドライバでトレイ2を有効にします。詳細については、 プリン 
トドライバでのアクセサリのち効化 を 参照して〈ださい。 


プリントドライバでのアクセサリの有効化 

■ Windows コンピユータでアクセサリをを劾にするには 

. Macintosh コンピュータでアクセサリをを到にずるには 
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Windows コンピュータでアクセサリをち効にするには 

Windows コンピュータにデバイスソフトウェアをインス I ルした後、本製 
品でトレイ2を使巧するためには、プリントドライバでトレイ2を有効にす 
る必要があります（両面印刷ュニットを有効じする必要はありません)。 

1. [スタート]をクリックして[設定]をクリックし、[プリンタ]または[プリ 
ンタと FAX] をクリックします。 

-または- 

[スタート]をクリックして[コントロールパネル]をクリックし、次に[プ 
リンタ]をダブルクリックします。 

2. プリンタアイコンを右クリックし、 [プロパティ]、[义書 デフ ナルト]、 ま 
たは[詳細設定]を選択します。 

3. 次のいずれかのタブを選巧します：[設定]、[デバイスの設を]、または[デ 
バイスオプション]。（タブの名前は、プリントドライバとオペレーティ 
ングシステムによって異なります。 ） 選巧したタブで、有効にするアクセ 
サリをクリックし、ドロップダウンメニューの[装着巧み]をクリック 

し、[〇のをクリックします。 

Macintosh コンピュータでアクセサリをち効にするには 

MacOS では、デバイスソフトウェアをインストールすると、プリントドラ 
イバです ベての アクセサリが自動的に有効になります。アクセサリを後から 
追加する場合は、次の手順に従います。 

1. Dock の[プリンタ設定ユーティリティ]アイコンをクリックします。 

2. [プリンタリスト]ウィンドウで、設定するデバイスを一度クリックして選 
択します。 

3. [プリンタ]メニューから、[情報を表示]をクリックします。 

4. [名前と場所]ドロップダウンメニューをクリックし、[インストール可能 
なオプション]を選巧します。 

5. 有効にするアクセサリをオンにします。 

6. [変更を適用]をクリックします。 


プリントドライバでのアクセサリの有効化 
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3 オールインワンの使用 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• コントロールパネルのメニューの使巧 

* コントロー J レ/、ネ J レのメッセーンタイフ 

- デバイスの設をのを巧 

* HP ソリューションセンターの使用 （ Windows ) 

* HP フ十トイメージングソフトウェアの巧巧 

- 文字と記ち 

* 原稿のセット 

- 印刷メディアの漂が 

- メディアのセット 

* トレイの盐を 

- 特殊な巧紙およびカスタムサイズのメディアの印刷 

• フチ無し印刷 

* 短縮ダイヤルの設定（一部のモデルのみ) 

コントロ ールパネルのメニューの使用 

な下のセクションでは、コントロールパネルディスプレイに表示されるトッ 

プレベルメニューについて説明します。メニューを表示するには、使巧する 

機能のメニューボタンを押します。 

皆注記コントロールパネルのディスプレイの種類（カラーディスプレイま 
たは2行のディスプレイ）は、ご巧巧のモデルによって異なります。 

-スキヤンメニュ ー: HP フナトイメージングソフトウェアなどの送信先 
-覧を表示します。モデルによっては、写真をスキャンして焼き増しし 
たり、メモリカードにスキャン画像を送信することができます。 

• ファックスメニュー：ファックス番号や短縮ダイヤル番号を入力した 
り、ファックスメニューを表示することができます。次のオプションが 
あります。 

* 解像度の変更 
-明るくする/暗くする 
-ファックスの遅延送信 
• 新しいデフオルトの設定 
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* コピーメニュ ー： 次のオプションがあります。 

-コピー枚数の選が 
* 縮小/拡大 

-用紙タイプとサイズの選巧 
• フォトメニュ ー ：次のオプションがあります。 

-印刷オプションの選択 
-特別機能の使用 
* 編集 

• コンピュータへの転送 
* フォトシートの選択 

コントロールパネルのメッセージタイプ 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

* ステータスメッセージ 

* 警告メ ッセー ジ 

* エラーメッセージ 

* 重要なエラーメッセージ 


ステータスメッセージ 

ステータスメッセージには、デバイスの現在の状態が表示されます。このメ 
ッセージは正常の動作を知らせるものであり、メッセージをクリアするため 
の操作は不要です。デバイスの状態が変わると、メッセージも変更されま 
す。デバイスの電源が入っている場合、準備が完了し、ビジー状態ではな 
く、警告メッセージが保留中でないときは、ステータスメッセージ[準備が 
できています]が表示されます。 

警告メッセージ 

警告メッセージはを意が必要なイベントについて知らせますが、デバイスは 
通常どおり使巧できます。警告メッセージには、[シアンインクの残量がわ 
ずかです]などがあります。このようなメッセージは、ユーザーがその状態 
をが決するまで表示されます。 

エラー メ ッセー ジ 

エラーメッセージは、用紙の追加や詰まった用紙の除去など、何らかの操作 
をユーザーが実行する必要があることを伝えます。通常、このメッセージが 
表示されるときは赤のを意ランプが点滅します。適切なボタンを巧して、印 
刷を実行してください。 

エラーメッセージにエラーコードが含まれる場合は、電源ボタンを押してデ 
バイスの電源を切り、もう一度電源を入れます。ほとんどの状況では、この 


コントロールパネルのメ ツセー ジタイプ 
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操作を行うと問題が解ホされます。メッセージが消えない場合は、デバイス 
の修理が必要である可能性があります。エラーコードを書き留め、 HP 
Instant Support (HP インスタントサポ ート） にアクセスして、メ ツセー ジの 
原因についてお調べください。詳細については、 HP インスタントサポート 
を参照してください。 

重要な エラー メ ッセー ジ 

重要なエラーメッセージは、デバイスの障害について巧らせます。これらの 
メッセージの一部は、電源ボタンを巧してデバイスの電源を切り、もう一度 
電源を入れると消すことができます。重要なエラーが消えない場合は、修理 
が必要です。詳細については、 サポートおよびな証 を をおしてください。 

デバイスの設定の変更 

デバイス設をは、次の場所で変更することができます。 

• コント ロール パネル 

• HP ソリューシヨンセンター ( Windows ) または HP デバイスマネージャ 
(Mac 0 S ) 詳細については、 HP フナトイメージングソフトウエアの巧用 
を参照して〈ださい。 

• 埋め込み Web サーバ詳細については、 埋め込み Web サーバ を参照して 
ください。 


載ミ主記 HP ソリユーシヨンセンターまたは HP デバイスマネージャで設 
定!を行うときは、コントロ ールパネルから行われた設定（スキャン設をな 
ど）を表示することはできません。 


コントロール パネルから設定を変更するには 

1. コントロールパネルで、 使用中の機能の メニュー ボタン （コピーメニュ 
—など）を押します。 

2. 変更するオプションに移動するには、次のいずれかの方まを使用します。 

• コント ロール パネルのボタンを押し、左またはちの矢印キーを巧って 

値を調整します。 

• コントロールパネルに表示されるメニューからオプションを選択しま 
す。 

3. 目的の値を選択し、 [0 のを押します。 

HP フォトイメー ジング ソフトウてア から設定を変更するには （Mac OS ) 

1. Dock の [HP デバイスマネージャ]のアイコンをクリックします。 

2. [デバイス]ドロップダウンメニューでデバイスを選択します。 

3. [情報と設定]メニューで、変更する項目をクリックします。 
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埋め込み Web サーバから設をを変更するには 

1. 埋め込み Web サーバを開きます。 

2. 変更する設定を含むページを選択します。 

3. 設定を変更し、[適用]をクリックします。 

HP ソリユーシヨンセンターの使用 ( Windows ) 

Windows コンピユータでは、 HP ソリユーシヨンセンターカ《 

HP Photosmart ソフトウェアのエントリポイントです。 HP ソリユーシヨ 
ンセンターを巧巧すると、印刷設定の変更、ファックスセットアップウィ 
ザードの起動、サプライ品のを文、オンスクリーンヘルプへのアクセスがで 
きます。 


HP ソリューシヨンセンターで使用できる機能は、取り付けたデバイスによ 
つて異なります。 HP ソリューシヨンセンターは、選択したデバイスに関連 
するアイコンを表示するようにカスタマイズされます。選択したデバイスに 
特をの機能が搭載されていない場合、その機能のアイコンは HP ソリューシ 
ヨンセンターに表示されません。 

コンピュータ上の HP ソリューシヨンセンターにアイコンが1つも表示され 
ない場合は、ソフトウェアのインストール中にエラーが発生していることも 
あります。そのような状況を修正するには、 Windows のコントロールパネ 
ルを使巧して 、 HP Photosmart ソフトウェアを完全にアンインストールして 
から、ソフトウェアを巧インストールします。詳細については、デバイスに 
付属のオンスクリーンヘルプを参照してください。 

HP ソリューシヨンセンターを開く方まについては、 HP フ十トイメージン 
グソフトウェアの巧巧 を参照して < ださい。 

HP フォトイメージングソフトウェアの使用 

HP フォトイメージングソフトウェアを使巧すると、コントロールパネルか 
らは利用できない数多くの機能にアクセスすることができます。 

このソフトウェアは、セットアップ中にコンピュータにインス I ルされま 
す。詳細については、デバイスに付属のセットアップマニュアルを参照して 
ください。 

HP フォトイメージングソフトウェアへのアクセス方法は、オペレーティン 
グシステム （0 S ) により異なります。たとえば、 Windows コンピュータの場 
合、 HP フォトイメージングソフトウェアのエントリポイントは 、 HP 
Photosmart ソフトウェアウィンドウです。 Macintosh コンピュータの場合、 
HP フォトイメージングソフトウェアのエントリポイントは、 

HP Photosmart Studio ウインドウです。いずれにしても、エントリポイント 


HP ソリユーシヨンセンターの使用 （ Windows ) 
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は、 HP フォトイメージングソフトウェアおよびサービスを起動する基点と 
なります。 

Windows コンピュータで HP Photosmart ソフトウェアにアクセスするには 

1. 次のいずれかの操作を行います。 

* Windows デスクトツプで、 HP Photosmart ソフトウェアのアイコンを 
ダブルクリックします。 

• Windows タスクバーの右端のシステムトレイにある [HP Digi ねI 
Imaging Monitor] アイコンをダブルクリックします。 

• タスクバーで、[スタート]をクリックし、[プログラム]または[すべて 
のプログラム]をポイントします。次に、 [HP] を選択し、をクリック 
します。 

2. 複数の HP デバイスを取り付けている場合は、ご使巧の製品名のタブを選 
択してください。 


鞍を記 Windows コンピュータの場合、 HP Photosmart ソフトウェアで 
使巧できる機能はインストールしたプリンタによって異なります。こ 
のソフトウIアは、選巧したデバイスに関連するアイコンを表示する 
ようにカスタマイズされます。選択したデバイスに特定の機能が搭載 
されていない場合、その機能のアイコンはこのソフトウェアに表示さ 
れません。 

か ヒントコンピュータ上の HP Photosmart ソフトウェアにアイコンが 
1 つも表示されない場合は、ソフトウ X アのインス I ル中に エラー 
が発生して いる可能性があ ります。そのような状況を修正するには、 
Windows のコント ロール パネルを巧巧して、 HP Photosmart ソフトウ 
ェアを完全にアンインストールしてから、ソフトウェアを再インスト 
—ルします。詳細については、デバイスに付属の『セットアップガイ 
ド』を参照してください。 
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Macintosh コンピユータで HP Photosmart Studio ソフトウエアを起動するには 

1. Dock の HP Photosmart Studio アイコンをクリックします。 

HP Photosmart Studio ウィンドウが表示されます。 

2. HP Photosmart S 山 dio タスクバーで、[デバイス]をクリックします。 

HP デバイスマネージャウィンドウが表示されます。 

3. [デバイス]ドロップダウンメニユーでデバイスを選択します。 

ここで、スキヤン、ファックスの送信、文書のインポート、インクカー 
トリ ッジのインク残量の確認などの保守作業を実行することができます。 

腎ミ主記 Macintosh コンピユータの場合、 HP Photosmart Studio ソフトウ 
エアで使巧できる機能は選択したデバイスによつて異なります。 

みヒント HP Photosmart Studio ソフトウエアが起動したら、 Dock の 
HP Photosmart Studio アイコンを選択し、その上にマウスを置いた状 
態にすると、 Dock メニューの シヨー ト カツ トにアクセスすることがで 
きます。 


文字と記号 

コントロールパネルのキーパッドを使用して文字と記号を入力できます。ま 
た、コントロールパネルのビジュアルキーボードを巧巧して文字と記号を入 
力することもできます（一部のモデルのみ)。有線または無線ネットワーク、 
ファックスヘッダー、短縮ダイヤルを設定するときに、ビジュアルキーボ ー 
ドはカラーディスプレイに自動的に表示されます。 


ファックス番号や電話番号をダイヤルするときも、キーパッドから記号を入 
力することができます。デバイスは、番号をダイヤルするときに、記号に応 
じた動作をします。たとえば、ファックス番号の途中にダッシュがある場合 
は、デバイスがダイヤルするときに、そこで一定の間隔が置かれます。この 
間隔は、ファックス番号をダイヤルする前に、外線番号を入力する必要があ 
る場合などに役に立ちます。 


聲を記ファックス番号にダッシュなどの記号を含める場合は、キーパッド 
からその記号を入力する必要があります。 


コントロールパネルのキーパッドからの文字と記号の入力 

コントロールパネルのキーパッドから文字と記号を入力できます。 
文字の入力が終わったら、[〇のを巧して入力内容を確をします。 


文字と記号 
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义字を入力するには 

1. 名前の文字に対応するキーパッドの数字を押します。下のボタンに示す 
ように、 a、b、c の文字は数字2に対応しています。 


ホ：ヒントボタンを繰り返し巧すと、そのボタンで入力巧能な文字が順に 
表示されます。言語および国と地域の設定によっては、キーパッドに 
表示されるものな外の文字も巧巧できる場合があります。 


2. 正しい文字が表示された後、そのまま少し待つと、力ーソルが自動的にち 
に進んで文字が確をします。またはちの矢印ボタンを巧して手動で確定し 
ます。名前の次の文字に対応する数字を押します。正しい文字が出てく 
るまで、繰り返し数字ボタンを巧してください。単語の最ネ刀の文字は自 
動的に大文字になります。 

スぺース、ポーズ、記号を入力するには 

• スぺースを挿入するには、[スぺース]を押します。 

* ポーズを入力するには、[リダイヤル/ポーズ]を巧します。番号の途中に 
ダッシュが挿入されます。 

-[倒などの記号を入力するには、間号]ボタンを繰り返し押して、記号の 
リストをスクロールします。アスタリスクの、ダッシュ[-]、アンパサン 
ド[&]、ピリオド[.]、スラッシュが、括弧[()]、アポストロフィ[1]、イコ 
-ル円、ナンバー脚、アット[@]、下線 U、 プラス[+]、感嘆巧川、セ 
ミコロン[ん疑問巧の、コンマし]、コロン[:しパーセント[%]、概算 
H があります。 

义字、数字、記号を消去するには 

▲ 間違えた場合は、左の矢印ボタンを巧して消去し、正し〈入力し直してく 
ださい。 


ビジュアルキーボードを使用した文字の入力（一部のモデルのみ） 

文字を入力する場合、カラーディスプレイに自動的に表示されるビジュアル 
キーボードを利用して、文字と記号を入力することができます。有線または 
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無線ネットワーク、ファックスのヘッダー、短縮ダイヤルなどを設定すると 
きに、ビジュアルキーボードは自動的に表示されます。 

ビジュアルキーボードを使用して文字を入力するには 

1. ビジュアルキーボードの文字、数字、記号は、矢印キーを巧して選巧し 
ます。 


ル文字、大文字、数字、記号を入力するには 

-小文字を入力するには、ビジュアルキーボードの [abc] ボタンを選択 
し、 [〇の を巧します。 

• 大文字を入力するには、ビジュアルキーボードの [ABC] ボタンを選が 
し、 [〇の を押します。 

-数字と記号を入力するには、ビジュアルキーボードの [123] ボタンを 
選がし、 [OK] を巧します。 

スペースを追加するには 

スぺースを追加するには、ビジュアルキーボードのち矢印ボタンを選択 
し、 [〇の を巧します。 

鞍を記ビジュアルキーボードのちの矢印ボタンを使用して、スぺース 
を追加します。コントロールパネルの矢印ボタンを使巧してスぺース 
を追加することはできません。 

2. 文字、数値、または記号を強調表示したら、コントロールパネルの [〇の 
を押して確定します。 

選択内容がカラーディスプレイに表示されます。 


ホヒント文字、数字、記号を消去するには、ビジュアルキーボード上 
の[クリア]ボタンを選択して、 [0 のを押します。 


3. 文字、数値、記号の入力が終わったら、ビジュアルキーボードの[完了] 
ボタンを選択して、 [0 のを押します。 


文字と記号 
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ファックス番号をダイヤルするときに使用できる記号（一部のモデルのみ） 

* などの記号を入力するには、[記号]ボタンを繰り返し押して、記号一覧をス 
クロールします。次の表は、ファックスまたは電話番号、ファックスのへッ 
ダー情報、短縮ダイヤルエントリで巧用できる記号です。 


使用できる記 

説明 

な下の場合に使用可能 

* 

ダイヤルに必要な場合に、アスタリスク 
記号を表示します。 

ファックスのヘッダー名、短縮ダ 
イヤル名、短縮ダイヤル香号、フ 
ァックスまたは電話番号、ダイヤ 
ルモニタ機能の香号 


自動的にダイヤルするときは、香号に一 
定の間隔が挿入されます。 

ファックスのヘッダー名、ファッ 
クスヘッダー番号、短縮ダイヤル 
名、短縮ダイヤル香号、ファック 
スまたは電話番号 

0 

市外局香などが読み取りやすくなるよう 
に、番号に左あるいはちかっこを入れま 
す。これらの記号はダイヤルには影響し 
ません。 

ファックスのヘッダー名、ファッ 
クスヘッダー番号、短縮ダイヤル 
名、短縮ダイヤル香号、ファック 
スまたは電話香号 

W 

W を入れると、自動的ダイヤルの隙に、 
ダイヤルトーンを待ってからダイヤルし 
ます。 

短縮ダイヤル番号、ファックスま 
たは電話香号 

R 

R は、自動ダイヤル中に電話の切替ボタ 
ンと同じように動作します。 

短縮ダイヤル香号、ファックスま 
たは電話香号 

+ 

プラス記号を表示します。この記号はダ 
イヤルには影響しません。 

ファックスのヘッダー名、ファッ 
クスヘッダー番号、短縮ダイヤル 
名、短縮ダイヤル香号、ファック 
スまたは電話香号 


原稿のセット 

コピー、ファックス、スキャンする原稿は、自動ドキュメントフイーダまた 
はスキャナのガラス板にセットします。自動ドキュメントフイーダにセット 
された原稿は、デバイスに自動的に給紙されます。 

自動ドキュメントフイーダ （ADF) への原稿のセット 

片面または両面、1ぺージまたは複数ぺージの A4 またはレターサイズの文 
書は、ドキュメントフイーダトレイにセットすると、コピー、スキヤン、ま 
たはファックスすることができます。 


A ミ主意 ADF に写真をセツトしないでください。写真が破損する可能性があ 
ります。 
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野を記両面のリーガルサイズの文書は ADF でコピー、スキヤン、または 
ファックスすることができません。[ぺージに合わせる]コピーなど、一部 
の機能は原稿を ADF にセットすると動作しません。原稿はガラス板にセ 
ットしてください。 


ドキュメントフイーダトレイには、最大50枚の普通紙をセットできます。 
ドキュメントフイーダトレイに原搞をセットするには 

1. ドキュメントフイーダトレイに、印刷面を上にして原稿をセットしま 
す。原稿の上側がホになるようにトレイに置きます。自動ドキュメント 
フイーダに用紙をスライドさせます。正しくセットされると、ビープ音が 
鳴るか、セツトした用紙を認識したことを示すメッセージがディスプレイ 
に表示されます。 


-尔ヒント原稿を自動ドキュメントフィーダにセットする方まについて 
は、ドキュメントフイーダトレイにある図を参照して〈ださい。 



2. 用紙の両端に当たって止まるまで、横ち向巧紙ガイドをスライドさせま 
す。 


腎を記デバイスのカバーを持ち上げる前に、ドキュメントフィーダトレイ 
から原稿をすべて取り出してください。 


スキヤナのガラス板への原稿のセット 


ガラス板に原稿をセットすると、最大で A4 サイズまたはレター用紙までの 
原稿をコピ ー 、スキャン、またはファックスすることができます。一部のモ 
デルでは、リーガルサイズの原稿をガラス板にセットできます。原稿に複数 
のフルサイズのぺージがある場合は、自動ドキュメントフィーダにセットし 
てくださいモデルがガラス板へのリーガルサイズの原稿のセットをサポート 
していない場合は、リーガルサイズの原稿を自動ドキュメントフィーダにセ 
ットしてください。 


原稿のセット 
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敦を記ガラス板やカバーの裏に巧れが付着していると、多くの特巧機能が 
正常に機能しなくなる可能性があります。詳細については、 デバイスのク 
リーニング をを照してください。 


スキヤナのガラス板に原稿をセットするには 

1. すべての原稿をドキュメントフィーダトレイから取り出してから、カバ 
一を持ち上げてください。 

2. 印刷面を下にしてガラス板の右下隅に合わせて原稿をセットします。 

ホヒント原稿のセット方法については、ガラス板の端に示されているガ 
イドを参照してください。 



3. カバーを閉じます。 


印刷メディアの選択 


デバイスは、ほとんどのタイプのオフィス巧メディアに印刷できるようデザ 
インされています。印刷メディアを大量に購入する前に、さまざまなタイプ 
の印刷メディアをテストすることをお勧めします。最適な印刷品質を得るに 
は 、 HP メディアを使用してください 。 HP メディアの詳細については 、 HP 
Web サイト ( www . hp . com ) にアクセスしてください。 


印刷メディアの選択と使用のヒント 

最適な結まを得るには、次のガイドラインに従ってください。 

-必ず、デバイスの仕様に準拠したメディアを使用してください。詳細に 
ついては、 サポートされたメディアの仕なの理解 を 参照、してください。 

• トレイには、一度に1つのタイプのメディアしかセットしないでくださ 
い。 

• トレイ1とトレイ2には、印刷面を下にし、トレイの右端と後端に用紙を 
合わせてメディアをセットします。トレイ2を利巧できるのは、一部の 
モデルのみです。詳細については、 メディアのセット を寒照してくださ 
い。 
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-トレイ2は普通紙のみをセットするようデザインされています。 

• トレイにメディアを入れすぎないでくださし、。詳細については、 サポート 
されたメディアの仕様の理解 を 参照してください。 

-用紙詰まり、プリント品質のほ下、およびそれな外の印刷の問題を防ぐに 
は、次のメディアを使巧しないで〈ださい： 

-複数の部分からなるフォーム 
-損傷したり曲がったり、しわのよったメディア 
• カットアウトや巧のあいたメディア 

-厚いメディアや浮き彫りのあるメディア、またはインクをうまく受付 
けないメディア 

• 軽すぎたり簡単に伸びてしまうメディア 
力ードおよび封筒 

-表面が滑らかな封筒、糊付き、留め金や窓のついた封筒は避けます。緣 
が厚かったり不揃い、または丸まっている封筒、しわがあったり裂けてい 
たり、その他にも破損がある力ードや封筒は避けます。 

-しっかりと作られた封筒を巧巧し、縁がしっかりと折られていることを確 
語します。 

-巧り返し片が上にくるようにして封筒をセットします。 

フォトメディア 

-写真を印刷するには、[ベスト]モードを使用します。このモードでは、他 
のモードより印刷速度が遅くなり、コンピュータのメモリもをく必要にな 
ります。 

• OHP フィルムは、印刷するたびに取り出して乾かします。乾いていない 
メディアを積み重ねると、にじみが発生する場合があります。 


OHP フイルム 

• ざらざらの面が下になり、粘着テープがデバイス後部にくるようにして 
OHP フイルムを挿入します。 


- OHP フィルムを印刷するには、[ノーマル]モードを使用します。次のぺ 
-ジが排紙トレイに排出される前にインクが完全に乾くよう、このモード 
では乾燥時間が長くかかります。 


• OHP フィルムは、印刷するたびに取り出して乾かします。乾いていない 
メディアを積み重ねると、にじみが発生する場合があります。 
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カスタムサイズのメディア 

• デバイスでサポートされているカスタムサイズのメディアだけを使用し 
ます。 

• 使巧しているアプリケーションでカスタムサイズのメディアをサポート 
している場合は、文書を印刷する前に、アプリケーションでメディアサ 
イズを設定します。サポートされていない場合は、プリンタドライバで 
サイズを設定します。既存の文書をカスタムサイズの用紙に印刷する場 
合は、正しく印刷するために文書の再フォーマツトが必要になる場合があ 
ります。 


サポートされたメディアの仕様の理解 

イ重用可能なサイズの理解 および 使用可能なメディアのタイプと重量の理解 
の表を使巧して、デバイスで使用する正しいメディアと、そのメディアに利 
巧できる機能を判断します。 

• イま巧可能なサイズの理解 
- 巧巧巧能なメディアのタイプと軍量の理解 


使用可能なサイズの理解 


腎ミ主記トレイ2および両面印刷ユニットは、一部のモデルのみで利用でき 
ます。 


用がサイズ 

トレイ 1 

トレイ 2 

両面印刷ュ 

ニッ 

ADF 




h 




標準サイズのメディア 


U.S. レタ ー（216x279 mm 、 8.5 
x 11 インチ） 

✓ 

✓ 


✓ 

216 X 330 mm (8.5 x 13インチ)* 

V/ 

✓ 



U . S . リーガル ロ 16 x 356 mm 、 

8.5 X 14インチ） 

✓ 

✓ 


✓ 

A 4 (210 x 297 mm 、8.3 x 11.7 イ 
ンチ） 

✓ 

✓ 

✓ 

✓ 

U . S . ェグゼクティブ （184 x 267 
mm 、7.25 x 10.5 インチ） 

✓ 

✓ 

✓ 

✓ 

U . S . ステートメント (140 x 216 
mm 、5.5 X 8.5 イ ン チ） 

✓ 




巳5 (182 x 257 mm 、7.17 x 10.12 
インチ） 

✓ 

✓ 

✓ 


A 5 (148 x 210 mm 、5.8 x 8.3 イン 
チ） 



✓ 

✓ 

6 x 8 インチ* 

✓ 


✓ 
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備き) 


用がサイズ 

h レイ 1 

h レイ 2 

両面巧刷 ュニッ 

h 

ADF 

フチ無し A4 口 10x2 目7 mm、8.3 

X 11.7 インチ)* 

✓ 




フチ無し A5 (148x210 mm、5.8 

X 8.3 インチ)* 

✓ 




フチ無し 65 (182x257 mm、 

7.17X 10.12 インチ)* 






封筒 


米国10号封筒 (105x241 mm、 
4.12x9.5 インチ)* 





Monarch 封筒 （98 x 191 mm、 
3.88x7.5 インチ)* 

✓ 




HP グリーティングカード封筒 
(111x152mm、4.38x6 インチ)* 

✓ 




A2 招待状用封筒 （111 X146 
mm、4.37x5.75 インチ)* 

✓ 




DL 封筒 （110x220 mm、4.3 x 

8.7 インチ)* 

✓ 




C5 封筒 （1 目 2x229 mm、6.4x9 
インチ)* 

✓ 




C6 封筒 （114x162 mm、4.5 x 

6.4 インチ)* 

✓ 




封筒長お3号 (120x235 mm、 

4.7 X 9.3 インチ)* 

✓ 




封筒長お4号 （90x205 mm、3.5 
x8.1 インチ)* 

✓ 





力ード 


インデックスカード （76.2x127 
mm、 3 X 5インチ）* 





インデックスカード （102x152 
mm、4x6 インチ)* 





インデックスカード （127x203 
mm、5x8 インチ)* 

✓ 




A6 カード （105x 148.5 mm、 
4.13x5.83 インチ)* 

✓ 


✓ 


フチ無し A 日力ード (105 X 148.5 
mm、4.13x5.83 インチ)* 

✓ 




はがき** (100x 148 mm、3.9 x 

5.8 インチ)* 
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(続き) 


用がサイズ 

トレイ 1 

トレイ 2 

両面印刷 ュニッ 

ADF 




卜 



フォトメディア 


フォトメディア （76.2 X 127 
mm 、 3 X 5インチ)* 

✓ 




フナトメディア （102 x 152 mm 、 
4 x 6 インチ)* 

✓ 




フォトメディア （5 x 7 インチ)* 

✓ 




フォトメディア （8 x 10 インチ)* 

v/ 




フォトメディア （10 X 15 cm )* 

✓ 




L 半り （89 X 127 mm 、3.5 x 5 イン 
チ)* 

✓ 




フチ無しフホトメディア （102 X 
152 mm 、4 x 6 インチ)* 

✓ 




フチ無しフォトメディア （5 x 7 
インチ)* 

✓ 




フチ無しフォトメディア （8 x 10 
インチ)* 

✓ 




フチ無しフォトメディア （8.5 X 

11インチ)* 

✓ 




フチ無しフォトメディア （10 x 

15 cm )* 

✓ 




フチ無し L 半 IJ (89 x 127 mm 、3.5 
x 5 インチ)* 

✓ 





それな外のメディア 


幅 76.2 〜216 mm 、 長さ127〜 
356 mm まで（幅3〜 8.5 イン 
チ、長さ5〜14インチまで）の 
カスタムサイズのメディア* 

✓ 




幅127〜216 mm 、 長さ241〜 
305 mm まで（幅5〜 8.5 イン 
チ、長さ 9.5 〜12インチまで）の 
カスタムサイズのメディア （ ADF ) 





パノラマ （4 x 10インチ、 4 x 11 
インチ、 4 x 12 インチ)* 

✓ 




フチ無しパノラマ （4 x 10 イン 
チ、 4 x 11 インチ、 4 x 12 イン 
チ)* 

✓ 





片面印刷または両面印刷のために ADF で使巧することはできません。 
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** デバイスで使巧できるのは、普通紙官製はがきおよびインクジェット用官 
製はがきのみです。フオト光沢官製はがきは使用できません。 


使用可能なメディアのタイプと重量の理解 

歐を記トレイ2および両面印刷ユニットは、一部のモデルのみで利用でき 
ます。 


トレイ 

種類 

重量 

容量 

h レイ1 

用紙 

60〜105 g / m 2 

(ボンド紙16〜28ポン 
ド） 

普通紙250枚まで 

(厚さ25 mm または1 
インチ） 

OHP 用紙 


最高70枚 

(厚さ17 mm または 

0.67 インチ） 

フォトメディア 

280 g / m 2 

(75 lb ボンド紙） 

最高100枚 

(厚さ17 mm または 

0.67 インチ） 

ラベル 


最高100枚 

(厚さ17 mm または 

0.67 インチ） 

封筒 

75〜目〇 g / m 2 

(ボンド紙封筒20〜24 
ポンド） 

最高30枚 

(厚さ17 mm または 

0.67 インチ） 

力ード 

200 g / m 2 まで 

(インデックスカード 

110ポンド） 

80枚まで 

h レイ2 

普通がのみ 

60〜105 g / m 2 

(ボンド紙16〜28ポン 
ド） 

普通紙350枚まで 

(厚さ35 mm または 

1.38 インチ） 

雨面印刷ユ 

ニット 

用紙 

60〜105 g / m 2 

(ボンド紙16〜28ポン 
ド） 

該当せず 

排紙ビン 

使用可能なすべてのメディ 
了 


普通紙150枚まで（テ 
キスト巧刷） 
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最小余白の設を 

文書のマージンは、織方向に指定されたマージンな上に設定する必要があり 
ます。 



〇 〇 〇 〇 


メディア 

(1) 左マージ 
ン 

(2) ちマージ 
ン 

(3) 上部マー 
ジン 

(4) 下部マー 
ジン* 

U.S. レター 

3.3 mm (0.13 

3.3 mm (0.13 

3.3 mm (0.13 

3.3 mm (0.13 

U.S. リーガル 

A4 

U.S. エグゼクティブ 

U.S. ステートメント 

8.5 X 13 inch 

巳5 

A5 

力ード 

カスタムサイズのメディア 
フォトメディア 

インチ） 

インチ） 

インチ） 

インチ） 

封筒 

3.3 mm (0.13 
インチ） 

3.3 mm (0.13 
インチ） 

16.5 mm 
(0.65 インチ） 

16.5 mm 
(0.65 インチ） 


* Windows を実行中のコンピュータでこの余白を設定するには、プリンタド 
ライバの[詳細]タブをクリックし、[余白の最小化]を選択します。 


W ミ主記両面印刷ユニット（一部のモデルで利用できます）を使巧中は、上部 
と下部の最小余白は12 mm (0.47 インチ）な上でなければなりません。 


メディアのセット 

このセクションには、デバイスにメディアをセツトする手順が記載されてい 
ます。 


鞍を記トレイ2を利巧できるのは、一部のモデルのみです。ミ主文の詳細に 
ついては、 E 口刷サプライ品のオンラインミ主文 を 参照して〈ださい。 
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トレイ 1 (メイントレイ）にメディアをセツトするには 

1. 排紙トレイを持ち上げます。 



2. 印刷面を下にしてトレイのち端に沿ってメディアを挿入します。メディ 
アのまがトレイのち端と後端に沿い、トレイのラインからはみ出さないよ 
う確認します。 


鞍注記デバイスが印刷しているときには、巧紙をセットしないでくださ 
い。 


3. メディアガイドをトレイに移動し、セットしたメディアサイズに調整し 
ます。次に、排紙トレイを下げます。 



メディアのセット 
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4. 排紙トレイの化張部を引き出します。 



トレイ2にメディアをセツトするには 

1. トレイ正面下部をつかみ、トレイをデバイスから引き出します。 



2. 印刷面を下にしてトレイの右端に沿って用紙を巧入します。用紙のまが 
トレイのち端と後端に沿い、トレイのラインからはみ出さないよう確認し 
ます。 


m を記トレイ2には普通紙しかセツトできません。 

3. メディアガイドをスライドし、セツトした巧紙サイズに調整します。 
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4. トレイをゆっくりと巧度巧入します。 

5. 排紙トレイのあ張部を引き出します。 



トレイの設定 


聲を記トレイ2を利巧できるのは、一部のモデルのみです。ま文の詳細に 
ついては、 印刷サプライ品のオンラインま 文 を参照してください。 


デフオルトでは、デバイスはトレイ1から給紙するように設定されていま 
す。トレイ1が空の場合、デバイスはトレイ2(挿入され、メディアがセット 
されている場合）から給紙します。な下の機能を使用して、このデフオルト 
設定を変更できます。 

• トレイロック：トレイをロックして特殊な用紙を保護し、レターヘッド 
やあらかじめ印刷された用紙が誤って使用されないようにします。文書 
の印刷中に用紙切れになった場合、ロックしたトレイのメディアが印刷ジ 
ョブを完了するために使巧されることはありません。 

• デフオルトのトレイ：この機能を巧巧して、デバイスが最初にメディア 
を給紙するトレイを設定します。 


鞍を記トレイロックとデフォルトトレイ設定を使用するには、デバイス 
ソフトウエアで自動トレイ選巧オプションが選択されていなければなりま 
せん。デバイスがネットワーク上にある場合、デフォルトトレイを設定 
すると、設定はデバイスのすべてのユーザに影響します。 


トレイ2は普通紙のみをセツトするようデザインされています。 


トレイの設を 


45 









第 3 章 


次の表には、それぞれの印刷二ーズに応じてトレイ設定を使用する方まが一 
覧されています。 


実行内容... 

手順 

両方のトレイに同じメディアをセットし、1 
つのトレイが空になった場合、もう1つの卜 
レイから給紙するように設定する。 

• トレイ1とトレイ2にメディアをセット 
します。詳細については、 メディアのセ 
ッ トを参照して〈ださい。 

• トレイロックが無効にされていることを 
確認します。 

特殊メディアと普通紙の両方 (OHP フィルム 
またはレターへッドなど）をトレイにセットす 
る。 

• 特殊なメディアはトレイ1に、普通紙は 
トレイ2にセットします。 

• トレイロックがトレイ1に設定されてい 
ることを確認します。 

両方のトレイにメディアをセットするが、ど 
ちらかのトレイから最ネ刀に給がするよう設を 
する。 

• トレイ1とトレイ2にメディアをセット 
します。 

• デフオルトトレイが目的のトレイに設定 
されていることを確認します。 

トレイを設定するには 


1 . 本体の電源がオンになっていることを確認します。 

2. 次のいずれかを行います： 

-埋め込み Web サーバ：[設定]タブをクリックし、左パネルから[用紙 
処理]をクリックします。 

• プリンタドライバ ( Windows ) :[機能]タブまたは[カラー]タブのい 
ずれかにある[プリンタサービス]ボタンをクリックし、[用紙の取り 
扱い]を選択します。 

-ツールボックス （ Windows ) :[サービス]タブをクリックし、[用紙の 
取り扱い]をクリックします。 

- HP プリンタューテイリテイ （Mac OS ) :[用紙の取り扱い]を[プリン 
夕設を]パネルからクリックします。 

• コントロールパネル：[セットアッスボタンを押し、[基本設定]を選 
択し、[デフオルトトレイ]または[トレイのロック]を選択します。 

3. 目的のトレイ設をを変更し、 [0 のまたは[適用]をクリックします。 

特殊な用紙およびカスタムサイズのメディアの印刷 


• 特殊な巧紙またはカスタムサイズのメディアに印刷するには （ Windows ) 

• 特殊な巧紙またはカスタムサイズのメディアに印刷するには （Mac OS ) 
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特巧な用紙またはカスタムサイズのメディアに印刷するには (Windows) 

1. 適切なメディアをセットします。詳細については、 メディアのセッ ト を参 
照してください。 

2. 文書を開いた状態で、 [ファイル] メニューの[印刷]をクリックし、[設 
定]、 [プロパティ]、 または[基本設を]をクリックします。 

3. [用紙/機能]タブをクリックします。 

4. [サイズ]ドロップダウンリストからメディアサイズを選択します。 

カスタムサイズのメディアを 設 をするには： 

a. [カスタム]ボタンをクリックします。 

b. 新しいカスタムサイズの名前を入力します。 

C ■[幅]と[高さ]ボックスで寸法を入力し、[保を]をクリックします。 

d. [0 のを2回クリックして、 [プロパティ]、 または[基本設定]ダイアロ 
グボックスを終了します。ダイアログボックスを再度開きます。 

e. 新しいカスタムサイズを選巧します。 

5. 巧紙の種類を選択するには： 

a. [詳細]を[タイプ]ドロップダウンリストからクリックします。 

b. 任意のメディアタイプをクリックして、 [0 のをクリックします。 

6. [ソース]ドロップダウンリストからメディアソースを選択します。 

7. その他の設定を変更し、[〇のをクリックします。 

8. 文書を印刷します。 


特殊な用紙またはカスタムサイズのメディアに印刷するには (Mac OS) 

1. 適切なメディアをセットします。詳細については、 メディアのセッ ト を参 
照してください。 

2. [ファイル]メニューの[用紐設定]をクリックします。 

3. メディアサイズを選択します。 

4. カスタムサイズのメディアを設まするには： 

a. [カスタムサイズの管理】を[用紙サイズ]プルダウン メニュ ーでクリッ 
クします。 

b. [新規]をクリックし、[用紙サイズ名]ボックスにサイズの名前を入力 
します。 

C. [幅]と[高さ]ボックスで寸法を入力し、必要に応じて余白を設をしま 
す。 

d. [完了]または [0 のをクリックし、[保を]をクリックします。 

5. [ファイル]メニ ューで [ぺ ージ設定]をクリックし、新しいカスタムサイ 
ズを選がします。 

6. [0K] をクリックします。 

7. [ファイル]メニ ューの[印刷]をクリックします。 

8. [用紙の取り扱い]パネルを開きます。 
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9. [排紙先の用紙サイズ]の下にある[用紙に合わせて調節]タブをクリック 
し、カスタマイズされた巧紙サイズを選択します。 

10. それな外の任意の設定を変更し、 [ OK ] または[印刷]をクリックします。 

フチ無し印刷 

フチ無し印刷を使用すると、特定の巧紙タイプおよび一部の標準サイズの用 
紙の端まで印刷することができます。 


腎注記ソフトウェアアプリケーシヨンでファイルを開き、画像サイズを割 
り当てます。画像サイズが、その画像を印刷するメディアのサイズに合つ 
ていることを確認します。 

この機能には、[印刷機能のシヨートカット]タブからアクセスすることも 
できます。プリンタドライバを開き、[印刷機能のシヨートカット]タブ 
を選択し、この印刷ジヨブのドロップダウンリストから印刷機能のシヨー 
ト カット を選択します。 


フチ無し文書を印刷するには ( Windows ) 

1. 適切なメディアをセットします。詳細については、 メディアのセッ ト を参 
照してください。 

2. 印刷するファイルを開きます。 

3. アプリケーシヨンからプリンタドライバを開きます。 

a . [ファイル] をクリックし、[印刷]をクリックします。 

b . [プロパティ] または[設定]をクリックします。 

4. [用紙/品貴]タブをクリックします。 

5. [サイズ]ドロップダウンリストからメディアサイズを選択します。 

6. [フチ無し印刷]チェックボックスを選択します。 

7. [ソース] ドロップダウンリストからメディアソースを選択します。 

8. [タイプ]ドロップダウンリストからメディアのタイプを選択します。 

9. 写真を印刷する場合は、[印刷品質]ドロップダウンリストから[高画質] 

を選巧します。または、[最大 dpi ] を選択します。この場合、最適な印刷 
品質を得るために最大解像度4800 X 1200 dpi * * による印刷が可能になりま 
す。 

* 最大解像度 4800 x 1200 dpi は入カデータ解像度を1200 dpi に設定し、 
カラー印刷した場合この設定では、一時的に大量のハードディスク容量 
(400 MB Jil 上）が使用されることがあり、印刷に時間がかかります。 

10. その他の印刷設定を変更し、[〇のをクリックします。 

11. 文書を印刷します。 

12. 切り取りタブ付きのフォトメディアに印刷した場合は、タブを切り取つ 
て、文書を完全にフチ無しにします。 
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フチ無し文書を印刷するには (Mac OS ) 

1. 適切なメディアをセットします。詳細については、 メディアのセッ ト を参 
照してください。 

2. 印刷するファイルを開きます。 

3. [ファイル] をクリックし、[用が設定]をクリックします。 

4. フチ無しメディアのサイズを選択して [0 のをクリックします。 

5. [ファイル] をクリックし、[印刷]をクリックします。 

6. [用紙の種類/品質]パネルを開きます。 

7. [用紙]タブをクリックし、[用紙の種類]ドロップダウンリストから用紙の 
種類を選がします。 

8. 写真を印刷する場合は、[品貴]ドロップダウンリストから[高画質]を選 
択します。または、撮大 dpi ] を選択します。この場合、最大解像度 
4800 X 1200 dpi * による印刷が可能になります。 

* 最大解像度 4800 x 1200 dpi は入カデータ解像度を1200 dpi じ設定し、 
カラー印刷した場合この設定では、一時的に大量のハードディスク容量 
(400 MB な上）が使用されることがあり、印刷に時間がかかります。 

9. メディアソースを選択します。厚いメディアまたはフォトメディアに印 
刷する場合は、手差しオプションを選択します。 

10. その他の設定値を選択した後、[プリント]をクリックします。 

11. 切り取りタブ付きのフォトメディアに印刷した場合は、タブを切り取つ 
て、文書を完全にフチ無しにします。 

短縮ダイヤルの設定（一部のモデルのみ） 

頻繁に使うファックス番号やネットワークフォルダは、短縮ダイヤルエント 
リとして設定できます。そうすれば、コント ロール パネルからすぐにダイヤ 
ルすることができます。これらの送信ホの最ネ刀の5つのエントリは、コント 
口ール パネルの5つの短縮ダイヤルボタンに関連付けられます。 

ファックス番号の短縮ダイヤルエントリまたはグループとしての設定 

ファックス番号またはファックス番号のグループを短縮ダイヤルエントリと 
して保存することができます。短縮ダイヤルエントリ1〜5は、コントロ 
-ルパネルの対応する5つの短縮ダイヤルボタンと関連付けられます。 

設まされる短縮ダイヤルエントリー覧の印刷については、 短縮ダイヤルエン 
トリー覽の印刷とま示 を を照してください。 
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短縮ダイヤルェントリを設をするには 

• 埋め込み Web サーバ（ネットワーク接綺：埋め込み Web サーバを開 
き、[設を]タブをクリックします。次に、左枠の[ファックス短縮ダイヤ 
J レ]をクリックします。 

• ェントリを追加するには： [ファックス 短縮ダイヤル ェントリの 簡易 
追则セクションのフィールドに必要な情報を入力します。 

• ェントリを編集まもは削除するには、 [ファックス 短縮ダイヤルアド レ 
ス 帳]セクションでエントリを選巧し、[編集]アイコンまたは[削除] 
アイコンをクリックします。 

’完了したら、[適用]をクリックします。 

• HP Photosmart ソフトウェア： HP Photosmart ソフトウェアを開き、才 
ンスクリーンヘルプの指示に従います。 

• HP デバイスマネージャ （Mac 0 S ) : [ HP デバイスマネージャ]を起動 
し、[情報と設定]をクリックして、ドロップダウンリストから [ファック 
ス短縮ダイヤル設を]を選巧します。 

• コントロールパネル：[セットアップ]を押し、[短縮ダイヤルの設讶才 
プションを選択します。 

-ェントリを追加または変更するには：[個別の短縮ダイヤル]または[グ 
ループ短縮ダイヤル]を選巧し、矢印キーを押して未使用のェントリ番 
号に移動するか、キーパッドから番号を入力します。ファックス番号 
を入力し、 [0 K ] を押します。ホ外局番、 PBX システム外の番号のア 
クセスコード（通常は9または0)、長距離電話のプレフィックスな 
ど、間隔や他の必要な番号をさめます。名前を入力し、 [ OK ] を巧しま 
す。 


• 1つまたはすべてのエントリを削除するには：瞄縮ダイヤルを削陶を 
選択し、矢印キーで削除する短縮ダイヤルをハイライトし、 [0 のを押 
します。 


短縮ダイヤルグルーブを設をするには 

ファックス番号の同じグループにを期的に情報を送信する場合は、操作を簡 
略化するために、グループの短縮ダイヤルエントリを設定できます。グルー 
プの短縮ダイヤルエントリは、コントロールパネルの短縮ダイヤルボタン 
に関連付けることができます。 

短縮ダイヤルのグループにメンバーを追加するには、メンバーが短縮ダイヤ 
ルー覧にあらかじめ合まれている必要があります。各グループじは最大20 
個のファックス番号を追加でき、各ファックス番号には最大50文字をさめる 
ことができます。 

• 埋め込み Web サーバ（ネットワーク接続）：埋め込み Web サーバを開 
き、設をタブをクリックします。次に、左枠のファックス短縮ダイヤル 
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をクリックします。 [ファックス 短縮ダイヤル アドレス帳] で、エントリ 

の番号（たとえば26〜 50) をさむリンクをクリックします。 

• グループを追加するには、 [ファックス 短縮ダイヤルアドレス帳]の 
[新規グループ]ボタンをクリックし、選巧した部分から個別のエント 
リを選択します。適切なグループ情報を入力し、陋剧をクリックし 
ます。 

• エントリを編集または削除するには、 [ファックス 短縮ダイヤルアドレ 
ス 帳]でエントリを選巧し、臨氧アイコンまたは[削除]アイコンを 
クリックします。 

-グループを削除するには：エントリを選巧し、牌 j 除]ボタンをクリッ 
クします。 

-完了したら、[適用]をクリックします。 

* HP Photosmart ソフトウエア ： HP Photosmart ソフトウエアを開き、才 

ンスクリーンヘルプの指示に従います。 

• HP デバイスマネージャ （ MacOS ) : [ HP デバイスマネージャ]を起動 

し、[情報と設定]をクリックして、ドロップダウンリストから [ファック 

ス短縮ダイヤル設定]を選がします。 

• コントロールパネル：[セットアップ] ボタンを巧し、[短縮ダイヤルの設 

定]オプションを選択します。 

-グループを追加するには：[グループ短縮ダイヤル]を選択し、登録され 
ていない短縮ダイヤルを選択し、 [0 のを押します。矢印キーで短縮ダ 
イヤルをハイライトし、 [0 のを押して選がします（チェックマークが 
短縮ダイヤルの横に表示されます）。このグループに追加短縮ダイヤ 
ルを追加するには、同じ手順を繰り返します。作業が終了した後、[選 
択終了]オプションを選巧し、 [0 K ] を押します。オンスクリーンキー 
ボードでグループ短縮ダイヤルの名前を入力し、[完了]を選がしま 
す。 

• グループじエントリを追加するには：[グループ短縮ダイヤル]を選巧 
し、変更するグループ短縮ダイヤルを選巧し、 [ OK ] を押します。矢印 
キーで短縮ダイヤルをハイライトし、 [ OK ] を押して選がします（チェ 
ック マークが 短縮ダイヤルの横に表示されます）。このグループに追 
加短縮ダイヤルを追加するには、同じ手順を繰り返します。作業が終 
了した後、[選択終了]オプションを選択し、 [0 K ] を巧します。[グル 
-プ名]画面の院了]を選択します。 


短縮ダイヤルの設を（一部のモデルのみ) 
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-グループからエントリを削除するには：[グループ短縮ダイヤル]を選択 
し、変更するグループ短縮ダイヤルを選巧し、 [0 のを押します。矢印 
キーで短縮ダイヤルをハイライトし、 [0 のを巧して選択します（チェ 
ックマークが短縮ダイヤルから削除されます）。このグループじ追加 
短縮ダイヤルを削除するには、同じ手順を繰り返します。作業が終了 
した後、[選択終了]オプションを選択し、 [0 のを巧します。[グルー 
プ名]画面の椅了]を選択します。 

-グループを削除するには：[短縮ダイヤルを削除]を選択し、矢印キーで 
削除する短縮ダイヤルをハイライトし、 [0 K ] を巧します。 

ネットワークフォルダの短縮ダイヤルエントリとしての設定（一部のモデルのみ） 

最大10個のネットワークフォルダを短縮ダイヤルエントリとして保をでき 
ます。5つのエントリは、コントロールパネルの対応する5つの短縮ダイヤ 
ルボタンと関連付けられます。グループの短縮ダイヤルエントリを設定す 
ることはできません。ダイレクトデジタルファイリング短縮ダイヤルを巧 
巧すると、デジタル文書をスキャン、保巧し、短縮ダイヤルを使用して送信 
するためのフナルダを作成できます。わかりやすい名前、ネットワークパ 
ス、ユーザー名、パスワード、オプションの PIN の各フィールドを巧用し 
て、新しいダイレクトデジタルフアイリング短縮ダイヤルエントリを追加 
します。 


設定される短縮ダイヤルエントリー覧の印刷については、 巧縮ダイヤルエン 
トリー覽の E 口刷と表示 を をおしてください。 


短縮ダイヤルエントリを設定するには 


埋め込み Web サーバ（ネットワーク接続）：埋め込み Web サーバを開き、設 
定タブをクリックします。次に、左巧のダイレクトデジタルファイリング 
短縮ダイヤルをクリックします。 

-エントリを追加または変更するには：[ダイレクトデジタルファイリング 
短縮ダイヤルアドレス帳】のエントリを選択し、[編集]ボタンをクリック 
します。必要な変更を加えて、[適用]をクリックします。 

• エントリを削除するには：エントリを選択し、[削除]ボタンをクリックし 
ます。 

-完了したら、[適用]をクリックします。 

短縮ダイヤルエントリー覧の印刷と表示 

設定済みのすべての短縮ダイヤルエントリの一覧は印刷または表示すること 
ができます。一覧の各エントリには、次の情報が含まれます。 

• 短縮ダイヤル番号（最ネ刀の5つのエントリは、 コントロール パネルの5つ 
の短縮ダイヤルボタンに対応します） 

* ファックス番号またはフアツクス番号のグループに関連付けられている名 
前 
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• ファックスの短縮タイヤルー覧の場合は、ファックス番号（またはグルー 
プのすべてのファックス番号） 

• ネットワークフォルダー覧の場合は、フォルダパス名 

短縮ダイヤルエントリの一覧を印刷するには 

埋め込み Web サーバ：[設定]タブを選巧し、左枠から[ファックス短縮ダイ 

ヤル]を選択します。次に、ブラウザから[ファックス短縮ダイヤルアドレス 

帳】ページを印刷します。 

短縮ダイヤルエントリの一覧を表示するには 

• 埋め込み Web サーバ（ネットワーク接続）：埋め込み Web サーバを開 
き、[設定]タブをクリックします。次に、左枠の[ファックス短縮ダイヤ 
ル]をクリックします。 

• HP デバイスマネージャ (Mac OS ) : [ HP デバイスマネージャ]を起動 
し、[情報と設定]をクリックして、ドロップダウンリストから[ファック 
ス短縮ダイヤル設定]を選がします。 

* HP Photosmart ソフトウェア： HP Photosmart ソフトウェアを開き、才 
ンスクリーンヘルプの指示に従います。 


短縮ダイヤルの設を（一部のモデルのみ) 
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4 印刷 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

- プリント設をのを g 
* 雨面印刷に面印刷) 

• 印刷ジヨブのキャンセル 

プリント設定の変更 

プリント設定（用紙のサイズやタイプ）は、アプリケーシヨン、またはプリン 
タドライバから変更できます。アプリケーシヨンから加えた変更は、プリン 
タドライバから加えた変更に優先します。ただし、アプリケーシヨンを終了 
すると、ドライバで設定がデフオルトの設定に戻ります。 


鞍を記プリントジョブすべてにプリント設定を設定するには、プリンタド 
ライバで変更を加えます。 

Windows のプリンタドライバ機能の詳細については、プリンタドライバ 
のオンラインヘルプを参照してください。特定のアプリケーションから 
EP 刷するちまについては、そのアプリケーシヨンに付属のマニュアルを参 
照してください。 


現在のジョブについてアプリケーションから設定を変更するには ( Windows ) 

1. 印刷する文書を開きます。 

2. [ファイル] メニユーの[印商 Ij ] をクリックし、[設定]、 [プロパティ]、 また 
は[基本設定]をクリックします（使用するアプリケーションに応じて、異 
なるオプションがあります)。 

3. 設定を変更し、 [0 のをクリックし、[印刷]、または類似のコマンドをクリ 
ックします。 


：!寻来のジョブすべてについてデフオルトの設定を変更するには ( Windows ) 

1. [スタート]をクリックして[設定]をクリックし、[プリンタ]または[プリ 
ンタと FAX ] をクリックします。 

-または- 

[スタート] をクリックして [コントロールパネル] をクリックし、 [プリン 
夕]をダブルクリックします。 

2. プリンタアイコンをちクリックし、[プ□パティ]、[文書デフオルト]、ま 
たは[詳細設定]を選択します。 

3. 設をを変更して、 [0 のをクリックします。 
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設定を変更するには (Mac OS ) 

1- [ファイル]メニユーの[用紙設定]をクリックします。 

2. 巧紙サイズなど、必要な設定を変更して、 [0 のをクリックします。 

3. [フ アイ J レ]メニ ユーの [プリント] をクリックして、プリンタドライバを 
開きます。 

4. 用紙タイプなど、必要な設定を変更して、 [0 のまたは[プリント]をクリ 
ックします。 


両面印刷口面印刷) 


オプションの自動両面印刷アクセサリ（両面印刷ユニット）を巧って自動的に 

行うか、またはメディアを裏返してデバイスに再度給紙することにより、手 

動でメディアの両面に印刷できます。 

• ぺージの而面に印刷する場合のガイドライン 

• 而面印刷を実行するには （ Windows ) 

• 自動而面印刷を実行するには （Mac OS ) 

ページの雨面に印刷する場合のガイドライン 

-必ず、デバイスの仕様に準拠したメディアを使用して〈ださい。詳細に 
ついては、 サポートされたメディアの仕なの理解 を 参照して〈ださい。 

-アプリケーション、またはプリンタドライバで両面印刷オプションを指 
定します。 

- OHP フィルム、封筒、フォト巧紙、光沢のあるメディア、 60 g / m 2( ボン 
ド紙16ポンド）未満の巧紙、または105 g / m 2 (ボンド紙28ポンド）を超 
える用紙には、両面印刷をしないで〈ださい。これらのタイプのメディ 
アを使用すると、メディア詰まりが発生する場合があります。 

* レターヘッド、あらかじめ印刷された用紙、およびウナーターマークやあ 
らかじめ巧の開いた巧紙など、ぺージの両面に印刷する場合特別の方向に 
挿入することが必要な特殊メディアもあります。 Windows を実行してい 
るコンピュータから印刷すると、メディアの最初の面から印刷されま 
す。 MacOS を実行しているコンピュータから印刷すると、2番目の面が 
最ネ刀に印刷されます。正面を下に向けてメディアをセットします。 

-両面印刷でメディアの片面に印刷されると、インクが乾燥する間、デバイ 
スは用紙を保留して待機します。インクが乾燥すると、用紙はデバイス 
に再度給紙され、2番目の面が印刷されます。印刷が完了すると、巧紙は 
排紙トレイに排出されます。印刷が完了するまで、用紙をつかまないで 
ください。 

• サポートされているカスタムサイズのメディアの両面に印刷するには、用 
紙の上下を逆にして、もう一度デバイスに給紙します。詳細については、 
サポートされたメディアのかなの理解 を 参照してください。 
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両面印刷を実行するには ( Windows ) 

1. 適切なメディアをセットします。詳細については、 ぺージの而面に印刷 
する場合のガイドライン および メディアのセッ ト を参照してください。 

2. 両面印刷 ュニッ トが正しく取り付けられていることを確認してくださ 
し、。 詳細については、 而面印刷 ュニッ トのインストー ル を を おしてくだ 
さし、。 

3. 文書を開いた状態で、 [ファイル]メニ ューの[印刷]をクリックし、[設 
定]、 [プロパティ]、 または[基本設定]をクリックします。 

4. [各種機能]タブをクリックします。 

5. [両面印刷]ドロップダウンリストを選択します。自動両面印刷を行うに 
は、[自動]が選択されていることを確認します。 

6. 文書の画面上のレイアウトに合うように各ぺージを自動的にサイズ変更す 
るには、[レイアウトの保巧]が選択されていることを確認します。この才 
プションをクリアすると、不要な改ぺージが挿入されることがあります。 

7. 綴じ込み方法に応じて、[上綴じ]チてックボックスをオンまたはオフにし 
ます。綴じ込み例については、プリンタドライバのグラフィックスを参 
照してください。 

8. 必要に応じて、[綴じ込みレイアウト]ドロップダウンリストから綴じ込み 
レイアウトを選がします。 

9. その他の設定を変更し、 [0 のをクリックします。 

10. 文書を印刷します。 

自動両面印刷を実行するには (Mac OS ) 

1. 適切なメディアをセットします。詳細については、 ぺージの而面に印刷す 
る場合のガイドライン も' よび メディアのセット をを照してください。 

2. 両面印刷 ュニッ トが正しく取り付けられていることを確認してください。 
詳細については、 両面 E 口刷 ュニッ トのインストー ル を参照して〈ださい。 

3. [ファイノレ] メニューの[印刷]をクリックします。 

4. [両面印刷]パネルを開きます。 

5. 両面に印刷するオプションを選巧します。 

6. 適切なアイコンをクリックして、綴じ方向を選択します。 

7. その他の設定を変更し、[印品 Ij ] をクリックします。 

印刷ジョブのキャンセル 

な下の方まを使巧して印刷ジョブをキャンセルできます。 

コント□—ルパネル： x ( [キャンセル]ボタン）を押します。これにより、現 

在処理中のジョブがクリアされます。化理待機中のジョブには影響しませ 

f\J 〇 
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Windows : コン ピュ ータ 画面のち下端に表示されているプリ ンタアイコン 
をダブルクリックします。印刷ジョブを選択し、キーボードの削除キーを 
押します。 

Mac OS : [プリンタ 設定 ユーティリティ] でプリンタをダブルクリックしま 
す。印刷ジョブを選巧して[保留]をクリックし、[削除]をクリックします。 


印刷ジョブのキャンセル 


57 



5 コピー 

高品質のカラーコピーおよびモノクロコピーを、さまざまな種類やサイズの 
用紙で作成することができます。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• コントロールパネルからのコピーの作成 

* コピー設定の変更 

• 原稿のトリミング（カラーディスプレイモデルのみ) 

* コ ピ ージヨ ブのキャンセル 

コントロ ールパネルからのコピーの作成 

コントロールパネルから高画質のコピーを作成できます。 

コントロールパネルからコピーを作成するには 

1. 巧紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. スキャナのガラス板または ADF を使用して原稿をセットします。詳細に 
ついては、 原稿のセッ ト を参照して〈ださい。 

3. 次のいずれかの操作を行います。 

• モノクロコピーを開始するには、[コピースタート-モノクロ]を押し 
ます。 

• カラーコピーを開始するには、[コピースタート-カラー]を押しま 
す。 


野を記カラー原稿の場合は、[コピースタート-モノクロ]を押すとモ 
ノクロコピーになり、[コピースタート-カラー]を押すとフルカラー 
コピーになります。 


コピー設定の変更 

コピー設定をカスタマイズすると、ほぼすベてのコピーに対応することがで 
きます。 

コピー設定を変更しても、その変更は現在のコピー操作にのみ反映されま 
す。今後すベてのコピー操作にその設定を適巧するようにするには、そのを 
更をデフオルトとして設定する必要があります。 

現在の設定を今後も使用できるようにデフオルトとして保巧するには 

1. [コピーメニュ ー] で設定を変更します。 

2. [コピーメニュ ー] を押し、惭しいデフナルトの設定]が表示されるまで矢 
印キーを押します。 

3. 矢印キーを押して[はい]を選択し、[〇のを押します。 
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原稿のトリミング（カラーディスプレイモデルのみ） 

原稿をコピーする前に、[コピーメニュ ー] の[トリミング]設定を使巧して、 
コピーする領域を選択することができます。[トリミング]設定を選択すると 
スキヤンが始まり、カラーディスプレイに原稿のプレビューが表示されま 
す。 

トリミングを行うと画像の寸法が変わり、ファイルサイズは小さくなりま 
す。 


ホヒント[縮小/拡大]設定を変更することで、トリミングした画像のサイズ 
を調整できます。[ページに合わせる]を使用すると、フチありのコピーが 
作成されます。トリミングした画像を化大すると、画像の解像度によって 
は印刷の品質が低下する可能性があります。 


コントロール パネルから画像をトリミングするには 

1. コピー 領域で[コ ピーメニュ ー] を押し、 [トリミング] を選択します。 

2. 矢印ボタンを使用して、トリミング領域の左上隅の位置を設定します。 

3. [0 のを押します。 

4. 矢印ボタンを使用して、トリミング領域のち下隅の位置を設定します。 

5. [0 のを巧します。 

カラーグラフィックディスプレイにトリミングされた画像が表示されま 
す。 

コピージョブのキヤンセル 

▲ コピーを中止するには、コントロールパネルの[キャンセル]を巧しま 
す。 
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6 スキヤン 

原稿をスキャンし、ネットワーク上のフナルダやコンピュータ上のプログラ 
ムなど、さまざまな場所に送信することができます。コントロールパネル、 
HP フォトイメージングソフトウエア、コンピュータ上の TWAIN 互換また 
は WIA 互換プログラムを使用できます。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• 原稿のスキャン 

• 埋め込み Web サーバ経由での Web スキャンの巧巧 

• TWAIN 互抱または WIA 互梅プログラムからのスキャン 

* スキャンした原稿の編集 
• スキャン設定の変更 

• スキャンジヨブのキヤンセル 

原柄のスキャン 

スキャンはコンピユータからでも、コントロールパネルからでも行うことが 
できます。このセクシヨンでは、コントロールパネルからのスキヤン方法に 
ついてのみ説明します。 


腎ミ主記 HP Photosmart ソフトウェアを使用して、パノラマなどの画像をス 
キャンすることもできます。このソフトウェアを巧巧すれば、スキャンし 
た画像を編集したり、スキャンした画像を使用して特別なプロジェクトを 
作成することができます。コンピュータからのスキャン方まや、スキャン 
画像の調整、サイズ変更、回転、トリミング、鮮明度調整については、ソ 
フトウエアに付属のオンスクリーン HP Photosmart ソフトウェア ヘルプ 
を参照してください。 


スキャン機能を使用するには、デバイスとコンピユータを接続して電源を才 
ンじします。また、スキャンを実行する前に、コンピユータにプリンタソフ 
トウエアをインストールし、実行してお〈必要があります。 Windows を実行 
しているコンピユータでプリンタソフトウエアが動作していることを確認す 
るには、画面ち下の時刻の横にあるシステムトレイに、デバイスのアイコン 
が表示されていることを確認します。 MacOS を実行しているコンピユータ 
でこれを確認するには、 HP デバイスマネージャを開き、[画像のスキヤン] 

をクリックします。スキャナを利用できる場合は、 HPScanPro アプリケー 
シヨンが起動します。利巧できない場合は、スキャナが見つからなかったこ 
とを示すメツセージが表示されます。 
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野を記 Windows システムトレイにある HP Digital Imaging Monitor アイコ 
ンを閉じると、デバイスからスキャン機能の一部が失われ、[接続していま 
せん] という エラーメツセー ジが表示されます。この エラーメツセー ジ 
が表示された場合は、コンピュータを巧起動するか、または 
HP Photosmart ソフトウエアを起動すると、機能を完全に回復させるこ 
とができます。 


ダイレクトデジタルファイリングの設を（一部のモデルのみ） 

ダイレクトデジタルファイリングは、文書をスキヤンしてフォルダに保巧 
し、ネットワーク上で他のユーザーと共有できるようにする機能です。コン 
ピユータ上で埋め込み Web サーバを使用すると、ダイレクトデジタルファ 
イリングの短縮ダイヤルを設定できます。 


を記ダイレクトデジタルファイリングの実装には、ネットワークの概念 
に関する基本的な理解が必要です。これらの機能の設定は、ネットワーク 
の経験を有するユーザーが行う必要があります。 


ネットワークフォルダを設定するには 


▲ ネットワーク上にフナルダを作成します。このフォルダは、ダイレクト 
デジタルファイリング機能を使用してスキヤンされるファイルを保存す 
るために使用されます。 


敦ミ主記ネットワークフォルダを使巧するすべてのユーザーが、フォル 
ダの内容の書き込みと変更を含めて、フナルダのアクセス許可を持つ 
ていることを確認します。フォルダのアクセス許可を変更する方まに 
ついては、オペレーテイングシステムのマニュアルを参照してくださ 
い。 


短縮ダイヤル番号を設をするには 

1. Web ブラウザを開き、デバイスに割り当てられている IP アドレスを入力 
します。例えば、 IP アドレスが 123.123 .123.123 の場合、な下のアドレ 
スを Web ブラウザに入力します。 http :// 123.123 .123.123 

載を記デバイスはネットワークに接続されている必要があります。デ 
バイスの IP アドレスは、コントロールパネルから取得できます。 

2. [設を]タブをクリックします。 

3. [アドレス帳]の[ダイレクトデジタルファイリング短縮ダイヤル]をクリ 
ックします。 


原稿のスキヤン 
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4. 短縮ダイヤルエントリの情報を入力し、目的のスキャン設定を変更しま 
す。 


野を記個人識別番号 ( PIN ) を追加して、許巧のないユーザーがこの短縮 
ダイヤルを使用できないようじすることもできます。 PIN を設定する 
と、デバイスの コントロール パネルでは、短縮ダイヤルを使用するた 
びに PIN の入力を求められます。 PIN を無効にするには、 PIN フィー 
ル ドを空白にします。 


5. [追カリをクリックします。エントリがダイレクトデジタルファイリング 
の短縮ダイヤルアドレス帳に追加されます。 

ネットワークフォルダへの原稿のスキヤン 

原稿のスキヤン画像は、コンピュータベースのソフトウェアを使用しなくて 
も、直接ネットワークフォルダに送信することができます。共有フォルダ 
は、ファイルサーバまたはネットワークの任意のコンピュータに配置するこ 
とができます。 

この機能を巧巧する前に、前述のように埋め込み Web サーバ ( EWS ) を使用 
して、ダイレクトデジタルファイリング短縮ダイヤルアドレス帳にフォル 
ダの場所を指定する必要があります。詳細については、 ネットワークフォル 
ダの短縮ダイヤルエントリとしての設を（一部のモデルのみ） またはデバイス 
に付属の[セットアップガイド]を参照してください。 

ネットワークフホルダにスキヤン画像を送信するには 

1. スキヤナのガラス板または自動ドキュメントフィーダ （ ADF ) に原稿をセ 
ットします。詳細については、 原稿のセッ ト を 参照して〈ださい。 

2. [デジタルファイリング]を押し、な下のいずれかを実行します。 

-ディスプレイのち縮ダイヤルエントリから送信先を選択します。 

• ディスプレイの5つの短縮ダイヤルボタンのいずれかを押して、送信 
先を選択します。 


腎を記短縮ダイヤルエントリに PIN を設定した場合は、結行する前に 
PIN を入力する必要があります。 


3. [スキヤンスタート] を押します。 


慶を記ネットワークトラフィックの状況や接続速度によっては、接結に時 
間がかかることがあります。 


コンピュータ上のプログラムへの原稿のスキャン（直接接続） 

USB ケーブルを使用してデバイスが直接コンピュータに接続されている場合 
は、な下の手順に従います。 
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^ キャンが完了すると、選択したプログラムが開き、スキャンした文書が表 
7 F されます。 


HP フォトイメージングソフトウエアからコンピュータ上のプログラムにスキヤン画 
像を送信するには 

1. コンピュータで HP フォトイメージングソフトウェアを開きます。詳細 
については、 HP フォトイメージングソフトウェアの巧用 を 参照して〈だ 
さい。 

2. 詳細については、オンスクリーンヘルプを参照してください。 

コントロールパネルからコンピュータ上のプログラムにスキヤン画像を送信するには 
(直接を続） 

1. スキヤナのガラス板または ADF に原稿をセットします。詳細について 
は、 原稿のセット をを照して〈ださい。 

2. [スキヤンメニュ ー] ボタンまたは [スキヤンの 送信先]ボタンを押しま 
す。 

3. 矢印キーを巧して、使用するプログラム （ HP フォトイメージングソフト 
ウェアなど）を選択し、[〇のを押します。 

4. [スキヤンスタート] を巧します。 


コントロールパネルからコンピユータ上のプログラムにスキヤン画像を送信するには 
(ネットワーク接続） 

1. スキヤナのガラス板または ADF に原稿をセットします。詳細について 
は、 原搞のセット をを照して〈ださい。 

2. [スキヤンメニユ ー] ボタンまたは [スキヤンの 送信先]ボタンを押しま 

す。 

3. [コン ピユ ー タの選択]を選択します。 

4. 使用可能なコンピユータの一覧からコンピユータ名を選択し、 [0 のを押 
します。 

5. 矢印キーを押して、使用するプログラム （ HP フォトイメージングソフト 
ウェアなど）を選択します。 

6. [0 のまたは [スキャンスタート] を押します。 


メモリデバイスへの原稿の送信 

挿入してあるメモリカードや前面 USB ポートに接続したストレージデバイ 
スに、スキヤンした画像を JPEG 画像または PDF ファイルとして送信するこ 
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とができます。品質や用紙サイズの設をなど、その他のスキャンオプション 
もあります。 

メモリデバイスにスキャンするには 

1. 印刷面を下にしてガラス板のち下隅または ADF に合わせて原稿をセット 
します。 

2. メモリデバイスを挿入します。 

3. [スキャンスタート]を押します。 

• [スキャンメニュ ー] が表示され、さまざまなオプションまたはスキャ 
ンホが表示されます。デフォルトのスキャン先には、前回このメニュ 
一を使巧したときに選択したスキャン先が指定されます。 

-デバイスをコンピュータに直接接続している場合、[スキャンの送信 
先]メニューが表示されます。 

4. 矢印キーを押して[メモリデバイス]を強調表示し、 [0 のを押します。 
デバイスによって画像がスキャンされ、そのファイルがメモリカードま 
たはストレージデバイスに保巧されます。 

埋め込み Web サーバ経由での Web スキャンの使用 

Web スキャンは埋め込み Web サーバの機能の一部であり、 Web ブラウザを 
使巧してデバイスで写真や文書をスキャンし、コンピュータに出力すること 
ができます。この機能は、コンピュータにデバイスソフトウェアをインスト 
—ルしなかった場合でも利用できます。 

▲[情報]タブをクリックし、左枠の [ Web スキャン]をクリックします。[画 
像タイプ]と[ドキュメントのサイズ]の選択を行い、[スキャン]または 
[プレビュ ー] をクリックします。 

埋め込み Web サーバの詳細については、 巧め込み Web サーバ をを照してく 
ださし、。 

TWAIN 互換または WIA 互換プログラムからのスキャン 

デバイスは TWAIN 互換および WIA 互換であり、 TWAIN 互換または WIA 互 
換のスキャンデバイスをサポートするプログラムを使巧できます。 TWAIN 
互換または WIA 互換プログラムでは、スキャン機能にアクセスし、スキャン 
画像を直接プログラムに送信することができます。 

TWAIN は、ネットワーク接続および直接接続の両方について、すべての 
Windows および Mac OS オペレーティングシステムでサポートされていま 
す。 

Windows オペレーティングシステムでは、 WIA がサポートされているのは 
Windows XP での直接接続のみです。 Mac 0 S ではサポートされていませ 
ん。 
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TWAIN 互換プログラムからスキヤンするには 


-般的に、[取得]、[ファイルの取得]、[スキヤン]、[新規オブジェクトのイン 
ポ-卜]、[挿入元]、[スキャナ]のようなコマンドがある場合、そのソフトウ 
ェアプログラムは TWAIN 互換です。プログラムに互換性があるかどうかわ 
からない場合、またはコマンドの名前がわからない場合は、ソフトウェアプ 
ログラムのヘルプまたはマニュアルを参照してください。 

TWAIN 互換プログラム内からスキャンを開始します。コマンドおよび手順 
の詳細については、ソフトウ； L アプログラムのヘルプまたはマニュアルを参 
照してください。 


野を記ファックスの受信中に TWAIN スキャンを開始すると、 エラー メッ 
セージがま示され、スキャンは実行されません。ファックスが受信される 
のを待ってから、スキャンを再開してください。 


WIA 互換プログラムからスキヤンするには 


-般的に、け串入]メニューまたは[ファイル]メニューに[画像/スキャナまた 
は カメラから] のような コマン ドがある場合、その ソフ トウエアプログラム 
は WIA 互換です。プログラムに互換性があるかどうかわからない場合、また 
は コマン ドの名前がわからない場合は、 ソフ トウ； L アプログラムのヘルプま 
たはマニュアルを参照してください。 

WIA 互換プログラム内からスキャンを開始します。コマンドおよび手順の詳 
細については、ソフトウエアプログラムのヘルプまたはマニュアルを参照し 
てください。 

スキャンした原稿の編集 

HP Photosmart ソフトウエアを使巧してスキャンした画像を編集できます。 
OCR (光学式文字認識）ソフトウエアを使用して、スキャンした文書を編集す 
ることもできます。 


スキヤンした写真またはグラフィックの編集 


HP Photosmart ソフトウェアを使用して、スキヤンした写真またはグラフィ 
ックを編集できます。このソフトウェアを使用して、明度、コントラスト、 
彩度などさまざまな調整を行います。 HP Photosmart ソフトウェアを使用し 
て、スキヤンした画像を回転することもできます。 

詳細については、オンスクリーン HP Photosmart ソフトウエア ヘルプ を参 
照してください。 


光学式义字認識 （ OCR ) ソフトウエアを使用した、スキャンス書の編集 

OCR ソフトウエアを使用すると、スキャンしたテキストを任意のワードプ 
ロセツサプログラムにインポートして編集することができます。これによ 


スキャンした原稿の編集 
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り、ファックス、レター、新聞の切り巧き、その他をくの文書を編集するこ 
とができます。 

編集に使用するワードプロセッサプログラムは指定できます。ワードプロ 
セッサアイコンが表示されていないかアクティブでない場合は、コンピュー 
夕 I こワードプロセッサソフトウェアをインス I ルしていないか、インスト 
—ル中にそのプログラムをスキャナソフトウェアが認識していません。ワー 
ドプロセッサプログラムへのリンクの作成方法については、 HP フナトイメ 
-ジングソフトウェアのオンスクリーンヘルプを参照してください。 

OCR ソフトウェアは、スキャンされたカラーテキストをサポートしていま 
せん。カラーテキストは、常に白黒のテキストに変換されてから、 OCR に 
送信されます。このため、最終的な文書のすべてのテキストは、元の色にか 
かわらず白黒になります。 

-部のワードプロセッサプログラムとデバイスとの相互作用は複雑であるた 
め、スキャンしたテキストをワードパッド (Windows のアクセサリ）じ送信 
し、テキストを切り取ってから、目的のワードプロセッサプログラムに貼り 
付けた方がよい場合もあります。 

スキャン設定の変更 

スキャン設定を変更するには 

• HP デバイスマネージャ （Mac OS ) : [ HP デバイスマネージャ]を起動 
し、[情報と設定]をクリックして、ドロップダウンリストから[スキャン 
プリファレンス]を選択します。 

• Windows :デバイスソフトウェアを開き、間对を選択します。次に、 
[スキャン設定とプリファレンス]を選巧し、利巧可能なオプションから選 
択して設をを行います。 

スキャンジョブのキャンセル 

▲ コントロールパネルの[キャンセル]を押しまず。 
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7 メモリデバイスの使用（一部のモ 
デルのみ》 

デバイスには、デジタルカメラの数種類のメモリカードを読み取ることがで 
きるメモリカードリーダーが搭載されています。デバイスを巧用して、こ 
れらのメモリカードから写真を保存することができます。さらに、メモリ 
力ードに保巧されている写真のサムネールビューを表示するフォトシートを 
印刷することができます。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

* メモリカードの t 車乂 
• デジタルカメラのお続 
- ストレージデバイスの按続 
- 写真の表示 

* コントロールパネルからの写真の印刷 

• コン ピュ ータへの 写宣のな巧 

メモリカードの挿入 

デジタルカメラで写した写真を保存しておくのにメモリカードを使巧してい 
る場合は、そのメモリカードをデバイスに挿入し、写した写真を印刷したり 
保存したりすることができます。 


A を意アクセス中にメモリカードを取り外そうとすると、力ード内のファ 
イルが損傷することがあります。フォトランプが点滅していない場合に 
のみ、力ードをま全に取り外すことができます。また、複数のメモリカー 
ドを同時に装着する こと も絶対に避けて ください。 メモリカード内のファ 
イルが損傷します。 

デバイスでは、な下のメモリカードをサポートしています。各タイプのメモ 
リカードは、その力ードに適したスロットにのみ差し込むことができます。 
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1 

CompactFlash (Type I および II) 

2 

Secure Digits し MultimediaCard (MMC)、Secure MMC 

3 

xD 

4 

Memory Stick、MagicGate Memory Stick、Memory Stick Duo、Memory Stick Pro 

5 

前部ユニ/くーサルシリアルバス (USB) ポート (PictBridge 対応） 


メモリカードを挿入するには 

1- メモリカードのラベルが左、接点がデバイス側を向〈ようにメモリカー 
ドを持ちます。 

2- メモリカードを対応するメモリカードスロットに挿入します。 



デジタルカメラの接続 

Pic 旧 ridge 対応の前面の USB ポートはメモリカードスロットの下にありま 
す。 



載を記サイズの制限により USB デバイスがこのポートに合わないか、デ 
バイスのコネクタが11 mm より短い場合、このポートでデバイスを使用 
するには、 USB 延長ケーブルをお買い求めいただく必要があります。 


68 


メモリデバイスの使用（一部のモデルのみ) 






































カメラが指定する写真とは、デジタルカメラでプリントのマークをつけた写 
真のことです。カメラによっては、ぺージレイアウト、部数、向き、その他 
の印刷設定が指定されます。 

デバイスは、 2 つの業界標準化式である Pic 旧 ridge および DPOF (Digital 
Print Order Format ) ファイル形式 1.1 をサポートしているので、印刷する写 
真を巧選択する必要はありません。 

• PictBridge 標準により、印刷の指示はカメラ本体に保巧されます。 

Pic 旧 ridge を使用して写真を印刷するには、カメラを PictBridge モードに 
して、 USB ケーブルを使ってデバイスの前面 USB ポートにカメラを接続 
します。 

• DPOF 標準では、印刷の説明がファイルとしてメモリカードに保存され 
ます。写真を DPOF ファイルから印刷するには、カメラからメモリカー 
ドを取り出して、 デバイスの適切なスロットに挿入する必要があります。 

カメラが指定した写真を印刷するときは、デバイスの印刷設定は適用されま 
せん。ぺージレイアウトの Pic 旧 ridge または DPOF 設定と印刷部数が、デバ 
イスの設定よりも優ホされます。 


鞍を記ただし、写真に印刷用のタグを付ける機能のないデジタルカメラも 
あります。お使いのデジタルカメラが Pic 旧 ridge 標準または DPOF ファ 
イル化式 1.1 をサポートしているかどうかについては、カメラの マニ ユア 
ルを参照してください。 


PictBridge 標準を使用して、カメラが指定した写真を印刷するには 

1. デジタルカメラに付属する USB ケーブルを使用して、デバイス前面の 
USB ポートにカメラを接続します。 

2. カメラの電源をオンにして、 Pic 旧 ridge モードになっていることを確認し 
ます。 


賢を記 USB モー ドを PictBridge モー ドに変更するちまを確認するに 
は、カメラの マニュアルを 参照してください。 Pic 旧 ridge モー ドの説 
明には、カメラによって異なる用語が用いられています。例えば、一 
部のカメラには [デジタルカメラ] の設をと [ディスク ドライブ]設定が 
あります。このような場合、 [デジタルカメラ] の設定が Pic 旧 ridge モ 
—ドの設定じなります。 


DPOF 標準を使用して、カメラが指定した写真を印刷するには 

1. デバイスの適切なスロットにメモリカードを挿入します。 

2. 指示にしたがって、な下のいずれかを実行します。 

- DPOF のタグが付いた写真をすべて印刷するには、[〇のを押します。 

DPOF のタグが付いた写真がすべて印刷されます。 

-矢印キーを押して[いいえ]を強調表示し、 [0 のを押します。 

これで、 DPOF 印刷が回避されます。 
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ストレージデバイスの接続 

キーチ王ーンドライブ、ポータブルハードドライブ、ストレージモードに 
設定されたデジタルカメラなどのストレージデバイスは、前面の USB ポー 
卜に接続できます。前面の USB ポートはメモリカードスロットの下にあり 
ます。 



W ミ主記ストレージモードに設定されたデジタルカメラは、前面の USB ポ 
-卜に接続できます。デバイスはこのモードのカメラを通常のストレー 
ジ デバイス として認識します。 このセクションでは、ストレージモード 
のデジタルカメラをストレージデバイスと呼びます。 

サイズの制限により USB デバイスがこのポートに合わないか、デバイス 
のコネクタが11 mm より短い場合、このポートでデバイスを使用するに 
は、 USB 延長ケーブルをお買い求めいただく必要があります。サポート 
する USB デバイスの詳細については、 サポートされているデバイス を 養 
照してください。 

USB モードをストレージモードに変更するちまを確認するには、カメラ 
のマニュアルを参照してください。ストレージモードを表すには、カメ 
ラによってさまざまな巧語が用いられています。例えば、一部のカメラに 
は[デジタルカメラ]の設定と[ディスクドライブ]設定があります。この 
ような場合、[ディスクドライブ]設定がストレージモード設定になりま 
す。カメラのストレージモードが機能しない場合は、カメラのファーム 
ウェアのアップグレードが必要な場合があります。詳細については、カメ 
ラに付属のマニュアルを参照してください。 


ストレージデバイスを接続したら、ストレージデバイスに保存されたファイ 
ルを使ってな下のことが行えます。 

* コンピユータにファイルを転送する 
-写真を表示する（カラーディスプレイのみ） 
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メモリデバイスの使用（一部のモデルのみ) 














-コント ロール パネルを使巧して写真を編集する （カラー ディスプレイの 
み） 

-写真を印刷する 

A を意アクセス中はストレージデバイスの接続を絶巧に切断しないでくだ 
さい。切断してしまうとストレージデバイスのファイルが損傷するおそ 
れがあります。メモリカードスロットの横のステータスランプが点滅し 
ていないときだけ、ストレージデバイスをを全に取り外すことができま 
す。 


写真の表示 

デバイスのカラーディスプレイに写真を表示することができます。 

HP Photosmart ソフトウエアを使用して写真を表示することもできます。 


写真の表示（カラーディスプレイモデルのみ） 

デバイスのカラーディスプレイに写真を表示して選がすることができます。 

写真をま示するには 

1. メモリカードをデバイスの適切なスロットに挿入するか、またはストレ 
-ジデバイスを前面の USB ポートに接続します。 

2. [フオトメニュー]を押します。 

[Photosmart Express ] メニューが表示されます。デフオルトでは、[表示 
と印刷]が強調表示されます。 

3. カラーディスプレイに見たい写真が表示されるまで矢印キーを押しま 
す。 


公-ヒント矢印キーを押し続けると、すべての写真をすばやく確認するこ 
とができます。 


コンピュータを使用した写真の表示 


デバイスに付属する HP Photosmart ソフトウエアを使用して写真を表示およ 
び編集できます。 

詳細については、オンスクリーン HP Photosmart ソフトウエアヘルプを参 
照して〈ださい。 

コントロールパネルからの写真の印刷 

デバイスでは、ファイルを コン ピュータに転送することなく、メモリカード 
またはストレージデバイスから直接写真を印刷することができます。フチ無 
し写真を印刷したり （1 枚の巧紙に1 つ)、 複数の写真を1枚の巧紙に印刷す 
ることができます。 
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このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 
* フ十トシートを巧用した写真の印刷 

• パノラマ写真の印刷 

• パスポート写貴の E 口刷 

- ビデオアクション（動画）の E 口刷 


フォトシートを使用した写真の印刷 

フォトシートを使うと、コンピュータを使わずに直接メモリカードやストレ 
-ジデバイスから写真を選択して印刷を行うことができて便利です。フォ 
トシートには保存されている写真のサムネイルビューが表示され、長さは数 
ぺージになることもあります。各サムネイルにはファイル名、インデックス 
番号、日付が表示されています。 

フォトシートは、写真の簡単なカタログ作成にも利巧できます。 
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敦を記デバイスからアクセスできるのは、 JPEG および TIFF 画像ファイル 
のみです。他のタイプのファイルを印刷するには、ファイルをメモリカ 
—ドまたはストレージデバイスからお使いのコンピユータに転送して 
HP Photosmart ソフトウエアを使用します。 

フォトシートからの写真の印刷には、3つのステップが必要です。 

* メモリカードまたはストレージデバイスの写真のフォトシートを印刷 
• フナトシートを記入 

• フナトシートをスキヤン 
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メモリデバイスの使用（一部のモデルのみ) 









フォトシートを印刷するには 

1. メモリカードをデバイスの適切なスロットに挿入するか、またはストレ 
-ジデバイスを前面の USB ポートに接続します。 

2. 適切なディスプレイを選がします。 


カラーディスプレイモデルの場合 

a. [フォトメニュ ー] を押し、次に[表示と印刷]を選択します。 

[0K] を押すと、最新の写真がディスプレイじ表示されます。 

b. [OK] を押して、印刷メニューを表示します。 

C. 矢印キーを押して[プ□ジェクト]を選巧します。 

d. 矢印キーを押して[フォトシート]を選択します。 

e. 矢印キーを押して[フォトシートの印刷]を選択し、 [OK] を押します。 

f. 矢印キーを押して適切な[用紙サイズ]と[用紙の種類]を選択します。 

2行のディスプレイモデルの場合 

a. [フナトメ ニュー]ボタンを押します。 

力ードまたはストレージデバイスで見つかったファイル数を示すメッ 
セージが表示されます。 

b. [フォト シート]ボタンを押し、矢印キーを巧して[印刷]を選巧し、 
[OK] を押します。 


コントロールパネルからの写真の印刷 
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フォトシートを完了するには 

1.フォトシートのサムネイル画像の下にある円を黒いペンか鉛筆で塗りつ 
ぶして、印刷する写真を選択します。写真を2部な上印刷する場合は、2 
番目または3番目の円を塗りつぶします。選択した各写真は、3部まで印 
刷できます。 


をヒントメモリカードのすべての写真を印刷する場合は、フナトシー 
卜のステップ2のレイアウトオプションの下にある[すべての写真を 
選択]の円を塗りつぶします。各写真が1部ずつ印刷されます。 

2. フオトシートのステップ2から円を塗りつぶして、レイアウトスタイル 


を1つだけ選択します。 




I 

I~I I~ 

□日 




I 

m 


0 0 0 0 0 


鞍を記フォトシートによる印刷設定よりも詳細な設定が必要な場合 
は、コントロールパネルから写真を直接印刷してください。 

3. (オプション）写真に日付と時刻のスタンプを印刷する場合は、フォトシー 
卜のステップ2のレイアウトオプションの下にある[日付スタンプ]の円 
を塗りつぶします。 

完了したフォトシートをスキヤンするには 

1. フォトシートの印刷面を下にして、ガラス板のち下隅に合わせてセット 
します。フォトシートの短辺と長辺が、ガラス板のち端と前端に揃って 
いることを確認します。カバーを閉じます。 



2. フォトシートをスキャンするときには、そのフォトシートの印刷に使巧 
したメモリカードまたはストレージデバイスがデバイスに装着されてい 
ることを確認してください。 


□ □□ 

□ □日0 
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メモリデバイスの使巧（一部のモデルのみ) 



































3. フォトメディアをデバイスに挿入していることを確認してくださし、。 

4. [フォトメニュー ] ボタンを押します。 

5. 適切なディスプレイを選択します。 


カラーディスブレイモデルの場合 

a . 矢印キーを押して棒示と印刷を選択し、[〇のを押します。 

b . 矢印キ ー を押して [プロジェクト] を選択し、 [フォトシート] を選択し 
ます。 

C . 矢印キーを押して[フォトシートのスキヤン]を選択し、[〇のを巧しま 
す。 

d . 画面の指示に従って、巧紙のサイズと種類を選択し、 [0 のを押しま 
す。 


2行のディスプレイモデルの場合 

▲[フォトシート]ボタンを巧し、矢印キーを押して[スキヤン]を選択 
し、[〇のを巧します。 

デバイスでフォトシートがスキヤンされて、選択した写真が印刷されま 
す。 


パノラマ写真の印刷 

メモリカードまたはストレージデバイスからは、複数のパノラマ写真を選択 
し、印刷できます。 


腎を記このデバイスでは、複数の写真をつなぎ合わせてパノラマ写真を作 
成することはできません。 HP Photosmart ソフトウエアなどの別のソフト 
ウェアアプリケーションを巧巧する必要があります。 


パノラマ写真を印刷するには 

1. メモリカードをデバイスの適切なスロットに挿入するか、またはストレ 
-ジデバイスを前面の USB ポートに接続します。 

2. [フオトメニュー] を押します。 

[Photosmart Express ] メニューが表示されます。デフオルトでは、[表示 
と印刷]が強調表示されます。 

3. [0 のを押して麽示と印刷]を選択します。 

[0 K ] を押すと、最新の写真がディスプレイに表示されます。 

4. 矢印キーを押して、メモリカードまたはストレージデバイスの写真をス 
クロールします。 

5. 印刷する写真が表示されたら、[〇のを巧します。 

[印刷]メニューが表示されます。 

6. 矢印キーを押して [プロジェクト] を強調表示し、 [0 のを押します。 
[プロジェクト] メニューが表示されます。 


コントロールパネルからの写真の印刷 
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7. 矢印キーを押して[パノラマ印刷]を強調表示し、 [0 K ] を押します。 

8. 画面の指示に従い、 10 x 30 cm (4 x 12 インチ）のパノラマフォト用紙を 
給紙トレイにセットし、 [ OK ] を押します。 

[0 のを押すと、選択した写真が再表示されます。 

9. (オプション） 印刷設定を変更するか、印刷する追加の写真を選択します。 

選択した写真を複数印刷するには 

a . [ OK ] を巧して、選が メニュ ーをま示します。 

b . 矢印キーを押して [コ ピー 枚数] を強調表示し、 [ OK ] を押します。 

C . 矢印キーを巧して部数を増やすか減らし、 [ OK ] を押します。 

選択した写真を印刷前に編集するには 

a . [0 のを巧して、選がメニューを表示します。 

b . 矢印キーを巧して陶集]を強調表示し、 [0 のを押します。 

印刷する追加の写真を選択するには 

a . 矢印キーを押して、メモリカードまたはストレージデバイスの写真を 
スク ロールし ます。 

b . 印刷する写真が表示されたら、 [0 のを巧します。 

C . [ OK ] を押して曜おして印刷]を選択します。 

d . 印刷する写真ごとに、この操作を繰り返します。 

10. 印刷設定の変更と写真の選択を終了したら、 [ OK ] を巧して選がメニュ ー 
を表示します。 

11 . 矢印キーを押して[選択終了]を強調表示し、 [ OK ] を巧します。 

[印刷サマリー]画面が表示されます。 

12 . 矢印キーを押して次のいずれかのオプションを強調表示し、 [ OK ] を押し 


ます。 

[印刷オプション] 

印刷する用紙の種類と、写真に日付と時刻のスタンプを印刷するかど 
うかを手動で指定できます。 


デフオルトでは、[日付表示]は[オフ]に設定されます。必要に応じ 
て、[新しいデフオルトの設定]オプションを使ってこのデフナルト設 
をを変更できます。 

[印刷プレビュー] 
(カラーディスプ 
レイのみ） 

印刷されたページのプレビューを表示します。印刷前に設定を確認 
し、間違い I こよって用紙やインクを無試に消費するのを防ぐことがで 
きます。 

[今すぐ印刷] 

選巧したサイズとレイアウトで写真を印刷します。 
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メモリデバイスの使巧（一部のモデルのみ) 



パスポート写真の印刷 

メモリカードやストレージデバイスから、パスポートサイズの写真を印刷 
できます。パスポート写真のガイドラインや制限について質問がある場合 
は、地域のパスポート発行機関にお問い合わせください。 

パスポート写真を印刷するには 

1. メモリカードをデバイスの適切なスロットに挿入するか、またはストレ 
-ジデバイスを前面の USB ポートに接続します。 

[Photosmart Express] メニューが表示されます。デフオルトでは、[表示 
と印刷]が強調表示されます。 

2. [0K] を巧して睫示と印刷]を選がします。 

[0K] を巧すと、最新の写真がディスプレイに表示されます。 

3. 矢印キーを押して、メモリカードまたはストレージデバイスの写真をス 
クロールし ます。 

4. 印刷する写真が表示されたら、[〇のを押します。 

[印刷]メニューが表示されます。 

5. 矢印キーを巧して [プロジェクト] を強調表示し、 [0 のを押します。 
[プロジェクト] メニューが表示されます。 

6. 矢印キーを押して[パスポート写貴を強調表示し、[〇のを押します。 

7. 矢印キーを押して、印刷するサイズを強調表示し、[〇のを押します。 

[0 のを押すと、選巧した写真が巧表示されます。 

8. (オプション）印刷設をを変更するか、印刷する追加の写真を選択します。 

選択した写真を複数印刷するには 

a. [〇のを押して、選択メニューを表示します。 

b. 矢印キーを押して [コ ピー枚数]を強調表示し、 [0 のを押します。 

C. 矢印キーを押して部数を増やすか減らし、[〇のを押します。 

選択した写真を印刷前に編集するには 

a. [OK] を押して、選択メニューを表示します。 

b. 矢印キーを押して[編氣を強調表示し、 [0 のを押します。 

印刷する追加の写真を選択するには 

a. 矢印キーを押して、メモリカードまたはストレージデバイスの写真を 
スク ロールし ます。 

b. 印刷する写真が表示されたら、[〇のを押します。 

C. [0 のを巧して曜択して印剛を選択します。 

d. 印刷する写真ごとに、この操作を繰り返します。 

9. 印刷設定の変更と写真の選巧を終了したら、 [0 のを押して選択メニュ ー 
を表示します。 


コントロールパネルからの写真の印刷 
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10. 矢印キーを押して[選択終了]を強調表示し、 [ OK ] を押します。 

[印刷サマリー]画面が表示されます。 

11. 矢印キーを押して次のいずれかのオプションを強調表示し、 [ OK ] を押し 


ます。 

[印刷ナプシヨン] 

印刷する用紙の種類と、写真に日付と時刻のスタンプを印刷するかど 
うかを手動で指定できます。 


デフオルトでは、[用紙の種類]は[普通紙]に設定され、[日付表示] 

は[オフ]に設定されます。必要に応じて、[新しいデフナルトの設 
定]オプションを使ってこれらのデフオルト設定を変更できます。 

[印刷プレビユ ー] 

^カラー ディスプ 
レイのみ） 

印刷されたページのプレビューを表示します。印刷前に設定を確認 
し、間違い I こよって用紙やインクを無駄に消費するのを防ぐことがで 
きます。 

[今すぐ印刷] 

選キ尺したサイズとレイアウトで写真を印刷します。 


ビデナアクション（動画）の印刷 

[ビデオアクションプリント]オプションを使用すると、メモリカードやスト 
レージデバイスのビデオファイルから、一連の写真を続けて印刷することが 
できます。このオプションでは、ビデオに表示される順に、ビデオの9フレ 
-ムをまとめて1枚の用紙に印刷します。これらのビデオフレームはデバイ 
スによって自動的に選択されます。 

ビデオアクション（動画）を作成するには 

1. メモリカードをデバイスの適切なスロットに挿入するか、またはストレ 
-ジデバイスを前面の USB ポートじ接続します。 

[Photosmart Express ] メニューが表示されます。デフォルトでは、[表示 
と印刷]が強調表示されます。 

2. [ OK ] を押して廣示と印剛を選択します。 

[ OK ] を押すと、最新の写真がディスプレイに表示されます。 

3. 矢印キーを押して、メモリカードまたはストレージデバイスの写真やビ 
デオをスクロ ールします。 

4. 印刷するビデオがま示されたら、 [ OK ] を押します。 

[印刷]メニューが表示されます。 

5. 矢印キーを押して[プ□ジ X クト]を強調ま示し、[〇のを押します。 
[プロジェクト] メニューが表示されます。 

6. 矢印キーを押して[ビデナアクションプリント]を強調表示し、 [0 のを巧 
します。 

7. 矢印キーを押して、印刷するサイズを強調表示し、 [0 のを押します。 

8. 失印キーを押して、印刷する巧紙の種類を強調表示し、 [0 のを押しま 
す。 
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メモリデバイスの使巧（一部のモデルのみ) 




9. ビデオが再び表示されたら、 [0 K ] を押して続行します。 

10. (オプション）ビデオを編集するか、印刷します。 


選択した写真を印刷前に編集するには 

a . [0 のを押して、選択メニューを表示します。 

b . 矢印キーを押して陥氧を強調表示し、[〇のを押します。 

今すぐ印刷ずるには 

▲ 怜すぐ印刷]を選巧し、[〇のを押します。 

コン ピュ ータへの 写真の保存 

デジタルカメラで写真を撮った後、すぐに印刷することも、コンピュータに 
保巧することもできます。写真をコンピュータに保存するには、メモリカー 
ドをデジタル カメラから取り出して、 デバイスの適切なメモリカードスロ 
ットに挿入します。 

デバイスの前面 USB ポートに、デジタルカメラやキーチェーンドライブな 
どのストレージデバイスを接続すると、そのデバイスから写真を保存するこ 
ともできます。 

写真を保巧するには 

1. メモリカードをデバイスの適切なスロットに挿入するか、またはストレ 
-ジデバイスを前面の USB ポートに接続します。 

2. [フォトメニュー ] を押します。 

3. 適切なディスプレイを選がします。 


カラーディスプレイモデルの場合 

a . 矢印キーを押して[名前の変更]を選択します。 

b . 矢印キ ー を押して [コン ピュ ー タに転送]を選巧し、 コン ピュ ー タの名 
前を選択します。 

C . コン ピュータの画面に表示される指示に従って、 コン ピュータに写真 
を保存します。 


2行のディスプレイモデルの場合 

a . 矢印キーを押して[写真の転送]を選択し、[〇のを押します。 

b . 矢印キーを押して[はい]を選択します。 

C . 矢印キ ー を押して [コン ピュ ー タに転送]を選巧し、 コン ピュ ー タの名 
前を選択します。 

d . コン ピュ ータの 画面に表示される指示に従って、 コン ピュ ータじ 写真 
を保存します。 


コンピュータへの 写真の保ち 
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8 ファックス（一部のモデルのみ） 

このデバイスを使用して、カラーファックスを含むファックスの送受信がで 
きます。ファックスを後で送信するように設定したり、短縮ダイヤルを設を 
してよく使用するファックス番号にすばやく簡単にファックスを送信するこ 
とができます。コントロールパネルで、解像度や送信するファックスの薄さ 
と濃さのコントラストなど、さまざまなファックスのオプションも設定でき 
ます。 


デバイスが直接コンピユータに接続されている場合は、 HP フォトイメージ 
ングソフトウエアを使用して、コントロールパネルからは利用できないちま 
でファックスを化理できます。 HP フォトイメージングソフトウエアの詳細 
については、 HP フォトイメージングソフトウエアの巧用 を 参照して〈ださ 
し、。 


敷を記ファックス機能を使用する前に、デバイスのファックス機能を正し 
〈設定しておいてください。初期セットアップで、コント ロール パネル 
またはデバイス付属のソフトウエアを使って、既に設定されている場合も 
あります。ファックス機能が正しく設をされているかどうかは、コントロ 
—ルパネルからファックスセットアップテストを実行して確かめること 
ができます。ファックステストを実行するには、[セットアップ]を押 
し、[ツ-ル]を選択します。次に[ファックステストを実行]を選択し、 
[0 K ] を巧します。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• ファックスのが信 

- ファックスの受信 

* ファックス設をの変更 

• インターネット経由のファックス 

• ファックス設をのテスト 

• レポートの使用 

• ファックスのキャンセル 

ファックスの送信 

さまざまな方までファックスを送信できます。コントロールパネルを巧巧す 

れば、モノクロまたはカラーでファックスを送信できます。付属の電話機か 

ら手動でファックスを送信することもできます。この方までは、ファックス 

を送信する前に受信をと通話することができます。 

基本的なファックスの送信 

1ぺ ー ジまたは複数ぺ ー ジの モノ クロファックスをコントロ ー ルパネルを使 

つて簡単に送信できます。 
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ファックス（一部のモデルのみ) 















m を記ファックスの送信に成功したことを示す確認メッセージを印刷する 
必要がある場合は、ファックスを送信する前にファックス送受信の確認を 
ち効にします。 

か ヒント電話やダイヤルモニタ機能を使用して、ファックスを手動で送信 
することもできます。この機能では、ダイヤルするぺースを指まできま 
す。通話料金をコーリングカードで支キムいたいときなど、ダイヤル中に 
卜ーン音に応答する必要があるときに、この機能が役に立ちます。 


コントロール パネルから基本的なファックスを送信するには 

1. 原稿をセットします。詳細については、 メディアのセット を 参照してく 
ださい。 


敦を記複数のぺージをファックスする場合は、送信する原稿をドキユメ 
ントフイーダトレイにセットします。ガラス板から複数ぺージの原 
稿をファックス送信することはできません。 


2.キーパッドを巧ってファックス番号を入力するか、[短縮ダイヤル]または 
ワンタッチ短縮ダイヤルボタンを巧して短縮ダイヤルを選択するか、[リ 
ダイヤル/ポーズ]を押して最後にダイヤルした番号をリダイヤルします。 


みヒント入力するファックス番号間に一定の間隔を加えるには、[リダ 
イヤル/ポーズ ] を押すか、ディスプレイにダッシュ記号卜]が表示され 
るまで、[記号 （*)] ボタンを繰り返し押します。 


3. [ファックススター ト- モノクロ] または [ファックススター ト ■カラー] 

を押します。 

-デバイスが自動ドキュメントフイーダにセットされた原稿を検出する 
と、入力した番号にドキュメントが送信されます。 

-装置が自動ドキュメントフイーダにセットされた原稿を検出できない 
と、[ガラス板からファクス送信？] メッセージが表示されます。原稿が 
印刷面を下にしてガラス板にセットされていることを確認し、[はい] 

を選巧します。 


成-ヒント受信をからの知らせで、送信したファックスの品質に問題があ 
ることがわかった場合は、ファックスの解像度やコントラストを変え 
てみます。 


電話からのファックスの手動送信 

電話のダイヤルボタンのほうがデバイスのコントロールパネルのキーパッド 
よりもダイヤルしやすい場合など、同一電話回線上の電話からファックスを 
送信することができます。これを行うには、電話をデバイスの背面にある 2- 
EXT ポートに接結します。ファックスを手動で送信するときは、発信音、音 
声ガイダンス、その他の音声が電話の受話器から聞こえます。このため、フ 
ァックスの送信にコーリングカードが使巧しやすくなります。 


ファックスのを信 
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受信を側のファックス機の設定状態によって、受信をが電話に出たり、ファ 
ックス機が応答する場合があります。受信をが電話に出たら、ファックスを 
送信する前に会話をすることができます。ファックス機が応答した場合、受 
信中のファックス機から卜ーン音が聞こえてから、そのファックス機に直接 
ファックスを送信できます。 

電話から手動でファックスを送信するには 

1. 原稿をセツトします。詳細については、 メディアのセット を を照してくだ 
さし、。 


腎を記ガラス板に原稿をセットした場合、この機能は使巧できませ 
ん。原稿はドキュメントフイーダトレイにセツトしてくださし、。 


2. デバイスに接続された電話のダイヤルキーから、番号をダイヤルします。 


鞍を記手動でファックスを送信するときは、デバイスのコントロール 
パネルのキーパッドは使用しないでください。受信者の番号をダイヤ 
ルするには、電話機のダイヤルを押します。 


3. 受信をが応答した場合、ファックスを送信する前に会話をすることができ 
ます。 


鞍を記ファックス機が応答すると、受信中のファックス機からファック 
スの卜ーン音が聞こえます。次の手順に進んで、ファックスを送信し 
ます。 


4. ファックスを送信する準備ができたら、[ファックススタート-モノクロ] 
または[ファックススタート■カラー]を押します。 

鞍を記メッセージが表示された場合は、[ファクス送信]を選択し、もう 
-度[ファックススタート-モノクロ]または[ファックススタート- 
カラー] を押します。 

ファックス送信前に受信をと話している場合は、ファックスの卜ーン音が 
聞こえたらファックス機の[スタート]ボタンを押すように、前もって受信 
をに知らせてください。 

ファックスの送信中は、電話回線は無音になります。この時点で、受話 
器を置くことができます。ファックス受信が完了した後、受信をと続け 
て話をする場合は、電話を切らないでください。 


ダイヤルモニタリングを使用したファックス送信 

ダイヤルモニタリングを使用すると、通常電話するように、コントロールパ 
ネルから番号をダイヤルすることができます。ファックスをダイヤルモニタ 
リングで送信するときは、発信音、音声ガイダンス、その他の音声がデバイ 
スのスピーカーから聞こえます。これにより、ダイヤル中に音声ガイダンス 
に応答することも、ダイヤルするペースを指定することもできます。 
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ファックス（一部のモデルのみ) 











か ヒントコーリングカードの PIN の入力に時間がかかると、デバイスから 
ファックストーンの送信が開始されてしまい、コーリングカードサービ 
ス会社が PIN を認識できない場合があります。その場合は、短縮ダイヤ 
ル番号を使巧して、コーリングカードの PIN をあらかじめ登録しておい 
てください。 

野を記音量をオンにしないと、ダイヤルトーンは聞こえません。 


コントロールパネルからダイヤルのモニタ機能を使用してファックスを送信するには 
1. 原稿をセツトします。詳細については、 メディアのセット を参照、してくだ 
さし、。 


鞍を記複数のページをファックスする場合は、送信する原稿を印刷面を 
上にしてドキュメントフィーダトレイにセットします。ガラス板から 
複数ページの原稿をファックス送信することはできません。詳細につ 
いては、 メディアのセツ ト を 参照してください。 


2. [ファックススター ト-モノクロ]または [ファックススター ト ■カラー] 

を押します。 

-装置が自動ドキュメントフィーダにセットされた原稿を検出すると、 
ダイヤルトーンが聞こえます。 

-装置が自動ドキュメントフィーダにセットされた原稿を検出できない 
と、[ガラス板からファクス送信？] メッセージが表示されます。原稿が 
印刷面を下にしてガラス板にセットされていることを確認し、[はい] 

を選巧します。 

3. ダイヤルトーンが聞こえたら、コントロールパネルのキーパッドで番号 
を入力します。 

4. 音声ガイダンスがあれば、従ってください。 


ホヒントコーリングカード PIN を短縮タイヤルに登録し、コーリング 
力ードを使ってファックスを送信する場合は、 PIN の入力を求めるメ 
ッセージに巧して[短縮ダイヤル]またはワンタッチ短縮ダイヤルボタ 
ンを押し、 PIN を登録した短縮ダイヤル番号を選択します。 

受信側のファックス機が応答すると、ファックスが送信されます。 

ファックスー斉送信オプシヨンを使用したファックスの送信（カラーディスプレイ搭載 
モデルのみ） 

グループ短縮ダイヤルを設定しなくても、 ファッ クスを複数の受信をに一度 
に送信できます。 


ファックスのを信 


83 










第 8 章 


敦を記このファックスについて指定した受信をの一覧は保をされず、モノ 
クロでのファックス送信についてのみ機能します。同じ受信を一覧に他の 
ファックスも送信する場合は、グループ短縮ダイヤルー覧を作成してくだ 
さい。詳細については、 ファックス番ちの短縮ダイヤルエントリまたは 
グループとしての記を を参照して〈ださい。 


コントロールパネルから複数の受信をにファックスを一を送信するには 

1. [ファックスメ ニュ ー] を押し、 [ファックスの一を 送信]を選巧します。 

2. キーパッドを使用してファックス番号を入力するか、矢印キーを押して短 
縮ダイヤルを利用します。 

皆を記最大20個のファックス番号を追加できます。 

3. [ファックススタート-モノクロ] を押します。 

4. 画面の指示に従って、ドキュメントフィーダトレイの中央に、原稿を印 
刷面が上、上側が先になるようにセットします。詳細については、 メディ 
アのセッ ト を参目号してください。 

5. もう一度 [ファックススタート-モノクロ] を押します。 

ファックスの受信 

ファックスは、自動で受信することも、手動で受信することもできます。[自 
動応答]オプションをオフにした場合は、手動でファックスを受信する必要が 
あります。[自動応答]オプションをオンにすると（デフオルトの設定)、デバ 
イスは[応答呼出し回数]設定で指定されている呼び出し回数の後、自動的に 
着信に応答し、ファックスを受信します（デフオルトの[応答呼出し回数]設定 
は5回です)。 

デバイスでリーガルサイズの巧紙を使用するように設定されていないとき 
に、リーガルサイズのファックスを受信すると、デバイスにセットされてい 
る用紙に収まるようにファックスのサイズが自動で縮小されます。[自動縮 
ル]機能を無効に設定している場合、デバイスはファックスを2ぺージに印刷 
します。 


ファックスの 手動受信 

電話中に接続を維持しながら、通話先の相手からファックスを送ってもらう 
ことができます。これをファックスの手動受信と呼びます。このセクション 
では、ファックスを手動受信する方法について説明します。 

次のように設定した電話で、ファックスを手動受信することができます。 

-デバイスの 2- EXT ポートに直接接続された電話 
-同じ電話回線上にあるが、デバイスに直接接続されていない電話 
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ファックス（一部のモデルのみ) 










ファックスを手動で受信するには 

1. デバイスの電源がオンになっていて、用紙が給紙トレイにセットされてい 
ることを確認します。 

2. ドキュメントフィーダトレイから原稿を取り除きます。 

3. デバイスが応答する前に、ユーザーが着信に応答できるようじ、[応答呼 
出し回数]ををめに設定します。または、[自動応答]の設定をオフにし、 
デバイスが自動的に受信ファックスに応答しないようにします。 

4. 送信者と電話がつながっている場合は、相手のファックス機で[スタート] 
を押すように指示します。 

5. 送信中のファックス機からファックストーンが聞こえたら、次の操作を 
行います。 

a . コントロー ルパネルの [ファツ クス スター ト-モノクロ]または [ファ 
ッ クススタート■カラー]を押します。 

b. 画面の指示に従って、 [ファックス 受信]を選択します。 

C. デバイスのファックス受信が始まったら、受話器を置くことも、その 
まま待機することもできます。ファックスの転送中、電話回線は無音 
になります。 

バックアップファックス受信のセットアップ 

巧みとセキュリティ要件に応じて、デバイスが受信したファックスをすベて 
保存するか、エラー状態の間に受信したファックスのみを保巧するか、どの 
ファックスも保存しないかを設定することができます。 


ファックスの受信 
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な下の [バックアップ ファクス受信] モー ドがあります。 


[オン] 

デフホルトの設定です。[バックアップファクス受信]力 《 [オン]の場合、 
デバイスは受信したすべてのファックスをメモリに保存します。こうし 
ておけば、メモリに保存されている最近印刷したファックスを最大8件 
まで再印刷することができます。 


を記メモリがかなくなると、デバイスは新たにファックスを受信する 
たびに、印刷済みのファックスを古い順に消去します。メモリが印刷さ 
れていないファックスでいっぱいになると、デバイスは着信ファックス 
に応答しなくなります。 

ま記きめの細かいカラー写真など、サイズの大きなファックスを受信 
した場合は、メモリ容量の制限により、メモリに保存されないことがあ 
ります。 

[エラーの場合のみ] 

デバイスは、エラーによってファックスの EP 刷ができない場合（用紙切れ 
など）にのみ、ファックスをメモリに保存します。デバイスはメモリの 
容量が許す限り、受信したファックスを保存し続けます（メモリがいっぱ 
いになると、デバイスは着信ファックスに応答しなくなります)。エラー 
状態が解消すると、メモリに保存されたファックスは自動的に EP 刷さ 
れ、メモリから消去されます。 

[オス 

ファックスはメモリにまったく保存されません。たとえば、セキュリテ 
ィ保護のためにレ《ックアップファクス受信]をオフにすることができま 
す。印刷できないエラー状態（用紙切れなど）が発生すると、デバイスは 
着信ファックスに応答しなくなります。 


鞍ミ主記 [バックアップ ファクス受信]がオンの状態でデバイスの電源をオフ 
にすると、デバイスのエラー発生中に受信した印刷待ちのファックスも含 
めて、メモリに保存されたファックスはすべて消去されます。このような 
場合は、印刷していないファックスをもう一度送ってもらうように送信を 
に依賴してください。受信したファックスー覧を見るには、[ファクスロ 
グ]を印刷します。デバイスの電源がオフになっても[ファクス□グ]は削 
除されません。 


コント ロール パネルから、バックアップファックス受信を設定するには 

1. [セットアップ]を押します。 

2. [ファックスの詳細設定]を選択し、[バックアップファックス受信]を選が 
します。 

3. 右矢印ボタンを押して[オン]、[エラーの場合のみ]、または[オフ]を選択 
します。 

4. [0 のを押します。 

埋め込み Web サーバでバックアップファックス受信を設をするには 
▲ [設を]タブを選巧し、左巧で[ファックス]を選巧し、[詳細]サブタブを選 
択し、[バックアップファックス受信]ドロップダウンメニューの[オン] 
を選択します。 
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ファックス（一部のモデルのみ) 











受信巧みファックスのメモリからの再印刷 

[バックアップファクス 受信] モー ドを [オン] に設定すると、デバイスに エラ 
-があるかどうかに関係なく、受信したファックスはメモリに保存されま 
す。 


鞍を記メモリがいっぱいになると、新たにファックスを受信するたびに、 
印刷巧みのファックスが古い順に消去されます。保をされたファックスが 
どれも印刷されていない場合、デバイスは、ファックスを印刷するかメモ 
リから削除するまで、新たなファックス受信に応答しません。セキュリテ 
ィまたはプライバシー保護のために、メモリ内のファックスを削除するこ 
ともできます。 


メモリに保存されたファックスの容量に応じて、メモリにまだ保存されてい 
れば、最近印刷したファックスを最大8件まで再印刷することができます。 
たとえば、最後に受信したプリントアウトをなくしても、ファックスを再印 
刷できます。 

コントロールパネルから、メモリにな巧されているファックスを再印刷するには 

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. [セッ ト アップ] を巧します。 

3. [ツール]を選択し、[メモリ内のファックスを巧印刷]を選巧します。 
受信したときとは逆の順巧で、直前に受信したファックスが最初に印刷さ 
れます。 

4. メモリ内のファックスの印刷を中止する場合は、[キャンセル]を押しま 
す。 


コント ロール パネルから、 メモリに巧 巧されたす ベてのファックスを 削除す るには 
▲ 巧巧している機種に応じて、次のいずれかの操作を行います。 

- 2行ディスプレイ：[電源]ボタンを押してデバイスの電源をオフにし 

ます。 

電源をオフにすると、メモリに保巧されているファックスはすべて削 
除されます。 

-カラーディスプレイ：[セットアップ]を押し、[ツール]を選択し、[フ 
ァックスログの消去]を選巧します。 

埋め込み Web サーバでファックスログを消ちするには 

▲ [設を]タブを選択し、左巧で[ファックス]を選択し、[オプション]サブタ 
ブを選択し、[ファックスログの消去]の[消去]をクリックします。 

別の番号へのファックスの転送 

受信したファックスを他のファックス番号に転送するようにデバイスを設定 
することができます。カラーファックスを受信した場合は、モノクロで転送 
されます。 


ファックスの受信 
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串5送の前に、串5送先のファックス番号を確認することをお勧めします。テス 
卜でファックスを送信し、転送先のファックス機がファックスを受信できる 
か確認してください。 


コントロールパネルからファックスを転送するには 

1. [セットアップ]を押します。 

2. [ファックスの詳細設を]を選択し、[モノクロでファックスを転送]を選択 
します。 

3. [オン-転送]または[オン-印刷と転送]が表示されるまでち矢印ボタンを 
押し、 [0K] を押します。 

* ファックスのバックアップコピーをデバイスで印刷せずに、別の番号 
に転送する場合は[オン-転送]を選択します。 

酱を記指をされたファックス機に（電源が入っていない場合など）フ 
ァックスを転送できない場合は、デ/《イスでファックスを印刷しま 
す。デバイスが受信ファックスのエラーレポートも印刷するよう 
に設定されている場合は、エラーレポートも印刷されます。 

* ファックスのバックアップコピーを印刷し、別の番号に転送もする場 
合は[オン-印刷と転送]を選択します。 

4. 指示画面で、転送先ファックス機の番号を入力します。 

5. 指示画面で、開始日時と終了日時を入力します。 

6. [0 のを押します。 

コントロールパネルに[ファクスの転送]が表示されます。 

[ファクスの転送]の設定中にデバイスの電源が切れても、デバイスは[フ 
ァクスの転送]設定と電話番号を保巧しています。巧び装置の電源が入る 
と、[ファクスの転送]設定は[ナン]になっています。 

野を記ファックスの転送をキャンセルするには、ディスプレイに[ファ 
クスの転送]メッセージが表示されているときに、コントロールパネ 
ルの[キャンセル]を巧すか、[ファックス転送（モノクロ)] メニューか 
ら[オスを選択します。 


埋め込み Web サーバを使用してファックスを転送ずるには 

1. [設定]タブをクリックし、左枠の[ファックス]をクリックし、[オプシヨ 
ン]サブタブをクリックします。 

2. [ファックスの転送]ドロップダウンメニューから、[オンー印刷と転送] 
または[オンー転送]を選がします。 

3. ボックスじ[ファックス転送番号]を入力し、[適用]をクリックします。 
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迷惑ファックス番号の拒否 

電話会社の発信者 ID サービスに加入すると、特定のファックス番号を拒否し 
て、デバイスが今後それらの番号から受信したファックスを印刷しないよう 
にすることができます。ファックスの受信があったとき、デバイスは、その 
番号を迷惑ファックス番号リストと比較して、その受信を拒否するべきかど 
うかを判断します。番号が、拒否ファックス番号リストの番号と一致した場 
合、ファックスは印刷されません（拒否できるファックス番号の最大数は、モ 
デルによって異なります)。 


腎を記この機能は、一部の国/地域ではサポートされていません。お住まい 
の国/地域でサポートされていない場合、[ファクスの基本設定]メニュー 
に[迷惑ファクスをを否の設定]は表示されません。 


迷惑ファックスモードの設定 

デフオルトの[迷惑ファクスを拒否]モード設定は[オン]です。電話プロバイ 
ダの発信を ID サービスに加入していない、またはこの機能を使用したくない 
場合は、設ををオフにすることができます。 

迷惑ファックスモードを設定するには 

▲ -部の機種には、[迷惑ファックスを拒否]ボタンがあります。使巧してい 
る機種に応じて、次のいずれかの操作を行います。 

-[迷惑ファックスを拒罰ボタン：牌惑ファックスを拒罰ボタンを巧 
し、[迷惑ファックスを拒否]オプションを選択し、[オン]または[才 
スを選択します。 

• カラーデイスプレイメニュ ー :[セットアップ]を巧し、[基本ファッ 
クスメニュー]を選択し、[迷惑ファックスを拒否の設定]を選択し、 
[迷惑ファックスを拒否]を選択して、[オン]または[オフ]を選択しま 
す。 


迷惑 ファッ クスー覧にま号を追加 

迷惑ファックスー覧に番号を追加するには2通りの方法があります。発信者 
ID 履歴から番号を選択するか、または任意の番号を入力します。迷惑ファッ 
クスー覧にある番号は、谜惑ファクスをを罰モードが[オン]にセットされ 
ている場合に拒否されます。 

発信を ID —覧から巧号を遇択するには 

1. [セットアップ]を押します。 

2. [ファックスの基本設定]を巧し、牌惑ファックスを拒否の設を]を押しま 

す。 

3. 牌惑リストにを号を追则を押し、[番号の選お]を押します。 
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4. 右矢印ボタンを押して、受信したファックス番号をスクロールします。 
拒否するファックス番号が表示されたら、 [0 K ] を押して選択します。 

5. [次を選択？]の指示に従って、次のいずれかを行います。 

• 迷惑ファックス番号リストに別の番号を追加する場合は、[はい]を押 
し、拒否する番号ごとにステップ4を繰り返します。 

-終了する場合は、[いいえ]を巧します。 

拒否する番号を手動で入力するには 

1. [セットアップ]を押します。 

2. [ファックスの基本設定]を巧し、[迷惑ファックスを拒否の設定]を押しま 

す。 

3. 牌惑リストに番号を追则を押し、[番号の入力]を押します。 

4. キーパッドを使ってファックス番号を入力し、 [0 K ] を押します。 

受信したファックスのヘッダーに表示されている番号は実際と異なる場合 
があるので、ヘッダーの番号ではなく、コントロールパネルのデイスプ 
レイに表示されるファックス番号を入力してください。 

5. 陡加しますか？]の指示に従って、次のいずれかを行います。 

* 迷惑ファックス番号リストに別の番号を追加する場合は、[はしリを押 
し、拒否する番号ごとにステップ4を繰り返します。 

-終了する場合は、[いいえ]を押します。 

埋め込み Web サーバで拒否する番号を入力するには 

▲ [設定]タブを選巧し、左巧で[ファックス]を選巧し、[ブロック対をファ 
ックス]サブタブを選巧し、[ファックス番号]フイールドに拒否する番号 
を入力します。[適用]ボタンをクリックします。 

迷惑ファックスー覧から番号を削除 

ファックス番号を拒否する必要がなくなった場合は、その番号を迷惑ファッ 
クスー覧から削除することができます。 

迷惑ファックス番号リストからを号を削除するには 

1. [セットアップ]を巧します。 

2. [ファックスの基本設定]を巧し、[迷惑ファックスを拒否の設定]を巧しま 

す。 

3. [迷惑リストから番号を削樹を押します。 

4. 右矢印ボタンを押して、拒否したファックス番号をスクロールします。 
削除するファックス番号が表示されたら、[〇のを押して選択します。 

5. [削除しますか？]の指示に従って、次のいずれかを行います。 

-迷惑ファックス番号リストから別の番号を削除する場合は、[はしリを 
押し、削除する番号ごとにステップ4を繰り返します。 

-終了する場合は、[いいえ]を巧します。 
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埋め込み Web サーバで迷惑ファックスを号リストから番号を削除するには 
▲ 埋め込み Web サーバを開きます。詳細については、 埋め込み Web サー 
, 《を開くには を泰昭、してください。[設定]タブをクリックし、左枠で[フ 
ァックス]を選択し、[迷惑ファックスを拒否]サブタブをクリックしま 
す。次に、拒否する番号を[ファックス番号]フィールドで追加または削除 
し、[適用]をクリックします。 

ち否するファックス番号のリストの表示 

拒否するファックス番号のリストは、埋め込み Web サーバからのみ表示する 
ことができます。埋め込み Web サーバを使用するには、ネットワークに接続 
している必要があります。 

巧め込み Web サーバでち否するファックス番号リストをま示するには 
▲ 埋め込み Web サーバを開きます。詳細については、 埋め込み Web サーバ 
を開〈には を を照して〈ださい。[設を]タブをクリックし、左枠で[ファ 
ックス]を選巧し、[迷惑ファックスをを否]サブタブをクリックします。 

ファックス設定の変更 

デバイスに付属の[セットアップガイド]の手順を実行した後、初期設ををを 
更したり、ファックスのその他のオプションを設定したりするには、次の手 
順に従います。 

ファックスのヘッダーの設を 

ファックスのヘッダーを使用すると、すべての送信ファックスの上部に名前 
とファックス番号が印刷されます。デバイス用にインストールしたソフトウ 
エアを使巧して、ファックスヘッダーを設定することをお勧めします。ここ 
に記されているとおり、コントロールパネルからファックスのヘッダーを設 
定することもできます。 


聲を記一部の国または地域では、法令等じよりファックスのヘッダー情報 
の明記が義務イ寸けられています。 


ファックスのヘッダーを設をまたは変更するには 

1. [セットアップ]を巧します。 

2. [ファックスの基本設定]を巧し、[ファックスヘッダ]を押します。 

3. 数値キーパッドで個人名または会社名を入力し、 [0 のを押します。 

4. キーパッドを使巧してファックス番号を入力し、[〇のを押します。 


ファックス設定の変更 
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埋め込み Web サーバでファックスのヘッダーを設定または変更するには 
▲ [設定]タブを選巧し、左巧で[ファックス]を選巧し、[基本]サブタブを選 
択し、[ファックスヘッダ名]および[ファックス番号]を入力します。[適 
用]ボタンをクリックします。 

応答モード（自動応答）の設定 

応答モードでは、デバイスが電話の着信に自動で応答するかどうかを設定し 
ます。 

• デバイスでファックスに[自動的に]応答するには、[自動応答]をオンにし 
ます。デバイスが、すべての受信電話とファックスに自動で応答しま 
す。 

• ファックスに[手動で]応答するには、[自動応答]をオフにします。受信 
ファックスに応答するには、ユーザーが手動で受信操作をしなければなり 
ません。この操作を行わないと、デバイスはファックスを受信しません。 

コントロールパネルで 応答 モードを 手動または自動に設をするには 
▲ [自動応答]を押して、希望の設定に合わせてランプのオン/オフを切り替え 
ます。 

[自動応答]ランプが点なしている場合は、デバイスが自動的に応答しま 
す。ランプが点なしていない場合、デバイスは着信への応答を行いませ 
ん。 


埋め込み Web サーバで応答モードを手動または自動に設定するには 

1. 埋め込み Web サーバを開き、[設定]タブをクリックし、左枠から[ファッ 
クス]を選巧し、[基本]サブタブをクリックします。 

2. [その他のファックス基本設定]セクションの[自動応答]ドロップダウン 
メニューで[オン]または[オフ]を選択します。 

応答までの呼び出し回数の設定 

[自動応答]設定をオンにした場合、デバイスが自動的に着信音に応答するま 
での呼び出し回数を指定できます。 

[応答巧出し回数]設をは、特にデバイスと同じ電話回線で留守番電話を使用 
している場合に重要です。デバイスが応答する前に留守番電話で応答する必 
要があるからです。デバイスの応答呼出し回数を、留守番電話が応答する回 
数よりもをく設定する必要があります。 

たとえば、留守番電話の呼び出し回数を少なくし、デバイスの呼び出し回数 
をサポートしている最大数に設定します（呼び出しの最大回数は、国/地域に 
よって異なります)。この設定では、留守番電話が電話に応答し、デバイスが 
電話回線を監視します。デバイスがファックス受信音を検出した場合、デバ 
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イスはファックスを受信します。着信が電話の場合は、留守番電話が着信の 
メッセー ジを録音します。 

コントロールパネルで応答までの巧び出し回数を設定するには 

1. [セットアップ]を押します。 

2. [ファックスの基本設定]を押し、[応答呼び出し回数]を押します。 

3. キーパッドを巧巧して呼び出し回数を入力するか、左またはち矢印ボタン 
を押して呼び出し回数を変更します。 

4. [0 K ] を巧して設定します。 

巧め込み Web サーバで応答までの呼び出し回数を設定するには 

1. 埋め込み Web サーバを開き、[設定]タブをクリックし、左巧から[ファッ 
クス]を選巧し、[基本]サブタブをクリックします。 

2. [その他のファックス基本設を]セクションの[応答呼び出し回数]ドロップ 
ダウンメニューで回数を選がします。 

着信識別応答呼び出し音のパターンの変更 

多くの電話会なから、1本の電話回線に複数の電話番号を持てる着信識別音 
機能が提供されています。この着信識別サービスでは、番号ごとに異なる呼 
び出し音のパターンが割り当てられます。デバイスが特定の呼び出し音の着 
信に応答するように設定することができます。 

着信識別音が設定されている電話回線にデバイスを接続する場合は、電話会 
社に音声着信の呼び出し音とファックス受信の呼び出し音を、それぞれ別に 
割り当ててもらいます。ファックス番号じは、2回または3回の呼び出し音 
を割り当てることをお勧めします。デバイスは、指定した呼び出し音のパタ 
—ンを検出したときに、ファックスの受信を開始します。 

着信識別サービスを使用していない場合は、デフオルトの呼び出し音パター 
ン [全タイプ] を使用してください。 

コントロールパネルで着信識別応答呼び出し音のパターンを変更するには 

1. デバイスがファックスの呼び出しに自動応答するよう設定されていること 
を確認します。 

2. [セットアップ]を押します。 

3. [ファックスの詳細設定]を押し、[応答呼出し音のパターン]を巧します。 

4. ち矢印ボタンを巧してオプションを選択し、 [0 のを押します。 

ファックス回線に割り当てられた呼び出し音で電話が鳴ると、デバイスは 
着信じ応答して、ファックスを受信します。 


ファックス設をのを更 
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埋め込み Web サーバで応答呼び出し音のパターンを設定するには 
▲ [設定]タブをクリックし、左枠で[ファックス]をクリックし、[詳細]サブ 
タブをクリックします。次に、[応答呼び出し音のパターン]ドロップダウ 
ンメニューで応答呼出し音のパターンを選択し、[適用]ボタンをクリック 
します。 

ファックスのエラー補正モードの設を 

通常、デバイスは、ファックスの送受信時に電話回線上の信号を監視しま 
す。エラー補正の設定がオンになっており、伝送中にエラー信号を検出した 
場合、デバイスはファックスの一部の再送信を要ホすることができます。 

ファックスの送受信に問題がある場合や、伝送中のエラーを受け入れる場合 
じのみ、エラー補正をオフにしてください。他の国や地域にファックスを送 
信するときや他の国や地域からファックスを受信するとき、または衛星電話 
回線を使巧しているときに、この設定をオフにすると便利な場合がありま 
す。 

ファックスのエラー補正モードを設定するには 

• 埋め込み Web サーバ（ネットワーク接続）：埋め込み Web サーバを開 
き、[設定]タブをクリックし、左巧で[ファックス]をクリックします。次 
に、[詳細]タブをクリックし、[エラー補正モード]ドロップダウンメニュ 
—で[オン]または[オスを選択し、陋剧ボタンをクリックします。 

• コントロールパネル：[ファックスメニュ ー] を押し、[ファックスの詳細 
設定]メニューを開き、[エラー解ホモード]オプションを使巧します。 

ダイヤルち式の設定 

卜ーンダイヤルモードまたはパルスダイヤルモードに設定するには、次の 
手順に従います。工場出荷時のデフォルトの設定は[トーン]です。電話回線 
で卜ーンダイヤルを使巧できないことがわかっている場合な外は、この設を 
を変更しないでください。 


載を記パルスダイヤルオプションは、一部の国/地域では利用できませ 
ん。 


ダイヤル方まを設定するには 

• 埋め込み Web サーバ（ネットワーク接続）：埋め込み Web サーバを開 
き、[設定]タブをクリックし、左枠の[ファックス]をクリックします。次 
に、[基本事項]タブをクリックし、[卜ーン回線またはパルス回線]ドロッ 
プダウンメニューで選択を行い、[適用]ボタンをクリックします。 

-コントロールパネル：[セットアップ] を押し、[ファックスの基本設定] 

を押し、 [ 卜ーン回線またはパルス回線]オプションを使巧します。 
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リダイヤルオプションの設を 

受信側のファックス機が応答しないか、ビジー状態であるためにデバイスが 

ファックスを送信できなかった場合、デバイスはビジーリダイヤルまたは応 

答なしリダイヤルオプションの設定に応じてリダイヤルします。このオプシ 

ョンのオンとオフを切り替えるには、次の手順に従います。 

• ビジーリダイヤル：このオプションをオンにすると、デバイスはビジー 
信号を受信した場合に自動的にリダイヤルします。このオプションのエ 
場出荷時のデフォルトの設定は[オン]です。 

* 応答なしリダイヤル：このオプションをオンにすると、デバイスは受信 
側のファックス機が応答しない場合に自動的にリダイヤルします。この 
オプションの工場出荷時のデフォルトの設定は[オフ]です。 

リダイヤルオプションを設をするには 

• 埋め込み Web サーバ（ネットワーク接続）：埋め込み Web サーバを開 
き、[設を]タブをクリックし、左枠から[ファックス]をクリックし、[詳 
細]タブをクリックします。 

• コントロールパネル：[セットアップ]を押し、[ファックスの詳細設定] 

を押し、[ビジーリダイヤル]または[応答なしリダイヤル]オプションを巧 
巧します。 


ファックス速度の設定 

ファックスを送受信するときじデバイスと巧手のファックス機の間で通信す 
る、ファックス速度を設ますることができます。デフオルトのファックス速 
度は[はやい]です。 

な下のサービスを巧巧している場合は、必要に応じて、ファックスま度の設 
定を遅くします。 

• インターネット電話サービス 

• PBX システム 

• FolP (Fax over Internet Protocol ) 

• に DN (總合デジタル通信網）サービス 

ファックスの送受信に問題がある場合は、[ファックス速度]設定を嗎準]ま 
たは[おそい]に設定することをおすすめします。次の表は、使用可能なファ 


ックス速度設定の一覧です。 

ファックスま度の設定 

ファックスま度 

[はやい] 

V .34 (33600 ボ ー） 

嗎準] 

V .17 (14400 ボ ー） 

[おそい] 

V .29 巧600ボ ー） 


ファックス設定の変更 
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コントロール パネルから ファック スを度 を 設定するには 

1. [セットアップ]を押します。 

2. [ファックスの詳細設を]を選択し、[ファックスま度]を押します。 

3. 失印キーを使用してオプションを選択し、[〇のを巧します。 

インターネット経由のファックス 

デバイスを巧巧して、インターネット経由でファックスを送受信できる化コ 
スト電話サービスを利用できる場合があります。この方まは、 FolP(Fax 
over Internet Protocol ) と呼ばれます。次のような場合は、（電話会なが提供 
する） FolP サービスを使用しているはずです。 

• ファックス番号と一緒に特別のアクセスコードをダイヤルしている 
• インターネットにち結する IP コンパ'-タボックスがあり、ファックスち 
続巧のアナログ電話ポートがある 


鞍を記電話コードをデバイスの "1- LINE " と書かれたポートに接続した場合 
だけファックスの送受信が巧能で、 Ethernet ポートは使用できません。 
つまり、インターネット接続は、コンバータボックス（ファックス接続用 
に通常のアナログ電話ジヤックを装備）または電話会社経由で行う必要が 
あるということです。 


-部のインターネットファックスサービスでは、デバイスが高速 
口3600 bps ) でファックスを送受信していると正常に動作しない場合がありま 
す。インターネットファックスサービスの使巧中に、ファックスの送受信 
で問題が起きたら、ファックス速度を遅くしてください。[ファックスま度] 
の設定を[はやい](デフオルト）から[標準]にすれば、ファックス速度が遅く 
なります。この設をのを更については、 ファックスま度の設を を参照してく 
ださし、。 

また、インターネットファックスサービスがファックスをサポートしている 
か電話会社に確認してください。 

ファックス設定のテスト 

ファックス設定をテストしてデバイスの状態を調べ、正常にファックス送信 
できるようじ設定されたことを確認することができます。このテストは、デ 
バイスのファックス機能のセットアップが完了した後に実行してください。 
テストの内容は次のとおりです。 

• ファックスのハードウエアをテストする 

-正しい種類の電話コードがデバイスに接続されていることを確認する 
* 電話線が正しいポートに接続されていることを確認する 
* ダイヤルトーンを検出する 
-アクティブな電話回線を検出する 
-電話回線の接続状態をテストする 
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テスト結まは、レポートとしてデバイスから印刷されます。テストに失敗し 
た場合、レポートを参照して、問題の解みちまを確認し、テストを巧実行し 
てください。 

ファックス設ををテストするには 

1. ご家庭や職場に適した設定ちまで、デバイスのファックス設定を行いま 
す。 

2. テストを開始する前に、インクカートリッジとプリントヘッドが取り付 
けられていて、フルサイズの巧紙が給紙トレイにセットされていることを 
確認します。 

3. コントロールパネルの[セットアッスを押します。 

4. [ツール]を選択し、[ファックステストを実行]を選択します。 

デバイスのディスプレイにテストの状態が表示され、レポートが印刷され 
ます。 

5. レポートの内容を確認します。 

• テストにパスしてもファックスの送受信に問題がある場合は、レポー 
卜じ記載されているファックス設定をチェックして、正しく設定され 
ているかどうかを確認します。設定がブランクになっていたり、正し 
く設をされていなかったりすると、ファックスの送受信に問題が発生 
します。 

• テストにパスしなかった場合は、レポートで問題の解ホ方まを確認し 
ます。 


レポートの使用 

ファックスの送受信のたびに、エラーレポートと確認のレポートを自動印刷 
するように、デバイスを設をできます。必要に応じてシステムレポートを手 
動で印刷することもできます。これらのレポートには、デバイスに関する役 
に立つシステム情報が含まれています。 

デフナルトの設定では、ファックスの送受信に問題があった場合にのみ、デ 
バイスでレポートが印刷されます。送受信するたびに、ファックスの送受信 
に成功したかどうかを示す簡単な確認メッセージがコントロールパネルのデ 
ィスプレイじ表示されます。 

ファックス確認レポートの印刷 

ファックスの送信に成功したことを示す確認メッセージを印刷する必要があ 
る場合は、な下の手順に従って、ファックスを送信する前に、ファックス送 
受信の確認を有効にします。隐信]まもは[送受信]を選がします。 

デフォルトのファックス確認設をは、[オフ]です。つまり、ファックスが送 
受信されるたびじ確認レポートは印刷されません。ただし、送受信のたび 


レポート のを用 
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に、ファックスの送受信に成功したかどうかを示す簡単な確認メッセージが 
コント ロール パネルのディスプレイに表示されます。 

ファックス送受信の確認をち効にするには 

1. [セットアップ]を押します。 

2. [レポートの印刷]を巧し、[ファックスの確認]を巧します。 

3. 右矢印ボタンを押して次のいずれかの設定を選択し、[〇のを押します。 


[ォス 

ファックスの送受信に問題がない時は、ファックス確認レポートを印 
刷しません。これがデフオルト設定値です。 

睹信] 

ファックスの送信ごとにファックス確認レポートを印刷します。 

障信] 

ファックスの受信ごとにファックス確認レポートを印刷します。 

[送受信] 

ファックスの送受信ごとにファックス確認レポートを EP 刷します。 


皆ヒント[送信]または[送受信]を選択して、メモリから送信するファッ 
クスをスキャンする場合は、ファックスの最ネ刀のぺージの画像を[ファ 
クス送信の確認]レポートに含めることができます。[セットアップ]を 
押し、[ファックスの確副を巧し、次に[ファックス送信時]を巧び押 
します。[ファクス送信レポートの画像]メニューから[オン]を選択し 
ます。 


ファックスエラーレポートの E 口刷 

送受信中にエラーが起きたときにレポートを自動印刷するようにデバイスを 
設定できます。 

ファックスエラーレポー トを自動的に印刷するようにデバイスを設定するには 

1. [セットアップ] を押します。 

2. [レポートの 印刷]を押し、 [ファックスエラーレポート] を押します。 

3. 右矢印ボタンを押して次のいずれかの設定を選択し、 [0 のを押します。 


[送受信] 

ファックスエラーが発生するたびに印刷されます。これがデフオル 
卜設定植です。 

[ォス 

ファックスエラーレポートは巧刷されません。 

暗信] 

送受信エラーが発生するたびに印刷されます。 

悟信] 

受信エラーが発生するたびに印刷されます。 
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ファックスログの印刷と表示 

デバイスが送受信したファックスのログを印刷できます。ログの各エントリ 
には、次の情報が含まれます。 

-送受信の日付と時刻 
-種類（受信または送信） 

• ファックス番号 
-所要時間 
- ぺージスウ 

* 送受信の結ま（ステータス） 

ログには、コントロールパネルから送信されたファックスと、受信したファ 
ックスすべてが表示されます。 


埋め込み Web サーバでファックスログを表示するには 

▲ [情報]タブで、左巧の[ログ]をクリックし、[ファックスログ]サブタブを 
クリックします。 

ログには、 HP フォトイメージングソフトウェアから送信されたファックス 
と、受信したファックスすべてが表示されます。 

HP フォトイメージングソフトウェアでファックスログを表示するには 

1. コンピュータで HP フォトイメージングソフトウェアを開きます。詳細 
については、 HP フォトイメージングソフトウェアの使用 を 参照して〈だ 
さい。 

2. 詳細については HP フォトイメージングソフトウェアのオンスクリーン 
ヘルプを参照してください。 

ログには、コントロールパネルと HP フォトイメージングソフトウェアか 
ら送信されたファックスと、受信したファックスすべてが表示されます。 

コントロールパネルからファックスログを印刷するには 

1. コントロールパネルで[セットアッスを押します。 

2. 矢印キーを押して[レポートの印刷]に移動し、[〇のを押します。 

3. 矢印キーを押して[ファックス□グ]に移動し、[〇のを押します。 

4. [0 のをちび押してログを印刷します。 


レポートの使用 
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ファックスのキャンセル 

送受信中のファックスはいつでもキャンセルすることができます。 

ファックスをキャンセルするには 

▲ 送受信しているファックスを中止するには、コントロールパネルで[キャ 
ンセル]を押します。ファックスの送受信が停止しない場合は、[キャンセ 
ル]をもう一度押します。 

デバイスは、既に印刷を開始したぺージをすベて印刷してから、残りのフ 
ァックスをキャンセルします。しばらく時間がかかる場合があります。 

を号のダイヤルを中止するには 

▲ ダイヤルを中止するには、[キャンセル]を押します。 
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9 構成と管理 

このセクションは、デバイスを管理する管理をおよび担当をを対まとしてい 
ます。このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

- デバイスの管理 
• デバイス管理ツールの使用 
- 自己訟断テストぺージの理解 
- ネットワーク設定ぺージの理解 
* ネットワークオプションの横成 

• デバイスのファックス機能のセットアップ（一部のモデルのみ) 

• デバイスの横成 （Windows) 

• デバイスの横成 (Mac 0& 

- デバイスのワイヤレス通信のセットアップ（一部のモデルのみ) 

• デバイスの Bluetooth 通信のセットアップ 

• ソフトウエアのアンインス I ルとちインス I ル 

デバイスの管理 

• 管理タスクの概要 

- デバイスの監視 

• デバイスの管理 


管理タスクの概要 

次の表は、デバイス管理に使用する一般的なツールの一覧です。手順によつ 
ては他の方まもあります。これらのツールへのアクセスと使用情報について 
は、 デバイス管理ツールの使用 を 参照して〈ださい。 


野を記 Mac OS ューザーは、コント ロール パネル、埋め込み Web サー 
バ、 HP プリンタューティリティをご利用いただけます。 Windows ュー 
ザーは、コント ロール パネル、埋め込み Web サーバ、プリンタドライ 
バ、ツールボックス、 HP Web Jetadmin、 および myPrintMileage をご利 
巧いただけます。 

HP Web Jetadmin ソフトウエアの詳細については、 HP Web Jetadmin ソ 
フトウてアを開いて付属文書を参照してください。 myPrintMileage の詳 
細については、 myPrintMileage Web サイトを参照してください。 


操作内容... 

使用するツール… 


コントロ 

—ルパネ 
ルパーッ 

埋め込み 

Web サー 

パ 

ツールボッ 

クス 

( Windows 、 

HP プ IJ ン 

タユーテ 

HP Web 

Jetadmin 

myPrint ¬ 

Mileage 

* 
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操作内容... 

使用するツール… 





イリテイ 

ソフトウエ 


fMac OS ) 

X 


デバイスの監祖 


サプライ品の 
状態 


✓ 





サプライ品と 
巧紙の使用状 
況 


>/ 




✓ 

操作と ステー 
タス 

✓ 

✓ 

>/ 


>/ 



デバイスの管理 


デバイスのメ 
ンテナンス 


>/ 

✓ 

✓ 



デバイスのセ 
キユリティ 


>/ 





スキヤナのバ 
ルブ時間 

✓ 






トレイの設定 


✓ 





デバイスの音 
量または制御 
ボタンの音量 
の設を 

>/ 






アラートと通 
知 








myPrintMileage がインストールされている場合にのみ使用できます。 
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デバイスの監視 

このセクションには、デバイスの監視手順が記載されています。 


このツールを使用する場合... 

次の情報を入手します。 

コントロールパネル 

処理中のジョブのステータス、デバイスの操 
イ乍ステータス、およびインクカートリッジと 
プリントへッドのステータスについての情報 
を取得します。 

埋め込み Web サーバ 

• プリンタステータス情報：[情報]タブを 
クリックし、左枠の利巧可能なオプショ 
ンをクリックします。 

• インクカートリッジとプリントへッドス 
テータス：[情報]タブをクリックし、左 
枠から[インクサプライ]をクリックしま 
す。 

• 累計インクとメディア使用量：[情報]夕 
ブをクリックし、左枠から[使用状況]を 
クリックします。 

ツールボックス （Windows) 

インクカートリッジ情報：[巧定インクレべ 
ル]タブをクリックしてインクレベル情報を 
表示し、スクロールして[力ートリッジの詳 
細]ボタンをま示します。[力ートリッジの詳 
細]ボタンをクリックし、交換インクカート 
リッジと有効期限に関する情報を表示しま 
す。 


ま記表示されるインク残量は予測でしかあ 
りません。実際のインク残量とは異なる場合 
があります。 

HP プリンタユーテイリテイ （MacOS) 

インクカートリッジの情が：[情がとサポー 
卜]パネルを開いて、[サプライ品ステータス] 
をクリックします。 


デバイスの管理 

このセクションには、デバイスの管理と設をの変更じついての情報が記載さ 
れています。 


このツールを使用する場合... 

操作内容 

コントロールパネル 

• 言語と国/地域：[セットアップ]を巧し、[基本 
設定]メニューを開きます。 


. コントロールパネルの音量：[セットアップ]を 
押し、[基本設定]メニューを開きます。 


• ファックス音のボリューム：[セットアップ]を 
押し、[ファックス音のボリューム]を選択しま 

す。 


• 自動レポート印刷：[セットアップ]を押し、 
[ファックスの詳細設定]メニューを開きます。 
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このツールを使用する場合... 操作内容 


ダイヤル方式の設定：[セットアップ]を押し、 
[ファックスの基本設定]メニューを開きます。 

リダイヤルオプションの設定：[セットアップ] 
を押し、[ファックスの詳細設定]メニューを開 
きます。 

デバイスの IP アドレスの表示 ( 詳細なネットワ 
~ク設定のを至 を 参照） 

日付と時刻の設定：[セットアップ]を押し、 
[ツール]を巧して、[日イ寸と時刻]を押します。 
スキヤナのバルブ時間の設定：[セットアップ] 
を押し、[基本設定]を選キ尺し、[バルブ時間の設 
定]を選キ尺します。 


埋め込み Web サーバ • 埋め込み Web サーバのパスワードの設定： 

[設定]タブをクリックし、左枠から[セキュリ 
テイ]をクリックします。 

• トレイ設定の変更：[設定]タブをクリックし、 
左枠から[用紙の取 y キ及い]をクリックします。 

• デバイスのメンテナンス作業の実行：[設定]夕 
ブをクリックし、左枠から[デバイスサービス] 
をクリックします。 

• 言語と国/地域：[設定]タブをクリックし、左 
枠から[国隐]をクリックします。 

• ファックス音のボリューム：[設定]タブをクリ 
ックし、左枠から[ファックス]をクリックし、 
[ファックス音のポリューム]オプションを調整 
します。 

• ネットワーク構成を設定する：[ネットワーキ 
ング]タブをクリックし、左枠のオプションを 
クリックします。 

• 静的いアドレスの設定：[ネットワーキング] 
タブをクリックし、[ワイヤ 802.3] または[ワ 
イヤレス802.1 1] をクリックします。 [IP アド 
レス設定]セクションで、[手動 IP] を選キ尺し、 
静的 IP アドレスを入力します。必要に応じ 
て、[サブネットマスク]および[デフオルトゲ 
ートウエイ]を入力し、[適用]をクリックしま 
す。詳細については、 トラブルシューテイン 
グヒントとリソース を 参照してください。 


を記静的 IP アドレスをデバイスに割り当て 
ることは、推奨されていません。ただし、静 
的 IP アドレスによってパーソナルフアイアウ 
オールとの競合など設定や巧刷問題が解決され 
ることもあります。 


• ダイレクトデジタルファイリングの設定[設 
定]タブをクリックし、[ダイレクトデジタル 
ファイリング短縮ダイヤル]をクリックしま 
す。 

• 自動ファックスレポート印刷：[設定]タブを 
クリックし、左枠から[ファックス]をクリック 
します。次に[詳細]タブをクリックします。 
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このツールを使用する場合… 

操作内容 


• 

■ 

• 

• 

■ 

■ 

ダイヤル方式の設定：[設定]タブをクリック 
し、左枠から [ファックス] をクリックしま 
す。次に[基本]タブをクリックします。 

リダイヤルオプションの設定：[設定]タブを 
クリックし、 [ファックス] をクリックしまず。 
[詳細設を]タブをクリックします。 

サプライのま文：任意のタブで、[サプライの 
を文]ボタンをクリックし、画面の指示に従い 
ます。 

サポート：任意のタブで、[サポート]ボタン 
をクリックし、画面の指示に従います。 

Bluetooth の設定： [ Bluetooth ] タブをクリッ 

クします。 

日付と時刻の設定：[設定]タブをクリックし、 

左枠の[時間サービス]をクリックし、 フィー ル 
ドに必要な値を入力して、[適用]をクリックし 
ます。 

ツールボックス （ Windows ) 

• 

■ 

トレイ設定の変更：[サービス]タブの[用紙の 
取り圾い]をクリックします。 

デバイスのメンテナンス作業の実行：[サービ 
ス]タブをクリックします。 

HP プリンタユーテイリテイ （ MacOS ) 

■ 

■ 

トレイ設定の変更：[用紙の取り巧い]を[プリ 
ンタ設定]パネルからクリックします。 

デバイスのメンテナンス作業の実行：[情報と 
サポート]パネルを開き、実行する作業のボタ 
ンをクリックします。 


デバイス管理 ツールの 使用 

• 埋め込み Web サーバ 

• ツールボックス （Windows) 

• HP プリンタユーテイリテイ （MacOS) 

• ネットワークプリンタセットアップユーテイリテイ （MacQS) 

• HP Web Jetadmin ソフトウエア 

• HP インスタントサポート 

• mvPrintMileaae 

埋め込み Web サーバ 

デバイスがネットワークに接続されている場合、埋め込み Web サーバを使用 
して コン ピュータからステータス情報の表示、設をの変更、およびデバイス 
の管理などを行うことができます。 
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敦ミ主記埋め込み Web サーバのシステム必要を件のリストについては、 埋 
め込み Web サーバの仕様 を参照してください。 

パスワードが必要となり、制限される設定もいくつかあります。 

インターネットに接続しなくても、埋め込み Web サーバを開いて使巧で 
きます。ただし、一部の機能は使用できません。 


埋め込み Web サーバを開 < には 

埋め込み Web サーバは、次の方まで開くことができます。 

敷を記プリンタドライバ （ Windows) または HP プリンタューティリティ 
(Mac OS) から埋め込み Web サーバを開くには、デバイスがネットワーク 
に接続され、 IP アドレスが割り当てられている必要があります。 

• Web ブラウザ：コンピュータでサポートされている Web ブラウザで、 
デバイスに割り当てられている IP アドレスを入力します。 

例えば、 IP アドレスカ《123.123 .123.123 の場合、な下のアドレスを Web 
ブラウザに入力します。 http:// 123.123 .123.123 

デバイスの IP アドレスは、自己診断テストぺージに表示されています。 
詳細については、 ネットワーク設をぺージの理解 を を.昭してください。 
埋め込み Web サーバを開いた後、お気に入りに保存すると、後からすば 
やく開くことができます。 

- HP プリンタューティリティ （Mac OS ) :[プリンタ設定]パネルで、[その 
他の設定]をクリックし、[埋め込み Web サーバを開く]ボタンをクリック 
します。 

埋め込み Web サーバのぺージ 

埋め込み Web サーバには、製品情報を表示したりデバイス設定を変更できる 
ぺージがあります。ぺージには、別の E- サービスへのリンクもさまれていま 
す。 


ぺージ/ボタン 

内容 

[情報]ぺージ 

デバイス、インクサプライ品と使 ffl 巧況について 
のステータス情報、およびデバイスイベント（エラ 
一など）のログが表示されます。 

[設定]ぺージ 

デバイスに構成された設定が表示され、これらの設 
定を変更できまず。 

[ネットワーキング]ぺージ 

ネットワークステータスとデバイスに構成された 
ネットワーク設定が表示されます。これらのペー 
ジは、デバイスがネットワーク接続されている場合 
にしか表示されません。詳細については、 ネット 
ワークオプシヨンの構成を 参照してください。 

[Bluetooth] ぺージ 

デバイスに構成された Bluetooth の設定が表示さ 
れ、これらの設定を変更できます。 
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ページ/ボタン 

内容 

[サポート]および[サプライのミ主文]ボタ 
ン 

[サポート]ボタンは 、 HP Instant Support 、 
myPrintMileage などの E - サービスを含む、多くの 
サポートサービスを提供します。詳細について 
は、 HP インスタントサポート および 
rriYPrintMileacte ホ参暖してくだ再し、。 


[サプライの注文]ボタンで、サプライ品のオンライ 
ンま文に接続できます。 


ツールボックス ( Windows ) 

ツールボックスでは、デバイスのメンテナンス情報が提供されます。 


野を記コンピュータがシステム要件を満たしている場合、ツールボックス 
は、フルインストールオプションを選巧してスタータ CD からインスト 
—ルできます。 


ツールボ ッ クスを開くには 

- HP ソリユーシヨンセンターで、[設定]メニユーをクリックし、[印刷設 
定]をポイントして、[プリンタツールボックス]をクリックします。 

* システムトレイの [HP Digital Imaging Monitor] をちクリックし、[プリン 
タモデル名]をポイントして、[プリンタツールボックスの表示]をクリッ 
クします。 


ツール ボックスタブ 

ツールボックスには、次のタブが含まれます。 


タブ 

内容 

推定インクレベル 

• インク量情報：各力ートリッジの予想インク 
量が表示されます。 


注記表示されるインク残量は予測でしかあり 
ません。実隙のインク残量とは異なる場合が 
あります。 


• オンラインショップ：デバイスの印刷サプラ 
イ品をオンラインで注文できる Web サイトに 
アクセスできます。 

• 電話による;ま文：デバイスのサプライ品をを 
文するための電話番号が表示されます。一部 
の国/地域では電話番号が表示されません。 

• カートリッジの詳細：取り付けられたインク 
カートリッジのミ主文香号と有効期限が表示され 
ます。 

情が 

プリンタの情報： myPrintMileage へのリンクが提 
供され、デバイスハードウェアとプリントヘッド 
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タブ 

内容 


の状態の情報が表示されます。[情報]タブには次の 
オプションがあります。 

. ハードウ X ア情報 

• myPrintmileage (インス I —ルしている場合） 

.HP Instant Support (HP インスタントサポー 

り 

• HP プリントへッドのが態 

サービス 

• PQ (印字品質）診断ページの印刷：デバイスの 
EP 字品質に影響をちえる問題を診断できま 

す。詳細(こついては、 印刷品暫訟断ページ齐 
印刷するには を参照してください。 

• 自己診断テストぺージの印刷：デバイスの自 
己該既テストぺージを印刷できます。このぺ 
-ジにはデバイスとサプライ品についての情報 
がま示されます。註細については、 自己餘邸 
テストページの理解を 参照してください。 

• プリントへッド位置調整：プリントヘッドの 
位置調整についての指示が記載されていま 
す。詳細(こついては、 プ IJ ントヘッドの位置 
を調普するには を参暖して〈だ六い。 

• プリントヘッドのクリーニング：プリントへ 
ッドのクリーニングについての指示が記載され 
ています。詳細については、 プリントヘッド 
をク IJ 一ニングする(こは を参暖して〈だ声い。 

• ラインフィードキヤリブレーシヨン：ライ 
ンフィードキヤリブレーシヨンを実行できま 
す。詳細については、 ラインフィードキヤリ 
ブレーション齐巧うにはを 参暖して〈だ声い。 

• 用紙の取り扱い：トレイロックを設定し、デ 
フォルトトレイを選択できます（トレイ2が挿 
入されている場合)。註細については、 トレイ 
の設をを 参照してください。 


HP プリンタユーティ りティ (Mac OS ) 

HP プリンタユーティリティには、印刷設定の構成、デバイスのキヤリブレ 
-シヨン、プリントヘッドのクリーニング、自己診断テストぺージの印刷、 
サプライ品のオンライン;'主文、および Web サイトのサポート情報の検索など 
のツールが含まれています。 

HP プリンタユーティリティを開くには 

1. [ Finder ] の [ Go ] メニューから、[コンピュータ]を選択します。 

2. [ライブラリ]を選択し、[プリンタ]を選がします。 

3. [ hp ] を選択して[ユーティリティ]を選択し 、 [HP Printer Selector ] を選 

択します。 

4. デバイスを選択して[ユーティリティの起動]をクリックします。 
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HP プリンタユーテイリテイのパネル 

情報とサポートパネル 

-サプライ品詳細：現在装着されているプリントヘッドとインクカートリ 
ッジについての情報が表示されます。 

-サプライ製品情報：インクカートリッジの交換オプションを示します。 

• デバイス情報：デバイスのモデル番号とシリアル番号についての情報が 
表示されます。デバイスの自己診断テストぺージを印刷することもでき 
ます。このぺージにはデバイスとサプライ品についての情報が表示されま 
す。詳細については、 自己訟断テストぺージの理ち呈 をを照してくださ 
い。 

-印刷品質診断ページ：サプライ製品情報デバイスの印字品質に影響をち 
える問題を診断できます。詳細については、 印刷品質訟断ページを ED 刷す 
るには を参照して〈ださい。 

* クリーニング：プリントへッドのクリーニングについての指示が記載され 
ています。詳細については、 プリントへッドをクリーニングするには を 参 
照してください。 

• 位置調整：プリントへッドの位置調整についての指示が記載されていま 
す。詳細については、 プリントへッドの位置を調替するには を 参照、して< 
ださし、。 

• ラインフイードキヤリブレーシヨン：ラインフイードキヤリブレーシ 
ョンを実行できます。詳細については、 ラインフィードキヤリブレーシ 
ョンを巧うには を 参照してください。 

- HP サポート： HP Web サイトにアクセスし、デバイスのサポート、デバ 
イスの登録、および使巧ミ斉みのプリントサプライ品の返品とリサイクル 
についての情報を表示できます。 

プリンタ設定パネル 

• トレイの設定：トレイのデフオルト巧紙タイプとサイズ、およびトレイ 
の優先度を設定します。詳細については、 トレイの設定 を# おしてくださ 
い。 

• その他の設定：埋め込み Web サーバを起動してネットワーク設定を変更 
します。ネットワーク接続のための IP 設定を行います。 

ネットワークプリンタセットアップユーテイリテイ (Mac OS ) 

このツールにより、デバイスのネットワーク設定を行うことができます。ネ 

ットワークロケーシヨン名とワイヤレスモードなどのワイヤレス設を、およ 
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び TCP/IP アドレス、ルーター、サブネットマスクなどのワイヤ設定を行う 
ことができます。 

ネットワークプリンタセットアッブユーティリティを 開く には 

1. [ Finder ] の [ Go ] メニューから、[コンピュータ]を選択します。 

2. [ライブラリ]を選巧し、[プリンタ]を選択します。 

3. [ hp ] を選択して[ユーティリティ]を選択し、[ネットワークプリンタセ 
ットアップユーティリティ]を選択します。 

4. 画面の指示に従って、デバイスのネットワーク設定を行います。 


HP Web Jetadmin ソフトウエア 

HP Web Jetadmin ソフトウエアは、 HP と HP な外のネットワーク周辺機器 
のインストール、設を（個別またはバッチモードの両方)、ステータスのモニ 
タリング（サプライ品のレベルも含む)、リモート診断の実行、トラブルシュ 
-ティングなどを行う Web ベースの管理ソリューションです。 

このソフトウエアをインストールすると、標準 Web ブラウザを巧巧してイン 
トラネット内ならどこからでもアクセスできます。詳細およびソフトウエア 
のダウンロードについては、 www.hp.com/ao/webietadmin を参照してくださ 
い。 

HP インスタントサポート 

HP Ins ね nt Support (HP インスタントサポーりは、 Web ベースのトラブル 
シューティングツールのスイートです。印刷問題をすばやく識別、診断、そ 
しておみするのに役立ちます。 

HP Instant Support (HP インスタントサポート）では、プリンタに関する次の 
情報を提供します。 

-トラブルシューティングのヒントへの簡単なアクセス：お使いのプリン 
夕にカスタマイズされたヒントを提供します。 

-特定のプリンタエラーの解決：お使いのプリンタ固有のエラーメッセー 
ジのち?ミ夫に役立つ情報へすぐにアクセスできます。問題の説明、および 
問題を解みまたは防止するための推奨事項を参照するには、メッセージ内 
のリンクをクリックします。 

-プリンタドライバ更新の通知：プリンタドライバが更新された場合に通 
知します。 HP Instant Support (HP インスタントサポ ート） の ホー ムぺ一 
ジにメ ッセー ジが表示されます。メ ッセー ジ内のリンクをクリ ック する 
と、 HP Web サイトのダウンロードセクションに直接アクセスします。 

• サポートサービスの入手：お使いのプリンタに利用できるサポートサー 
ビスの リス 卜が提供されます。 

• インクおよびメディアの使用量の管理 （ myPrintMileage ) :デバイスのサ 
プライ品の使用状況を管理し、予想するのに役立ちます。 
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-お使いのプリンタの自己診断テスト：お使いのプリンタじ該断テストを 
実行します。 Instant Support (インスタントサポート）ぺージの[自己へル 
プ]メニューから[プリンタ]を選択し、プリンタの診断を開始します。 

HP Instant Support (HP インスタントサポート）はコンピュータをチエッ 
クし、構成されたデバイスのリストが表示されます。診断するデバイス 
を選択すると、 HP Instant Support (HP インスタントサポーりによって 
作業の手順が示されます。 

• HP エクスパートヘルプオンライン（アクティブチャット）： Web 上で 
のリアルタイムチャットを通じて HP サポートからパーソナライズされた 
ヘルプがいつでも入手できます。質問、または問題の説明を送信するだ 
けです。最近のデバイス履歴、システム構成、および試した操作などが 
自動的に HP にお送され（承認後)、問題を再度説明する必要がありませ 

• ナレッジデータベース： HP ナレッジデータベースを使巧して、質問の 
答えをすばやく見つけることができます。 

セキュリティおよびプライバシー 

HP Ins ね nt Support (HP インスタントサポーりを使巧する場合は、プリンタ 
の詳細な情報（シリアル番号、エラー状態、ステータスなど）を HP に送信し 
ます。 HP は、お客様のプライバシーを尊重し、この情報を HPOnline 
Privacy Statement (welcome.hp.com/countrv/us/en/privacv.htmn の夫見まに従っ 
て管理します。 


聲を記 HP に送信されるすべてのデータを確認するには、巧用している 
Web ブラウザの[表词メニューから、[ソース] (Internet Explorer または 
Opera の場合）または[ぺージソース] (Netscape または Mozilla Firefox の 
場合）を選巧します。 


HP Instant Support ( HP インスタントサポート）にアクセスするには 

* ツールボックス （ Windows ) :[情報]タブをクリックし 、 [HP Instant 
Support ( HP インスタントサポートリをクリックします。 

• 埋め込み Web サーバ：[サポート]タブをクリックし 、 [HP Instant 
Support ( HP インスタントサポートリをクリックします。 

鞍を記[サポート]ボタンはすべてのぺージに表示されます。 


腎を記 HP Instant Support (HP インスタントサポート）を開くのに巧用し 
た Web ぺージはブックマークを付けないでください。このサイトにブッ 
クマークを付け、そのブックマークを使用してサイトに接続すると、ぺ一 
ジには現在の情報が表示されません。 


デバイス管理ツールの使用 111 









第 9 章 

myPrintMileage 

myPrintMileage は HP が提供するサービスで、デバイスの使巧状況をトラッ 
キングおよび予想し、サプライ品;'主文を計画する手助けとなります。 
myPrintMileage を使用ずるには、レ^下を実行しなければなりません： 

• インターネット接続 
• プリンタが接続されていること 

myPrintMileage Web サイトでは、使用したインク量、ブラックとカラーイ 
ンクのどちらを多〈使巧ずるか、および残りのインク量で印刷できる予想ぺ 
ージ数などの印刷の分析結果を確認できます。 

myPrintMileage にアクセスするには 

- 埋め込み Web サーバ：[サポート]ボタンをクリックし、 
[ myPrintMileage ] をクリックします。 

隊ま記[サポート]ボタンはすべてのぺージに表示されます。 

-ツールボックス （ Windows ) :[情報]タブをクリックし、 
[ myPrintMileage ] をクリックして画面の指示に従いまず。 

• Windows タスクバー： Windows のタスクバーにある [HP Digital 
Imaging ] アイコンをちクリックし、表示ずるデバイスを選択し、 
[ mvPrintMileage ] をクリックしまず。 


皆ミ主記 myPrintMileage を開〈のに使用した Web ぺージはブックマークを 
付けないでください。このサイトにブックマークを付け、そのブックマー 
クを使用してサイトに接続すると、ページには現在の情報が表示されませ 
ん。 


自己診断テストページの理解 

自己該断テストページを使用して、次のような作業を行うことができます。 

-現在のデバイス情報、インクカートリツジの状態、およびプリントへツ 
ドの状態を表示する 
• 問題のトラブルシューティング 

* 両面印刷ユニツトなどのオプションアクセサリのインストールを確認す 
る 

自己該断テストぺージには、最新イベントのログもさまれます。 
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HP に連絡する場合は、電話をする前に自己該断テストページを印刷すると 
役立ちます。 



1. プリンタの情が：デバイス情報（製品名、モデル番号、シリアル番号、お 
よびファームウエアバージヨン番号など)、取り付けられているアクセサ 
リ（両面印刷ユニットなど)、およびトレイとアクセサリから印刷されたぺ 
ージ数が表示されます。 

2. インクカートリッジの状態：インクの推定残量レベル（グラフィックス 
によって表示)、パーツ番号、およびインクカートリツジの有効期限が表 
7 F されます。 


腎注記表示されるインク残量は予測でしかありません。実際のインク 
残量とは異なる場合があります。 


3. プリントへッドの状態：プリントへッドの状態、パーツ番号、最初に取 
り付けられた日付、およびプリントヘッドの保証期限日、累計インク使用 
量が表示されます。プリントへッドのステータスオプションは次のとお 
りです：良好、正常、および交換です。状態が I 正常 I である場合は印刷 
品質を監視する必要がありますが、プリントへッドを交換する必要はあり 
ません。状態が I 交換 I である場合は、プリントヘッドを交換する必要があ 
ります。プリントヘッドを交換するまで、デバイスは機能しません。 

4. イベントログ：最近発生したイベントのログが表示されます。 
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自己診断テストぺージを印刷するには 

• コントロールパネル：[セットアップ] を押し、 [レポートの 印刷]を選択 
し、 [セルフテストレポート] を選択し、 [0 のを押します。 

• ツールボックス ( Windows ) :[サービス]タブをクリックし、[自己診断テ 
ストぺージの印刷]をクリックします。 

• HP プリンタユーティリティ （ MacOS ) :[デバイス情報]を[情報とサポ 
-卜]パネルからクリックし、[設定ぺージの印刷]をクリックします。 

ネットワーク設定ページの理解 

デバイスがネットワークに接結されている場合は、ネットワーク設定ぺージ 
を印刷してデバイスのネットワーク設定を表示できます。ネットワーク設定 
ぺージは、ネットワーク接続に関する問題のトラブルシューティングに役立 
ちます。 HP に連絡する場合は、電話をする前にこのページを印刷すると役 
立ちます。 



ネットワーク設定ぺージ 

1. -般情報：ネットワークの現在の状態とアクティブなち続タイプに関す 
る情報と、埋め込み Web サーバの URL などのそれな外の情報が表示され 
ます。 

2. 802.3ワイヤ： IP アドレス、サブネットマスク、デフオルトゲートウエ 
イなどのアクティブなワイヤードネットワーク接続に関する情報と、デ 
バイスのハードウ； L アアドレスが表示されます。 
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3. 802.11 ワイヤレス： IP アドレス、通信モ ー ド、ネットワ ー ク名、認証夕 
イプ、信号強度などの、アクティブなワイヤレスネットワーク接続に関 
する情報が表示されます。 

4. Bluetooth :デバイスの名前やアドレスなどのアクティブな Bluetooth ワ 
イヤレス接続に関する情報と、パスキーが表示されます。 

5. SNMP :現在の SNMP 設定と状態に関する情報が、コミュニティ名設定 
も含めて表示されます。 

コントロールパネルからネットワーク設定ページを印刷するには 

-デバイスに2行ディスプレイが搭載されている場合：[セットアップ]ボ 
タンを押し、[ネットワーク設定]を選巧し、[ネットワーク設定の印刷]を 
選択し、 [0 K ] を押します。 

• デバイスにカラーディスプレイが搭載されている場合：[セットアップ] 
ボタンを押し、[ネットワーク]を選択し、[ネットワーク設定を表示]を選 
巧し、[ネットワーク設定ぺージの印刷]を選巧し、[〇のを押します。 

チャネル範囲の定義 

次の表は、802.11ワイヤレスチャネル範囲を養の一覧です。 


最ネ刀の巧数はロケール番号を表します 


ロケール0:チヤンネル 1-11: 


• 高パワー 802.1 1 b 

• 化パワー 802.1 1 g 

ロケール1:チヤンネル 1-13 : 


• おパワー 802.1 1 b 

• おパワー 802.1 1 g 


ロケール2 :于ヤンネル 1-14 : 


• おパワー 802.1 1 b 

• おパワー 802.1 1 g 


ま記802.1 1 g は于ヤンネル14には許可されていません。 

2番目の析数は、アドホック互換モードを表 

0:アドホック接続ステータスノミナル 

します 

1:アドホックは常に接続されているようにみ 
えます 

3番目の巧数はインフラストラクチャレート 
制限を表します 

0: 802.1 1 b または802.1 1 g 

1: 802.1 1 b のみ 

4番目の巧数は、アドホックレート制限を表 
します 

0: 802.1 1 b または802.1 1 g 

1: 802.1 1 b のみ 
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ネットワークオプションの構成 

次のセクションで説明する手順に従って、コントロールパネルでのネットワ 
-ク設定を管理することができます。また、埋め込み Web サーバを使巧す 
るとより詳細なネットワーク設定を行うことができます。この Web サーバは 
既存のネットワーク接続を使用して Web ブラウザからアクセスできるネット 
ワーク構成およびステータスツールです。詳細については、 埋め込み Web 
サーバ を参照して〈ださい。 


基本的なネットワーク設定のを更 

コントロールパネルのオプションを使用して、ワイヤレス接続の設定や管理 
を行ったり、さまざまなネットワーク管理タスクを実行したりできます。こ 
のタスクには、ネットワーク設定の表示、ネットワークのデフォルト設定の 
復元、ワイヤレスのオン-オフ設定、ネットワーク設定の変更などが含まれ 
ます。 


ワイヤレスセットアップウィザードの使用 

ワイヤレスセットアップウィザードを使巧すると、デバイスへのワイヤレス 
接続を簡単に設定したり、管理したりできます。ワイヤレス接続のセットア 
ップ方法およびワイヤレスセットアップウィザードの詳細については、 デバ 
イスのワイヤレス通信のセットアップ（一部のモデルのみ） を参目号して〈ださ 
し、。 

ネットワーク設定の表示と印刷 

ネットワーク設定の一覧をコントロ ールパネルに表示したり、より詳細な構 
成ページを印刷することができます。ネットワーク設定ぺージには、 IP アド 
レス、リンク速度、 DNS 、 mDNS など、重要なネットワーク設定が一覧表示 
されます。ネットワーク設定については、 ネットワーク設をぺージの理解 を 
参照してください。 

1. [セットアップ]ボタンを押します。 

2. [ネットワーク]が強調表示されるまで矢印キーを押し、 [0 のを押しま 
す。 

3. 次のいずれかの操作を行います。 

• ワイヤード ( Ethernet ) ネットワークの設定を表示するには、[ネットワ 
ーク設をを表示]を選択し、[概要を表示（有線 LAN の場合)]を選択し 
ます。 

• ワイヤレスネットワークの設定を表示するには、[ネットワーク設定を 
表示]を巧し、[概要を表示（無線 LAN の場合)]を巧します。 

* ネットワーク設定ぺージを印刷するには、[ネットワーク設定を表示] 

を選択し、[ネットワーク設定ぺージの印刷]を選択します。 
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ワイヤレスをオンまたはオフに設定する 

ワイヤレスはデフォルトでオンに設定されています。ワイヤレスがオンの場 
合は、デバイス前面のブルーのインジケータが点灯します。ワイヤレスネッ 
トワークへの接続を保つには、無線を常にオンにしておく必要があります。 
しかし、デバイスが有線ネットワークにち続されていたり、 USB で接続され 
ている場合は、無線は使用されません。この場合、無線をオフにしておくこ 
とをお勧めします。 

1. [セットアップ]ボタンを押します。 

2. [ネットワーク]が強調表示されるまで矢印キーを押し、 [ OK ] を押しま 
す。 

3. ワイヤレスをオンじするには、[ワイヤレス]を選択し、[はい]を選巧しま 
す。オフにするには、[いいえ]を選択します。 

詳細なネットワーク設定の変更 

必要に応じて、ネットワークを詳細に設定することができます。ただし、ネ 
ットワーク管理に詳しくない場合は、これらの設定を変更しないでくださ 
し、。詳細設定には、[リンク速度]、 [IP 設定]、および[メモリカードセキュリ 
ティ]があります。 

リンク速度の設定 

ネットワーク上でのデータ送信速度を変更することができます。デフォルト 
の設定は[自動]です。 

1. [セットアップ]ボタンを巧します。 

2. [ネットワーク]が強調表示されるまで矢印キーを押し、[〇のを押しま 
す。 

3. [詳細設定]を選択し、[接結速度]を選がします。 

4. リンクま度の横の、お使いのネットワーク機器と一致する番号を押しま 
す。 

•[1. 自動] 

• [2. 10 Mb/sec 全二重あ信] 

• [3. 10 Mb/sec 半二重通信] 

• [4. 100 Mb/sec 全二重通信] 

• [5. 100 Mb/sec 半二重通信] 
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IP 設をを表示するには 

• カラーディスプレイ：コント ロール パネルでデバイスの IP アドレスを 
表示するには、[セットアップ]ボタンを押し、[ネットワーク]を選択し、 
[ネットワーク設定を表示]を選択します。次に、[概要を表示（ち線 LAN 
の場合)]または[概要を表示（無陆 LAN の場合)]を選択します。 

• 2行のディスプレイ：デバイスの IP アドレスを表示するには、ネットワ 

-ク設定ぺージを印刷する必要があります。詳細については、 ネットワー 
ク 設をページの理解 を 参照 して〈ださい。 


IP 設定を変更するには 

デフオルトの IP 設定は[自動]で、 IP 設定を自動的に行いますが、ネットワ 
-ク管理に詳しい場合は、 IP アドレス、サブネットマスク、デフオルトゲ 
—トウエイを手動で変更できます。 


A ミ主意 IP アドレスを手動で割り当てる場合はミ主意が必要です。インストー 
ル時に無効な IP アドレスを割り当てると、 各ネットワークコンポーネン 
卜からデバイスに接続できなくなります。 


1. [セットアップ]ボタンを押します。 

2. [ネットワーク]が強調表示されるまで矢印キーを押し、 [0 のを押しま 
す。 

3. [詳細設定]を選択し、 [IP 設定]を選択し、 [IP 設定]を選択します。 

4. IP 設定の横にあるな下の番号を巧します。 

•[1. IP アドレス] 

• [2 .サブネットマスク] 

- [3 .デフナルトゲートウエイ] 

5. 変更する内容を入力し、 [0 のをクリックします。 

デバイスのファックス機能のセットアップ（一部のモデルの 
み） 

[セットアップガイド]に記載されたすベての手順が完了したら、このセクシ 
ョンの説明を読みファックスのセットアップを行ってください。[セットアッ 
プガイド]は後で使用できるように保管してください。 

このセクションでは、ファックス機能が同じ電話回線上の機器やサービスと 
正常に動作するように、デバイスを設定する方法を説明します。 
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か ヒントファックスセットアップウィザード ( Windows ) または HP ファ 
ックスセットアップューティリティ (Mac OS ) を使用して、応答モード 
やファックスのへッダー情報などの重要なファックス設定を簡単に設定す 
ることもできます。デバイス用にインストールしたソフトウェアから、フ 
ァックスセットアップウィザード （ Windows ) または HP ファックスセッ 
トアップューティリティ （ MacOS ) にアクセスできます。ファックスセ 
ットアップウィザード （ Windows ) または HP ファックスセットアップュ 
-ティリティ （ MacOS ) を起動したら、このセクションの手順に従ってフ 
アツクスのセツトアップを行います。 


ファックス機能のセットアップ（パラレル方式の電話システム） 

デバイスのファックス機能のセットアップを開始する前に、お住まいの国ま 
たは i 也域でどのタイプの電話システムを使用しているか確認します。デバイ 
スのファックス機能のセットアップの説明は、パラレル方式またはシリアル 
方式のどちらの電話方式を使用しているかによって異なります。 

-お住まいの国または地域が下記の表になければ、シリアルタイプの電話 
方式をご使用のはずです。シリアル方式の電話の場合、共有する電話機 
器（モデム、電話、留守番電話等）のコネクタの種類が違うため、デバイス 
の "2- EXT " ポートに接続することはできません。電話機器はすべて壁の 
電話ジャックに接結してください。 


鞍を記シリアル方式の電話システムを使用する国または地域の場合、デ 
バイス付属の電話コードに別の壁プラグが接続している可能性があり 
ます。これにより、デバイスを差し込んでいる壁側のモジュラージヤ 
ックに別の通信装置を接続できます。 


-お住まいの国または地域が下記の表にあれば、パラレルタイプの電話方 
式をご使巧のはずです。パラレル方式の電話システムの場合、背面の" 2- 
EXT " ポートを使巧して、共有する電話機器を電話回線じ接続することが 
できます。 


賢を記パラレル方式の電話システムの場合は、デバイスに付属の2線 
式電話コードを使用して、壁の電話ジャックにデバイスをち続するこ 
とをお勧めします。 


ま 9-1 パラレルタイプの電 i 

まの国または地域 

アルゼンチン 

オーストラリア 

ブラジル 

カナダ 

チリ 

中国 

コロンビア 

ギリシア 

インド 

インドネシア 

アイルランド 

日本 

韓国 

南米 

マレーシア 
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パラレルタイプの電話の国または地域（続き) 


メキシコ 

フィリツピン 

ポーランド 

ポルトガル 

ロシア 

サウジアフビア 

シンガポール 

スペイン 

台湾 

タイ 

アメリカ 

ベネズエラ 

ベトナム 




シリアルち式またはパラレル方式のどちらの電話方式かわからない場合は、 
最寄りの電話会社にお問い合わせください。 

自宅またはオフイスに合った正しいファックスセットアップの選択 

同じ電話回線をデバイスと共有する機器やサービスがある場合、ファックス 
を正常に使用するには、それらの機器やサービスの種類を知っておく必要が 
あります。これは、既存のオフィス機器をデバイスに直接接続しなければな 
らない場合に重要です。また、正常にファックスを使用するには、ファック 
スの設をを一部変更しなければならないこともあります。 

自宅またはオフィスに合ったデバイスのセットアップちまを調べるには、ま 
ずこのセクションの質問を最後まで読んで答えてみてください。そして、1 
つ後のセクションにある表から、ご自分の答えに対するセットアップ方法を 
選択してください。 

な下の質問は必ず順番に読んでお答えください。 

1. 電話会なからデジタル加入を線 （ DSL ) を利用していますか。 （ DSL は、 
国/化域によっては ADSL と呼ばれています。） 

「はい」とお答えのちは ケース B : DSL 摄境でのデバイスのセットアッ 
ユ に進んでください。ここからホの質問に答える必要はありません。 
「いいえ」とお答えのちは、続けて質問にお答えください。 

2. 構内交換機 ( PBX ) システムまたは統合サービスデジタル通信網 OSDN ) シ 
ステムを利巧していますか。 

「はい」とお答えのちは ケース C : PBX 雷話システムまたはに DN 回線 
の環境でのデバイスのセットアップ に 進んで< ださい。ここから先の質 
問に答える必要はありません。 

「いいえ」とお答えの方は、続けて質問にお答えください。 
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3. 複数の電話番号がちえられ、その電話番号ごとに呼び出し音のパターンを 
をえられる、電話会社の着信識別サービスを利用していますか。 

「はい」とお答えの方は ケース D :同じ回線でファックスと着信識別サ 
-ビスを一緒に利田 に進んでください。ここから先の質問に答える必要 
はありません。 

「いいえ」とお答えの方は、続けて質問にお答えください。 

着信識別サービスを利用しているかどうか不明ですか。多くの電話会社 
から、1本の電話回線に複数の電話番号を持てる着信識別音機能が提おさ 
れています。 

この着信識別サービスでは、電話番号ごとに異なる呼び出し音パターンを 
使巧します。シングル呼び出し音、ダブル呼び出し音、トリプル呼び出 
し音など、番号によって違う呼び出し音パターンを使用できます。一方 
の電話番号をシングル呼び出し音にして電話巧に、もう一方の電話番号を 
ダブル呼び出し音にしてファックス用に割り当てることができます。こ 
うしておけば、電話が鳴ったときに電話かファックスかがわかります。 

4. 同じ電話番号でデバイスのファックスと電話を一緒に利用しますか。 
続けて質問にお答えください。 

5. デバイスと同じ電話回線でコンピュータダイヤルアップモデムを使用し 
ていますか。 

コンピュータダイヤルアップモデムを利用しているかどうか不明です 
力、。次のいずれかに当てはまる場合は、コンピュータダイヤルアップモ 
デムを利巧しています。 

• ダイヤルアップ接続でコンピュータのソフトウエアアプリケーション 
から直ちファックスを送受信している。 

• ダイアルアップ接続でコンピュータから電子メールのメッセージを送 
受信している。 

-ダイアルアップ接続でコンピュータからインターネットを利用してい 
る。 

続けて質問にお答えください。 

6. 同じ電話番号でデバイスのファックスと留守番電話を一緒に利巧します 
か。 

続けて質問 I こお答え〈ださい。 

7. 同じ電話番号でデバイスのファックスと電話会社のボイスメールサービ 
スを一緒に利用しますか。 

質問にすべて答えたら、次のセクションに進み、適切なファックスセッ 
トアップを選択します。 

適切なファックスセットアッブの選択 

これで、同じ電話回線でデバイスと機器やサービスを一緒に利用する場合の 
質問はすべて終了です。自宅またはオフィスに合ったセツトアップを選択で 
きます。 
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表の1列目から、自宅やオフィスの設定に当てはまる機器とサービスの組み 
合わせを選択してください。ご使用の電話方まに合わせて、2列目、3列目 
から適切なセットアップを選択します。各方まについては、このを手順を追 
って説明します。 

前述の質問にすべて答えたが、どの機器やサービスも巧巧していなかった場 
合は、表の1列目から「いいえ」を選択してください。 


敷を記自宅またはオフィスのセットアップがこのセクションで説明されて 
いない場合は、デバイスを通常のアナログ電話のようにセットアップしま 
す。付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャックに、もう 
-ちの端をデバイスの背面の 1-LINE と書かれているポートに接続しま 
す。他の電話コードを使巧している場合は、ファックスの送受信に問題が 
発生することがあります。 


ファクスと一緒に利用する機 
器やサービス 

パラレル方式に推奨するファ 
クスセットアップ 

シリアル方式に推奨するファ 
クスセットアップ 

いいえ 

(すべての質問に「いいえ」と 
回答しました。） 

ケース A: 単独のファクス回 

シリアル方式のファックスの 

線('雷話の着信なし） 

セットアップの おかまいの国 
に関する記述を参照してくだ 
さし、。 

DSL サービス 

(質問1のみに「はい」と回答 
しました。） 

ケース B : DSL 環境でのデバ 

イスのセットアップ 

シリアル方式のファックスの 

セットアップの お住まいの国 
に関する記述を参照してくだ 
さし、。 

PBX またはに DN システム 

(費問2のみに「はい」と回答 
しました。） 

ケースに： PBX 雷託システ 

シリアルち式のファックスの 

ムまたはに DN 回線の揚境で 

のデバイスのセットアップ 

セットアップの お住まいの国 
に関する記述を参照してくだ 
さし、。 

着信識別サービス 

(質問3のみに「はい」と回答 

しました。） 

ケース D :同じ回線でファッ 

シリアルち式のファックスの 

クスと着信識別サービスを一 

緒に利巧 

セットアップの お住まいの国 
に関する記述を参照してくだ 
さし、。 

電話 

(質問4のみに「はい」と回答 
しました。） 

ケース巳 ：雷託とファックス 

シリアルちまのファックスの 

を一緒に利巧する 

セットアップの お住まいの国 
に関する記述を参照してくだ 
さし、。 

電話とボイスメールサービス 
(質問4および7のみに「は 
し、」と回答しました。） 

ケース F :雷話とファックス 

シリアル方式のファックスの 

とボイスメールサービスを一 

セットアップの お住まいの国 
に関する記述を参照してくだ 
さし、。 

緒に利巧する 

コンピュータダイヤルアッ 
プモデム 

(質問5のみに「はい」と回答 
しました。） 

ケース G :同じ回線でファッ 

適用できません。 

クスとコンピュータモデム齐 

一緒(こ利用する f 雷託の着信 

なし） 

電話とコンピュータダイヤル 
アップモデム 

ケース H :雷託とファックス 

適用できません。 

とコンピュータモデムホー緒 

に利用する 
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(続き) 


ファクスと一緒に利用する機 
器やサービス 

パラレル方式に推奨するファ 
クスセットアップ 

シリアル方式に推奨するファ 
クスセットアップ 

(質問4および5のみに「は 
し、」と回答しました。） 



電話と留守香電話 

(質問4および6のみに「は 

し、」と回答しました。） 

ケース I :雷話とファックス 

と留守器雷託齐一緒に利用す 

る 

適用できません。 

電話とコンピュータダイヤル 
アップモデムと留守番電話 

(質問4、5および6のみに 
「はい」と回答しました。） 

ケース J :雷話とファックス 

とコンピュータモデムと留守 

器雷託齐一緒に利用する 

適用できません。 

電話とコンピュータダイヤル 
アップモデムとボイスメール 
サービス 

(費問4、5および7のみに 
「はい」と回答しました。） 

ケース K :雷話とファックス 

とコンピュータダイヤルアッ 

プモデムとボイスメール东 

一緒に利巧する 

適用できません。 


ケース A : 単独のファクス回線（電話の着信なし） 

電話を受け付けない単独の電話回線を利巧し、この電話回線に他の機器を何 
も接続しない場合は、次のようにデバイスを設定します。 




図 9-1 デバイス背面図 


1 

壁側のモジュラージャック 

2 

デバイス付属の電話コードを使巧して 1- LINE ポートに接続する 
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単独のファクス回線の環境にデバイスをセットアップするには 

1. デバイスに付属の電話コードの一ちの端を壁側のモジュラージャック 
に、もう一方の端をデバイスの背面の 1- LINE と書かれているポートに接 
続します。 


m を記付属のコードで壁側のモジュラージャックとデバイスを接続し 
ないと、ファクス機能が正常に動作しない場合があります。このま巧 
電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異なり 
ます。 


2. [自動応答]の設ををオンにします。 

3. (オプシヨン)[応答呼出し回数]設定を最小設を（呼び出し2回）に変更しま 
す。 

4. ファクステストを実行します。 

電話が鳴ると、[応答 P 乎出し回数]で設定した数だけ呼び出し音が鳴った後に 
デバイスが自動応答します。デバイスは、ファクス受信卜ーンを送信側ファ 
ックスに対して発信し、ファックスを受信します。 

ケース B : DSL 環境でのデバイスのセットアップ 

電話会社の DSL サービスを利用し、デバイスに機器を接続しない場合は、次 
のように壁側のモジュラージャックとデバイスの間に DSL フィルタを取り付 
けます。デバイスが電話回線で正しく通信することができるように、 DSL フ 
ィルタでデバイスを巧害する可能性のあるデジタル信号を除去します (DSL 
は、国/地域によっては ADSL と呼ばれています。） 

載を記 DSL を利用しているのにこの DSL フィルタを取り付けないと、デ 
バイスでファックスを送受信できなくなります。 



図 9-2 デバイス背面図 


1 

壁側のモジュラージャック 

2 

DSL プロ/くイダから支給された DSL (または ADSL) フィルタおよびコ 
-ド 
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(続き） 

3 デバイス付属の電話コードを使巧して 1-LINE ポートに接続する 


DSL 環境でデバイスをセットアップするには 

1. DSL フィルタは、 DSL プロバイダから入手してください。 

2. デバイスに付属の電話コードの一方の端を DSL フィルタの空いているポ 
-卜に、もう一方の端をデバイス背面の 1- LINE というラベルの付いたポ 
—卜に接続します。 


鞍を記付属のコードで DSL フィルタとデバイスを接続しないと、ファ 
ックス機能が正常に動作しない場合があります。この専用電話コード 
は、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異なります。 

付属の電話コードは1本なので、このセットアップでは追加の電話コ 
-ドが必要になる場合があります。 


3. DSL フィルタの追加の電話コードを壁側のモジュラージャックに接続しま 
す。 

4. ファックステストを実行します。 

ケース C : PBX 電話システムまたは旧 DN 回線の環境でのデバイスのセットアップ 

PBX またはに DN コンバータ/夕ーミナルアダプタを使用している場合、次 
の指示に従ってください。 

• PBX またはに DN コンバータ/夕ーミナルアダプタを使巧している場合 
は、ファックスおよび電話用のポートにデバイスが接続されていることを 
確認してください。また、夕ーミナルアダプタがお住まいの国/地域に巧 
応したスイツチタイプに設定されていることも確認してください。 


敷を記旧 DN システムの中には、ユーザーが特定の電話機器に応じてポ 
-卜を設定できるようになっているものがあります。たとえば、電話 
と G 3 規格のファックスに1つのポートを割り当て、多目的巧に別の 
ポートを割り当てることができます。に DN コンバータのファックス/ 
電話ポートに接続すると問題が発生する場合は、を用途向けのポート 
を使用してみてください。このポートには " multi - combi " などのラベル 
が付いている場合があります。 


- PBX システムを使巧している場合は、電話の呼び出し音をオフにしま 
す。 


載を記多くのデジタル PBX システムでは、電話の呼び出し音が工場出 
荷時の設定で「オン」になっています。電話の呼び出し音は、ファッ 
クス送信の巧害となり、デ/《イスでファックスの送受信ができなくな 
ります。電話の呼び出し音をオフにするちまについては、 PBX システ 
ム付属のマニュアルを参照してください。 
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• PBX システムを使用している場合は、ファックス番号をダイヤルする前 
に外線番号をダイヤルします。 

-付属のコードで壁側のモジュラージャックとお使いのデバイスを正しく 
接続します。接結していない場合、ファックスを正しく行うことはでき 
ません。この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コー 
ドとは異なります。付属の電話コードでは短すぎる場合、お近くの電器 
店からカプラーを購入して延長することができます。 

ケース D :同じ回線でファックスと着信識別サービスを一緒に利用 

1本の電話回線に複数の電話番号があり、その電話番号ごとに呼び出し音の 
パターンををえる、電話会社の着信識別サービスを利巧している場合は、次 
のようにデバイスを設をします。 



図 9-3 デバイス背面図 


1 

壁側のモジュラージャック 

2 

デバイス付属の電話コードを使用して 1- LINE ポートに接続する 


着信識別サービスの環境でデバイスをセットアップするには 
1. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャック 
に、もう一方の端をデバイスの背面の 1- LINE と書かれているポートに接 
続します。 


m を記付属のコードで壁側のモジュラージャックとデバイスを接続し 
ないと、ファックス機能が正常に動作しない場合があります。このま 
用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異な 
ります。 


2. [自動応答]の設ををオンにします。 


126 構成と管理 












3. [着信識別]設をを変更して、電話会社がお使いのファックス番号に指定し 
た呼び出し音のパターンに合わせます。 


敷を記デバイスの工場出荷時の設定では、すべての呼び出し音パターン 
に応答するよう設定されています。[着信識別]がファックス番号に割 
り当てられていた呼出し音のパターンと一致するように設定しない 
と、デバイスが電話とファックスの両方の呼び出し音に応答してしま 
つたり、まったく応答しな〈なったりすることがあります。 


4. (オプシヨン)[応答呼出し回数]設をを最小設定（呼び出し2回）に変更しま 
す。 

5. ファックステストを実行します。 

デバイスでは、[着信識別]設定で選択した呼び出し音のパターンの着信に対 
して、[応答呼出し回数]設定で選択した呼び出し回数の後に自動応答しま 
す。デバイスは、ファックス受信卜ーンを送信側ファックスに対して発信 
し、ファックスを受信します。 

ケース E : 電話とファックスを一緒に利巧する 

同じ電話番号で電話とファックスを一緒に受け、この電話回線にナフィス機 
器（またはボイスメールサービス）を何も接続しない場合は、次のようにデバ 
イスを設定します。 



図 9-4 デバイス背面図 


1 

壁側のモジュラージャック 

2 

デバイス付属の電話コードを使巧して 1- LINE ポートに接続する 

3 

電話機（オプション） 
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電話とファックスの共を回線環境にデバイスをセットアップするには 

1. デバイスに付属の電話コードの一ちの端を壁側のモジュラージャック 
に、もう一方の端をデバイスの背面の 1- LINE と書かれているポートに接 
続します。 


m を記付属のコードで壁側のモジュラージャックとデバイスを接続し 
ないと、ファックス機能が正常に動作しない場合があります。この専 
巧電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異な 
ります。 


2. 次のいずれかの操作を行います。 

• パラレル方式の電話システムを使巧している場合、デバイスの背面の 
2- EXT と書かれているポートから白いプラグを抜き取り、このポート 
に電話を接続します。 

• シリアル方式の電話の場合は、壁のプラグが接続されたデバイスのケ 
ーブルの一番先に電話を直接接続します。 

3. ここで、デバイスでのファックス呼び出し音の応答方まを、自動または手 

動に決めます。 

-着信に[自動]で応答する設定の場合は、デバイスがすべての着信に応 
答し、ファックスを受信します。この場合、デバイスではファックス 
と電話を区別できません。着信が電話であると思われる場合、デバイ 
スが着信に応答する前に自分で応答する必要があります。デ/《イスで 
着信を自動的に受信するには、[自動応答]設ををオンにします。 

* ファックスを[手動]で受信する設定の場合は、ファックス受信に直接 
応答しなければ、デバイスでファックスを受信できません。手動で着 
信に応答するようにデバイスを設まするには、[自動応答]をオフにし 
ます。 

4. ファックステストを実行します。 

デバイスが着信に応答する前に受話器を取って、送信側ファックス機からの 

ファックストーンが聞こえた場合は、手動でファックスに応答します。 

ケース F :電話とファックスとボイスメールサービスを一緒に利用ずる 

同じ電話番号で電話とファックスを一緒に受け、電話会社のボイスメールサ 

-ビスも利用する場合は、次のようにデバイスを接続します。 


隊を記ファックスと同じ電話番号でボイスメールサービスを利用している 
場合、ファックスを自動受信することはできません。ファックスを手動で 
受信する必要があります。つまり、受信ファックスの着信に応答するため 
にその場にいる必要があります。これな外にファックスを自動受信するに 
は、電話会社に問い合わせて着信識別を利巧するか、ファックスま用の別 
回線を取待してください。 
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図 9-5 デバイス背面図 


1 

壁側のモジュラージャック 

2 

"1- LINE " ポートに接続したデバイス付属の電話コードを使用する 


ボイ スメールサー ビスの環境でデバイスを セットアッ ブするには 

1. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャック 
に、もう一方の端をデバイスの背面の 1- LINE と書かれているポートにお 
続します。 


敷ミ主記付属のコードで壁側のモジュラージャックとデバイスを接続し 
ないと、ファックス機能が正常に動作しない場合があります。このま 
巧電話コードは、自をやオフィスで使用している電話コードとは異な 
ります。 

2. [自動応答]の設定をオフにします。 

3. ファックステストを実行します。 

ファックス着信に直接応答してください。そうしないとデバイスでファック 
スを受信できません。 

ケース G : 同じ回線でファックスとコンピュータモデムを一緒に利用する（電話の着 
信なし） 

電話を受け付けないファックス回線を利巧し、この回線にコンピュータモデ 
ムを接続する場合は、次のようにデバイスをセツトアップします。 
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敦を記コンピユータにダイヤルアップモデムがある場合、コンピユータの 
ダイヤルアップモデムはデバイスと電話回線を共有します。モデムとデ 
バイスを同時に使用することはできません。たとえば、コンピユータのダ 
イヤルアップモデムを使巧して電子メ ールを送信したりインターネットに 
アクセスしたりしている最中に、デバイスのファックス機能を使用するこ 
とはできません。 

• コンピユータのダイヤルアップモデム環境でデバイスをセットアップす 

るには 

• コンピュータの DSL / ADSL モデム環境でのデバイスのセツトアップ 


コンピュータのダイヤルアップモデム環境でデバイスをセットアップするには 

1つの電話回線をファックスの送信とコンピュータのダイヤルアップモデム 
に使用している場合は、次の手順に従ってデバイスをセツトアップします。 



図 9-6 デバイス背面図 


1 

壁側のモジュラージャック 

2 

"1 丄 INE " ポートに接続したデバイス付属の電話コードを使巧する 

3 

モデム搭載コンピュータ 


コンピュータダイヤルアッブモデムの環境でデバイスをセットアップするには 

1. デバイスの背面の 2- EXT と書かれているポートから白いプラグを抜き取 
ります。 

2. コンピュータ（コンピュータのダイヤルアップモデム）の背面と壁側のモ 
ジュラージャック間をつなぐ電話コードを見つけます。そのコードを壁 
側のモジュラージャックからはき、デバイスの背面の 2- EXT と書かれて 
いるポートに差し込みます。 
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3. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャック 
に、もう一方の端をデバイスの背面の 1- LINE と書かれているポートに接 
続します。 


敷ミ主記付属のコードで壁側のモジュラージャックとデバイスを接続し 
ないと、ファックス機能が正常に動作しない場合があります。この専 
用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異な 
ります。 


4. モデムのソフトウェアで、ファックスをコンピユータに自動受信するよう 
設定している場合は、その設定を解除してください。 


敷を記モデムのソフトウエアで自動ファックス受信の設定を解除しない 
と、デバイスでファックスを受信できな〈なります。 

5. [自動応答]の設定をオンにします。 

6. (オプション） [応答呼出し回数]設定を最小設を（呼び出し2回）に変更しま 
す。 

7. ファックステストを実行します。 

電話が鳴ると、[応答呼出し回数]で設定した数だけ呼び出し音が鳴った後に 
デバイスが自動応答します。デバイスは、ファックス受信トーンを送信側フ 
ァックスに巧して発信し、ファックスを受信します。 

コンピュータの DSUADSL モデム環境でのデバイスのセットアップ 

DSL 回線があり、その電話回線を使用してファックスを送信する場合は、次 
の手順に従ってファックスをセツトアップします。 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

パラレルスプリッター 

3 

DSL / ADSL スプリッター 


デバイスに付属の電話ジャックのち■方の端を、デバイス背部の 1 -LINE 
ポートに接続します。コードのもう一方の端を DSL / ADSL フィルタに 
接続します。 

4 

コンピュータ 
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(続き) 


5 コンピュータの DSL / ADSL モデム 


鞍を記パラレルスプリッタ ー( カプラーとも呼ぶ）を購入する必要がありま 
す。パラレルスプリッターは前面に RJ -11 ポートが1つ、背面に RJ -11 
ポートが2つあります。前面に2つの RJ -11 ポート、背面にプラグがあ 
る2線式の電話スプリッター、シリアルスプリッター、またはパラレル 
スプリッターは使用しないでください。 


接 

コンピュータの DSL/ADSL モデムの環境でデバイスをセットアップするには 

1. DSL フィルタは、 DSL プロバイダから入手して〈ださし、。 

2. デバイスに付属の電話コードの一ちの端を DSL フィルタに、もう一方の 
端をデバイス背面の 1- LINE というラベルの付いたポートにち結します。 

鞍を記イ寸属のコードで DSL フィルタとデバイス背面をち続しないと、 
ファックス機能が正常に動作しない場合があります。この専用電話コ 
-ドは、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異なります。 

3. DSL フィ ルタをパラレル ス プリッターに接続します。 

4. DSL モデムをパラレルスプリッターに接続します。 

5. パラレルスプリッターを壁側のモジュラージャックに接続します。 

6. ファックステストを実行します。 

電話が鳴ると、[応答巧出し回数]で設定した数だけ呼び出し音が鳴った後に 
デバイスが自動応答します。デバイスは、ファックス受信トーンを送信側フ 
ァックスに巧して発信し、ファックスを受信します。 

ケース H: 電話とファックスとコンピュータモデムを一緒に利用する 

同じ電話番号で電話とファックスを一緒に受け、この電話回線にコンピュー 
夕 モデムも接結する場合は、次のようにデバイスをセツトアップします。 


敷を記コンピユータモデムが電話回線をデバイスと共有しているので、モ 
デムとデバイスの両方を同時に巧巧することはできません。たとえば、コ 
ンピユータモデムを使用して電モメールを送信したりインターネットにア 
クセスしたりしている最中に、デバイスのファックス機能を巧巧すること 
はできません。 

• 雷話とファックスとコンピユータダイヤルアップモデムを一緒 I こ利 ffl す 

る 

* 重註とフて心クスとコンピュータの DSL / ADSL モデムを一街に利用する 
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電話とファックスとコンピュータダイヤルアップモデムを一緒に利用する 

電話回線をファックスと電話の両方に使巧する場合は、次の手順に従ってフ 
ァックスをセットアップします。 

コン ピュ ータの 電話 ポートの 数により、 コン ピュ ータに デバイスを セットア 
ップする方法は2種類あります。はじめる前に、 コン ピュ ータの 電話ポート 
が1つか2つかを確認してください。 

• コンピュータに1つの電話ポートしかない場合、 Jil 下に示すようにパラレ 
ルスプリッタ ー( カプラーとも呼びます）を購入する必要があります（パラ 
レルスプリッターは前面に RJ -11 ポートが1つ、背面に RJ -11 ポートが 
2つあります。前面に2つの RJ -11 ポート、背面にプラグがある2線式 
の電話スプリッター、シリアルスプリッター、またはパラレルスプリッ 
夕一は使巧しないでください。） 

接 

図 9-7 パラレルスプリッターの例 

-コンピュータの電話ポートが1つある場合は、次の手順に従ってデバイス 
をセツトアップします。 



図 9-8 デバイス背面図 


1 

壁側のモジュラージャック 

2 

デバイス背面の 1- UNE ポートに差し込まれているデバイス付属の電 


話コード 

3 

パラレルスプリッター 

4 

コンピュータ 

5 

電話 
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電話ポートが1つあるコンピュータと同じ電話回線上にデバイスをセットアッブする 

には 

1. デバイスの背面の 2- EXT と書かれているポートから白いプラグを抜き取 
ります。 

2. コンピュータ（コンピュータのダイヤルアップモデム）の背面と壁側のモ 
ジュラージャック間をつなぐ電話コードを見つけます。コードを壁側の 
モジュラージャックから切断し、パラレルスプリッターに差し込みま 
す。 

3. パラレルスプリッターの電話コードを、デバイス背面の 2- EXT というラ 
ベルの付いたポートに接続します。 

4. 電話をパラレルスプリッターに接続します。 

5. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャック 
に、もう一ちの端をデバイスの背面の 1- LINE と書かれているポートに接 
結します。 


野を記付属のコードで壁側のモジュラージャックとデバイスを接続し 
ないと、ファックス機能が正常に動作しない場合があります。この専 
巧電話コードは、自宅やオフイスで使用している電話コードとは異な 
ります。 


6. モデムのソフトウェアで、ファックスを コン ピユータに自動受信するよう 
設定している場合は、その設定を解除してください。 


鞍を記モデムのソフトウエアで自動ファックス受信の設定を解除しない 
と、デバイスでファックスを受信できなくなります。 


7. ここで、デバイスでのファックス呼び出し音の応答方まを、自動または手 

動に決めます。 

• 着信に[自動]で応答する設定の場合は、デバイスがすべての着信に応 
答し、ファックスを受信します。この場合、デバイスではファックス 
と電話を区別できません。着信が電話であると思われる場合、デバイ 
スが着信に応答する前に自分で応答する必要があります。デバイスで 
着信を自動的に受信するには、[自動応答]設ををオンにします。 

* ファックスを[手動]で受信する設をの場合は、ファックス受信に直接 
応答しなければ、デバイスでファックスを受信できません。手動で着 
信に応答するようにデバイスを設まするには、[自動応答]をオフにし 
ます。 

8. ファックステストを実行します。 


載を記コンピュータの背面に電話ポートが2つある場合には、パラレルス 
プリッターを使用する必要はありません。電話はコンピュータのダイヤル 
アップモデムの " OUT " ポートに差し込むことができます。 


デバイスが着信に応答する前に受話器を取って、送信側ファックス機からの 
ファックストーンが聞こえた場合は、手動でファックスに応答します。 
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電話回線を電話、ファックス、およびコンピュータのダイヤルアップモデム 
に使巧する場合は、次の手順に従ってファックスをセツトアップします。 


電話とファックスとコンピュータの DSL/ADSL モデムを一緒に利用する 
コンピュータに DSL / ADSL モデムがある場合は、次の手順に従います。 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

パラレルスプリッター 

3 

DSL/ADSL フイ•/レタ 

4 

デバイスに付属の電話コード 

5 

DSL/ADSL モデム 

6 

コンピュータ 

7 

電話 


腎を記パラレルスプリッタ ー( カプラーとも呼ぶ）を購入する必要がありま 
す。パラレルスプリッターは前面に RJ -11 ポートが1つ、背面に RJ -11 
ポートが2つあります。前面に2つの RJ -11 ポート、背面にプラグがあ 
る2線式の電話スプリッター、シリアルスプリッター、またはパラレル 
スプリッターは使用しないでください。 


接 
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コンピュータの DSL/ADSL モデムの環境でデバイスをセットアップするには 

1. DSL フイルタは、 DSL プロバイダから入手して〈ださし、。 


m を記 DSL サービスと同じ電話番号を共有している自宅やオフィスの 
化の場所にある電話は、追加の DSL フィルタに接続する必要がありま 
す。そうしないと、電話をかけたときにノイズが発生します。 


2. デバイスに付属の電話コードの一方の端を DSL フィルタに、もう一方の 
端をデバイス背面の 1- LINE というラベルの付いたポートにお結します。 

教を記付属のコードで DSL フィルタとデバイスを接続しないと、ファ 
ックス機能が正常に動作しない場合があります。この専用電話コード 
は、自宅やオフィスで使巧している電話コードとは異なります。 

3. パラレル方式の電話システムを使用している場合、デバイスの背面の 2- 
EXT と書かれているポートから白いプラグを巧き取り、このポートに電話 
を接結します。 

4. DSL フィルタをパラレルスプリッターに接続します。 

5. DSL モデムをパラレルスプリッターに接続します。 

6. パラレルスプリッターを壁側のモジュラージャックに接続します。 

7. ファックステストを実行します。 

電話が鳴ると、[応答呼出し回数]で設定した数だけ呼び出し音が鳴った後に 
デバイスが自動応答します。デバイスは、ファックス受信卜ーンを送信側フ 
ァックスに巧して発信し、ファックスを受信します。 

ケース I :電話とファックスと留守番電話を一緒に利用する 

同じ電話番号で電話とファックスを一緒に受け、この電話番号で留守番電話 
も応答する場合は、次のようにデバイスを設定します。 



図 9-9 デバイス背面図 


1 

壁側のモジュラージャック 

2 

付属の電話コードを使巧して、デバイス背面の1丄 INE ポートに接続しま 
す。 

3 

留守香電話 
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(続き） 

4 電話機（オプション) 


電話とファックスと留守を電話を一緒に利用する環境でデバイスをセットアップする 
には 

1. デバイスの背面の 2- EXT と書かれているポートから白いプラグを抜き取 
ります。 

2. 留守番電話のコードを壁側モジュラージャックから抜き、デバイスの背 
面の 2- EXT と書かれているポートに差し込みます。 


鞍を記デバイスに留守番電話を直接接続していないと、送信側ファック 
スからのファックストーンが留守番電話に記録されてしまい、デバイ 
スでファックスを受信できないことがあります。 

3. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャック 
に、もう一方の端をデバイスの背面の 1- LINE と書かれているポートにお 
続します。 


w ミ主記付属のコードで壁側のモジュラージャックとデバイスを接続し 
ないと、ファックス機能が正常に動作しない場合があります。このま 
用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異な 
ります。 


4. (オプション） 留守番電話に電話が内蔵されていない場合は、必要に応じて 
留守番電話の背面にある " OUT " ポートに電話をつなぐこともできます。 


敦注記留守番電話が外部の電話に接続できない場合は、留守番電話と電 
話の両方をデバイスに接続するためにパラレルスプリッタ ー( カプラ 
-とも呼ぶ）を購入して巧巧します。これらの接続には、標準の電話 
コードを使用できます。 

5. [自動応答]の設定をオンにします。 

6. 少ない呼び出し回数で応答するように留守番電話を設定します。 

7. デバイスの[応答呼出し回数]設をを変更し、呼び出し回数をサポートして 
いる最大数に設まします（呼び出しの最大回数は、国 / i 也域によって異なり 
ます)。 

8. ファックステストを実行します。 

電話が鳴ると、設をミきみの呼び出し回数後に留守番電話が応答し、録音して 
おいた応答メッセージが再生されます。この間、デバイスは呼び出し音を監 
視し、ファックストーンを待機しています。ファックス受信卜ーンを検出す 
ると、デバイスはファックス受信卜ーンを発信し、ファックスを受信しま 
す。ファックストーンが検出されないと、デバイスは回線の監視を中止し、 
留守番電話は音声メッセージを録音できます。 
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ケース J :電話とファックスとコンピユータモデムと留守番電話を一緒に利用する 

同じ電話番号で電話とファックスを一緒に受け、この電話回線にコンピユー 
夕 モデムと留守番電話も接続する場合は、次のようにデバイスをセツトアッ 
プします。 


敦を記コンピユータダイヤルアップモデムが電話回線をデバイスと共有し 
ているので、モデムとデバイスの両方を同時に使用することができませ 
ん。たとえば、コンピユータのダイヤルアップモデムを使巧して電子メー 
ルを送信したり インター ネッ 卜にアクセスしたりしている最中に、デバイ 
スのファックス機能を使用することはできません。 

• 雷話とファックスとコンピユータダイヤルアップモデムと留守を雷話を 

一緒に利用する 

• 雷話とファックスとコンピュータ DSL / ADSL モデムと留守番雷話を一緒 

に利用する 


電話とファックスとコンピュータダイヤルアップモデムと留守番電話を一緒に利用す 
る 

コンピュータの電話ポートの数により、コンピュータにデバイスを設定する 
方法は2種類あります。はじめる前に、コンピュータの電話ポートが1つか 
2つかを確認してください。 

-コンピュータに1つの電話ポートしかない場合、な下に示すようにパラレ 
ルスプリッタ ー( カプラーとも呼びます）を購入する必要があります(パラ 
レルスプリッターは前面に RJ -11 ポートカ《1つ、背面に RJ -11 ポートが 
2つあります。前面に2つの RJ -11 ポート、背面にプラグがある2線式 
の電話スプリッター、シリアルスプリッター、またはパラレルスプリッ 
夕一は使用しないでください。） 

接 

図 9-10 パラレルスプリッターの例 
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-コンピュータの電話ポートが1つある場合は、次の手順に従ってデバイス 
をセツトアップします。 



図 9-11 デバイス背面図 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

パラレルスプリッターに按続している電話コード 

3 

パラレルスプリッター 

4 

電話機（オプション） 

5 

留守香電話 

6 

モデム搭載コンピュータ 

7 

"1-LINE" ポートに接続したデバイス付属の電話コードを使巧する 


電話ポートが1つあるコンピュータと同じ電話回線上にデバイスをセットアップする 
には 

1. デバイスの背面の 2- EXT と書かれているポートから白いプラグを抜き取 
ります。 

2. コンピュータ（コンピュータのダイヤルアップモデム）の背面と壁側のモ 
ジュラージャック間をつなぐ電話コードを見つけます。そのコードを壁側 
のモジュラージャックから巧き、デバイスの背面の 2- EXT と書かれてい 
るポートに差し込みます。 

3. 留守番電話のコードを壁側モジュラージャックから抜き、デバイスの背 
面の 2- EXT と書かれているポートに差し込みます。 


鞍を記デバイスに留守番電話を直接接続していないと、送信側ファック 
スからのファックストーンが留守番電話に記録されてしまい、デバイ 
スでファックスを受信できないことがあります。 
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4. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャック 
に、もう一方の端をデバイスの背面の 1- LINE と書かれているポートに接 
続します。 


教を記イ寸属のコードで壁側のモジュラージャックとデバイスを接続し 
ないと、ファックス機能が正常に動作しない場合があります。この専 
巧電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異な 
ります。 


5. (オプション） 留守番電話に電話が内蔵されていない場合は、必要に応じて 
留守番電話の背面にある " OUT " ポートじ電話をつなぐこともできます。 


鞍を記留守番電話が外部の電話に接続できない場合は、留守番電話と電 
話の両方をデバイスに接続するためにパラレルスプリッタ ー( カプラ 
-とも呼ぶ）を購入して使用します。これらの接続には、標準の電話コ 
—ドを使用できます。 


6. モデムのソフトウェアで、ファックスを コン ピユータに自動受信するよう 
設定している場合は、その設定を解除してください。 


鞍を記モデムのソフトウエアで自動ファックス受信の設定を解除しない 
と、デバイスでファックスを受信できなくなります。 

7. [自動応答]の設ををナンにします。 

8. 少ない呼び出し回数で応答するように留守番電話を設定します。 

9. デバイスの[応答呼出し回数]設定を変更し、呼び出し回数をサポートして 
いる最大数に設定します(呼び出しの最大回数は、国/地域によって異なり 
ます)。 

10. ファックステストを実行します。 


菌^を記2つの電話ポートを持つコンピュータを使用している場合は、パ 
ラレルスプリッターは必要ありません。留守番電話をコンピュータ背 
面の " OUT " ポートに差し込むことができます。 


電話が鳴ると、設定巧みの呼び出し回数をに留守番電話が応答し、録音して 
おいた応答メッセージが再生されます。この間、デバイスは呼び出し音を監 
視し、ファックストーンを待機しています。ファックス受信卜ーンを検出す 
ると、デバイスはファックス受信卜ーンを発信し、ファックスを受信しま 
す。ファックストーンが検出されないと、デバイスは回線の監視を中止し、 
留守番電話は音声メッセージを録音できます。 
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電話とファックスとコンピュータ DSUADSL モデムと留守ま電話を一緒に利用する 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

パラレルスプリッター 

3 

DSL/ADSL フイ J レタ 

4 

デバイス背面の 1-LINE ポートに接続されているデバイス付属の電話 

コード 

5 

DSL/ADSL モデム 

6 

コ ンピュータ 

7 

留守香電話 

8 

電話機（オプション） 


野を記パラレルスプリッタ ー( カプラーとも呼ぶ）を購入する必要がありま 
す。パラレルスプリッターは前面に RJ -11 ポートが1つ、背面に RJ -11 
ポートが2つあります。前面に2つの RJ -11 ポート、背面にプラグがあ 
る2線まの電話スプリッター、シリアルスプリッター、またはパラレル 
スプリッターは巧巧しないでください。 


接 
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コンピュータの DSL/ADSL モデムの環境でデバイスをセットアップするには 

1. DSL / ADSL フィルタは、 DSL / ADSL プロバイダから入手してくださし、。 


m を記 DSL / ADSL サービスと同じ電話番号を共ちしている自をやオフ 
ィスの他の場所にある電話は、追加の DSL / ADSL フィルタに接続する 
必要があります。そうしないと、電話をかけたときにノイズが発生し 
ます。 


2. デバイスに付属の電話コードの一方の端を DSL / ADSL フィルタに、もう 
-方の端をデバイス背面の 1- LINE というラベルのかいたポートに接続し 
ます。 


教を記付属のコードで DSL / ADSL フィルタとデバイスを接続しない 
と、ファックス機能が正常に動作しない場合があります。このま用電 
話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異なりま 
す。 

3. DSL / ADSL フィルタをスプリッターに接続します。 

4. 留守番電話のコードを壁側モジュラージャックから巧き、デバイス背面 
の 2- EXT というラベルの付いたポートに差し込みます。 


鞍を記デバイスに留守番電話を直接ち続していないと、送信側ファック 
スからのファックストーンが留守番電話に記録されてしまい、デバイ 
スでファックスを受信できないことがあります。 

5. DSL モデムをパラレルスプリッターに接続します。 

6. パラレルスプリッターを壁側のモジュラージャックに接続します。 

7. 少ない呼び出し回数で応答するように留守番電話を設定します。 

8. デバイスの[応答呼出し回数]設定を変更し、呼び出し回数をサポートされ 
ている最大数に設まします。 


野を記呼び出しの最大回数は、国/地域によって異なります。 


9. ファックステストを実行します。 

電話が鳴ると、設をした回数だけ呼び出し音が鳴った後にアンサーフナンが 
応答し、録音されている応答メッセージをち生します。この間、デバイスは 
呼び出し音を監視し、ファックストーンを待機しています。ファックス着信 
卜ーンを検出すると、デバイスはファックス受信卜ーンを発信し、ファック 
スを受信します。ファックストーンが検出されないと、デバイスは回線の監 
視を中止し、留守番電話が音声メッセージを録音できるようになります。 

同じ電話回線を電話とファックスに巧巧しており、コンピュータの DSL モデ 
ムがある場合は、次の手順に従ってファックスをセツトアップします。 
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ケース K :電話とファックスとコンピユータダイヤルアップモデムとボイスメール 
を一緒に利用する 

同じ電話番号で電話とファックスを一緒に受け、この電話回線でコンピユー 
夕 ダイヤルアップモデムも利用して電話会社のボイスメールサービスも利 
用する場合は、次のようにデバイスを設定します。 


載を記ファックスと同じ電話番号でボイスメールサービスを利巧している 
場合、ファックスを自動受信することはできません。ファックスを手動で 
受信する必要があります。つまり、受信ファックスの着信に応答するため 
にその場にいる必要があります。これな外にファックスを自動受信するに 
は、電話会社に問い合わせて着信識別を利用するか、ファックスま用の別 
回線を取得してください。 


コンピュータダイヤルアップモデムが電話回線をデバイスと共有しているの 
で、モデムとデバイスの両方を同時に使巧することができません。たとえ 
ば、コンピュータダイヤルアップモデムを使用して電子メールを送信したり 
インターネットにアクセスしたりしている場合、デバイスをファックスには 
使巧できません。 

コンピュータの電話ポートの数により、コンピュータにデバイスをセットア 
ップするち法は2種類あります。はじめる前に、コンピュータの電話ポート 
が1つか2つかを確認してください。 

• コンピュータに1つの電話ポートしかない場合、な下に示すようにパラレ 
ルスプリッタ ー( カプラーとも呼びます）を購入する必要があります(パラ 
レルスプリッターは前面に RJ -11 ポートが1つ、背面に RJ -11 ポートが 
2つあります。前面に2つの RJ -11 ポート、背面にプラグがある2線式 
の電話スプリッター、シリアルスプリッター、またはパラレルスプリッ 
夕一は使巧しないでください)。 

兵 

図 9-12 パラレルスプリツターの例 


デバイスのフアツクス機能のセットアップ（一部のモデルのみ) 
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-コンピュータの電話ポートが2つある場合は、下記の手順でデバイスをセ 
ットアップしてください。 



図 9-13 デバイス背面図 


1 

壁側のモジュラージャック 

2 

デバイス付属の電話コードを使用して 1-LINE ポートに接続する 

3 

モデム搭載コンピュータ 

4 

電話 


電話ポートが2つあるコンピュータと同じ電話回線上にデバイスをセットアップする 

には 

1. デバイスの背面の 2- EXT と書かれているポートから白いプラグを抜き取 
ります。 

2. コンピュータ（コンピュータのダイヤルアップモデム）の背面と壁側のモ 
ジュラージャック間をつなぐ電話コードを見つけます。そのコードを壁側 
のモジュラージャックから抜き、デバイスの背面の 2- EXT と書かれてい 
るポートに差し込みます。 

3. 電話をコンピュータダイヤルアップモデムの背面の" OUT " ポートにつな 
ぎます。 

4. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャック 
に、もう一方の端をデバイスの背面の 1- LINE と書かれているポートに接 
続します。 


m を記付属のコードで壁側のモジュラージャックとデバイスを接続し 
ないと、ファックス機能が正常に動作しない場合があります。この専 
巧電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異な 
ります。 


5. モデムのソフトウェアで、ファックスをコンピユータに自動受信するよう 
設定している場合は、その設定を解除してください。 


腎を記モデムのソフトウエアで自動ファックス受信の設定を解除しない 
と、デバイスでファックスを受信できなくなります。 
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6. [自動応答]の設定をオフにします。 

7. ファックステストを実行します。 

ファックス着信に直接応答してください。そうしないとデバイスでファック 
スを受信できません。 

シリアル方式のファックスのセットアップ 

シリアル方式の電話システムを使巧してファックス用にデバイスをセットア 
ップする方法の詳細については、お住まいの国/地域のファックス構成ま巧 
Web サイトを参照してください。 


オーストリア 

www.hD.com/at/faxconfia 

ドィツ 

www.hD.com/de/faxconfia 

スイス（フランス語） 

www.hD.com/ch/fr/faxconfia 

スイス（ドイツ語） 

www.hD.com/ch/de/faxconfia 

イギリス 

WWW .ho. com/u k/faxconf i a 

フィンランド 

www.hD.fi/faxconfia 

デンマーク 

WWW. ho .d k/faxconfia 

スウてーデン 

www.hD.se/faxconfia 

ノルウェイ 

WWW. ho. no/faxconfia 

オランダ 

WWW. ho.n l/faxconfia 

ベルギー（オランダ語） 

WWW- ho. be/nl/faxconfia 

ベルギー(フランス語） 

www.hn. be/fr/fa xconfia 

ポルトガル 

www.hD. Dt/faxconfia 

スペイン 

www.hD.es/faxconfia 

フランス 

WWW .ho. com/fr/faxco nfia 

アイルランド 

www.hD.com/ie/faxconfia 

ィタリァ 

www.hD.com/it/faxconfia 


デバイスの構成 (Windows) 

デバイスを直ちコンピュータにお結することも、ネットワーク上で他のュー 
ザとデバイスを共有することもできます。 


デバイスの構成 （Windows) 
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敦を記インストールプログラムを実行するには、お使いのコンピュータに 
Microsoft Internet Explorer 6.0 がインス I —ルされていなければなりませ 
ん。 

また 、 Windows 2000 、 Windows XP 、 または Windows Server 2003にプ 
リンタドライバをインストールするには、管理者権限がなければなりませ 
ん。 


デバイスをセットアップする際、 HP ではソフトウエアをインストールした後 
でデバイスを接続するようお勧めしています。これは、インストールプログ 
ラムにより設をが簡単になるためです。ただし、ケーブルを最初に接続した 
場合は、 ソフトウエアのインストール前にデバイスを按続するには をを照し 
てください。 


直接接続 


USB ケーブルを使巧して、デバイスをお使いのコンピュータに直接接続でき 
ます。 


野ミ主記デバイスソフトウエアをインストールして Windows を実行してい 
るコンピユータにデバイスを接続した場合、デバイスソフトウエアを再イ 
ンストールしなくても USB ケーブルを使用して同じコンピュータに別の 
デバイスを接続できます。 


デバイスを設定する際、 HP ではソフトウエアをインストールした後でデバイ 

スを接続するようお勧めします。これは、インストールプログラムにより設 

定が簡単になるためです。ただし、ケーブルを最初に接続した場合は、 ソフ 
トウエアのインストール前にデバイスをお続するには をを照してください。 

デバイス接続前にソフトウエアをインストールするには（推奨） 

1. 実行中のアプリケーシヨンをすべて終了します。 

2. スタータ CD を CD ドライブに挿入します。 CD のメニユーが自動的に起 
動します 。 CD メニユーが自動的に起動しない場合は、スタータ CD のセ 
ットアップアイコンをダブルクリックします。 

3. CD メニ ユーで[インストール] をクリックし、画面の指示に従って操作し 
ます。 

4. 画面の指示に従って、デバイスの電源を入れ、 USB ケーブルを巧巧して 
デバイスを コン ピユータに接続します。 コン ピユータ画面に[新しいハー 
ドウ エアの 検出] ウィザードが表示され、[プリンタ]フナルダにデバイス 
のアイコンが作成されます。 


146 構成と管理 









野を記デバイスを巧巧する必要があるときに、後から USB ケーブルを接 
結することもできます。 

口ーカル共有ネットワークとして知られている単純なネットワークを使用 
して、デバイスを別のコンピュータと共有することもできます。詳細につ 
いては、 口ーカル共をネットワークでデバイスホ共をするじは をを照して 
ください。 


ソフトウエアのインストール前にデバイスを接続するには 

デバイスソフトウ； L アのインストール前にデバイスをコンピユータに接続し 
た場合、画面に惭しいハードウエアの検出]ウィザードが表示されます。 

教を記デバイスの電源を入れた場合は、インストールプログラム実行中に 
デバイスの電源を切ったり、ケーブルをデバイスから外さないでくださ 
し、。これに従わないとインストールプログラムが完了しません。 

1. [新しいハードウエアの検出]ダイアログボックスにプリンタドライバを 
検索する方法が示されたら、辟細]オプションを選巧して欧へ]をクリッ 
クします。 


敦ミ主記[新しいハードウてアの検出]ウィザードでドライバの自動検索が 
実行されないようにしてください。 

2. ドライバ位置を指定するチェックボックスを選択し、それな外のチェック 
ボックスがチェックされていないことを確認します。 

3. スタータ CD を CD ドライブに挿入します。 CD メニューが表示された場 
合は、 CD メニューを閉じます。 

4. スタータ CD のルートディレクトリの場所を指定し （D: など)、[〇のをク 
リックします。 

5. [次へ]をクリックし、画面の指示に従います。 

6. [完了]をクリックして惭しいハードウェアの検出]ウィザードを閉じま 
す。ウィザードが自動的にインストールプログラムを開始します（時間 
がかかることがあります)。 

7. インストールプロセスを完了します。 

歐を記口ーカル共有ネットワークとして知られている単純なネットワーク 
を使巧して、デバイスを別のコンピュータと共ちすることもできます。詳 
細については、 口ーカル共ちネットワークでデバイスを共右するには を参 
照して〈ださい。 


口ーカル共ちネットワークでデバイスを共ちずるには 

口ーカル共有ネットワークでは、デバイスは選択したコンピュータ（サーバ) 
の USB コネクタに直接ち続され、他のコンピュータ（クライアント）と共有 
されます。 
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敦を記口ーカル接続されたデバイスを共有する場合は、最新のオペレーテ 
ィングシステムを使用しているコンピュータをサーバとして使巧してくだ 
さい。例えば、 WindowsXP を実行しているコンピュータと別のバージョ 
ンの Windows を実行しているコンピュータがある場合、 Windows XP を 
実行しているコンピュータをサーバとして使用します。 

この構成は、ル規模なグループの場合や使用量が少ない場合にのみ使巧し 
てください。多くのューザーが共有デバイスに印刷すると、接続されてい 
るコンピュータの速度は遅くなります。 

共有されるのは印刷機能だけです。スキャン、コピー、およびファックス 
機能は共有されません。 

1. [スタート]をクリックして[設定]をクリックし、[プリンタ]または[プリ 
ンタと FAX] をクリックします。 

-または- 

[スター ト] をクリックして [コントロールパネル] をクリックし、 [プリン 
夕]をダブルクリックします。 

2. デバイスのアイコンをちクリックして [プロパティ] をクリックしてから 
[共有]タブをクリックします。 

3. デバイスを共有するためのオプションを選択し、デバイスの共有名を入力 
します。 

4. 他のバージョンの Windows を使用するクライアントコンピュータとデバ 
イスを共有するには、[追加ドライバ]をクリックして、それぞれのバージ 
ョンのドライバをインストールできます。スタータ CD が CD ドライブ 
に巧入されていなければなりません。 


ネットワーク接続 

デバイスにネットワーク機能がある場合、デバイスをネットワークに直接接 
続してネットワーク環境で共有できます。このタイプの接続では、埋め込み 
Web サ ー/ くを使用してネットワーク上のどこからでもデバイスを管理できま 
す。 


載を記インストールプログラムを実行するには、お使いのコンピュータに 
Microsoft Internet Explorer6.0 がインスI—ルされていなければなりませ 
ん。 
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お使いのタイプのネットワークにインストールオプションを選巧します： 

• クライアント/サーバ■ネットワーク：ネットワークにま用プリントサー 
バと して機能しているコンピュータがある場合、デバイスソフトウエア 
をサーバにインストールし、デバイスソフトウエアをクライアントコン 
ピュータにインス!ルします。詳細については、 ネットワークにデバ 
イスをインス I -- ルするには も'よび デバイスソフトウエアをクライアン 
トコンピュータにインス I ルするには を参照してください。この方法 
では、デバイスのすべての機能を共有することはできません。クライア 
ントコンピュータでは、デバイスによる印刷のみ実行できます。 

• ピアツーピアネットワーク：ピアツーピアネットワークがある場合 
(専用プリントサーバのないネットワーク)、デバイスを巧用するコンピュ 
-夕にソフトウエアをインストールします。詳細については、 ネットワ 
—クにデバイスをインス I ルするには を参照してください。 

また、 Windows で[プリンタの追则ウィザードを巧巧すると、両方のタイプ 
のネットワークでネットワークプリンタに接続することもできます。詳細に 
ついては、 [プリンタの追加1を巧用してプリンタドライバをインス I ルす 
るには を参照して〈ださい。 


ネットワークにデバイスをインス I ルするには 


次のようなネットワークシナリナでは、な下の手順を巧巧してデバイスソフ 
トウエアをインストールします。 

ピアツーピアネットワークがある場合（ま用プリントサーバのないネットワ 
_ク） 

1. デバイスのネットワークポートから保護カバーを取り外し、デバイスを 
ネットワークにお結します。 

2. プリンタサーバとして機能するコンピユータシステム上で実行中のサー 
ドパーティ 製のファイアウォー ルおよびアプリ ケーシ ヨンをすべて閉じ ま 
す。 

3. スタータ CD を CD ドライブに巧入します。 CD のメニユーが自動的に起 
動します 。 CD メニユーが自動的に起動しない場合、コンピユータの CD 
ドライブを開き、 [ Setup . exe ] をダブルクリックします。 

4. CD メニユーで[インストール]をクリックし、画面の指示に従います。 

5. [接続の種朝画面で[ワイヤードネットワーク/ワイヤレス]を選がし、[次 
へ]をクリックします。 

6. 画面の指示に従って、インストールを完了します。 

聲を記 Windows クライアントコンピユータとデバイスを共有するには、 
デバイスソフトウエアをクライアントコンピユータにインス I '•-ルする 

には および 口ーカル共ちネットワークでデバイスを共をするには を 参照し 
てください。 
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デバイスソフトウェアをクライアント コン ピュータにインストールするには 
プリントサーバとして機能しているコンピュータにプリンタドライバをイン 
ストールすると、印刷機能を共有できます。ネットワークデバイスを使用す 
る個々の Windows ユーザーは、それぞれのコンピュータ（クライアント）に 
ソフトウェアをインストールする必要があります。 

クライアントコンピュータは、次の方までデバイスに接続できます。 

-[プリンタ]フォルダで、[プリンタの追加]アイコンをダブルクリックし、 
ネットワークインストールに関する説明に従います。詳細については、 
[プリンタの追加1を巧巧してプリンタドライバをインストールするには を 

参照してください。 

• ネットワーク上のデバイスの位置を参照し、[プリンタ]フナルダにプリン 
夕をドラッグします。 

-デバイスを追加し、ネットワーク上の INF ファイルからソフトウェアをイ 
ンストールします。スタータ CD の INF ファイルは、 CD のルートディ 
レクトリに格納されています。 

[プリンタの追加]を使用してプリンタドライバをインスIルするには 

1. [スタート]をクリックして[設定]をクリックし、[プリンタ]または[プリ 
ンタと FAX] をクリックします。 

-または- 

[スタート]をクリックして[コントロールパネル]をクリックし、[プリン 
夕]をダブルクリックします。 

2. [プリンタの追加]をダブルクリックし、[次へ]をクリックします。 

3. [ネットワークプリンタ]または[ネットワークプリンタサーバ]を選択し 

ます。 

4. [次へ]をクリックします。 

5. 次のいずれかの操作を行います。 

共有デバイスのネットワークパスまたはキュー名を入力し、[次へ]をクリ 
ックします。プリンタモデルを選択するプロンプトが表示されたら、[デ 
ィスク使用]をクリックします。 

[次へ]をクリックし、共有プリンタの一覧からデバイスを選択します。 

6. [次へ]をクリックし、画面の説明に従ってインストールを完了します。 


デバイスの構成 (Mac OS ) 

USB ケーブルを使用して一台の Macintosh コンピュータにデバイスを接続す 
ることも、ネットワーク上で他のューザとデバイスを共有することもできま 
す。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• ネットワークまたは直接巧統巧のソフトウエアをインストールするには 

• 口ーカル共ちネットワークでデバイスを共をするには 
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ネットワークまたは直接接続用のソフトウェアをインストールするには 

1. USB ケーブルを使用してデバイスをコンピュータに接続します。 

2. スタータ CD を CD ドライブに挿入します。デスクトップの CD アイコ 
ンをダブルクリックし、設定アイコンをダブルクリックします。また、 
スタータ CD でインストーラフナルダを検索することもできます。 

3. [ソフトウェアのインストール]をクリックし、画面の指示に従います。 

4. 必要に応じて、デバイスを別の Macintosh コンピュータユーザと共有し 
ます。 

• 直接接続：デバイスを別の Macintosh コンピュータューザと共有し 
ます。詳細については、 口ーカル共ちネットワークでデバイスを共ち 
するには を 参照、してください。 

• ネットワーク接続の場合：ネットワーク上でデバイスを使用する個々 
の Macintosh ユーザーは、それぞれのコンピュータ（クライアント）に 
デバイスソフトウェアをインストールする必要があります。 

口ーカル共ちネットワークでデバイスを共ちするには 

デバイスを直接接続した場合でも、口ーカル共有ネットワークとして知られ 
ている単純なネットワークを巧巧して、デバイスを別のコンピュータと共ち 
することもできます。この構成は、小規模なグループの場合や使用量が少な 
い場合にのみ使用してください。をくのューザーが共有デバイスに印刷する 
と、接続されているコンピュータの速度は遅くなります。 

Mac OS 環境でデバイスを共有するための基本的な必要を件： 

• Macintosh コンピュータは TCP/IP によりネットワーク上で通信しなけれ 
ばならず、 IP アドレスがなければなりません。 （AppleTalk はサポートさ 
れていません。） 

• 共ちされるデバイスは、ホスト Macintosh コンピュータ上の内蔵 USB ポ 
—卜に接続されていなければなりません。 

• 共ちデバイスを使用するホスト Macintosh コンピュータとクライアント 
Macintosh コンピュータの両方にデバイス共有ソフトウェアがインスI 
ルされ、デバイスドライバまたはデバイス PPD がインス!ルされてい 
なければなりません。（インストールプログラムを実行して、デバイス共 
有ソフトウエアと関連のヘルプファイルをインストールできます。） 
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USB デバイス共有についての詳細は、 Apple Web サイト ( www.apple.com)> 

またはコンピュータの Apple Macintosh Help を参照してください。 

Mac OS を実行中のコンピュータでデバイスを共ちするには 

1. デバイスに接続されているすべての Macintosh コンピュータ（ホストおよ 

びクライアント）のプリンタ共有をオンにします。巧巧している 0S のバ 

—ジョンに応じて、次のいずれかの操作を行います。 

• Mac OS 10.3 :[システム環境設定]を開き、[プリントとファックス] 
をクリックし、[プリンタをほかのコンピュータと共有する]チェック 
ボックスをオンにします。 

• Mac OS 10.4 :[システム環境設定]を開き、[プリントとファックス] 
をクリックし、[共有]タブをクリックし、[これらのプリンタをほかの 
コンピュータと共ちする]チェックボックスをナンにし、共有するプ 
リンタを選択します。 

2. ネットワーク上の他の Macintosh コンピュータ（クライアント）から印刷 

するには、次の手順に従います。 

a. 印刷するドキュメントで、[ ファイル ]をクリックし、[用紙設定]を選 
択します。 

b. [巧まプリンタ]の横にあるドロップダウンメニューで、[共有プリン 
夕]を選巧し、使用するデバイスを選がします。 

C. [用紙サイズ]を選択し、[〇のをクリックします。 

d. ドキュメントで、[ ファイル ]をクリックし、[ プリント ]を選択しま 
す。 

e. [プリンタ]の横にあるドロップダウンメニューで、[共有プリンタ]を 
選がし、使用するデバイスを選択します。 

f. 必要に応じて追加の設定を行い、[プリント]をクリックします。 

デバイスのワイヤレス通信のセットアップ（一部のモデルの 
み） 

デバイスのワイヤレス通信は、次のいずれかの方法でセツトアップずること 

ができまず。 


ワイヤレス通信モード 

インフラストラク 
チヤ 

マ ドホック* 

コントロールパネル 



ネットワークケーブル 

詳細については、 ワイヤレスネットワークでデバ 
イス东トットアップするには （Mac OS ) ま卜は イン 
ストールブログうムをイを巧してワイヤレス巧信を 

セットアップするには （ Windows げ参暖してくだ声 
い。 
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(続き) 


SecureEasySetup ( SES ) 

✓ 


詳細じついては. SecureEasvSetuD ( SES ) 齐使巧 
してワイヤレス通信齐セットアップするには を参睛 
してください。 




* アドホックネットワークは、スタータ CD のワイヤレス接続ューティリテ 
ィを使用してセツトアップすることができます。 


腎を記間頭が発生した場合は、 ワイヤレス通信に閱连する問頭の解み を参 
照して〈ださい。 

ワイヤレス接続でデバイスを使巧するには、スタータ CD からインストー 
ル プログラムを最低1回実行して、ワイヤレス接続を作成しなければな 
りません。 

デバイスがネットワークケーブルを使用してネットワーク接続されていな 
いことを確認します。 

送信デバイスには内蔵802.11機能があるか、または802.11ワイヤレス 
力ードがインストールされていなければなりません。 


デバイスとデバイスを使巧するコンピュータは、同じサブネット上にある 
必要があります。 


デバイスソフトウェアをインストールする前に、ネットワークの設定を確認 
しておいてください。システム管理者に問い合わせるか、またはな下の作業 
を行います： 

• ネットワークのネットワーク名または Service Set Identifier ( SSID ) と通信 
モード（インフラストラクチャまたはアドホック）を、ネットワークのワイ 
ヤレスアクセスポイント （ WAP ) の構成ユーティリティ、またはコンピュ 
—夕のネットワークカードから取待します。 

• ネットワークで使用する暗号化タイプを見つけます （Wired Equivalent 
Privacy ( WEP ) など)。 

• ワイヤレスデバイスのセキュリティパスワード、または暗号化キーを見 
つけます。 

802.11ワイヤレスネットワーク設定の理解 
ネットワーク名 (SSID) 

デフオルトでは、デバイスはワイヤレスネットワーク名、または" hpsetup " 
という名前の Service Set Identifier ( SSID ) を探します。お使いのネットワー 
クには、 異なる SSID があることがあります。 

通信モード 
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通信モードには2つのオプションがあります： 

• アドホック：アドホックネットワーク上では、デバイスはアドホック通 
信モードに設定され、 WAP を巧巧しないでその他のワイヤレスデバイス 
と直接通信します。 

アドホックネットワーク上のデバイスはすべて次のとおりでなければな 
りません： 

• 802.11互換 

* 通信モードがアドホックである 
-同じネットワーク名 （ SSID ) である 
• 同じサブネットと同じチャンネル上にある 
• 同じ802.11セキュリティ設定がある 
-インフラストラクチャ（推奨）：インフラストラクチャネットワークで 
は、デバイスはインフラストラクチャ通信モードに設定され、デバイスが 
ワイヤードかワイヤレスかに関係なく、デバイスは WAP を通じてネット 
ワーク上の他のデバイスと通信します。 WAP は一般的には、小さなネッ 
トワーク上でルーター、またはゲートウてイとして機能します。 

セキュリティ設定 


野を記デバイスで利用可能な設定については、 ネットワーク設をぺージの 
理解を を.照して〈ださい。 


ワイヤレスセキュリティの詳細については、 www . weca . net / opensection / 
pdf/whitepaper wi-fi securitv 4-29-03 .pdf を参照してく ださい。 


• ネットワーク認証：デバイスの出荷時のデフナルト設定はの pen ’ で、こ 
れは認証や暗号化にセキュリティを必要としません。他には 
10 penThenShared '、' Shared '、' WPA - PSK ' ( Wi - Fi ® Protected Access Pre - 
Shared Key ) などの値があります。 

WPA はネットワーク上のデータ保護のレベルと、既存および将来の Wi - 
円ネットワークのアクセスコントロールを向上させます。802.11基準の 
オリジナルのネイティブセキュリティ機構である、 WEP の既存の弱点に 
対応しています。 
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WPA 2 は第二世代の WPA セキュリティで、認証を受けたューザしかワイ 

ヤレスネットワークにアクセスできないようにして、企業や Wi - 円ユーザ 

に高レベルのを全を提供します。 

• データの暗号化： 

* Wired Equivalent Privacy ( WEP ) では、あるワイヤレスデバイスから 
別のワイヤレスデバイスじラジオ波上で送信するデータを暗号化する 
ことで、セキュリティを提供します。 WEP 対応のネットワーク上の 
デバイスは、 WEP キーを使巧してデータを暗号化します。ネットワ 
-クで WEP を使用している場合、使巧する WEP キーを知っている必 
要があります。 

* WPA では暗号化に 、 Temporal Key Integrity Protocol ( TKIP ) を現在巧 
用巧能な標準 Extensible Authentication Protocol ( EAP ) タイプの 1 つ 
と共に使用し、802 .1 X 認証を採用しています。 

* WPA 2 によって新しい暗号化スキームである Advanced Encryption 
Standard ( AES ) が提供されます。 AES は暗号文ブロック連鎖モード 
( CCM ) でま養され 、 Independent Basic Service Set ( IBSS ) をサポート 
して、アドホックモードで動作しているクライアントワークステーシ 
ョン間のセキュリティを可能にします。 

コント ロール パネルとワイヤレスセットアップウィザードを使用してワイヤレス通信 
をセットアップするには 

ワイヤレスセットアップウィザードを使巧すると、デバイスへのワイヤレス 

接続を簡単に設定したり、管理したりできます。 


野を記このち法を使用するには、ワイヤレスネットワークがセットアップ 
および実行されている必要があります。 

1. デバイスハードウエアをセットアップします（デバイスに付属のセットア 
ップガイドまたはセットアップポスターを参照)。 

2. コントロー ルパネルの [セッ ト アップ] ボタンを巧します。 

3. 矢印ボタンを押して[ネットワーク]に移動し、 [0 のを巧します。 

4. 矢印ボタンを巧して[ウイザード]に移動し、 [0 のを押します。 

5. 画面の指示に従って、セットアップを完了します。 


インストールプログラムを使用してワイヤレス通信をセットアップするには 
(Windows) 

この方までは、ネットワークがセットアップおよび実行されている必要があ 
ります。 

1. デバイスハードウエアを設定します（セットアップガイドを参照)。 

2. デバイスのネットワークポートから保護カバーを取り外します。 

3. コン ピュ ータで 実行中のアプリ ケーシヨンを すべて終了します。 
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4. スタータ CD を CD ドライブに挿入します。 CD のメニューが自動的に起 
動します。 CD が自動的に起動しない場合は、スタータ CD のセットアッ 
プアイコンをダブルクリックします。 

5. CD メニューで[インストール]をクリックし、画面の指示に従って操作し 
ます。 

6. [接続の種類]画面で[ワイヤレス]を選択し、[次へ]をクリックします。 


野を記デバイスが検出できなかった場合は、一時的にネットワークケ 
-ブルを使巧してデバイスと通信し、デバイスのワイヤレス設定を構 
成することもできます。 


ワイヤレスを続を確立できない場合は、次の手順に従って一時的にブリンタをネ 
ットワークに接続します。 

a. Ethernet ケーブルを使用してデバイスをネットワークに一時的に接続 
します。 



b . 画面に表示される指示に従って、ケーブルを取り外します。 

7. [ネットワーク名 （ SSID ) の選巧]画面で、[検出されたワイヤレスネットワ 
-ク名 ( SSID ) の選択]をクリックしてワイヤレスネットワークを選択す 
る力、、[ワイヤレスネットワークの指定]をクリックして新しいネットワー 
ク名を入力 します。 

8. 新しいネットワーク名の入力を選択した場合は、コント ロール パネルで 
ネットワーク名を入力し、[完了]を押します。 


野を記入力した SSID が見つからない場合は、セキュリティ情報を指を 
するよう求められます。ネットワークで暗号化を使用していない場 
合、セツトアップは SSID を確認してから化理を続行します。 


9. 名前を指定したネットワークにデバイスが接続できない場合は、画面の指 
示に従って適切な WEP キーまたは WPA パ スフレー ズをキーパッドで入 
力し、[完了]を押します。 


野を記作業が終了したら、 Ethernet ケーブルを取り外します。 


156 構成と管理 









Secure EasySetup (SES) を使用してワイヤレス通信をセットアップするには 

おほいのワイヤレスルータが SES 互換の場合は、 SES を使巧してセットア 
ップするな下の指示を参照してください。 


較を記この方まを使用するには、 SecureEasySetup とのワイヤレスアクセ 
スポイントが必要です。アクセスポイントは SecureEasySetup モード 
に設定します。詳細については、アクセスポイントのマニュアルを参照 
してください。 

1. ワイヤレスルータの SES ボタンを押します。 


if 



2. 2分な内に、[セットアップ]を押します。2行ディスプレイのデバイスの 
場合は、[ネットワーク]を選択し、[ワイヤレスセットアップウィザード] 
を選巧し、 [SecureEasySetup] を選択して、画面の指示に従います。 

3. 2分ほど待ってから、デバイスの自己診断テストぺージを印刷し 、 SES 
設定がルータのワイヤレス設をと一致していることを確認します。 


敦を記接続が確立できない場合は、デバイスのネットワーク設ををリセ 
ットするか、ワイヤレス設定を変更して、この手順を繰り返す必要が 
あります。詳細については、 ワイヤレス通信じ閱连する問顏の解決 を 
参照して〈ださい。 

4. コンピュータで実行中のアプリケーシヨンをすべて終了します。 

5. スタータ CD を CD ドライブに挿入します。 CD のメニューが自動的に起 
動します。 CD が自動的に起動しない場合は、スタータ CD のセットアッ 
プアイコンをダブルクリックします。 

6. CD メニューで[インストール]をクリックし、画面の指示に従って操作し 
ます。 

7. [接続の種類]ダイアログで[ワイヤードネットワーク/ワイヤレス]を選が 
し、画面の指示に従います。 
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ワイヤレスネットワークでデバイスをセットアップするには （Mac OS ) 

1. デバイスハードウェアを設定します （セットアップ ガイドを参照)。 

2. AirPort 力ードがコンピュータにインストールされていることを確認して 
ください。 

3. コンピュータで実行中のアプリケーションをすべて終了します。 

4. [ユーティリティ]フォルダから [AirPort Setup Assistant ] を開きます。 
ワイヤレスネットワーク上での設定の詳細については、 AirPort の説明書 
を参照してください。 

5. アドホックネットワークの場合は、メニューバーで [ AirPort ] アイコンを 
クリックし 、 [Computer to Computer Networks ] で [hpsetup] を選 t 尺し 
ます。ワイヤレスネットワークの場合は、 [ AirPort ] アイコンをクリック 
し、[その他]をクリックしてネットワークに参加します。 

6. スタータ CD を CD ドライブに挿入します。 CD のメニューが自動的に起 
動します。 CD が自動的に起動しない場合は、スタータ CD のセットアッ 
プアイコンをダブルクリックします。 

7. CD メニューで [ ソフトウェアのインストール ] をクリックし、画面の指示 
に従って操作します。 

8. [接続の種類]画面で、ワイヤレスネットワークオプションを選択し、[完 
了]をクリックします。 

9. [ネットワークプリンタセットアップユーティリティ]の画面上の指示に 
従います。これは自動的に起動してプリンタドライバをインストールし 
ます。 


ワイヤレス通信をオフにするには 

コントロールパネルで、[セットアップ]を押し、[ネットワークメニュ ー] を 
選択し、[ワイヤレス]を選択し、[オン]または[オスを選巧します。 

ワイヤレスネットワークでのノイズの減少ガイドライン 

な下のヒントは、ワイヤレスネットワークでのノイズの発生を減少するのに 
役立ちます。 

-無線シグナルを混乱させる原因となることがあるため、ワイヤレスデバ 
イスをファイルキャビネットなどの大きな金属性の物体や電子レンジや 
コードレス電話などそれな外の電磁デバイスから離しておきます。 

• 大きな石造構造やそれな外の建築構造は無線波を吸収してシグナル強度を 
弱めることがあるため、ワイヤレスデバイスをこれらの構造から離して 
おきます。 

• インフラストラクチャネットワークでは、 WAP をネットワーク上のワイ 
ヤレスデバイス間の中む位置に置きます。 


. ネットワーク上のワイヤレスデバイスをすべてま近距離に置きます。 
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ワイヤレスネットワークのセキュリティ保証ガイドライン 
• ハードウエアアドレスを WAP じ追加するには 

- その他のガイドライン 


ハードウエアアドレスを WAP に追加するには 

MAC フィルタリングはセキュリティ機能で、 WAP を通じてネツトワークへ 
アクセスできるデバイスの MAC アドレス（ハードウエアアドレスとも呼ばれ 
る）のリストを WAP で構成します。 

ネツトワークにアクセスしようしているデバイスのハードウエアアドレスカ《 
WAP にない場合、 WAP はネットワークへのデバイスのアクセスを拒否しま 
す。 


WAP 力 《 MAC アドレスをフィルタすると、デバイスの MAC アドレスは 
WAP の容認された MAC アドレスのリストに追加されなければなりません。 

1. ネットワーク設定ページを印刷します。ネットワーク設定ページの詳細 
については、 ネットワーク設定ぺージの理解 を 参照して〈ださい。 

2. WAP の構成ューティリティを開き、デバイスのハードウエアアドレスを 
容認された MAC アドレスのリストに追加します。 

その他のガイドライン 


ワイヤレスネットワークをセキュアに保つには、な下のガイドラインに従い 

ます： 

• パスワードには最低 20 のランダム文字を使用します。 WPA パスワード 
では、 63 文字まで使用できます。 

-よくある語句、簡単な文字の順を（すべて1など)、および個人的にわかり 
やすい情報は、パスワードには使用しないでください。大文字とル文 
字、数字、そして許可されている場合には句読点などの特巧文字から構成 
された、ランダムな文字列を常に使巧してください。 

-パスワードは定期的に変更します。 

• アクセスポイントやワイヤレスルータへの管理をアクセス巧にメーカー 
から提おされたデフ ォルト パスワードは変更します。 管理を名を変更で 
きるルータもあります。 

• アクセスポイントやルータは、窓の近くではなく、部屋の中央に置きま 
す。 

• ワイヤレス上での管理をアクセスは、できればオフにします。こうする 
と、構成を変更する場合にはワイヤ Ethernet 接続を使巧してルータに接 
続する必要があります。 
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• できれば、ルータへのインターネット上のリモート管理をアクセスはオフ 
にします 。 Remote Desktop を使用して、ルータで起動しているコンピュ 
-夕へ暗号化されたち続を行い、インターネット上でアクセスしている口 
-カルコンピュータから構成変更を行うことができます。 

-他をの’ワイヤレスネットワークへ間違って接続することを防ぐため、推 
契されていないネットワークへ自動的に接続する設ををナフにします。 
これは 、 Windows XP ではデフォルトで無効にされています。 

デバイスの Bluetooth 通信のセットアップ 

HP Bluetooth ワイヤレスプリンタアダプタを使うと、 Bluetooth デバイスか 
らケーブルで接続せずに、ドキュメントを印刷できます。デバイス前面の 
USB ポートに HP Bluetooth アダプタを差し込むだけで、 PDA やカメラ付き 
携帯電話などの Bluetooth デバイスから印刷できます。 Bluetooth テクノ ロジ 
を使巧して、コンピュータからデバイスに印刷することもできます。 

コントロールパネルからデバイスの Bluetooth 通信をセットアップするには 
1 .HP Bluetooth アダプタを前面の USB ポートに挿入します（下図を参照)。 



2. Bluetooth デバイスじは、互いに通信して接続を確立するときに、アドレ 
スを交換するものがあります。また、 Bluetooth デバイスによっては、接 
続時に他のデバイスの名前を表示するものがあります。デバイスの名前 
としてデフナルト名を表示しない場合は、デバイス名を変更できます。 
必要に応じて、な下の操作を行います。 


デバイスのアドレスを見つけるには 

a . [セッ ト アップ] を押します。 

b. [Bluetooth] を選択し、[デバイスのアドレス]を選がします。デバイス 
のアドレスが表示されます。この情報は読み取り専用です。 

C. アドレスを才ールインワンデバイスに入力するには、 Bluetooth デバ 
イスに同おされている指示に従って操作してください。 
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デバイス名をデフオルトから変更するには 

a . [ セットアップ ] を押します。 

b. [Bluetooth] を選択し、[デバイス名]を選巧します。 

鞍を記お使いのデバイスには、出荷時に [Officejet L7XXX Series] 
という名前が設定されています。 

C. キーパッドを使って新しい名前を入力します。 
d . デバイスの名前を入力したら、 [0 のを押します。 

デバイスに接続して印刷するときに、入力した名前が Bluetooth デバ 
イスに表示されます。 

3. [0 のを押して、セットアップメニューを終了します。 

埋め込み Web サーバでデバイスの Bluetooth ぶ信をセットアップするには 

▲ 埋め込み Web サーバを開き、 [Bluetooth] タブをクリックし、各セクシヨ 
ンの必須フィールドを設定し、[適用]をクリックします。 

巧め込み Web サーバでデバイスををデフ オル トから変更するには 
▲ 埋め込み Web サーバを開き、 [Bluetooth] タブをクリックし、[デバイス 
名]フィールドに新しい名前を入力し、[適用]をクリックします。 

Bluetooth によるデバイスの接続 

Bluetooth 接続でも、 USB 接続と同じをくの印刷機能を利用できます。たと 
えば、デバイスの状態やインクカートリツジの推をインク残量を確認するこ 
とができます。 


歐を記 Bluetooth で使巧可能な唯一のソフトウエア機能は、印刷です。 
Bluetooth 接続で、スキヤンとソフトウエアによるファックスの送受信を 
行うことはできません。ただし、単独でのコピーとファックス機能は使用 
できます。 


Windows での Bluetooth によるデバイ スの 接続 

デバイスに接続するには、 Windows XP を実行し、 Microsoft Bluetooth プロ 
トコルスタックまたは Widcomm/Broadcom Bluetooth プロトコルスタック 
のどちらかをインストールしておく必要があります。コンピュータに 
Microsoft スタックと Widcomm/Broadcom スタックの両ちをインス I —ルす 
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ることは可能ですが、デバイスへの接続に使用できるのはどちらか1つのみ 

です。 

* Microsoft スタック： お使いの コン ピュータに Windows XP Service 
Pack 2 がインス I —ルされていれば、 Microsoft Bluetooth プロトコルス 
タックもインストール済みです。外部 Bluetooth アダプタは Microsoft ス 
タックにより自動的にインストールされます。お使いの Bluetooth アダプ 
夕が Microsoft スタックに対応しているのにアダプタが自動的にインスト 
-ルされない場合は、 Microsoft スタックが元々 コン ピュータに入ってい 
ないことが考えられます。 Bluetooth アダプタの Microsoft スタックへの 
対応状況については、アダプタ付属のマニュアルをご確認ください。 

* Widcomm / Broadcom スタック： Bluetooth 内蔵の HP コンピュータをご 
使巧の場合、または HP Bluetooth アダプタをすでにインストールしてい 
る場合は、 Widcomm/Broadcom スタックもインス I —ルるみです。 HP 
コンピュータに HP Bluetooth アダプタを差し込んで巧巧している場合、 
アダプタは Widcomm/Broadcom スタックにより自動的にインス I —ルさ 
れます。 


Microsoft スタックによりインストールおよび印刷を行うには 


野を記コンピュータにデバイスソフトウェアがインストールされているこ 
とを確認します。このソフトウェアをインストールする目的は、 

Bluetooth 接続のためのプリンタドライバを巧巧できるようにしておくた 
めです。このソフトウェアがすでにインストールされている場合は、再イ 
ンストールの必要はありません。デバイスに対して USB 接続と 
Bluetooth 接続の両方を使用する場合は、最初に USB 接続をインストール 
します。詳細については、 直接接 鐘を参照してください。 USB 接続を巧 
巧しない場合は、[接続タイプ]画面で[このコンピュータに直接接続]を選 
択します。更に、[デバイスを今すぐ接続]画面で、[デバイスをお使いの 
コンピュータに接続できない…]の横のチェックボックスを選がします。 


1. HP Bluetooth アダプタをデバイス前面の USB ポートに接続します。 

2. 外部 Bluetooth アダプタを使用する場合は、コンピユータが起動してお 
り、 Bluetooth アダプタをコンピユータの USB ポートに接続していること 
を確認します。 Service Pack 2 搭載の Windows XP がインストールされ 
ている場合は、 Bluetooth ドライバも自動的にインストールされます。 
Bluetooth プロファイルの選択画面が表示されたら、 [ HCRP ] を選択しま 
す。 

コン ピユータに Bluetooth が内蔵されている場合は、 コン ピユータが起動 
していることを確認します。 

3. Windows のタスクバーで[スタート]、[プリンタと FAX ] の順にクリック 
します。 

4. [プリンタの追加]アイコンをダブルクリックします。 

5. [次へ]をクリックし、次に [ Bluetooth プリンタ]を選択します。 
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6. 画面に表示される指示に従って、インストールを行います。 

7. 目的のプリンタで印刷を行います。 


Widcomm/Broadcom スタックによリインストールおよび印刷を行うには 

1. コンピュータにデバイスソフトウてアがインス I ルされていることを 
確認します。 

2. HP Bluetooth アダプタを前面の USB ポートに接続します。 

3. デスクトップまたはタスクバーの [My Bluetooth Places ] アイコンをクリ 
ックします。 

4. [範囲内のデバイスの検索]をクリックします。 

5. 使用可能なデバイスが検出されたら、デバイスの名前をダブルクリックし 
てインストールを完了します。 

6. 目的のデバイスで印刷を行います。 


Mac OS での Bluetooth によるデバイスの接続 


デバイスを Bluetooth 内蔵の Mac じ接続するか、外部 Bluetooth アダプタを 
取り付けることができます。 

Bluetooth を使用してインストールおよび印刷を行うには 


野を記 Mac Bluetooth は OS で有効にする必要があります。確認するに 
は、[システム環境設定]を開き、[ネットワーク]をクリックし、[ネットワ 
—クポート構则を選巧し、 [ Bluetooth ] がオンになっていることを確認 
します。 


1. コンピュータにデバイスソフトウてアがインストールされていることを 
確認します。 

2. HP Bluetooth アダプタをデバイス前面の USB ポートに接結します。 


3. コントロールパネルの[電源]ボタンを押してデバイスの電源を切り、も 
う一度ボタンを押して電源を入れます。 

4. コンピユータに HP Bluetooth アダプタを接続し、アダプタの電源を入れ 
ます。コンピユータにアダプタ付属のソフトウエアがインストールされ 
ていることを確認します。コンピユータに Bluetooth が内蔵されている場 
合は、コンピユータの電源だけを入れてください。 

5. [プリンタ設定ユーティリティ]を開きます。 

6. [プリンター覧]で、[追加]をクリックします。 

デバイスの検索が開始されます。 

7. 巧巧している Mac 0 S の/くージョンに応じて、次のいずれかの操作を行い 
ます。 

▲ Mac OS 10.3 :プルダウンメニユーから [ Bluetooth ] を選択します。 

▲ Mac OS 10.4 :[デフオルトブラウザ]タブで、接結の種類として 
[ Bluetooth ] が選択されていることを確認します。 
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8. プルダウンメニューから [Bluetooth] を選択します。才ールインワンデ 
バイスを選巧し、[追加]をクリックします。 

デバイスー覧にナールインワンデバイスが追加されます。 

9. 目的のデバイスで印刷を行います。 

デバイスの Bluetooth のセキュリティ設定 

コン トロールパネルのメニューまたは埋め込み Web サーバのいずれかで、 
次のデバイスのセキュリティ設定を有効にすることができます。 

* Bluetooth デバイスからデバイスで印刷しようとすると、パスキー認証を 
要求します。 

-通信範团内にある Bluetooth デバイスでのデバイスの表示/非表示を切り替 
えます。 


パスキーを巧用した Bluetooth デバイスの認証 

デバイスのセキュリティレベルを[高]または[ほ]に設定できます。 

-[ほ]:デバイスはパスキーを要ホしません。通信範囲内のすべての 
Bluetooth デバイスから印刷できます。 


をを記デフオルトのセキュリティ設定は[ほ]です。化レベルセキュリ 
ティでは、認証が要求されません。 


-[高]:デバイスは、 Bluetooth デバイスが印刷ジョブを送信するのを許可 
する前に、パスキーを要ホします。パスキーは1〜4文字で数字のみで構 
成する必要があります。 


野を記デバイスでは、出荷時にあらかじめ4つのゼロのパスキー 
"0000"がを養されています。 


コントロール パネルでデバイスがパスキー認証を要求するように設定するには 

1. [セットアップ]を押します。 

2. [Bluetooth] を選択し、[パスキー]を選がします。 

3. キーパッドを巧って新しいパスキーを入力します。 

4. パスキーを入力したら、 [0 のを押します。 

5. [ セキュリティレベル ] を選択し、[高]を選択します。 

6. [0 のを押します。 

セキュリティレベルが高い場合、認証が必要です。 

これで、デバイスにパスキー認証が設定されます。 
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埋め込み Web サーバでデバイスがパスキー認証を要巧するように設定するには 
▲ 埋め込み Web サーバを開き、 [ Bluetooth ] タブをクリックし、[パスキー] 
セクションに新しいパスキーを入力し、 [セキュリティ レベル]セクション 
で[高]をクリックし、[適用]をクリックします。 

Bluetooth デバイスでのデバイスの表示/ホ表示を設定するには 

デバイスを Bluetooth デバイスで表示できるようにする（パブリック）力、、す 
ベてに非表示（プライべート）にするように設をできます。 

• [表示する]:範囲内のどの Bluetooth デバイスからでも、デバイスを使つ 
て印刷できます。 

• [表示しない]:才ールインワンデバイスのデバイスアドレスを記憶して 
いる Bluetooth デバイスだけが印刷できます。 


鞍を記お使いのデバイスには、出荷時にデフオルトのアクセスレベル[表 
示する]が設定されています。 


コントロールパネルからデバイスを非表示に設をするには 

1. コン トロールパネルの [セッ ト アップ ] を押します。 

2. [ Bluetooth ] を押し、[表示]を押します。 

3. 矢印ボタンを使巧して睫示しない]を選択し、 [0 のを巧します。 
才ールインワンデバイスは、デバイスアドレスを記憶していない 
Bluetooth デバイスからは利用できません。 


埋め込み Web サーバからデバイスを非ま示に設定するには 

▲ 埋め込み Web サーバを開き、 [ Bluetooth ] タブをクリックし、棒对セク 
ションの[表示しない]を選巧し、[適用]をクリックします。 

埋め込み Web サーバでの Bluetooth 設定のリセット 

デバイスの Bluetooth 設定を工場出荷時のデフオルトにリセットするじは、 
次の手順に従います。 

1. 埋め込み Web サーバを開き、 [ Bluetooth ] タブをクリックします。 

2. [Bluetooth のリセット]セクションで [ Bluetooth のリセット]をクリック 
し、[適用]をクリックします。 

ソフトウエアのアンインストールと再インストール 

インストールが不完全な場合、またはソフトウエアインストール画面で指示 
される前に USB ケーブルをコンピュータに接続した場合は、ソフトウエアを 
アンインストールしてから再インストールする必要があります。デバイスの 
アプリケーションファイルをコンピュータから単に削除するだけでは不十分 
です。デバイス付属のソフトウエアをインストールしたときに追加されたア 
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ンインストールユーティリティを使って、該当するファイルを正しく削除し 
てください。 

ソフトウェアのアンインストール方まは 、 Windows コンピュータの場合は3 
種類 、 Macintosh コンピュータの場合は1種類あります。 

Windows コンピュータ上でソフトウェアをアンインストールする方ま、その 1 

1. お巧いの コン ピュータからデバイスの接続を解除します。ソフトウェア 
のちインス ト—ルが 完了するまで、デバイスを コン ピュータに接続しない 
でください。 

2. [電源]ボタンを押して、デバイスの電源を入れます。 

3. Windows タスクバーで、[スタート]をクリックし、[プログラム]または 
[すべてのプログラム]を選択します。次に、 [HP] を選択し、 [OfficeJet 
Pro L7XXX Series] を選択して、[アンインストール]をクリックします。 

4. 画面上の指示に従って操作してください。 

5. 共有ファイルを削除するかどうか尋ねられたら、[いいえ]をクリックしま 
す。 

共有ファイルを削除すると、これらのファイルを使巧する他のプログラム 
力 《 動作しなくなってしまう可能性があります。 

6. コンピュータを巧起動します。 

7. ソフトウェアを再インストールするには、コンピュータの CD - ROM ドラ 
イブにデバイスのスタータ CD を挿入し、画面の指示に従います。 デバィ 
ス巧結前にソフトウェアをインストールするには（巧堤) も参照して〈ださ 
い。 

8. ソフトウェアのインストールが完了したら、デバイスをコンピュータに接 
結します。 

9. [電源]ボタンを押して、デバイスの電源を入れます。 

デバイスを接続し、電源を入れると、すべてのプラグアンドプレイイべ 
ントが完了するまでに数分待たなければならないこともあります。 

10. 画面上の指示に従って操作してください。 

ソフトウェアのインストールが完了したら、 Windows システムトレイに 
[HP Digital Imaaina Monitor] アイコンが表示されます。 


Windows コンピュータ上でソフトウエアをアンインス I ルする方法、その 2 

鞍を記このちまは、 Windows の[スタート]メニューで[アンインストー 
ル] が利用できない場合に使用します。 
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1. Windows タスクバーで、[スタート]をクリックし、[設定]を選択し、[コ 
ントロールパネル]を選択して、[プログラムの追加と削除]をクリックし 
ます。 

-または- 

[スタート]をクリックして[コントロールパネル]をクリックし、[プログ 
ラムと機能]をダブルクリックします。 

2. [HP 0冊 cejet Pro All - in-One Series ] を選択し、[変更と削除]または[ア 
ンインストールと変更]をクリックします。 

画面上の指示に従って操作してください。 

3. お使いのコンピュータからデバイスの接続を解除します。 

4. コン ピュータを再起動します。 

敦を記コンピュータを再起動する前にデバイスとコンピュータとの接結 
を解除することが重要です。ソフトウ I アの再インストールが完了す 
るまで、デバイスをコンピュータに接続しないでください。 


5. コン ピユータの CD - ROM ドライブにデバイスのスタータ CD を挿入し、 
セットアッププログラムを起動します。 

6. 画面上の指示に従って操作します。 デバイス怯編前にソフトウエアをイン 
ストールするには（お墳) も参照してください。 

Windows コンピュータ上でソフトウエアをアンインス I ルする方法、その 3 


野を記この方法は、 Windows の[スタート]メニューで[アンインストー 
ル] が利巧できない場合に使用します。 

1. コン ピュータの CD-ROM ドライブにデバイスのスタータ CD を挿入し、 
セットアッププログラムを起動します。 

2. お使いのコンピュータからデバイスの接続を解除します。 

3. [アンインストール]を選択して、画面上の指示に従って操作します。 

4. コン ピュータを再起動します。 

m ミ主記コンピュータを再起動する前にデバイスとコンピュータとの接結 
を解除することが重要です。ソフトウェアの再インストールが完了す 
るまで、デバイスをコンピュータに接続しないでください。 

5. デバイスのセットアッププログラムをもう一度起動します。 

6. [インストール]を選択します。 

7. 画面上の指示に従って操作します。 デバイス按続前にソフトウェアをイン 
ストールするには（椎墳) もを照してください。 

Macintosh コンピュータ上でソフトウェアをアンインス I ルするには 

1. [ HP デバイスマネージャ]を起動します。 

2. [情報と設定]をクリックします。 
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3. プルダウンメニユーから [ HPAiO ソフトウェアのアンインストール]を選 
択します。 

画面上の指示に従って操作してください。 

4. ソフトウェアのアンインストールが完了したら、コンピユータを巧起動し 
ます。 

5. ソフトウェアを再インス！ルするには、コンピユータの CD - ROM ドラ 
イブにデバイスのスタータ CD を挿入します。 

6. デスクトップで、 CD - ROM を開き 、 [HP All - in - One インス I ラ]をダブ 
ルクリックします。 

7. 画面上の指示に従って操作します。 デバイス巧続前にソフトウエアをイン 
ストールするには（お奨) もを照してください。 
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10 保守とトラブルシューティング 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

- サポートされているインクカートリッジ 

• インクカートリッジの交梅 

• プリントへッドのメンテナンス 

- E 口刷サプライ品のな管 

• デバイスのクリーニング 

• トラフ J レシューティンヮヒントとリソース 

• 印刷上の問頭の解み 

- 印刷品質の不良とす期しないプリント結ま 

• 給細の間頭の解み 
- コピーの問頭の解み 

• スキャンの問頭の解み 

• ファックスの間頭の解ホ 

- 写真（メモリカード）の問題の解決 

• 本化の管理に閱する間頭のち里み 

• インス I -- ルの間頭のトラブルシューティング 

• メディア詰まりの除ち 

サポートされているインクカートリッジ 

利用可能なインクカートリッジは、国/地域によって異なります。インクカ 
-トリッジにはさまざまなサイズがあります。お使いのデバイスでサポート 
されているインクカートリッジの一覧については、自己診断テストぺージを 
印刷し、インクカートリッジの状態セクシヨンの情報をお読みくださし、（詳 
細については、 自己該断テストぺージの理解 を をおしてくださし M 。 

カートリッジ番号は次の場所で確認できます。 

• セルフテスト診断ぺージ (自己該断テストぺージの理解 を をお)。 

• 交換するインクカートリッジのラベル。 

• [Windows] :双ち向通信を行っている場合は、[ツールボックス]の帷定 
インクレベル]タブをクリックし、[カートリッジの詳細]ボタンが表示さ 
れるまでスクロールします。次に、[力ートリッジの詳細]をクリックしま 
す。 

• Mac OS : HP プリンタューティリティの[情報とサポート]パネルの[サ 
プライ製品情報]をクリックし、[市販サプライ品情報]をクリックしま 
す。 
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敦を記力ートリツジのインクは、デバイスと力ートリツジの準備を行う初 
期化プロセスと、プリンタのノズルをきれいに保ち、インクの流れをスム 
-ズにするプリントへツドサービスを含むさまざまな印刷プロセスに使用 
されます。また、力ートリツジ巧巧後インクが少し力ートリツジに残りま 
す。詳細については、 www . hp . com / go / inkusaae を参照してください。 


インクカートリッジの交換 

予想インク量はツールボックス （ Windows )、 HP プリンタューティリティ 
(Mac OS ). または埋め込み Web サーバから確認できます。これらのツール 
の使用情報については、 デバイス管理ツールの巧用 を参照してください。自 
己診断テストぺージを印刷してこの情報を表示することもできます （直旦藍 
断テストぺージの理解 を 参照)。 


腎注記表示されるインク残量は予測でしかありません。実際のインク残量 
とは異なる場合があります。 


力ートリツジをパツケージから取り出したら、すぐに取り付けてくださ 
い。力ートリツジをプリンタから長時間外したままにしないで〈ださい。 

お使いのプリンタと使用するインクカートリツジについては、 サプライ品 
を参照してください。 


インクカートリツジを交換するには 

1. インクカートリツジカバーをゆつくりと開きます。 
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2. 交換の必要なインクカートリツジを、親指と人差し指ではさんで手前に 
引き、取り外します。 



3. パッケージから新しいインクカートリッジを取り出します。 

4. 力ートリッジをカラーコードされたスロットに揃え、力ートリッジをスロ 
ットに挿入します。正しく接するように力ートリッジをしっかりと押し 
下げます。 

5. インクカートリッジカバーを閉じます。 

プリントへッドのメンテナンス 

印刷された文字が完全でないときや、プリント結まから点や行が抜けている 

ときは、インクノズルが詰まっているか、プリントヘッドのクリーニングが 

必要です。 

プリント結まが落ちた場合は、な下の順序で該当のステップを完了します： 

1. プリントヘッドの状態を確認します。詳細については、 プリントヘッド' 
のが態を確認するには を参照してください。 

2. きれいな白い用紙に印字品質診断ページを印刷します。問題の部分を確 
認し、推奨された操作を行います。詳細については、 印刷品質訟断ペー 
ジを E 口刷するには をを.昭してください。 

3. プリントヘッドコンタクトを手動でクリーニングします。詳細について 
は、 プリントへッドをクリーニングする I こは を参.昭してください。 

4. クリーニングを行っても問題が解みしない場合は、プリントヘッドを交換 
します。詳細については、 プリントへッドを交抱するには をを照してく 
ださい。 


A を意プリントへッドを改造したために生じた製品の損傷については、 
HP は責任を負いかわます。 
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プリントへッドの状態を確認するには 

な下のいずれかの方法を使用して、プリントヘッドの状態を確認します。プ 

リントへッドのどれかの状態があまりよくない場合は、メンテナンス機能の 

いずれかを実行するか、またはプリントへッドをクリーニングします。 

-自己診断テストぺージの印刷：きれいな白い用紙に自己診断テストぺ一 
ジを印刷し、プリントヘッドの状態セクションを確認します。詳細につ 
いては、 自己訟断テストぺージの理解 を 参照、してください。 

• 埋め込み Web サーパ：埋め込み Web サーバを開きます。詳細に ついて 
は、 埋め込み Web サーバを開くには を 参照して〈ださい。[情報]タブを 
クリックし、左枠の[インクサプライ品]をクリックします。 

* ツールボックス （ Windows ) :ツールボックスを開きます。詳細について 
は、 ツールボックスを開〈には を 卷おしてください。[情報]タブをクリッ 
クし、[プリントヘッド状態]をクリックします。 

印刷品質診断ページを印刷するには 

印字品質診断ページを使用して、製品の印字品質に影響を与える問題を診断 

します。これにより、印刷出力を改善するために メンテナンスツー ルを実行 

する必要があるかどうかを判断できます。該断ページには、インク量情報や 

プリントへッドの状態も表示されます。 

• コントロールパネル：[セットアップ] ボタンを押し、 [レポートの 印刷]を 
選択し、[印刷品費ぺージ]を選択して [ OK ] を巧します。 

-埋め込み Web サー パ：[設对タブをクリックし、左巧の [デバイスサー 
ビ ス] をクリック します。次に、[印刷品質]セクションのドロップダウン 
リストから [PQ (印刷品質）診断ぺージを印刷する]を選択し、[診断を実行 
する]をクリックします。 

-ツールボックス （ Windows ) :[サービス]タブをクリックし 、 [PQ (印字品 
質）診断ぺージの印刷]をクリックして画面の指示に従います。 

- HP プリンタューティリティ (Mac OS ) : [PQ (印刷品質）診断ぺージを印 
面げる]を[情報とサポ ー ト]パネルからクリックします。 
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o- 

o- 

o- 

o- 



1 

プリンタの情報：本製品の情報（製品モデルを号、シリアル香号、およびファームウエア 
バージョン番号など)、トレイと両面印刷ユニットから印刷されたぺージ数、インクの残 
量についての情報やプリントへッドの巧態が表示されます。 

2 

テストパターン 1: 線が直線でなかったりつながっていない場合は、プリントヘッドの 
か置胃同餐を巧います。詳細じついては. プ U ント ヘッド' のか置を調奪するには ホ惹昭し 
てください。 

3 

テストパターン 2 :色のついたブロックのどれかに細い白線がある場合は、プリントへ 
ッドのクリーニングを巧います。詳細については、 プリントヘッドをクリーニングするに 
な を参照してください。 

4 

テストパターン 3: 矢印の向いている箇所に濃い線や白のギャップがある場合は、ライ 
ンフィードキャリブレーションを巧います。註細については、 ラインフィードキャリ 
ブレーションホ巧う I こは を参照してください。 


プリントへッドの位置を調整するには 

プリントへッドを交換するたびに、最高の印字品質を得るためにプリントへ 
ッドの位置調整が自動的に行われます。ただし、印刷ページでプリントへッ 
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ドが位置調整されていないように見える場合は、手動で調整プロセスを開始 

できます。 

• コントロールパネル：[セットアッスボタンを押し、[ッール]を選択し、 
[プリンタ位置の調智を選巧し、 [0 のを押します。調整が終了したら、 
[ OK ] を押して続行します。 

-埋め込み Web サーバ：[設定]タブをクリックし、左枠で[デバイスサー 
ビス]をクリックします。次に、[印刷品費]セクションのドロップダウン 
リストから[プリントへッドのアライニング]を選択し、[診断を実行する] 
をクリックします。 

* ッールボックス （ Windows ) :[サービス]タブをクリックし、[プリントへ 
ッドの位置調整]をクリックして画面の指示に従います。 

- HP プリンタューテイリテイ （ MacOS ) :[位置調整]を[情報とサポート] 
パネルからクリックします。 

ラインフイードキヤリブレーションを行うには 

• コントロールパネル：[セットアップ]ボタンを押し、[ッール]を選択し、 
[改行を校正する]を選巧し、[〇のを巧します。 

-埋め込み Web サーバ：[設定]タブをクリックし、左枠で[デバイスサー 
ビス] をクリックし、 [ EP 刷品質]セクションのドロップダウンリストから 
[改行を校正する]を選択し、[診断を実行する]をクリックします。 

- ツールボックス （ Windows ) :[サービス]タブをクリックし、[ラインフイ 
-ドのキヤリブレーション]をクリックして画面の指示に従います。 

- HP プリンタューテイリテイ （ MacOS ) :[ラインフイードのキヤリブレー 
シ ョン] を [情報とサポート]パネルからクリックします。 

プリントへッドをクリーニングするには 


鞍を記クリーニングにはインクが使用されるため、プリントヘッドのクリ 
—ニングは必要な場合しか行わないでください。 

クリーニングには最高 3.5 分間かかります。処理中に雑音が発生すること 
があります。 

• コントロールパネル：[セットアップ]ボタンを押し、[ツール]を選択し、 
[プリントへッドのクリーニング]を選択します。 

-埋め込み Web サーバ：[デバイス設定]タブをクリックし、左巧で[デバ 
イスサービス]をクリックします。次に、[印刷品質]セクションのドロッ 
プダウンリストから[プリントへッドのクリーニング]を選択し、[診断を 
実行する]をクリックします。 

• ツールボックス ( Windows ) :[サービス]タブをクリックし、[プリントへ 
ッドのクリーニング]をクリックして画面の指示に従います。 

- HP プリンタューティリティ （ MacOS ) :[クリーニング]を[情報とサポ 
—卜]パネルからクリックします。 
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プリントへツドコンタクトを手動でクリーニングするには 

プリントへツドを取り付けた後、印刷が行われないことを示すメツセージが 
コントロールパネルに表示される場合があります。このメツセージが表示さ 
れた場合は、プリントへッドおよびデバイス内の電気コンタクトのクリーニ 
ングを行います。 


A ;ま意電気コンタクトのクリーニングは、プリントヘッドをクリーニング 
した後でしか行わないで〈ださい。電気コンタクトには、破損しやすい電 
子部品が装着されています。詳細については、 プリントへッドをクリーニ 
ングするには を をおしてください。 

1. 上部カバーを開きます。 

2. キャリッジが自動的に左に移動しない場合は、 [0 のボタンを5秒間巧し 
続けます。キャリッジが止まるのを待ち、電源コードをプリンタから外 
します。 

3. プリントヘッドラッチを上げます。 



4. コントロール パネルの メ ツセー ジに対応するプリン トへツ ドのハンドル 
を持ち上げて、プリン トへッ ドを スロット から引き出します。 
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5. きれいで乾いた柔らかな糸くずのない布を用意します。 コーヒーフィル 
夕巧紙やメガネのレンズクリーニング用紙などが適しています。 


A ;ま意水を使巧しないでくださし、。 


6. プリントヘッドの電気コンタクトをがきますが、ノズルには触れないでく 
ださい。 



鞍を記電気コンタクトは小さな銅色の正方おで、プリントへッドの片面 
にかたまっています。 

ノズルは、プリントヘッドの別の面にあります。ノズルにはインクが 
見えます。 



A ;ま意ノズルに触れると、損傷することがあります。また、インクは 
衣類に染みをつけます。 

7. クリーニング後、プリントヘッドを紙かぺーパータオルの上に置きま 
す。ノズルが上を向き、用紙に触れていないことを確認してください。 
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8. 本体巧のプリントへッドスロットの電気コンタクトを、清潔で乾燥し 
た、柔らかい糸くずのない布でクリーニングします。 



9. 電源コードを接続し、本体の電源を入れます。コントロールパネルに 
は、プリントへッドがないと表示されているはずです。 

10. プリントへッドを対応するカラーで色分けされているスロットに挿入しま 
す（プリントへッドのラベルがプリントへッドラッチの色と一致しなけれ 
ばなりません)。正しく接するようにプリントへッドをしっかりと押し下 
げます。 

11. プリントヘッドラッチを前面に引き出し、ラッチが正しく挿入されるよ 
う巧し下げます。ラッチを閉じるには、多少力を加える必要がありま 
す。 

12. 必要に応じて、残りのプリントへッドにも前述のステップを繰り返しま 
す。 

13. 上部カバーを閉じます。 

14. コントロールパネルにメッセージが表示されたままの場合は、前述の手 
順で、メッセージに対応するプリントへッドのクリーニングを行います。 

15. コントロールパネルにメッセージが表示されたままの場合は、メッセー 
ジに対応するプリントへッドを交換します。 

16. 本体がプリントへッドを初期化し、位置調整ページを印刷するのを待ちま 
す。ページが印刷されない場合は、プリントヘッドの位置を手動で調整 
します。詳細については、 プリントへッドの位置を調整するには をを照し 
てください。 

プリントへッドを交換するには 


野を記お使いのプリンタと使用するプリントヘッドについては、 サプライ 
品を 参照してください。 

1. 上部カバーを開きます。 ' 

2. キャリッジが自動的に左に移動しない場合は、 [0 のボタンを5秒間押し 
続けます。キャリッジが止まるのを待ちます。 
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3. プリントヘッドラッチを上げます。 



4. プリントヘッドのハンドルを持ち上げて、プリントヘッドをスロットから 
引き出します。 



5. プリントヘッドを取り付ける前に、プリントヘッドをパッケージに入れた 
まま、上下に少なくとも6回あります。 
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6. 新しいプリントヘッドをパッケージから取り出し、オレンジ色の保護キ 
ヤップを取ります。 



A を意キャップを取り外した後でプリントへッドを振らないでくださ 
い。 


7. プリントへッドを対応するカラーで色分けされている スロッ トに挿入しま 
す（プリントへッドのラベルがプリントヘッドラッチの色と一致しなけれ 
ばなりません)。正しく接するようにプリントへッドをしっかりと押し下 
げます。 

8. プリントヘッドラッチを前面に引き出し、ラッチが正しく挿入されるよ 
う巧し下げます。ラッチを閉じるには、多少力を加える必要があります。 

9. 上部カバーを閉じます。 

10. 本体がプリントへッドを初期化し、位置調整ページを印刷するのを待ちま 
す。ページが印刷されない場合は、プリントヘッドの位置を手動で調整し 
ます。詳細については、 プリントへッドの位置を調菩するには を 参照して 
〈ださい。 

印刷サプライ品の保管 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

* インクカートリッジのな管 

- プリントヘッドのイ丟管 


インクカートリッジのな管 

インクカートリッジは、デバイス内に長期間置いておくことができます。イ 
ンクカートリッジを取り外す場合は、ジッパー付きのビニール袋など、密封 
された容器に保管してください。 

プリントへッドのな管 

プリントヘッドは、デバイス内に長期間置いてお〈ことができます。プリン 
トヘッドを取り外す場合は、ジッパーイ寸きのビニール袋など、密封された容 
器に保管してください。 


印刷サプライ品の保管 179 









第 10 章 


デバイスのクリー ニン グ 

このセクシヨンでは、本体を最高の状態に保つためのちまについて説明しま 
す。必要に応じてこれらの保守手順を実行してください。 

スキヤナガラス、 ADF カバーの保護シート、または ADF フレームのほこり 
や巧れにより、パフナーマンスがほ下したり、スキヤンの品質が低下した 
り、コピーを特をのページサイズに合わせるなどの特殊機能の正確さが損な 
われたりすることがあります。 

スキヤナガラスのクリーニング 

スキヤナガラスをクリーニングするには 

1. 本体の電源をオフにします。 

2. ADF を持ち上げます。 

3. あまり強くないガラス用洗剤を吹き付けた、柔らかい、糸くずのない布で 
ガラスをクリーニングします。乾いた、柔らかい、糸くずのない布でガ 
ラスの水分をがき取ります。 



A を意スキャナガラスのクリーニングにはガラス用ミ先剤な外使用しな 
いでください。研磨剤、アセトン、ベンゼン、四塩化炭素などを含む 
洗剤は使巧しないでください。これらの成分は、スキャナガラスを傷 
める可能性があります。また、イソプロピルアルコールの巧巧も避け 
てください。ガラス面に結模様が残ることがあります。 

を意ガラス巧;先剤をガラス面に直接吹き付けないでください。ガラ 
ス用洗剤ををく吹き付けると、洗剤が本体内に入り、スキャナを傷め 
ることがあります。 


4. ADF を閉じて、デバイスの電源を入れます。 
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自動ドキュメントフイーダ (ADF) のクリーニング 

ADF は、その使巧量や用紙の種類に応じて定期的なクリーニングが必要で 
す。 ADF を週に数回使用する場合は、月1回のクリーニングを推奨しま 
す。お使いの製品に適したクリーニング計画を立ててください。 

スキャンした文書に結模様が入る場合、 ADF フレームをクリーニングすると 
問題が解みすることがあります。 

ADF をクリー ニン グするには 

1. 本体の電源をオフにします。 

2. ADF を持ち上げます。 



3. ADF の裏側にある ADF フレームの位置を確認します。 



デバイスのクリー ニン グ 
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4. ADF フレー 厶リリ ース ボタンを押します。 



5- ADF フレー ムを取り外しまず。 
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6. あまり強くないガラス巧洗剤を吹き付けた、柔らかい、糸くずのない布 
で ADF フレームをクリーニングします。 ADF フレーム内側の白いストリ 
ップを含め、透明フィルムの両側をクリーニングします。 



A ミ主意ガラス用洗剤な外は使巧しないでください。研磨剤、アセト 
ン、ベンゼン、四塩化炭素などを含むミ先剤は使用しないでください。 
これらの成分は 、 ADF フレー ムを傷める可能性があります。また、イ 
ソプロピルアルコールの使巧も避けてください。搞模様が残ることが 
あります。 

7. 次の手順に従って ADF フレー ムを取り付けます。 

a . ADF 保護シートを持ち上げ、 ADF フレームを取り付け巧に差し込みま 
す。 



デバイスのクリー ニン グ 
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b . ADF フレームを保護シートの下にスライドさせ、カチッと音がするま 
で押し込みます。 



A を意 ADF が正常に動作するためには、 ADF フレームを保護シートの 
下にする必要があります。 


8. ADF を閉じて、デバイスの電源を入れます。 

ADF 保護シートをクリー ニン グするには 

1. 本体の電源をオフにします。 

2. ADF を持ち上げます。 

3. あまり強くないガラス用洗剤を吹き付けた、柔らかい、糸くずのない布 
で、白い ADF 保護シートをクリーニングします。保護シートを輕くがい 
て巧れを落とします。シートを強くこすらないで〈ださい。 



4. 乾いた、柔らかい、糸くずのない布で保護シートの水分を巧き取ります。 


A ;ま意保護シートを傷つける可能性があるので、紙でできたクロスは使 
巧しないでください。 
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5. 上記の手順でシートの巧れが十分に落ちない場合は、イソプロピル（消毒 
用）アルコールを使巧して上記の手順を繰り返します。湿らせた巧で保護 
シートに残ったアルコールを完全にはき取った後、乾いた、柔らかい、糸 
くずのない布で保護シートの水分をがき取ります。 

6. ADF を閉じて、デバイスの電源を入れます。 

外側のクリーニング 

野を記本体のクリーニングを行う前に、電源をオフにした後、電源コード 
をコンセントから巧きます。 

柔らかい、糸くずのない布で、ケースのほこり、シミ、巧れなどをがき取り 

ます。本体の外側はクリーニングの必要がありません。本体の内側やコント 

口ールパネルを濡らさないようにしてください。 

トラブルシューテイングヒントとリソース 

印刷問題を解ホするには、な下のヒントとリソースを使用します。 

• 用紙詰まりは、 本体に詰まったメディアの除去 を を.昭してください。 

• 用紙が曲がったり持ち上がってしまうなどの給紙の問題は、 給紐の問頭の 
做夹 を参照してください。 

• 電源ランプがオンで点滅していない。本体に初めて電源を入れた場合、 
プリントへッドの取り付け後、初期化に約12分間かかります。 

• コン ピュ ータ 画面に エラーメ ッ セージが 表示されていない。 

-電源コードとそれな外のケーブルが正しく機能し、本体にしっかりと接続 
されていることを確認します。本体が正しく機能している交流 （ AC ) 電源 
にしっかりと接結され、電源が入っていることを確認します。電圧の要 
件については、 雷気仕な を参照してください。 

• メディアがトレイに正しくセットされ、本体内部に詰まっていない。 

• プリントヘッドとインクカートリッジが、色分けされたスロットに正し 
く取り付けられている。正しく接するようにプリントへッドとインクカ 
-トリッジをしっかりと巧し下げてください。各プリントへッドから才 
レンジ色の保護キャップを取り外してあることを確認します。 

• プリントヘッドラッチとカバーがすべて閉じられている。 

• 後部アクセスパネルまたはオプションの両面印刷ユニットがしっかりと 
固定されている。 

-個包テープと捆包材が取り外してある。 

-自己診断テストぺージを印刷できる。詳細については、 自己該断テスト 
ぺージの理解 を 参照、してください。 


トラブルシューテイングヒントとリソース 
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-本体が現在のプリンタ、またはデフォルトのプリンタとして設定されてい 
る。 Windows では、[プリンタと FAX ] フォルダで本体を通常使うプリン 
夕に設をします。 Mac OS では、プリンタ設定ユーティリティで本体をデ 
フナルトとして設まします。詳細は、コンピュータ付属のマニュアルを 
参照して〈ださい。 

- Windows 起動中のコンピュータで[印刷の一時停止]力 《 選択されていな 
い。 

-タスクの実行中に、実行しているプログラム数がをすぎない。タスクを 
再試行する前に、使っていないプログラムを閉じるか、またはコンピュー 
夕を再起動します。 

• ち線ネットワークに静的 IP アドレス、ワイヤレスネットワークに動的 
IP アドレスを使用することも、その逆も巧能です。詳細については、 1 E 
設ををを巧するには をを照してください。 

静的 IP アドレスを設をするには 

1. 埋め込み Web サーバを開き、[ネットワーク]タブをクリックし、左枠か 
ら[ワイヤード（802.3)]または[ワイヤレス（802.11)]を選択し、 [ IP 設定] 
サブタブをクリックします。 

2. [手動 IP ] を選択し、静的 IP アドレスを [ IP アドレス]ボックスに入力しま 
す。 

3. 必要に応じて[サブネットマスク]と[デフォルトゲートウエイ]に値を入 
力し、[適用]をクリックします。 


A ミ主意 IP アドレスを変更すると、内蔵サーバとの現在の接続が中断するこ 
とがあります。 


印刷上の問題の解ミ夫 

- デバイスの雷源がをが切れる 

- コントロールパネルのディスプレイにエラーメッセージが表示される 

- デバイスが応答しなし W 何も En 刷されない) 

- デバイスがプリントへッドを受け付けない 

• 印刷するのに長時間かかる 

- 空白ぺージまたはぺージの一部だけが印刷される 

- ぺージの一部が印刷されない、または正し<ない 

- テキストまたはグラフィックスの配置が適切でない 

- ページの半分が En 刷されたを、用紙が排出される 
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デバイスの電源が突然切れる 

電源と電源のを続を確認します 

正しく機能している交流 ( AC ) 電源に本体がしっかりと接続されていることを 
確認します。電圧の要件じついては、 雷気仕な をを照してください。 

コント ロール パネルのディスプレイに エラー メ ッセー ジが表示される 

修復不可能なエラーが生じました 

ケーブルをすべて（電源コード、ネットワークケーブル、 USB ケーブルな 
ど）外し、約20秒間待ってからケーブルを再接続します。問題が続〈ようで 
あれば、最新のトラブルシューティング情報、または製品の修正と更新を 
HP Web サイト ( www . hp . com / support ) で見つけてください。 

デバイスが応答しない（何も印刷されない） 

本体がワイヤレス通信をサポートしている場合、 ワイヤレス通信に関連する 
問題の解決 も参照してください。 


デバイス設定の確認 

詳細については、 トラブルシユーティングヒントとリソース を#照してくだ 
さし、。 

プリントへッドの初期化を®認します 

プリントヘッドを取り付けた場合、または交換した場合、数枚の位置調整ぺ 
-ジが印刷され、プリントヘッドの位置調整が自動的に行われます。このプ 
ロセスには約12分間かかります。このプロセスが完了するまで、自動位置 
調整 ページし か印刷できません。 

デバイスソフトウエアのインストールの確認 

本体の電源が入っていないときに印刷すると、通常はコンピュータ画面に警 
告メッセージが表示されます。警告メッセージが表示されない場合は、デバ 
イスソフトウエアが正しくインストールされていない可能性があります。こ 
れを解みするには、デバイスソフトウ1アを完全にアンインストールした 
後、再インストールします。詳細については、 ソフトウエアのアンインスト 
—ルと巧インストー ル を参照してください 0 
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ケーブル接続の確認 

-ネットワーク / USB ケーブルの両端がしっかりと接続されていることを確 
認します。 

• 本体がネットワークに接続されている場合は、な下を確認します。 

• 本体後部のリンクランプを確認します。 

• 本体の接続に電話線を使っていないことを確認します。 

* ネットワークハブ、スイッチ、またはルーターが正しく作動していま 
す。 


ネットワーク環境のための本体の設定の確認 

正しいデバイスドライバとプリンタドライバポートを使用していることを 
確認します。ネットワーク接続の詳細については、 デバイスの横成 
( Windows ) 、 デバイスの構成 (Mac OS ) 、 またはネットワークベンダーから提 
供された文書を参照してください。 

コンピュータにパーソナルファイアウオールソフトウエアがインス I •••- ルされている 
かどうかの確認 

パーソナルソフトウエアファイアウナールはセキュリティプログラムで、 
コンピュータを侵入から保護します。ただし、ファイアウナールはコンピュ 
ータと本体の通信を妨げることがあります。本体との通信に問題が生じた場 
合は、ファイアウオールを一時的に無効にしてみます。問題が解ましない場 
合は、ファイアウオールは通信問題の原因ではありません。ファイアウオー 
ルを再度有効に します。 

ファイアウオールを無効にすることで本体と通信できる場合は、本体に静的 
IP アドレスを割り当て、ファイアウナールを再度有効にすると、問題が解決 
することがあります。詳細については、 IP 設をををずするには ををおしてく 
ださし、。 

デバイスがプリントへッドを受け付けない 
プリントへッドラッチを確認する 

プリントへッドのラッチが正しく閉じていることを確認します。 

プリントへッドの確認 

• プリントへッドが色分けされているスロットに正し〈挿入されているこ 
とを確認します。詳細については、 プリントへッドを交換するには を参照 
してくださし、。 

• プリントへッドを取り外してナレンジ色の保護キャップがプリントヘッド 
からはがされていることを確認します。 
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プリントへッドをクリーニングする 

プリントヘッドのクリーニング手順を完了します。詳細については、 プリン 
卜へツドのメンテナンス を 寒照してください。 


プリントヘッドの取り外しと本体の電源オフ 

プリントへッドを取り外した後、本体の電源を切り、約20秒間待ってからプ 
リントへッドを取り付けずに本体の電源を入れます。本体が再起動したら、 
プリントへッドを再度取りイ寸けます。 

印刷するのに長時間かかる 


システム設定を確認します 

コンピュータが、本製品を使用するための最低限のシステム必要を件を満た 
していることを確認します。詳細については、 システム要件 を 参照してくだ 
さし、。 

デバイスソフトウエアの設定の確認 

印刷品質で[ベスト]または[最大 dpi ] が選巧されていると、印刷速度は遅く 
なります。印刷速度を上げるには、デバイスドライバで別の印刷設定を選が 
します。詳細については、 プリント誌をのを巧 を を昭、してください。 

無線ノイズがないか確認します 

本体がワイヤレス接続されていて印刷速度が遅い場合、無線シグナルが弱い 
可能性があります。詳細については、 ワイヤレスネットワークでのノイズの 
減かガイドライン を 参照してください。 

空白ページまたはページの一部だけが印刷される 

インクカートリッジが空になっていないか確認します 

コントロールパネルで、使用中の力ートリッジのインクの残量が少なくなっ 
ていないか、または空になっていないかどうかを確認します。ツールボック 
ス （ Windows )、 HP プリンタユー ティ リティ （ MacOS )、 または自己診断テス 
卜ぺージ ( 自己該断テストぺージの理解 を 参照)でインクの残量を確認でき 
ます。モノクロテキストを印刷中に空白のぺージが印刷された場合、ブラッ 
クカートリッジが空の場合があります。詳細については、 インクカートリ 
ッジの交抱 を を目号してください。 

プリントへッドラッチを巧認する 

プリントへッドのラッチが正しく閉じていることを確認します。 
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プリントへッドの確認 

• プリントへッドが色分けされているスロットに正しく挿入されているこ 
とを確認します。詳細については、 プリントへッドを交換するには を参照 
してくださし、。 

• プリントへッドを取り外してオレンジ色の保護キャップがプリントヘッド 
からはがされていることを確認します。 

プリントへッドをクリーニングする 

プリントへッドのクリーニング手順を完了します。詳細については、 プリン 
卜へッドのメンテナンス を 参照してください。 


プリントへッドの取り外しと本体の電源オフ 

プリントヘッドを取り外した後、本体の電源を切り、約20砂間待ってからプ 
リントへッドを取り付けずに本体の電源を入れます。本体が巧起動したら、 
プリントへッドを再度取り付けます。 

ぺージの一部が印刷されない、または正し〈ない 

プリントへッドの確認 

きれいな白い用紙に印字品質診断ページを印刷します。問題の部分を確認 
し、推奨された操作を行います。詳細については、 E 口刷品質診断ページを印 
刷するには を参照してください。 


余白設をの確認 

文書の余白設定が本体の印刷可能領域を超えていないことを確認します。詳 
細については、 最小余白の設定 を を.昭してください。 

カラー印刷設定を巧認します 

プリントドライバで[グレースケールで印刷]が選択されていないことを確認 
します。 


本体の設置場巧と USB ケーブルの長さの確認 

高電磁界 ( USB ケーブルなどにより生成）により、プリント結まが若干歪む場 
合があります。本体を電磁界の元から離します。電磁界の影響を最小化する 
ため、 3 m な内の USB ケーブルを巧巧することをお動めします。 


テキストまたはグラフイツクスの酉 B 置が適切でない 


メディアがセツトされている方まを確認します 

メディアの縦と横ち向の用紙ガイドがメディアのまにぴったりと合い、トレ 
イにセツトされたメディアがをすぎないことを確認します。詳細について 
は、 メディアのセツ ト を参照して〈ださい。 
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メディアサイズを巧認します 

-文書サイズが巧巧中のメディアより大きい場合、ページがはみ出すことが 
あります。 

-プリンタドライバで選択したメディアサイズとトレイにセットされてい 
るメディアのサイズが一致していることを確認してください。 

余白設定の確認 

ぺージの端からテキストまたはグラフィックスがはみ出す場合は、文書のマ 
—ジン設定が、本体の印刷可能領域な内であることを確認します。詳細につ 
いては、 最小を白の設定 を 参照してください。 

ページの向き設定を確認します 

アプリケーシヨンで選択したメディアのサイズおよびぺージの方向がプリン 
タドライバでの設定と一致していることを確認します。詳細については、 ゴ 
リント設定のを巧 を 参照してください。 


本体の設置場巧と USB ケーブルの長さの®認 

高電磁界 (USB ケーブルなどにより生斯により、プリント結まが若干歪む場 
合があります。本体を電磁界の元から離します。電磁界の影響を最小化する 
ため、 3m な内の USB ケーブルを巧巧することをお勧めします。 

前述の解み策でも問題が解決しない場合、アプリケーションが印刷設定を正 
しく解釈できないことにより問題が生じている場合があります。特をのへル 
プについては、リリースノートで既知のソフトウェアの競合がないか確認す 
るか、アプリケーシヨンのマニュアルを参照するか、ソフトウェアの製造元 
にお問い合わせください。 

ページの半分が印刷された後、用紙が排出される 

インクカートリッジの確認 

インクカートリッジのインクがなくなったため、印刷ジョブが取り消された 
可能性があります。インクカートリッジを交換し、印刷ジョブを本体に再送 
信します。詳細については、 インクカートリッジの交梅 を を照して〈ださ 
い。 

印刷品質の不良と予期しないプリント結ま 

- E 口刷品質が不良 
• 無意はな文字が印刷される 
- インクがにじむ 

• テキストまたはグラフィックスに En 字ムラが出る 

• 印字が薄いかちが鮮やかでない 

• カラーが白黒で印刷される 
- 間基った色で En 刷される 
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- En 刷結まのカラーがにじむ 
• をが正しい位置に印刷されない 

• テキストまたはグラフィックスの線やドットが欠落している 


印刷品質が不良 

プリントへツドとインクカートリツジを確認する 

きれいな白い巧紙に印字品質診断ページを印刷します。問題の部分を確認 
し、推奨された操作を行います。詳細については、 ED 刷品菅該断ページを E 口 
刷するには をを照してください。 


用紙品質の確認 

用紙が湿っていたり粗すぎる場合があります。メディァが HP 仕様を満たし 
ていることを確認し、巧度印刷してみます。詳細については、 印刷メディア 
の選化を 参照してください。 


本体にセツトされているメディアのタイプの確認 

• セツトしたメディアのタイプがトレイにサポートされていることを確認し 
ます。詳細については、 サポートされたメディアの仕様の理解 を 参照し 
てください。 

• プリントドライバで、使用するメディアがセットされたトレイを選巧し 
ていることを確認します。 


本体の設置場所と USB ケーブルの長さの確認 

高電磁界 ( USB ケーブルなどにより生斯により、プリント結まが若干歪む場 
合があります。本体を電磁界の元から離します。電磁界の影響を最小化する 
ため、 3 m な内の USB ケーブルを使用することをお勧めします。 

無意味な文字が印刷される 

印刷中のジョブが中断されると、本体がジョブの残りを認識しない場合があ 
ります。 

EP 刷ジョブをキャンセルし、本体がレディー状態に戻るのを待ちます。プリ 
ンタがレディー状態に戻らない場合は、ジョブをキャンセルしてから待ちま 
す。本体がレディーになったら、ジョブを再度送信します。コンピュータが 
ジョブを再試行するようプロンプトが表示されたら、[キャンセル]をクリッ 
クします。 


ケーブルを続の確認 

本体とコンピュータが USB ケーブルで接結されている場合、ケーブル接続が 
不良なために問題が生じることがあります。 

ケーブルの両端がしっかりとち結されていることを確認します。問題が解み 
しない場合は本体の電源を切り、本体からケーブルを外してから本体の電源 
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を入れ、プリンタスプーラから残りのジョブを削除します。電源ランプが点 
滅せずにナンになったら、ケーブルを巧度接続します。 

义書 ファイルの 確認 

义書ファイルが損傷していることがあります。同じアプリケーションから他 
の文書を印刷できる場合は、文書のバックアップコピーを巧巧して印刷して 
ください（バックアップされている場合)。 

インクがにじむ 


印刷設定のお認 

-インク量を多く使用する文書を印刷している場合、プリント結まを扱う前 
に十分乾燥するようにして〈ださし、。 OHP フィルムの場合は特に;ま意し 
てください。プリンタドライバで[ベスト]印刷品質を選択し、インクの 
乾燥時間を増やして、詳細設定 ( Windows ) またはインク機能 （ MacOS ) の 
インク量を使用してインクの彩度を減らします。ただし、インク彩度を 
減らすとプリント結まが洗い流されたような品質になる場合があります。 

• リッチでブレンドされたカラーのあるカラー文書は、[ベスト]印刷結まを 
使用して印刷した場合にシワがよる場合があります。[ノーマル]などの別 
の印刷モードを使用してみるか、または鮮やかなカラーのある文書印刷巧 
にデザインされた HP プレミアム用紙を使用してみます。詳細について 
は、 プリント設をの変更 を 参照してください。 

メディアタイプの確認 

メディアの種類によっては、インクをうまく受け入れないものがあります。 

このような種類のメディアでは、インクが乾くのに時間がかかり、インクが 

にじむ場合があります。詳細については、 印刷メディアの撰巧 を 参照して < 

ださい。 

テキストまたはグラフィックスに印字ムラが出る 

メディアタイプの確認 

-部のメディアは、本製品での使巧に適していません。詳細については、 曲 

刷メディアの误が を 参照してください。 


プリントへッドの確認 

きれいな白い巧紙に印字品質該断ページを印刷します。問題の部分を確認 
し、推奨された操作を行います。詳細については、 印刷品質訟断ページを印 
刷するには を参照してください。 
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印字が薄いか色が鮮やかでない 
印刷モードの確認 

プリンタドライバの [エコ ノト]モードまたは[高ま]モードでは、すばやく印 
刷でき、ドラフトの印刷に適しています。よりよい結まを得るには、[ノーマ 
ル]または[ベスト]を選択します。詳細については、 プリント設ホのをず を 
参照してください。 

用紙タイプ設定の確認 

OHP フィルムまたは化の特殊なメディアに印刷する場合は、プリントドライ 
パ'で対応するメディアタイプを選択してください。詳細については、 特殊な 
田紐またはカスタムサイズのメディアに印刷するには （ Windows ) を参照して 
ください。 


カラーが 白黒で印刷される 
印刷設をの®認 

プリンタドライバで[グレースケールで印刷]が選択されていないことを確認 
します。 

間違った色で印刷される 
印刷設定の確認 

プリンタドライバで[グレースケールで印刷]が選択されていないことを確認 
します。 

プリントへッドの確認 

きれいな白い巧紙に印字品質診断ページを印刷します。問題の部分を確認 
し、推奨された操作を行います。詳細については、 E 口刷品菅該断ページを ED 
刷するには をを照してください。 


印刷結果のカラーがにじむ 

インクカートリッジの確認 

インクカートリッジが改造されていないことを確認します。巧充填の処理、 
および適合しないインクの使用によって、複雑な印刷システムに混乱が生 
じ、結ま的に印刷品質がイ圧下したり、さらに本体やプリントヘッドの故障の 
原因となったりする可能性があります。巧巧填したインクカートリッジは保 
証またはサポートの巧をとなりません。ミ主文の詳細については、 HP サプラ 
イ品とアクセサリ を養照してくださし、。 
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プリントへッドの確認 

きれいな白い巧紙に印字品質診断ページを印刷します。問題の部分を確認 
し、推奨された操作を行います。詳細については、 印刷品質該断ページを印 
刷する I こは を参照してください。 


色が正しい位置に印刷されない 


プリントへッドの確認 

きれいな白い巧紙に印字品質該断ページを印刷します。問題の部分を確認 
し、推奨された操作を行います。詳細については、 E 口耐 I 品質該断ぺージを印 
刷するには を参照してください。 


画像の配置の確認 

ソフトウ I アアプリケーシヨンのズーム機能または印刷プレビユー機能を使 
用して、グラフィックスが配置されている間隔を確認してください。 


テキストまたはグラフィックスの線やドットが义落している 


プリントへッドの確認 

きれいな白い巧紙に印字品質診断ページを印刷します。問題の部分を確認 
し、推奨された操作を行います。詳細については、 印刷品質訟断ページを印 
刷する I こは を#おしてください。 


給紙の問題の解決 

巧紙詰まりの解決についての情報は、 本化に詰まったメディアの除去 を参照 
してくださし、。 

オプションのトレイ2を巧入できない 

-トレイを巧度挿入します。トレイが本体の開口部と合っていることを確 
認します。 

• 巧紙詰まりを確認します。詳細については、 本イ本に詰まったメディアの 
除去を 参照して〈ださい。 


別の給紙問題が発生した場合 

メディアがプリンタまたはトレイにサポートされていない場合 
本体および使巧中のトレイでサポートされているメディアのみを使巧しま 
す。詳細については' サポートされたメディアの仕なの理解 を 参照して〈だ 
さし、。 
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メディアがトレイから供給されない 

• トレイにメディアがセットされていることを確認します。詳細について 
は、 メディアのセッ ト を参照してください。メディアをセットする前 
に、扇状に広げます。 

• セットしているメディアサイズに巧して、巧紙ガイドがトレイの正しい 
位置に設をされていることを確認します。ガイドが用紙のまにきつすぎ 
ずにぴったりと合っていることも確認します。 

• トレイのメディアが丸まっていないことを確認します。丸まっている方 
向と逆の向きに曲げて真っ直ぐにします。 

-トレイが完全にセットされていることを確認します。少数しか使巧できな 
い特巧なメディアの場合は、同じサイズの巧紙の上にその特殊メディアを 
置いて、トレイにセットします。（トレイがいっぱいになっていると、給 
紙がうまく行われるメディアもあります。） 

-トレイ2(オプション）が正しく取り付けられていることを確認します。 


メディアが正しく排出されない 

-排紙トレイの f 店張部が引き出されていることを確認します。排紙トレイが 
引き出されていないと、印刷ぺージが本体から落下することがあります。 



-余分なメディアは排紙トレイから取り除いてください。トレイにセット 
できる枚数には制限があります。 


ページが曲がっている 

-トレイにセットされたメディアが用紙ガイドと合っていることを確認しま 
す。必要に応じてトレイを本体から引き出し、メディアを正しくセット 
して巧紙ガイドがきちんと合っていることを確認します。 

• 後部アクセスパネル、または両面印刷ユニットが正しく取り付けられて 
いることを確認します。 

• 印刷中は本体にメディアをセットしないでください。 
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-度に 2 枚な上給紙される 

-メディアをセットする前に、扇状に広げます。 

-セットしているメディアサイズに巧して、用紙ガイドがトレイの正しい 
位置に設定されていることを確認します。ガイドが用紙のまにきつすぎず 
にぴったりと合っていることも確認します。 

• トレイに用紙がセットされすぎていないことを確認します。 

• トレイが完全にセットされていることを確認します。少数しか使巧できな 
い特殊なメディアの場合は、同じサイズの巧紙の上にその特殊メディアを 
置いて、トレイにセットします。（トレイがいっぱいになっていると、給 
紙がうまく行われるメディアもあります。） 

-本体にトレイ2(オプション）を再度取り付けるときは、ゆっくりと挿入し 
ます。用紙のまがセットされた状態で急にトレイを挿入すると、巧紙が 
本体内ですベって持ち上がり、用紙が詰まることや、一度に2枚な上給紙 
されることがあります。 

-最高のパフォーマンスと効率を実現するには、 HP メディアを使用してく 
ださい。 

コピーの問題の解み 

な下のトピックに示されている方まで問題が解ホしない場合は、 サポートお 
よびな証 を参照して HP にサポートを依頼してください。 

コピーが排出されない 
• 電源の確認 

電源コードがしっかりと接続され、本体の電源がオンになっていることを 
確認します。 

• 本体のステータスの確認 

-デバイスで別のジョブが実行されている可能性があります。コントロ 
—ルパネルのディスプレイで、ジョブのスタータスを確認します。実 
行中のジョブがある場合は、そのジョブが終了するまで待ちます。 

-デバイスで紙詰まりが発生している可能性があります。用紙が詰まっ 
ていないかどうかを確認します。 メディア詰まりの除去 を を暖、してく 
ださい。 

* トレイの確認 

メディアがセツトされていることを確認します。詳細については、 メディ 
アのセツ ト を参照してください。 
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何もコピーされない 

• トレイの確認 

• ADF を使用してコピーしている場合は、原稿が正しくセットされてい 
ることを確認します。詳細については、 自動ドキュメントフィーダ 
( ADF ) への原稿のセット を参照してください。 

-スキャナガラスからコピーしている場合は、 ADF に何もセットされて 
いないことを確認します。 

• メディアの確認 

メディアが Hewlett-Packard メディア仕様に適合していない（メディアが 
湿っている、メディアが相いなど）可能性があります。詳細については、 
印刷メディアの黑が を 参照して〈ださい。 

* 設をの巧設 

コントラストの設定が明るすぎる可能性があります。コントロールパネ 
ルの[コピー ] ボタンを使用し、日月るさをイ氏くしてコピーを作成します。 


間違った原稿がコピーされた 
トレイの確認 

スキャナガラスからコピーしている場合は、 ADF に何もセツトされていない 
ことを確認します。 

原稿の一部がコピーされない、または薄い 
-メディアの確認 

メディアが Hewlett-Packard メディア仕様に適合していない（メディアが 
湿っている、メディアが粗いなど）可能性があります。詳細については、 
印刷メディアの選択 を 参照してください。 

-設定の巧認 

品質の設定が[はやい] ( ドラフト品質のコピーが作成されます）になってい 
ると、原稿の一部がコピーされないことや、コピーが薄くなることがあり 
ます。設定を[標準]または[高画費]に変更します。 

* 原稿の確認 

-コピーの正確さは、原稿の品質やサイズによって異なります。[コピ 
— ] メニューを使巧してコピーの明るさを調整します。原稿が日月るす 
ぎる場合、コントラストを調整しても、原稿の一部がコピーされない 
ことがあります。 

-背景に色が付いていると、前景が背景に;’居ざることや、背景の影が原 
稿と異なることがあります。 
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サイズが小さ〈なる 

• コントロール パネルの化大/縮小などの コピー 機能が、スキャンした画像 
を縮小するように設をされている可能性があります。コピー機能のサイ 
ズの設定が原寸になっていることを確認します。 

• HP フォトイメージングソフトウエアが、スキヤンした画像を縮ルするよ 
うに設をされている可能性があります。必要に応じて設をを変更しま 
す。詳細については HP フナトイメージングソフトウエアのオンスクリ 
—ンヘルプを参照してください。 

コピーの 品質が悪い 

• コピーの品費を高めるための手順の実行 
• 品質の良い原稿を使用します。 

-メディアを正しくセットします。メディアが正し〈セットされていな 
し、と、メディアがまっすぐ給紙されず、明瞭にコピーされないことが 
あります。詳細については 、 E 口刷メディアの撰 が を 参.昭してくださ 
い。 

-原稿を保護するキャリアシートを使巧します。 

• 本体の確認 

- ADF が正しく閉じられていない可能性があります。 

-必要に応じて、スキヤナグラス、 ADF 保護シート、 ADF ウィンドウ 
をクリー ニン グします。詳細については、 デバイスのクリー ニン グ を 
参照してください。 


正し〈コピーされない 

-縦ち向の白いまたはかすれたしま模様 

メディアが Hewlett-Packard メディア仕様に適合していない（メディアが 
湿っている、メディアが粗いなど）可能性があります。詳細については、 

E 口刷メディアの漂が を参照、してください。 

-明るすぎる、または暗すぎる 

コントラストまたはコピー品質の設定を調整します。 

-不要な線 

必要に応じて、スキヤナグラス、 ADF 保護シート、 ADF フレームをクリ 
—ニングします。詳細については、 デバイスのクリーニング をを照、してく 
ださし、。 

• 黒い点または編が現れる 

インク、接着剤、修正液、またはゴミがスキャナガラスまたは ADF 保護 
カバーにか着している可能性があります。本体をクリー ニン グしてみま 
す。詳細については、 デバイスのクリー ニン グ をを.昭してください。 
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-テキストがはっきりしない 

• コントラストまたはコピー品質の設をを調整します。 

-デフオルトの強調設定がジョブに適していない可能性があります。設 
定を確認し、必要な場合は、テキストまたは写真を強調するように設 
定を変更します。詳細については、 コピー記をのをず をを照して〈だ 
さし、。 

• テキストまたはグラフィックスにムラがある 

コントラストまたはコピー品質の設定を調整します。 

* 斜めまたはゆがんでコピーされる 

• ADF 給紙トレイにセットされているメディアの量が多すぎないことを 
確認します。 

• ADF のメディア幅アジヤスタがメディアの端にぴったりと合っている 
ことを確認します。 

• 大きなものモノクロ文字がまだらで、なめらかでない 

デフナルトの強調設定がジョブに適していない可能性があります。設定を 
確認し、必要な場合は、テキストまたは写真を強調するように設定を変更 
します。詳細については、 コピー設定の変更 を 参照して〈ださい。 

-ライトグレーからミディアムグレーの部分にざらざらしたまたは白い横 
線が現れる 

デフオルトの強調設定がジョブに適していない可能性があります。設定を 
確認し、必要な場合は、テキストまたは写真を強調するように設定を変更 
します。詳細については、 コピー記をのをを をを照して〈ださい。 

エラー メ ッセー ジが表示される 

"原稿をセットし直した後、ジョブを再口ードして〈ださい" 

[0 の ボタンを巧し、残りの原稿（最大 5 〇枫を ADF にセットし直します。 
詳細については、 メディアのセッ ト を参照してください。 

ページの半分が印刷された後、用紙が排出される 

インクカートリッジの確認 

インクカートリッジのインクがなくなったため、印刷ジョブが取り消された 
可能性があります。インクカートリッジを交換し、印刷ジョブを本体に再送 
信します。詳細については、 インクカートリッジの交換 を参.昭してくださ 
い。 

スキヤンの問題の解み 

iil 下のトピックに示されている方まで問題が解決しない場合は、 サポートお 
よび保証 を参照して HP にサポートを依頼して〈ださい。 
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野;ま記コンピユータからスキヤンを開始している場合は、ソフトウェアの 
ヘルプにあるトラブルシューティング情報を参照してください。 


スキャナが動作しない 
* 原稿の確認 

原稿が正しくセットされていることを確認します。詳細については 、ろ 
キャナのガラス板への原稿のセッ ト を 参照して〈ださい。 

• 本体の確認 

一定時間操作が行われずに本体がパワーセーブモードに入っていたた 
め、処理が再開されるまで時間がかかっている可能性があります。本体 
が[準備完了]状態になるまで待ちます。 

スキャンに時間がかかりすぎる 
• 設定の確認 

-解像度の設をが高すぎると、スキャンに時間がかかり、作成されるフ 
ァイルのサイズも大きくなります。スキャンまたはコピーで良い結ま 
を得るには、解像度を必要な上高く設定しないようにします。解像度 
の設ををほくするとスキャンの速度が向上します。 

• TWAIN 経由で画像を取得する場合は、原稿をモノクロでスキャンする 
ように設定を変更すると、問題が解みすることがあります。詳細につ 
いては、 TWAIN プログラムのナンスクリーンヘルプを参照してくだ 
さし、。 

• 本体のステータスの巧認 

スキャンの前に印刷ジョブまたはコピージョブを送信した場合は、スキ 
ャナがビジー状態でなければ、スキャンが開始されます。ただし、その 
場合は、印刷またはコピーとスキャンとでメモリが共有されるため、スキ 
ャンの速度が遅くなる可能性があります。 
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文書の一部またはテキストがスキャンされない 
* 原稿の確認 

• 原稿が正しくセットされていることを確認します。詳細については、 
原稿のセット をを暖してください。 

-原稿を ADF からスキャンした場合は、スキャナガラスから直接スキ 
ャンしてみます。詳細については、 スキャナのガラス板への原稿のセ 
ット をを照してください。 

-背景に色が付いていると、前景の画像が背景に混ざることがありま 
す。原稿をスキャンする前に設定を調整するか、原稿をスキャンした 
後に画像を強調してみます。 

-設定の巧認 

-メディアのサイズがスキャン原稿に巧して十分であることを確認しま 
す。 

• HP フォトイメージングソフトウエアを使巧している場合、 HP フォ 
トイメージングソフトウエアのデフォルトの設定が、現在行おうとし 
ているタスクとは別のタスクを自動的に行うように設をされている巧 
能性があります。プロパティを設定する手順については、 HP フォト 
イメージングソフトウエアのナンラインヘルプを参照してください。 

テキストを編集できない 
* 設定の確認 

• OCR ソフトウエアがテキストを編集するように設定されていることを 
確認します。 

-原稿をスキャンするとき、編集可能なテキストが生成される文書の種 
類を選がします。テキストがグラフィックスと認識されると、テキス 
卜じ変換されません。 

- OCR プログラムに、 OCR タスクを実行しないワードプロセッシング 
プログラムがリンクされている可能性があります。プログラムのリン 
クの詳細については、製品ソフトウエアのヘルプを参照して〈ださ 
い。 

* 原稿の確認 

• OCR の場合、原稿を ADF にセットするときは、原稿の先頭を前にし 
て、読み取り面を上に向ける必要があります。原稿が正しくセットさ 
れていることを確認します。詳細については、 原稿のセッ ト を参照し 
てください。 

• 文字間の狭いテキストは OCR プログラムによって認識されない可能 
性があります。 OCR プログラムで変換するテキストの文字が失われ 
ていたり、つながったりしていると、たとえば、 " rn " が" m " と認識さ 
れる場合があります。 
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- OCR プログラムの正確さは、画像の品質、テキストのサイズ、原稿の 
構造、スキャン自体の品質によって異なります。原稿の画像の品質が 
良いことを確認してください。 

-背景に色が付いていると、前景の画像と必要な上に混ざることがあり 
ます。原稿をスキャンする前に設定を調整するか、原稿をスキャンし 
た後に画像を強調してみます。原稿に対して OCR 操作を実行する場 
合、原稿上の色付きのテキストは適切にスキャンされません。 

エラー メ ッセー ジが表示される 

• "TWAIN ソース をち効にできません"または"画像の取得中にエラーが発 
生しました" 

-デジタルカメラや別のスキャナなど、本体な外のデバイスから画像を 
取得している場合、そのデバイスが TWAIN に準拠していることを確 
認します。 TWAIN に準拠していないデバイスは、デバイスソフトウ 
エアと連携しません。 

• USB デバイスケーブルを使巧してコンピュータ背面の正しいポートに 
接続していることを確認します。 

• 正しい TWAIN ソースが選巧されていることを確認します。ソフトウ 
エアで、ファイルメニューのスキャナの選択を選巧します。 

-"原稿をセットし直した後、ジョブを再開して〈ださい" 

[0 の ボタンを押し、残りの原稿爆大50枚）を ADF にセットし直しま 
す。詳細については、 メディアのセッ ト を 参照してください。 

スキャンした画像の品質が良くない 

原稿が二次的な写真または画像である 

新聞や雑誌などの印刷された写真は、細かなドットで元の写真を巧現する方 
まが使用されているため、品質が低下しています。多くの場合、インクのド 
ットは、画像のスキャンや印刷を行うとき、または画像を画面上にま示する 
ときに不要なパターンを生み出す可能性があります。な下のちまで問題が解 
決しない場合は、現在よりも品質の良い原稿を使用する必要があります。 

. パターンを削除するには、スキャン後に画像のサイズを縮小してみます。 

-スキャンした画像を印刷し、品質が改善されるかどうかを確認します。 

-解像度と色の設定がスキャンジョブの種類に適していることを確認しま 
す。 

• 最良の結まを得るには、スキャンには ADF ではなく、フラットベッド型 
スキャナを使巧します。 
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* 原稿の裏面のテキストや画像がスキャンされる 

薄いメディアまたは透明度の高いメディアに印刷されている両面原稿は、 
裏側のテキストまたは画像が表面に透け、スキャナに取り込まれることが 
あります。 

-印刷したちが画費が良い 

画面に表示される画像は、スキャンの質を必ずしも正確に表現していると 
は限りません。 

-コンピュータモニタの設定を調整して、使用する色数（グレーのレべ 
ル数）を増やしてみます。 Windows コンピュータでこの調整を行うに 
は、通常、 Windows のコント ロール パネルの[画面]を使巧します。 

• 解像度と色の設定を調整してみます。 

• スキャンした画像がゆがんでいる（曲がっている） 

原稿が正しくセットされていない可能性があります。原稿を ADF にセッ 
卜するときは必ずメディアガイドを使用してください。詳細について 
は、 原稿のセッ ト を 参照してください。 

-スキャンした画像に巧れ、線、縦の白いストライプなどの問題がある 
-スキャナガラスが巧れていると、最適な鮮明度の画像が待られませ 
ん。 デバイスのクリーニン グ を 参.昭してクリーニングを実施します。 

-スキャン化理ではなく、原稿自体に問題がある可能性があります。 

-グラフィックスが原稿と異なって見える 

グラフィックスの設定が実行中のスキャンジョブの種類に適していない 
可能性があります。グラフィックスの設定を変更してみてください。 

• スキャンの質を高めるための手順の実行 

• ADF ではなく、フラットベッド型スキャナを使巧してスキャンを実行 
します。 

-質の良い原稿を使用します。 

-メディアを正しくセットします。メディアが正しくセットされていな 
いと、メディアがまっすぐ給紙されず、明瞭にスキャンされないこと 
があります。詳細については、 原稿のセッ ト を 参照してください。 

-スキャンしたぺージの巧途に応じてソフトウエアの設定を調整しま 
す。 

-原稿を保護するキャリアシートを使用します。 

• スキャナガラスをクリーニングします。詳細については、 スキャナガ 
ラスのクリーニング をを照してください。 
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正し〈スキャンされない 

* 空白ぺージ 

-原稿の裏表が逆にセットされている可能性があります。原稿が正しく 
セットされていることを確認します。詳細については、 原稳のセット 
を参照してください。 

* フラットべッド型スキャナからスキャンするときに空白ぺージが作成 
される場合は、原稿が正しくセットされていることを確認してくださ 
し、。フラットベッド型スキャナでは、原稿の表を下に向け、原稿の左 
上隅をスキャナガラスの右下隅に合わせてセットします。また、 

ADF に何もセットされていないことを確認します。 

-明るすぎる、または暗すぎる 

-設定を調整してみます。正しい解像度と色設定を必ず使巧してくださ 
い。 

-原稿が非常に明るい（または暗い）力、、色の付いた用紙に印刷されてい 
る可能性があります。 

-不要な線 

スキャナガラスにインク、ち着剤、修正液、またはゴミが付着している 

可能性があります。スキャナガラスをクリーニングしてみてください。 

詳細については、 デバイスのクリーニング をを目号して〈ださい。 

* 黒い点または縮 

-スキャナガラスにインク、接着剤、修正液、またはゴミが付着してい 
るか、スキャナガラスに巧れまたは傷があるか、 ADF 保護シートが巧 
れている可能性があります。スキャナガラスと保護シートをクリーニ 
ングしてみてください。詳細については、 デバイスのクリーニン グ を 
参照してください。クリーニングしても問題が解決しない場合は、必 
要に応じて、スキャナガラスまたは ADF 保護シートを交換します。 

-スキャン処理ではなく、原稿自体に問題がある可能性があります。 

-テキストが鮮明でない 

設定を調整してみます。解像度と色の設定が正しいことを確認してくだ 

さい。 

-サイズがルさくなる 


HP ソフトウエアが、スキヤンした画像を縮小するように設定されている 
可能性があります。設定の変更方まの詳細については、製品ソフトウエ 
アのヘルプを参照してください。 

ネットワークフォルダにスキヤンできない（ダイレクトデジタルファイリング） 

野を記ダイレクトデジタルファイリング機能は、 Windows の Active 
Directory をサポートしていません。 
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-本体がネットワーク上で正し〈設定されていない 

本体が適切に設定され、ネットワークに接続されていることを確認しま 
す。本体に巧して PING コマンドを実行し、本体が応答することを確認 
します。 

. ネッ トワークフナルダが正し〈設定されていない 

• サーバ上にフォルダが作成されていることを確認します。詳細につい 
ては、使用しているオペレーティングシステムのマニュアルを参照し 
てください。 

-フォルダ名に A 〜 Z (大文字または小文字）と数字の1〜9な外が使用 
されていないことを確認します。 

• いくつかの一般的な句読点もサポートされています。ただし、アクセ 
ント文字や特殊文字はフォルダ名に使用しないでください。 

-フォルダが共有され、ユーザーがフォルダの読み取りと書き込みの両 
方を実行できることを確認します。詳細については、使用している才 
ペレーティングシステムのマニュアルを参照してください。 

-フォルダ名が EWS に正しいおまで入力されていること、ユーザー名 
とパスワードが正しく入力されていることを確認します。詳細につい 
ては、 EWS の情報を参照してください。 

• ディスクがいっぱい 

フォルダが巧在するサーバのディスクに十分な空き領域があることを確認 
します。 

-割り当てられナこプレフィックスとサフィックスを使用して一意のファイル 
名を作成できない 

同じプレフィックスとサフィックスで作成できるのは最大9,999ファイル 
です。フォルダにをくのファイルをスキヤンしている場合は、プレフィ 
ックスを変更します。 

-ファイルのプレフィックスが正し〈設をされていない 

フナルダ名に A 〜 Z (大文字またはか文字）と数字の1〜9な外が巧用さ 
れていないことを確認します。ただし、アクセント文字や特殊文字はフォ 
ルダ名に使巧しないで〈ださい。ファイル名のプレフィックスにサポー 
卜されていない文字が使用されていると、ファイルの作成時にその文字が 
正しく表示されません。 

-サーバ名を解みできない 

セットアップ時に指定したサーバ名を特定の IP アドレスに解みできない 
と、ネットワークフォルダへの送信に失敗することがあります。ダイレ 
クトデジタルファイリング機能を設まするときは、な下を必ず行ってく 
ださい。 

• 完全修飾 DNS 名を使巧します。 

• 本体で DNS サーバが正しく設定されていることを確認します。 

-ホヒント DNS の設をを最近変更した場合は、本体の電源をいったん 
オフにした後、再びオンにします。 
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ファックスの問題の解決 

このセクションでは、ファックスのセットアップに関するトラブルシューテ 
ィングについて説明します。ファックスが正し〈セットアップされていない 
と、ファックスの送信、ファックスの受信またはその両方で問題が発生する 
可能性があります。 

ファックスに問題がある場合、ファックステストレポートを印刷して、本体 
の状態を確認できます。本体でファックスが正しくセットアップされていな 
い場合、テストに失敗します。このテストは、デバイスのファックス機能の 
セットアップが完了した後に実行してください。詳細については、 ファック 
ス設定のテス ト を参照、してください。 

テストに失敗した場合、レポートを参照して、問題の解み方法を確認してく 
ださい。詳細については、 ファックステストにち敗した を泰照、してくださ 
い。 

ファックステストに失敗した 

ファックステストを実行して失敗した場合、レポートを調べてエラーの基本 
情報を確認します。詳細については、レポートでテストのどの部分で失敗し 
たか確認し、このセクションの該当トピックで対処方法をご確認ください。 


• 「ファックスハードウエアテスト I にち敗した 

- 「ファックスがを側電話ジャックにお結完了 I テストにち敗した 
- 「電話コードがファックスの正しいポートにお続完了 I テストにち敗した 

• 「ファックスで正しい雷話コード巧巧中 I テストに失敗した 

- 「ダイヤルトーン検出 I テストに失敗した 

- 「ファックス回線状態 I テストに失敗した 


「ファックスハードウエアテスト」に失敗した 
解み方ま： 

-コントロールパネルの[電源]ボタンを使用して本体の電源をオフに 
し、本体背面から電源コードをおきます。数砂経過してから、電源コ 
-ドを巧び接続し、電源をオンにします。もう一度テストを実行しま 
す。またテストに失敗した場合、引き続きこのセクションのトラブル 
シューティング情報を調べてください。 

• テストファックスを送信または受信してみてください。ファックスの 
送信または受信に成功したら、問題ない可能性があります。 
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* [ファックスセットアップウィザード] ( Windows ) または[ファックス 
セットアップユーテイリテイ ] (Mac OS ) からテストを実行している場 
合、ファックスの受信やコピーなど他のタスクを完了するためにデバ 
イスがビジーになっていないことを確認します。コントロールパネ 
ルディスプレイのメッセージで、本体がビジー状態であるかどうかを 
確認してください。ビジー状態の場合、タスクが終了してアイドル状 
態になってからテストを実行します。 

-必ず本製品付属の電話コードを使巧してください。付属のコードで壁 
側のモジュラージャックと本体を接続しないと、ファックスの送受信 
が正常に行われないことがあります。本製品付属の電話コードを差し 
込んだら、ファックステストをもう一度実行します。 

• 電話スプリッターを使用していると、ファックスの問題の原因になる 
場合があります。（スプリッターとは、壁側のモジュラージャックに接 
続する2コード' コネクタです。 ） スプリッターを取り外し、本体を壁 
側のモジュラージャックに直接接結してみてください。 

見つかった問題を解決した後、もう一度ファックステストを実行しま 
す。テストに成功した場合は、ファックスを使用することができます。 
[ファクスハードウエアテスト]の失敗が続き、ファックスを使用できな 
い場合は、 HP サポートにお問い合わせください。 www . hp . com/support 
にアクセスしてください。情報の入力を要ホされた場合は、国または地 
域を選択して、[お問い合わせ]をクリックして情報を参照しテクニカルサ 
ホートにお問合せください。 


「ファックスが壁側電話ジャックに接続完了 J テストに失敗した 

解ホモま： 

* 電話の壁側のモジュラージャックと本体の接続を確認して、電話コー 
ドがしっかり接続されていることを確認します。 

-必ず本製品付属の電話コードを使巧してください。付属のコードで壁 
側のモジュラージャックと本体を接続しないと、ファックスの送受信 
が正常に行われないことがあります。本製品付属の電話コードを差し 
込んだら、ファックステストをもう一度実行します。 

-本体が壁側のモジュラージャックに正しく接続されていることを確認 
します。デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー 
ジャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1- LINE と書かれている 
ポートに接続します。ファックスを使巧するための本体の設定の詳細 
については、 デバイスのファックス機能のセツトアップ（一部のモデル 
のみ) を参照してください。 
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-電話スプリッターを使用していると、ファックスの問題の原因になる 
場合があります。（スプリッターとは、壁側のモジュラージャックに接 
続する2コードコネクタです。）スプリッターを取り外し、本体を壁 
側のモジュラージャックに直接接続してみてください。 

-正常に機能する電話機と電話コードを、本体で使用している壁側のモ 
ジュラージャックに接続し、発信音の有無を確認します。ダイヤルト 
-ンが聞こえない場合、電話会社に連絡して、回線の検査を依頼して 
ください。 

• テストファックスを送信または受信してみてください。ファックスの 
送信または受信に成巧したら、問題ない可能性があります。 

見つかった問題を解決した後、もう一度ファックステストを実行しま 

す。テストに成功した場合は、ファックスを使巧することができます。 


「電話コードがファックスの正しいポートに巧続完了」テストに失敗した 
解ホ方法：電話コードを正しいポートに接結します。 

1. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャック 
に、もう一方の端をデバイスの背面の 1- LINE と書かれているポートに 
接続します。 


隊を記 2- EXT ポートを使巧して壁側のモジュラージャックに接続す 
ると、ファックスの送受信はできません。 2- EXT ポートは、留守 
番電話や電話機などの機器接続ま巧です。 



図 10-1 デバイス背面図 


1 

壁側のモジュラージャック 

2 

"1- LINE " ポートに接続したデバイス付属の電話コードを巧用する 


2.1- LINE というラベルの付いたポートに電話コードを接続したら、もう 
-度ファックステストを実行します。テストに成功すると、ファック 
スを使用することができます。 

3. テストファックスを送信または受信してみてくださし、。 
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-必ず本製品付属の電話コードを使巧してください。付属のコードで壁 
側のモジュラージャックと本体を接続しないと、ファックスの送受信 
が正常に行われないことがあります。本製品付属の電話コードを差し 
込んだら、ファックステストをもう一度実行します。 

• 電話スプリッターを使用していると、ファックスの問題の原因になる 
場合があります。（スプリッターとは、壁側のモジュラージャックに接 
続する2コードコネクタです。 ） スプリッターを取り外し、本体を壁 
側のモジュラージャックに直接ち続してみてください。 


「ファックスで正しい電話コード使用中」テストに失敗した 
解決ちま： 

-本製品に付属の電話コードを使用して、壁側のモジュラージャックに 
を結していることを確認してください。下図のように、電話コードの 
-ちの端を本体背面にある 1- LINE というラベルの付いたポートに接続 
し、もう一方の端を壁側のモジュラージャックに接続します。 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

"1- LINE " ポートに接結したデバイス付属の電話コードを使用する 


本製品にイ寸属の電話コードの長さが足りない場合、カプラーを使用し 
て延長できます。カプラーは、電話のアクセサリを扱っている電器店 
で購入できます。自宅やオフィスで使巧している通常の電話コードが 
もう1本必要です。 

* 電話の壁側のモジュラージャックと本体の接続を確認して、電話コー 
ドがしっかり接続されていることを確認します。 
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-必ず本製品付属の電話コードを使巧してください。付属のコードで壁 
側のモジュラージャックと本体を接続しないと、ファックスの送受信 
が正常に行われないことがあります。本製品付属の電話コードを差し 
込んだら、ファックステストをもう一度実行します。 

• 電話スプリッターを使用していると、ファックスの問題の原因じなる 
場合があります。（スプリッターとは、壁側のモジュラージャックに接 
続する2コードコネクタです。 ） スプリッターを取り列•し、本体を壁 
側のモジュラージャックじ直接接続してみてください。 


「ダイヤルトーン検出」テストに失敗した 

解ホモま： 

-本体と同じ電話回線を巧巧している他の機器がテスト失敗の原因とな 
っている可能性があります。他の機器が原因になっているかどうかを 
確認するために、電話回線からすべての機器を外し、もう一度テスト 
を実行します。他の機器を外したときに[ダイヤルトーン検出テスト] 
に成巧する場合、他の1つな上の機器が問題の原因になっている可能 
性があります。問題の原因になっている機器を特定できるまで、機器 
を一度に1つずつ戻し、そのたびじテストを実行します。 

-正常に機能する電話機と電話コードを、本体で使用している壁側のモ 
ジュラージャックに接続し、発信音の有無を確認します。ダイヤルト 
-ンが聞こえない場合、電話会社に連絡して、回線の検査を依頼して 
ください。 

• 本体が壁側のモジュラージャックに正しく接続されていることを確認 
します。デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー 
ジャ ックに、 もう一ちの端をデバイスの背面の 1- LINE と書かれている 
ポートに接続します。 

• 電話スプリッターを巧巧していると、ファックスの問題の原因になる 
場合があります。（スプリッターとは、壁側のモジュラージャックに接 
結する2コードコネクタです。 ） スプリッターを取り夕'[•し、本体を壁 
側のモジュラージャックに直接接続してみてください。 

• PBX システムなど、ご使用の電話システムが通常のダイヤルトーンを 
使用していない場合、テストに失敗する原因になる可能性がありま 
す。これは、ファックス送受信の問題の原因じはなりません。テス 
トファックスを送信または受信してみてください。 

• お住まいの国/地域に対して、国/地域の設定が適切に設定されているこ 
とを確認してください。国/地域が設定されてないか、間違って設定さ 
れていると、テストに失敗し、ファックスの送受信に問題が発生する 
ことがあります。 
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• 本体をアナログ電話回線に接続していることを確認してください。ア 
ナログ電話回線に接続していないと、ファックスを送受信できませ 
ん。電話回線がデジタルであるかどうかを確認するには、回線に通常 
のアナログ電話を接続してダイヤルトーンを聞きます。通常のダイヤ 
ル音が聞こえない場合は、デジタル電話用に設定された電話回線の場 
合があります。本体をアナログ回線に接続し、ファックスの送受信を 
試します。 

-必ず本製品付属の電話コードを使巧してください。付属のコードで壁 
側のモジュラージャックと本体を接続しないと、ファックスの送受信 
が正常に行われないことがあります。本製品付属の電話コードを差し 
込んだら、ファックステストをもう一度実行します。 

見つかった問題を解ホした後、もう一度ファックステストを実行しま 

す。テストに成巧した場合は、ファックスを使巧することができます。 

[ダイヤルトーン検出]テストに引き続き失敗し続ける場合、電話会社に連 

絡して回線の検査を依頼してください。 


「ファックス回線状態」テストに失敗した 

解5夫方ま： 

• 本体をアナログ電話回線に接続していることを確認してください。ア 
ナログ電話回線に接続していないと、ファックスを送受信できませ 
ん。電話回線がデジタルであるかどうかを確認するには、回線に通常 
のアナログ電話を接続してダイヤルトーンを聞きます。通常のダイヤ 
ル音が聞こえない場合は、デジタル電話用に設まされた電話回線の場 
合があります。本体をアナログ回線に接続し、ファックスの送受信を 
試します。 

-電話の壁側のモジュラージャックと本体の接続を確認して、電話コー 
ドがしっかり接続されていることを確認します。 

-本体が壁側のモジュラージャックに正しく接続されていることを確認 
します。デバイスに付属の電話コードの一ちの端を壁側のモジュラー 
ジャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1- LINE と書かれている 
ポートに接続します。 

-本体と同じ電話回線を使巧している他の機器がテスト失敗の原因とな 
つている可能性があります。他の機器が原因になつているかどうかを 
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確認するために、電話回線からすべての機器を外し、もう一度テスト 
を実行します。 

-他の機器を外したときに[ファクス回線が態テスト]に成巧する場 
合、他の1つな上の機器が問題の原因になっている可能性がありま 
す。問題の原因になっている機器を特定できるまで、機器を一度 
に1つずつ戻し、そのたびにテストを実行します。 

-他の機器を外して[ファクス回線が態テスト]に失敗する場合は、正 
常に機能している電話回線に本体を接続して、引き続きこのセクシ 
ョンのトラブルシューティングを実施します。 

• 電話スプリッターを使用していると、ファックスの問題の原因になる 
場合があります。（スプリッターとは、壁側のモジュラージャックに接 
続する2コードコネクタです。）スプリッターを取り外し、本体を壁 
側のモジュラージャックに直ち接続してみてください。 

-必ず本製品付属の電話コードを使巧してください。付属のコードで壁 
側のモジュラージャックと本体を接続しないと、ファックスの送受信 
が正常に行われないことがあります。本製品付属の電話コードを差し 
込んだら、ファックステストをもう一度実行します。 

見つかった問題を解ました後、もう一度ファックステストを実行しま 
す。テストに成功した場合は、ファックスを使用することができます。 
[ファックス 回線が態]テストに引き続き失敗し続け、ファックスができな 
い場合、電話会社に連絡して回線の検査を依賴してください。 


ディスプレイに常に「受話器が外れています」と表示される 

解み方法：間違った種類の電話コードを巧巧しています。本体を電話回 
線に接続する際は、必ず付属の電話コードを使巧してください。本製品に 
付属の電話コードの長さが足りない場合、カプラーを巧巧して延長できま 
す。カプラーは、電話のアクセサリを扱っている電器店で購入できます。 
自宅やオフィスで使用している通常の電話コードがもう1本必要です。 


解み方法：本体と同じ電話回線の他の機器が使巧中である可能性があり 
ます。内線電話（同じ電話回線を使用している電話で、本体に接続されて 
いないもの）またはその他の機器が巧巧中でないこと、受話器が外れてい 
ないことを確認してください。内線電話の受話器が外れている場合や、 

コンピュータのモデムを経由して電モメ ールの送信やインターネットへの 
アクセスを実行している場合、本体のファックス機能は使用できません。 


ファックスの送受信がうまくできない 

解決方法：本体の電源がオンになっていることを確認します。本体のデ 
ィスプレイを見てください。ディスプレイじ何も表示されず、[電源]ラン 
プが点なしていない場合は、本体の電源が入っていません。本体の電源 
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コードが電源コンセントにしっかりと差し込まれていることを確認してく 
ださい。[電源]ボタンを押して、デバイスの電源を入れてください。 

本体の電源をオンにしたら、5分ほど待ってから、ファックスの送受信を 
行うようお勧めします。本体の電源をオンにしても、初期化中は送受信 
できません。 


解み方ま： 

-本製品に付属の電話コードを使用して、壁側のモジュラージャックに 
接続していることを確認してください。下図のように、電話コードの 
-ちの端を本体背面にある 1- LINE というラベルの付いたポートに接続 
し、もう一方の端を壁側のモジュラージャックにち続します。 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

"1- LINE " ポートに接結したデバイス付属の電話コードを使用する 


本製品にイ寸属の電話コードの長さが足りない場合、カプラーを使用し 
て延長できます。カプラーは、電話のアクセサリを扱っている電器店 
で購入できます。自宅やオフィスで巧巧している通常の電話コードが 
もう1本必要です。 

-正常に機能する電話機と電話コードを、本体で使巧している壁側のモ 
ジュラージャックに接結し、発信音の有無を確認します。発信音が聞 
こえない場合、電話会なにお問い合わせください。 

. 本体と同じ電話回線の他の機器が使巧中である可能性があります。内 
線電話の受話器が外れている場合や、コンピュータのモデムを経由し 
て電子メールの送信やインターネットへのアクセスを実行している場 
合、本体のファックス機能は使用できません。 

• 他のプロセスがエラーの原因となっていないか確認してください。デ 
ィスプレイまたはコンピュータで、問題とその解ホまのエラーメッセ 
-ジを確認してください。エラーが解ホするまで、ファックスの送受 
信を行うことができません。 
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-電話回線の接続ノイズが発生している可能性があります。電話回線の 
音質が悪い（ノイズがある）と、ファックスの巧巧時に問題が発生する 
ことがあります。電話を壁側のモジュラージャックに接続し、静電ノ 
イズなどのノイズに;'主意して、電話線の音質をチェックしてくださ 
し、。 ノイズが聞こえたら、 [エラー補正モード] ( ECM ) をオフにして、 
もう一度ファックスしてみて〈ださい。 ECM の変更方法の詳細につ 
いては、オンスクリーンヘルプを参照してください。問題が解みしな 
い場合、電話会社に連絡して〈ださい。 

-デジタル加入を線 （ DSL ) サービスの使巧時は、 DSL フィルタが接続さ 
れていることを確認してください。そうしないと、ファックスを使用 
することができません。詳細については、 ケース B : DSL 環境でのデ 
バイスのセットアップ を 養.昭してください。 

• 本体が、デジタル電話用のモジュラージャックに接続されていないこ 
とを確認してください。電話回線がデジタルであるかどうかを確認す 
るには、回線に通常のアナログ電話を接続してダイヤルトーンを聞き 
ます。通常のダイヤル音が聞こえない場合は、デジタル電話巧に設定 
された電話回線の場合があります。 

• PBX (構内交換機）またはに DN コンバータ/ターミナルアダプタを使用 
している場合は、本体が正しいポートに接続され、ターミナルアダプ 
夕がお住まいの国または地域に適した種類のスイッチに設をされてい 
ることを確認してください。詳細については、 ケース C : PBX 雷話 
システムまたはに DN 回線の環境でのデバイスのセツトアップ を 参目号 

してくださし、。 
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• 本体が DSL サービスと同じ電話回線を共有している場合、 DSL モデム 
力化しく接地されていない可能性があります。 DSL モデムが正しく接 
地されていない場合、電話回線にノイズが発生することがあります。 
電話回線の音質が悪い（ノイズがある）と、ファックスの使用時に問題 
が発生することがあります。電話機を壁側のモジュラージャックに接 
続して、静的ノイズなどのノイズの有無を聞き取ると、電話回線の音 
質を確認できます。ノイズが聞こえる場合は、 DSL モデムをオフにし 
て、少なくとも15分間電力を完全に除去します。 DSL モデムをもう 
-度オンにして、ダイヤルトーンを聞いてください。 


野を記今後、電話回線で再び雑音が聞こえる場合があります。ファ 
ックスの送受信が停止する場合は、この手順を繰り返してくださ 
い。 

電話回線のノイズがミ肖えない場合、電話会社に連絡してください。 

DSL モデムをオフにする方法については、 DSL プロバイダにお問い合 
わせください。 

• 電話スプリッターを使用していると、ファックスの問題の原因になる 
場合があります。（スプリッターとは、壁側のモジュラージャックに接 
続する2コード' コネクタです。 ） スプリッターを取り外し、本体を壁 
側のモジュラージャックに直接ち続してみてください。 


手動による ファックスの 送信がうまくできない 


做夫：ちま: 


隊を記このおみ策は、本製品に2線式電話コードが付属している次の 
国または地域にのみ適巧されます。アルゼンチン、才ーストラリア、 
ブラジル、カナダ、チリ、中国、コロンビア、ギリシャ、インド、イ 
ンドネシア、アイルランド、日本、韓国、ラテンアメリカ、 マレー シ 
ア、メキシコ、 フィ リピン、ポーランド、ポルトガル、ロシア、サウ 
ジアラビア、シンガポール、スペイン、台湾、タイ、米国、ベネズエ 
ラ、ベトナム。 

-ファックスを実行するために使用する電話機が、本体に直接接続され 
ていることを確認してください。ファックスを手動で送信するには、 
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下図のように、本体の 2- EXT というラベルの付いたポートに電話機を 
直接ち続してください。 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

"1- LINE " ポートに接続したデバイス付属の電話コードを使巧する 

3 

電話 


-本体に直接接結された電話から手動でファックスを送信する場合、フ 
ァックス送信には電話機のキーパッドを使用する必要があります。本 
体コントロールパネルのキーパッドは使用できません。 


鞍を記シリアル方まの電話を使用している場合、壁のプラグが接続 
された本体ケーブルの一番先に電話を直接接続します。 


ファックスを受信できないが、を信はできる 
解決方ま： 

-着信識別サービスを使用していない場合は、[着信識別]機能が[全タイ 
プ]に設定されていることを確認します。詳細については、 着信識別 
応答呼び出し音のパターンのをを をを照してください。 

• [自動応答]が[オフ]に設定されている場合、ファックスの自動受信は 
行われません。ファックスを手動で受信する必要があります。ファッ 
クスの手動受信についての詳細は、 ファックスの手動受信 を をおして 
くださし、。 
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• ファックスと同じ電話番号でボイスメールサービスをお巧いの場合 
は、ファックスを手動で受信しなければなりません。自動受信するこ 
とはできません。受信ファックスの着信に応答するためにその場にい 
る必要があります。ボイスメールサービスをお使いの場合にファック 
スをセットアップする方法については、 ケース F :雷話とファックス 
とボイスメールサービスを一緒に利巧す る を 参照してください。ファ 
ックスの手動受信についての詳細は、 ファックスの手動 受信 を 参照し 
てください。 

-本体と同じ電話回線上にコンピュータモデムがある場合は、モデムに 
付属のソフトウエアが、ファックスを自動受信する設定になっていな 
いことを確認してください。ファックスを自動受信するよう設定され 
たモデムは、電話回線を占有してすべての受信ファックスを受け取る 
ため、本体がファックス呼び出しを受信できません。 

-本体と同じ電話回線上に留守番電話がある場合は、な下のいずれかの 
問題が発生している可能性があります。 

* 留守番電話が本体に対して適切にセットアップされていない。 

-発信メッセージが長すぎる、または発信メッセージの音量が大きす 
ぎるために、本体がファックストーンを検出できず、それが原因 
で送信元のファックス機が切断されている。 

• 本体がファックストーンを検出できるだけの充分な時間が、留守 
番電話の発信メッセージの後にない。この問題は、デジタル留守 
番電話の場合に最もよ〈発生します。 

な下のアクションを実行すると、これらの問題が解まされる場合があ 
ります。 

-ファックスと同じ電話回線で留守番電話を使用する場合、 ケース 
I : 雷話とファックスと留守ま雷話を一緒に利巧する の説明のとお 
り、留守番電話を本体に直接接続してください。 

• 本体でファックスを自動受信するように設をされていることを確認 
します。本体でファックスを自動受信するように設をするちまに 
ついては、 ファックスの受信 を 参照してください。 

-[応答呼出し回数]設定を留守番電話よりもをい回数に設定している 
ことを確認します。詳細については、 応答までの呼び出し回数の 
設 をを 参照してください。 
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• 留守番電話の接続を解除し、ファックスを受信してみます。この 
状態でファックスの受信に成巧した場合は、留守番電話が原因であ 
る可能性があります。 

-留守番電話をもう一度接結し、発信メッセージを録音し直しま 
す。約10秒の長さのメッセージを録音します。メッセージを録音 
するときには、おい音量で、ゆっくりと話してくださし、。音声メ 
ッセージの後、ミ尤默した状態で5砂な上録音を続けます。このな 
黙時間を録音するときには、バックグラウンドノイズが入らない 
ようを意します。もう一度ファックスを受信してください。 


敷を記デジタル留守番電話には、外出メッセージの最後に録音し 
た無音部分を保持しないものもあります。外出メッセージを巧 
生して確認してください。 

* 本体が、留守番電話やコンピュータモデム、マルチポートスイッチ 
ボックスなど、その他のタイプの電話機器と同じ電話回線を共有して 
いる場合は、ファックスの信号レベルがイ圧下することがあります。ス 
プリッターを使ったり、別のケーブルをつないで電話コードを延長し 
ても信号レベルは巧下します。ファックスの信号レベルが化下する 
と、ファックスの受信に問題が発生する場合があります。 

化の機器が問題の原因となっているかどうかを調べるには、本体な外 
のすベての機器を電話回線から取り外し、ファックスを受信してみて 
ください。他の機器を外したときにファックスを正常に受信できる場 
合は、他の少なくとも1台の機器が問題の原因である可能性がありま 
す。問題の原因になっている機器を特定できるまで、機器を一度に1 
台ずつ戻し、そのたびにファックスを受信します。 

-ファックス巧電話番号の呼び出し音のパターンが特夕朱な場合（電話会社 
を通じて着信識別サービスを巧巧している場合）は、本体の[着信識別] 
機能がそれに合致するように設をされていることを確認してくださ 
し、。詳細については、 着信識別な答呼び出し音のパターンのをを 东参 
照してください。 
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ファックスを送信できないが、受信はできる 


解ホモま： 

-本体のダイヤル速度が速すぎるか、またはダイヤルの間隔が短すぎま 
す。ファックス番号の途中に間隔の挿入が必要になることがありま 
す。たとえば、電話番号をダイヤルする前に外線にアクセスする必要 
がある場合、外線番号の後ろに間隔を巧入して〈ださい。ダイヤルす 
る番号が95555555で、9が外線へのアクセス番号である場合、 
9-555-5555 のように間隔を巧入します。 9-555-5555 入力するファッ 
クス番号間に一定の間隔を入れるには、[リダイヤル/ポースを押す 
力、、ディスプレイにダッシュ記号卜]が表示されるまで、[スぺース 
(#)] ボタンを繰り返し押します。 

ダイヤルの モニタ 機能を使巧してファックスを送信できます。これに 
より、ダイヤル時に電話回線の音を聞〈ことができます。ダイヤルの 
ぺースを設定し、ダイヤル時にプロンプトに応答できます。詳細につ 
いては、 ダイヤル モニタ リングを使用したファックス送信 を 参照して 
ください。 

-ファックス送信の際に入力したファックス番号のお式が正しくない 
力、、受信中のファックス機に問題が発生しています。電話機からファ 
ックス番号をダイヤルし、ファックストーンを聞いてください。ファ 
ックストーンが聞こえない場合は、受信側のファックス機の電源が入 
っていなかったり、接結されていなかったりする場合があります。ま 
た、ボイ スメール サービスが、受信側の電話回線を妨害している場合 
もあります。受信をに、受信側のファックス機に問題がないか確認す 
るように依頼して〈ださい。 
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ファックストーン が留守番電話に録音される 


解み方ま： 

• ファックスと同じ電話回線で留守番電話を使巧する場合、 ケース I : 

雷話とファックスと留守番雷話を一緒に利巧する の説 B 月のとおり、留 
守番電話を本体に直接接続してください。留守番電話を推奨される方 
まで接続しないと、ファックストーンが留守番電話に録音される場合 
があります。 

-本体のファックス機能が自動受信に設定され、[応答呼出し回数]の設 
定が適切であることを確認してください。デバイスの応答呼出し回数 
を、留守番電話が応答する回数よりも多く設まする必要があります。 
留守番電話と本体で設定されている応答までの呼び出し回数が同じ場 
合、電話とファックスの両方が着信に応答してしまうため、ファック 
ストーンが留巧番電話に録音されます。 

-留守番電話の呼び出し回数を少なくし、本体の呼び出し回数をサポー 
卜している最大数に設定します（呼び出しの最大回数は、国/地域によ 
つて異なります)。この設をでは、留守番電話が電話に応答し、デバイ 
スが電話回線を監視します。本体がファックス受信音を検出した場合 
は、本体がファックスを受信します。着信が電話の場合は、留守番電 
話が着信のメッセージを録音します。詳細については、 応答までの呼 
び出し回数の設 を を 参照してください。 


デバイスに付属の電話コードの長さが十分でない 

解決方法：本製品に付属の電話コードの長さが足りない場合、カプラー 
を使用して延長できます。カプラーは、電話のアクセサリを扱っている電 
器店で購入できます。自宅やオフィスで巧巧している通常の電話コードが 
もう1本必要です。 


みヒント本体に2線式電話コードアダプタが付属している場合は、4 
線式電話コードと合わせて巧巧して長さを延長できます。2線ま電話 
コードアダプタの使巧方まについては、イ寸属の マニュアルを 参照して 
<ださい（日本では付属しておりません)。 


電話コードを延長するには 

1. 本製品に付属の電話コードの一方の端をカプラーに、もう一方の端を 
本体背面の 1- LINE というラベルの付いたポートに接続します。 

2. もう1本の電話コードを、カプラーの空いているポートと壁側のモジ 
ュラージヤックに接続します。 
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写真（メモリカード）の問題の解決 

iil 下のトピックに示されている方まで問題が解みしない場合は、 サポートお 
よびな証 を参照して HP にサポートを依頼してください。 


敦注記メモリカードの操作をコンピュータから開始している場合は、ソフ 
トウエアのヘルプにあるトラブルシューティング情報を参照してくださ 
い。 


メモリカードを読み取ることができない 

• メモリカードの確認 

• 使用中のメモリカードのタイプが本体でサポートされているタイプで 
あることを確認します。コンパクトフラッシュIIの場合は、ソリッド 
ステートメモリのみがサポートされます。詳細については、 メモリ 
カードの巧 入 を 参照してください。 

--部のメモリカードには、その巧巧方法を制御するスイッチがありま 
す。スイッチの設定でメモリカードの読み取りが可能になっているこ 
とを確認します。 

• メモリカードの両端を調べ、穴にゴミが詰まっていないこと、および 
金属の接点が汚れて接触不良を起こしていないことを確認します。糸 
くずのない布と少量のイソプロピルアルコールで接点をクリーニング 
します。 

-他のデバイスでテストすることによって、メモリカードが適切に機能 
していることを確認します。 

• メモリカードスロットの確認 

• メモリカードが正しいスロットに完全に挿入されていることを確認し 
ます。詳細については、 メモリカードの插乂 をを目号して〈ださい。 

• メモリカードを取り外し（ランプが点滅していないとき)、空いたスロ 
ットの中を懐中電灯で照らします。内部に巧れ曲がったピンがないか 
どうかを確認します。少しだけ曲がったピンは、コンピュータがオフ 
のときに、芯を戻した細いボールペンの先でまっすぐにすることがで 
きます。別のピンに接触するほど巧れ曲がったピンがある場合は、メ 
モリカードリーダーを交換するか、本体の修理を依頼してくださ 
し、。詳細については、 サポートおよびイ呆 証 を をおしてください。 

• スロットにメモリカードが1枚だけ挿入されていることを確認しま 
す。同時に2枚な上のメモリカードを挿入すると、通常、コントロー 
ルパネルのディスプレイにエラーメツセージが表示されます。 
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メモリカードに保存されている写真を読み取ることができない 

メモリカード' の確認 

-メモリカードが壊れている可能性があります。 

• 写真の フォー マットが本体で認識できない フォー マッ ト である可能性があ 
ります。写真の フォー マットを認識できない場合、通常、コントロール 
パネルのディスプレイにエラーメ ッセー ジが表示されます。コントロー 
ルパネルから写真を印刷する手順を使用します。そうすると、よりをく 
の フォー マットが認識される可能性があります。詳細については、 コン 
トロールパネルからの写真の印刷 を 参照してください。本体がコンピュ 
-夕に接続されている場合は、メモリカードからコンピュータに写真を 
保存した後、その写真を ソフ トウ エア プログラムから印刷することがで 
きます。 


メモリカードの一部の写真が印刷されず、印刷ジョブがキャンセルされる 
写真ファイルの確認 

フォトシートを印刷し、データが壊れた写真がないかどうかを確認します。 
データが壊れた写真を印刷対まから除外した印刷ジョブを設定します。詳細 
については、 フォトシートを使用した写真の印刷 を 参照して〈ださい。 

ページの半分が印刷された後、用紙が排出される 

インクカートリッジの確認 

インクカートリッジのインクがなくなったため、印刷ジョブが取り消された 
可能性があります。インクカートリッジを交換し、印刷ジョブを本体に再送 
信します。詳細については、 インクカートリッジの交換 を 参照してくださ 
い。 

本体の管理に関する問題の解決 

このセクションには本体の管理に関する一般的な問題の解ままが記載されて 
います。このセクションでは、次のトピックについて説明します。 


埋め込み Web サーバを開くことができない 
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埋め込み Web サーバを開くことができない 
ネットワーク設定の確認 

• 本体とネットワークとの接続に電話線やクロスケーブルを使用していな 
いことを確認します。詳細については、 デバイスの横成 （ Windows ) まも 
は デバイスの構成 (Mac OS ) をを照して〈ださい。 

* ネットワークケーブルが本体にしっかりとお結されていることを確認し 
ます。 

* ネットワークハブ、スイッチ、またはルーターがオンになり、正しく作 
動していることを確認します。 

コンピュータの確認 

お使いのコンピュータがネットワークに接続されていることを確認します。 
Web ブラウザの確認 

Web ブラウザがシステム最小要件を満たしていることを確認します。詳細に 
ついては、 システム要件 を 参照してください。 

デバイスの IP アドレスの確認 

-コントロールパネルでデバイスの IP アドレスを確認するには（カラーデ 
ィスプレイモデルのみ)、 [セッ ト アップ] ボタンを巧し、 [ネッ トワー ク] 

を選巧し、[ネットワーク設定を表示]を選択します。次に、[概要を表示 
(ち線 LAN の場合)]または[概要を表示（無線 LAN の場合)]を選択しま 
す。 

2行ディスプレイ搭載モデルの場合、 IP アドレスを取得するには、ネット 
ワーク設定ぺージを印刷します。[セットアップ]ボタンを押し、[ネット 
ワーク]、[ネットワーク設定]、[ネットワーク構成ページの印刷]の順に選 
択します。 

-コマンドプロンプトから、本体の IP アドレスを使用して PING コマンド 
を実行します。 

例えば、 IP アドレスが123.123 .123.123 の場合、な下のアドレスを MS - 
DOS プロンプトに入力します。 

C:\Ping 123.123 .123. 123 

応答が表示された場合、 IP アドレスは正しいということです。タイムア 
ウト応答が表示された場合は、 IP アドレスが間違っています。 

インストールの問題のトラブルシューティング 

iil 下のトピックに示されている方まで問題が解みしない場合は、 サポートお 
よびな証 を参照して HP にサポートを依頼してください。 

- ハードウエアの取リイ寸けに閱連する椎奨事項 
- ソフトウェアのインス！ルに閱连するお墳事項 
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- 位置調籍ページに閱连する間頭のおみ 

• ソフトウエアのインス I ルに閨连する問頭の解み 

• ネットワークの間頭の解決 

- ワイヤレス通信に閱连する問頭の解み 


ハードウてアの取り付けに関連する推奨事項 

本体の確認 

-デバイスの外部および内部からすべての捆包材や捆包用テープが取り外さ 
れていることを確認します。 

• デバイスに用紙がセットされていることを確認します。 

• 準備完了ランプな外のランプが点滅したり点灯したりしていないことを確 
語します。準備完了ランプは点灯している必要があります。注意ランプ 
力 《 点滅している場合は、コントロールパネルに表示されているメッセージ 
を確認します。 

-自己診断テストぺージを印刷できることを確認します。 

ハードウてアのを続状態を確認する 

-使巧しているコードやケーブルが良好な状態であることを確認します。 

• デバイスが電源コードでコンセントにしっかりと接続されていることを確 
認します。 

* 電話線のコードが1 -LINE ポートに接続されていることを確認します。 

プリントへッドとインクカートリッジを確認する 

• プリントへッドからナレンジ色のキャップが取り外されていることを確認 
します。 

• すべてのプリントヘッドとインクカートリッジが、色分けされたスロッ 
卜に正しくしっかりと装着されていることを確認します。正しくちするよ 
うにプリントへッドとインクカートリッジをしっかりと押し下げてくだ 
さい。すべてのプリントへッドとインクカートリッジが装着されていな 
いと、デバイスは動作できません。 

• プリントへッドのラッチが正しく閉じられていることを確認します。 

• 画面にプリントヘッドのエラーメッセージが表示された場合は、プリン 
卜へッドの接触面をクリーニングします。 

ソフトウ I アのインストールに関連する推奨事項 

コンピュータシステムを確認する 

• コンピュータで、サポートされている 0 S のいずれかが実行されているこ 
とを確認します。 

-コンピュータが少なくともシステムの最小要件を満たしていることを確認 
します。 
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インストールの 準備 

-オペレーティングシステムに対応したインストールソフトウェアが収録 
されているスタータ CD を使巧します。 

• ソフトウェアをインス!ルする前に、それな外のプログラムがすべて終 
了していることを確認します。 

-入力した CD - ROM ドライブへのパスが認識されない場合は、正しいドラ 
イブ名を指定していることを確認します。 

• CD - ROM ドライブでスタータ CD を認識できない場合は、スタータ CD 
が破損していないかどうかを調査してください。デバイスドライバは、 
HP の Web サイト ( www . hp . com / support ) からダウンロードできます。 


位置調整ページに関連する問題の解ミ夫 

デバイスをチェックして、な下を確認します。 

• 電源ランプがオンで点滅していない。デバイスに初めて電源を入れた場 
合は、ウォームアップに約45秘かかります。 

-デバイスがレディー状態で、コント ロール パネルの他のランプが点灯、 
または点滅していない。ランプが点灯または点滅している場合は、コン 
トロール パネルに表示されている メッセー ジを確認します。 

-電源コードとそれな外のケーブルが正しく機能し、デバイスにしっかりと 
接続されている。 

-巧包巧のテープと捆包ネオがデ/ くイスから取り外されている。 

• 背面のアクセスパネルまたは両面印刷 ュニッ トが固定されている。 

• 用紙がトレイに正しくセットされ、デバイス内に詰まっていない。 

• 各プリントへッドからオレンジ色の保護キャップを取り外してある。 

• プリントヘッドとインクカートリッジが、色分けされたスロットに正し 
く取り付けられている。正し〈接するようにプリントへッドとインクカ 
-トリッジをしっかりと押し下げてくださし、。 

• プリントヘッドラッチとカバーがすべて閉じられている。 

ソフトウェアのインストールに関連する問題の解み 

な下を確認、または実行します： 

• 使用しているコンピュータがシステム要件を満たしていることを確認しま 
す。 

• ソフトウェアを Windows コンピュータにインス!ルする前に、それな 
外のプログラムがすべて終了していることを確認します。 

• 入力した CD - ROM ドライブへのパスが認識されない場合は、正しいドラ 
イブ名を指をしていることを確認します。 

• CD - ROM ドライブでスタータ CD を認識できない場合は、スタータ CD 
が破損していないかどうかを調査してください。デバイスドライバは、 
HP の Web サイト ( www . hp . com / support ) からダウンロードできます。 
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- Windows デバイスマネージャで、 USB ドライバが無劾にされていないこ 
とを確認します。 

-コン ピュータで Windows を実行していて、 コン ピュータがデバイスを検 
知できない場合は、アンインストールユーティリティ（スタータ CD の 
util \ ccc \ uninstall . bat ) を実行してデバイスドライバのクリーンアンインス 
卜ールを実行します。 コン ピュータを巧起動し、デバイスドライバをち 
インストールします。 

ネットワークの問題の解み 


野;ま記な下を修正した後、インストールプログラムを再度実行します。 


-般的なネットワークトラブルシューティング 

• デバイスソフトウェアをインストールできない場合は、な下を確認しま 
す： 

• コンピュータとデバイスにすべてのケーブルがしっかりと接結されて 
いる。 

* ネットワークが使巧できる状態で、ネットワークハブがオンになって 
いる。 

• Windows を実行しているコンピュータで、ウィルス保護プログラム、 
スパイウェア保護プログラム、ファイアウォールを含むあらゆるアプ 
リケーシヨンが終了しているか、または無効にされている。 

-デバイスを使用する コン ピュータと同じサブネット上にデバイスがイ 
ンストールされていることを確認します。 

• インストールプログラムがデバイスを検知できない場合は、ネットワ 
—ク設定ぺージを印刷してインストールプログラムに IP アドレスを 
手動で入力します。詳細については、 ネットワーク設定ぺージの理巧里 
を参照して〈ださい。 

- Windows を実行中のコンピュータを使用している場合は、デバイスドラ 
イバに作成されたネットワークポートがデバイスの IP アドレスと一致し 
ていることを確認します。 

-デバイスのネットワーク設定ぺージを印刷します。 

-[スタート]をクリックして[設定]をクリックし、[プリンタ]または[プ 
リンタと FAX ] をクリックします。 

-または- 

[スタート]をクリックして[コントロールパネル]をクリックし、[プ 
リンタ]をダブルクリックします。 

- デバイスのアイコンをちクリックして [プロパティ] をクリックしてか 
ら[ポート]タブをクリックします。 

-デバイスの TCP/IP ポートを選択し、[ポートの構成]をクリックしま 
す。 


インストールの問題のトラブルシユーテイング 227 





第 10 章 


• ダイアログボックスに表示された IP アドレスを比較し、ネットワー 
ク設定ぺージに表示された IP ア ドレスと一致することを確認しま 
す。 IP アドレスが一致しない場合は、ネットワーク設定ページのアド 
レスと一致するようダイアログボックスの IP アドレスを変更しま 
す。 

• [0 のを2回クリックして設定を保巧し、ダイアログボックスを終了 

します。 


ワイヤネットワークへの接続問題 

• ネットワークコネクタのリンクランプが点灯しない場合は、「一般的な 
ネットワークトラブルシユーティング」の項目がすべて満たされている 
ことを確認します。 

• デバイスに静的 IP アドレスを割り当てることは推奨されていませんが、 
これを行うことじよつてインストールの問題（パーソナルフアイアウオー 
ルとの 競合な ど） が解ホされ る 場合が あります。 
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ワイヤレスを信に関連する問題の解決 


ワイヤレス設定とソフトウェアのインストールを行った後にネットワークと 
通信できない場合は、な下の作業の1つな上を実行します。 

ワイヤレス® 信設定を確認します。 

• コン ピュータのワイヤレスカードが正しいワイヤレスプロファイルに設 
定されていることを確認します。ワイヤレスプロファイルは、指定のネ 
ットワークに固有の一連のネットワーク設定です。1つのワイヤレスカ 
-ドに複数のワイヤレスプロファイルがある場合があります（例えば家庭 
巧ネットワークとオフィス巧ネットワークなど)。 コン ピュータにインス 
卜ールされたネットワークカードの構成ューティリティを開き、選択さ 
れたプロファイルがデバイスのネットワーク巧のプロファイルであること 
を確認します。 

-デバイスのネットワーク設をがネットワークの設をと一致することを確認 
します。ネットワークの設定を見つけるには、な下のいずれかを実行し 
ます。 

• インフラストラクチャぶ信：ワイヤレスアクセスポイント （ WAP ) の 
構成ューティリティを開きます。 

* アド'ホック通信：コンピュータにインス I —ルされたネットワークカ 
—ドの構成ューティリティを開きます。 

• ネットワークの設定を、デバイスのネットワーク設定ぺージに示されてい 
る設定と比較し、違いがあれば書き留めます。詳細については、 ネット 
ワーク設をページの理解 を 参照して〈ださい。可能性のある問題： 

* WAP フイルタハードウエアアドレス （ MAC アドレス）。 

* 本体の通信モード、ネットワーク名 （ SSID )、 チャンネル（アドホック 
ネットワークのみ)、認証タイプ、または暗号化の設定が間違っている 
可能性があります。 

• 文書を印刷します。それでも文書を印刷できない場合は、デバイスの 
ネットワーク設定をリセットし、デバイスソフトウェアを巧インスト 
—ルします。 

ワイヤレスネットワークの設定が正しい場合は、コンピュータが別のワイヤ 
レスネットワークと関連イ寸けられている可能性があります。コンピュータ 
が、デバイスと同じワイヤレスネットワークと関連付けられていることを確 
認してください。 

コンピュータのワイヤレス設ををチェックすることによってこれを確認でき 
ます。また、コンピュータにワイヤレスネットワークへのアクセスがあるこ 
とも確認します。 
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ワイヤレスネットワークの設をが間違っている場合は、な下の手順に従って 
デバイスの設をを修正します。 

1. デバイスを、ネットワークケーブルを使用してネットワークまたはコン 
ピュータに接続します。 

2. デバイスの埋め込み Web サーバを開きます。 

3. [ネットワーキング]タブをクリックし、左枠にある[ワイヤレス（802.11)] 
をクリックします。 

4. [ワイヤレス設定]タブのワイヤレス設をウィザードを使用して、ネットワ 
-クの設定と一致するようにデバイスの設定を変更します。 

5. デバイスの埋め込み Web サーバを終了して、デバイスからネットワーク 
ケーブルを外します。 

6. デバイスソフトウェアを完全にアンインストールしてから、ソフトウェ 
アを再インストールします。 

ハードウェアアドレスを Wireless Access Point (WAP) に追加する 

MAC フィルタリングはセキュリティ機能で 、 Wireless Access Point ( WAP ) 
が WAP を通じてネットワークへアクセスできるデバイスの MAC アドレス 
(ハードウェアアドレスとも呼ばれる）のリストに構成されています。ネット 
ワークにアクセスしようしているデバイスのハードウェアアドレスが WAP 
にない場合、 WAP はネットワークへのデバイスのアクセスを拒否します。 
WAP で MAC アドレスをフィルタする場合、デバイスの MAC アドレスを 
WAP の容認された MAC アドレスのリストに追加しなければなりません。 

• ネットワーク設定ぺージを印刷します。詳細については、 ネットワーク設 
定ページの理解 を 参昭してください。 

• WAP の構成ユーティリティを開き、デバイスのハードウェアアドレス 
を、容認された MAC アドレスのリストに追加します。 

ネットワーク設ををリセットする 

デバイスがネットワークと通信できない場合は、デバイスのネットワーク設 
定をリセットします。 

-[セットアップ]を押します。矢印ボタンを巧して[ネットワーク]に移動 
し、[〇のを押します。 

-矢印ボタンを押して[ネットワークデフオルトに戻す]に移動し、[〇のを 
押します。 

• ネットワーク設定ぺージを印刷し、ネットワーク設をがリセットされてい 
るかどうかを確認します。詳細については、 ネットワーク設をぺージの理 
II を参照してください。 

デフオルトでは、ネットワーク名 （ SSID ) は " hpsetup ". 通信モードは " ad 
hoc " です。 
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メディア詰まりの除去 

ジョブの実行中、本体内にメディアが詰まることがあります。詰まったメデ 
ィアを取り除く前に、な下のことを確認してください。 

• 仕様に準拠したメディアで印刷していることを確認します。詳細について 
は、 印刷メディアの異が を を照して〈ださい。 

• しわが寄っていたり、折れ曲がっていたり、傷んでいるメディアを使巧し 
ていないことを確認します。 

* 本体がきれいであることを確認します。詳細については、 デバイスのク 
リーニング をを照してください。 

• 給紙トレイ I こメディアが正しくセットされていること、セットされている 
メディアの数がをすぎないことを確認します。詳細については、 メディア 
のセット をを照してください。 

本体に詰まったメディアの除去 

メディア詰まりを除去するには 

1. すべてのメディアを排紙トレイから取り除きます。 

2. 背面アクセスパネルまたは両面印刷ュニットを確認します。 


a . 背面アクセスパネルまたは両面印刷 ユニツ トの一ちの側面にあるボタ 
ンを押して、パネルまたは ユニッ トを取り外します。 



b . 本体内部につまったメディアを見つけ、両手でつかんで手前に引きま 
す。 
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C . そこにメディアがない場合は、両面印刷 ユニット 上部のラッチを押 
し、ユニットの カバーを下げます。内部にメディアが詰まっている場 
合は、メディアを慎重に取り除きます。カバーを閉じます。 



d . 背面アクセスパネルまたは両面印刷ュニットを本体に再び取り付けま 
す。 

3. メディアが見つからない場合は、排紙トレイを上げてトレイ1にメディア 
が詰まっていないかどうかを確認します。トレイにメディアが詰まってい 
る場合は、な下を行います： 

a . 排紙トレイを上げます。 

b . 巧紙を手前に引きます。 



C . 排紙トレイを下げます。 

4. メディアが見つからず、トレイ2が挿入されている場合は、トレイを引き 
出して詰まったメディアを取り除きます。取り除くことができない場合 
は、な下を行います： 

a . 本体の電源がオフになっていることを確認し、電源コードを外しま 
す。 

b . 本体を持ち上げてトレイ2から外します。 
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c . 本体の裏面（下側）またはトレイ2からつまっているメディアを取り除 
きます。 

d . 本体をトレイ2の上に戻します。 

5. プリントキャリッジアクセスドアを開きます。本体内に用紙が残ってい 
る場合は、キャリッジが本体のち端に戻っていることを確認し、紙切れや 
しわの寄ったメディアを取り除いて本体上部からメディアを手前に引きま 
す。 


A 警告本体の電源が入っていて、キャリッジが戻っていない場合は、内 
部に手を入れないでください。プリントキャリッジアクセスドアを 
開くと、通常、キャリッジは本体ち側の位置に戻ります。ち側に戻ら 
ない場合は、詰まったメディアを取り除く前に本体の電源をオフにし 
ます。 


6. 詰まったメディアを取り除いた後は、すべてのカバーを閉じて本体の電源 
をオンにし（電源がオンになっていない場合)、印刷ジョブを再度送信しま 
す。 
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ADF のメディア詰まりの除去 

ADF にメディアが詰まった場合は、詰まったメディアを取り除く前にな下を 
行ってください。メディア詰まりを避ける方まについて、 メディア詰まりを 
がけるためのヒント を 参照してください。 

ADF に詰まったメディアを取り除くには 

1. メディアがはみ出ている場合は、メディアが裂けないようにゆっくりと引 
き出します。抵抗があり、メディアが裂けそうな場合は、次の手順を実 
行します。 

2. ドキュメントフィーダを取り外し、 ADF カバーを開きます。 
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3. メディア詰まり除去部品を取り外します。両手で2つのハンドルを持 
ち、部品を持ち上げて外します。部品を取り出し、上下を逆にして本体 
脇に置きます。 



4. 緑色の レバーを 持ち上げながら、給紙機構を回転させて開いたままにしま 
す。 



5. メディアが裂けないようにゆっくりと引き出します。抵あがあり、メデ 
ィアが裂けそうな場合は、次の手順を実行します。 



6. ADF を開き、両手を使用してメディアをゆっくりとゆるめます。 

7. メディアが動〈ようになったら、ゆつくりと引き出します。 
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8. ADF を閉じます。 

9. 緑色のレバーを下げます。 

10. メディア詰まり除去部品を図のように挿入して取り付けます。カチッと 
いう音がするまで2つのタブを押し込みます。 

m を記メディア詰まり除去部品を正しく取り付けないと、メディア詰ま 
りの原因になります。 



11. ADF を閉じ、ドキュメントフィーダトレイを取り付けます。 

メディア詰まりを避けるためのヒント 

-用紙の移動経路の障害がないことを確認します。 

• トレイにメディアを入れすぎないでください。詳細については、 サポート 
されたメディアの仕様の理解 を 参照してください。 

* 巧紙のセットは、本体が印刷中でないときに正しく行います。詳細につ 
いては、 メディアのセット および 自動ドキュメントフィーダ （ ADF ) への 
原稿のセッ ト を参照してください。 

-本体にトレイ2(オプション）を巧度取り付けるときは、ゆっくりと挿入し 
ます。巧紙のまがセットされた状態で急にトレイを挿入すると、巧紙が 
本体内でスライドして持ち上がり、用紙が詰まることや、同時に2枚な上 
給紙されることがあります。 

-曲がったりしわのよったメディアは巧用しないでください。 

• 仕様に沿ったメディアのみを常に使用してください。詳細については、 扭 
刷メディアの漂が 东参照してください。 

* 排紙トレイがいっぱいになっていないことを確認します。 

-メディアがトレイのち端に沿っていることを確認します。 

-メディアの縦と横方向の巧紙ガイドがメディアのまにぴったりと合い、し 
わがよったり曲がっていないことを確認します。 
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A HP サプライ品とアクセサリ 

このセクシヨンじは、本製品の HP サプライ品とアクセサリじついての情報が説明さ 
れています。この情報は変更されることがありますので、最新情報については HP 
Web サイト (www.hpshoppinq.com) をご覧ください。 Web サイトから購入いただく 
こともできます。 

- 印刷サプライ品のオンラインま文 

. アクセサリ 
• サブライ品 


印刷サプライ品のオンラインを义 

HP Web サイトに加えて、 EP 刷サプライ品の;'主文にはホのッールを使用できます。 

• 埋め込み Web サーバ：埋め込み Web サーバの任意のページでサプライの注文 
ボタンをクリックします。 

• ツール ボックス （ Windows ) :[推定インク レベル] タブで、[オンラインシヨッス 
をクリックします。 

• HP プリンタューティリティ （ MacOS ) :[サプライ品ステータス]を[情報とサポ 
-卜]パネルからクリックし、 [ HP サプライ品のを文]ドロップダウンメニューを 
クリックし、[オンライン]を選択します。 


アクセサリ 


HP 自動両面印刷アクセサリ 

C 9278 A 

用紙の両面に自動的に印刷できる自 
動両面印刷ユニット 

350か！!又細トレイ 

CB 007 A 

普通紙を最大350枚までセットでき 
るオプションの第2トレイ 

HP Jetdirect 175 x Print 
Server-Fast Ethernet * 

J 6035 C 

外付けプリントサーバ （USB 1.0) 

HP Jetdirect en 3700 Fast 
Ethernet Print Server * 

J 7942 A 

外付けプリントサーバ （USB 2.0) 

HP Jetdirect ew 2400 802.1 1 g 
Wireless Print Server * 

J 7951 A 

ワイヤレスまたは有線の外付けプリ 
ントサーバ 

HP bt 300 Bluetooth ワイヤレ 
スプリンタアダプタ 

Q 3395 A 

Bluetooth 互換 USB アダプタ 


* 印刷機能のみサポートします。 


サプライ品 

• インクカートりッジ 

• プ IJ ントヘッド 

• HP メディ_ァ 


HP サプライ品とアクセサリ 
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インク カー トリッジ 

インクカートリッジを交換する場合は、現在巧用中の力ートリッジと同じ力ートリッ 

ジ番号のものと交換してください。カートリッジ番号は次の場所で確認できます。 

• セルフ テス ト診断ぺージ詳細については、 自己該断 テスト ページの理解 を 参照し 
てください。 

• 交換するインクカートリッジのラベル。 

- 埋め込み Web サーバ：[情報]タブをクリックし、左枠の[インクサプライ品]を 
クリックします。 

• ツールボックス (Windows) :[巧をインクレベル]タブをクリックし、[力ートリッ 
ジの詳細]ボタンをクリックして、交換インクカートリッジに関する情報を表示し 
ます。 

• HP プリンタ ユーテイリテイ （Mac OS) :[情報とサポ ート ] パネルを開き、[サプ 
ライ製品情報]をクリックします。 

鞍;ま記利用可能なインクカートリッジは、国/地域によって異なります。ヨーロッ 
パIこお住まいの方は、 www.hD.com/eu/hard-to-find-suDDlies で HP インクカートリ 
ツジについての情報を見つけてください。 


プリントヘッド 


HP 88ブラックとイエロー 

C 9381 A 

HP 88マゼンタとシアン 

C 9382 A 


HP メディア 

HP プレミアムプラスフォト用紙または HP プレミアム用紙などのメディアをを文す 
るには、 www.hp.com にアクセスして〈ださい。 

お住まいの国/地域をお選びの上、購入]または[シヨッピング]を選択します。 
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B サポートおよび保証 

なずとトラブルシューティング の 情報は、一般的な問題の解決策を提供します。お使 
いの製品が正しく動作せず、これらの提案でも問題が解決されない場合は、な下のサ 
ポートサービスのいずれかを巧用して〈ださい。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説巧します。 

■ 電子サポートの取得 

• HP テレフナンサポートの 取得 

• Hewlett-Packard による限定な証 

- 製品をおなり いただ <ための準楠 

- 製品のおち 


電子サポートの取得 

サポートおよび保証については、 HP Web サイト www.hp.com/support ホご貴くださ 
し、情報の入力を要ボされた場合は、国または地域を選択して、[お問い合わせ]をク 
リックして情報を参照しテクニカルサポートにお問合せください。 

また、この Web サイトには、巧術サポート、ドライバ、消耗品、ミ主文に関する情報の 
ほか、次のようなオプションが巧意されています。 

• オンライン サポー トのぺ ージじ アクセスする。 

-質問を E メールで HP に送信する。 

- オンラインチャットで、 HP の巧術をに問い合わせる。 

-ソフトウェアのアップデートを確認する。 

また、な下の電子ソースから、 HP のサポートを得ることができます。 

- ツールボックス （Windows) :ツールボックスには、一般的な印刷問題について簡 
単なステップごとの解決策が記載されています。詳細については、 ツールボック 
ス （Windows) ホ参照してください。 

• 埋め込み Web サーバ：本体がネットワークに接続されている場合、埋め込み 
Web サーバを使用してステータス情報の表示、設定の変更、および コンピュ ータ 
での本体の管理などを行うことができます。詳細については、 埋め込み Web サー 
バを参照してください。 

ご利用いただけるサポートオプションは、製品、国/地域、および言語によって異なり 
ます。 

HP テレフォンサポートの取得 

保証期間中は、 HP カスタマケアセンタから無料でサポートを受けることができま 
す。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• 電話をかける前の用意 

• 雷話サ ポ~卜番号 
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電話をかける前の用意 

最新のトラブルシューティング情報、または製品のフィックスと更新を HP の Web サ 
イト (www.hp.com/support) で見つけて < ださい。 

カスタマケアセンター巧当をがよりよくお手伝いできるよう、電話をかける必要があ 
る場合はな下の情報をお手元にご用意ください。 

1. デバイスのセルフテスト診断ぺージを印刷します。詳細については、 自己該断テ 
ストページの理解 を 参照して < ださい。印刷できない場合は、ホの情報を用意し 
てください。 

- デバイスモデル 

• モデル番号とシリアル番号（本体後部をチ X ック） 

2. Windows XP などお使いのオペレーティングシステムを確認します。 

3. 本体がネットワークに接続されている場合は、そのネットワークオペレーティン 
グシステムを確認します。 

4. USB を続、ネットワーク接続など、お使いのシステムに本体がどのように接続さ 
れているかを書き留めます。 

5. HP 0怖 cejet Pro K550 Series バージョン： 60.52 .213.0 など、プリンタソフトウ 
エアのバージョン香号を入手します。60.52 .213.0. (プリンタドライバのバージョ 
ン番号を調べるには、プリンタ設定ダイアログボックスまたはプロパティダイア 
ログボックスを開き、[バージョン情報]タブをクリックします)。 

6. 特定のアプリケーションからの印刷に起因する問題の場合は、そのアプリケーシ 
ョン名とバージョン番号を確認します。 

電話サポート番号 

を < の地域で、 HP は保証期間中、無料電話サポートを提供しています。ただし、な 
下に一覧されている電話香号の中には無料番号でないものもあります。 

電話サポート番号の最新リストについては、 www.hp.com/support を参照してくださ 
い。 
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www . hp . oom/support 


021672 280 


Praentinca (Buenos Aires) 

54-11.4708-1600 

み gentinca 

O-8O0-SSS-SO00 

Aust-calica 

1300 721 147 

Au ホ diet 
(o ut-of-wairanly) 

1902 910910 

も terei 击 

+43 082 0 87 4417 

17212049 


Bdgie 

+32 070 300 0 C6 

Bdgique 

+32 巧0 3 00 004 

Brccl 口 CIO Fbulo) 

55.11.4004.7751 

Bros! 

0-800-709-77S1 

Canada 

1 がの-ホ 4 よ 836 
(l-800hp hNent) 

Central j^erim & 

The <warbbean 

www.hp .com /support 

Chile 

800-360-999 

中 s 

の 1*38814518 

800 -810-3888 

Colombia (Bogota) 

S71 ィ〇ん夕巧】 

Colombia 

oi-eoo&si- 夺が-己36己 

Gostci Ricct 

aaoo-oi 1-1046 

Ceska 邱 ubliko 

810222 222 

Danmark 

+45 70 202 845 

Ecuador (Andincatd) 

1-999-119 

800711 -2884 

Ecuetder 的 dfid) 

1-800-225-528 

8の-711 -2884 

(の) 6910602 

J— 

El Salvador 

80a6160 

Espcinct 

+34902010C69 

Frcttxe 

+33 0692がが。 

Deufechlctnd 

+49 018C6 6S2 180 

BUtdSa (unA ID i^^jnpi^) 

+ 30210 6073603 


8011175400 

EUd6a(aii6KihTpo} 

8009 2654 

Guatemala 

1.800 -711.2884 


(的 2) 2802 4C98 

Mctgyctrorszcig 

06 40 200 629 

India 

1^00-425-7737 

91-80。85269の 

Indonesia 

+62 (21)3S034Ce 

+971 42249189 

d 一 

+971 42249189 


+971 42249189 

iW 

+971 42249189 

jU 

+971 42249189 

W 

Ireland 

+353 1890923 902 

1700 -S 03-048 

^mtr 

Italica 

+39 848 800 折1 

Jamaica 

1-800-7115884 


曰 本 

0670-000611 

日本 < 携 *»5 か 

03-3335-9800 

ceoo 222 47 

が如 

巧3 

1588-3003 

Luxemboura 

+3S2 90040 006 

Luxembi^a 

+3S2 90040007 

Md が la 

180088 8588 

从 uritius 

(262) 262 210 404 

M おの (CiudoddeM お 00) 

55-525 が 922 

M おの 

01-800-472-68368 

Cei 005 010 

一 

化 dal and 

+310900 2020165 

hJaw Zealand 

0800441147 

Nigera 

(01)271 2320 

Norge 

+47 815 62 070 

24791773 


Panama 

1-8(X1-711-2884 

Paraguay 

009 8005410006 

Per 。 

0-800-10111 

Ftnilipphes 

2 867 3551 

Pd ska 

22 5666 000 

Pcrtugal 

+351806 201492 

Puerto Rico 

1 ■877-232-06 的 

R 年 CblicQ Dominicana 

1-800-7 11428 84 

Reinicn 

0820890323 

Romania 

0601の3 390 

(Moc "。） 

095 777 3284 

わ c こ Ki(CaHKi-neT6p6ypr) 

812 332 4240 

800 8971415 


Shqapore 

6 272 5300 

Slowsko 

0650111 2S6 

Souh Af ica (iniGrnctficnal) 

+ 27112589301 

Soufi Afica (RSW 

0660104 771 

Restof West Africa 

+ 35121317 63 80 

Suomi 

+358 0 208 66 767 

Swige 

+46 0771204765 

Sviteerland 

+410648 672 672 

wm 

の夕 722-8000 

Iw 

+66 口) 353 9000 

071 SW 东 1 


Trhidod & Tcb 曰 go 

1-800-7115884 

Tij ん iye 

+900212 4440307 

yicpoTHa 

(044) 。か 51-06 

6 の5447 47 


United Kngdom 

+44 0670 0104320 

United State 

1-(800)-474-6836 

Uruqu 巧 

0004.064 -177 

\% iezud 。 （。巧 cos ) 

58-212-2 巧 *8666 

田 ud 。 

0^00-474-68368 

Viet 化 m 

+84 88234530 
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付録 B 

Hewlett - Packard による限定保証 


HP 巧な 

B 定なな巧阳 

ソフトウェアメディア 

90日 

プリンタ 

1年 

プリントモたはインクカートリッジ 

HP インクがをになった時点か、力ートリツジに E 度されてい 
る r なな巧坦 J のいずれか早い時点まで。本巧なは、インクの 
をめ替え、改造、«巧用、または不正な改修が行われた HP イ 
ンク巧品には適巧されません。 

プリントヘッド 

1年 

アクセサリ 

1年 


A . 巧を巧なのちな巧扭 

1. Hewlett-Packard OiTF HP ) は、ご蘭入日から上 E の巧定期 M や、投れ上およぴ製造上の不具合のないことを巧化い 
たします， 

2. HP のソフトウェア»品に曲するな匹は.プログラムのまけエラーのみに®をされています。 HP は、なお沒巧じよ 
って電巧波度害が引きをこされた場をはな化しません。 

3. HP の®定 fttt は、 M あの a 常な巧によ y 堯生した义蜗のみを巧象とします，下なに起困する不具ををさむその他の 
不具さじは適用されません。 

a . 不適切なメンテナンスや改嫁 

b . 化なによりな供またはサボートされているソフトウェア、部品、またはサプライ品の巧用 

C. 使用かの巧巧 

江不正なな修や、お使用 

4. HP プリンタが品に HP おおなかのインクカートリッジやインクをなめ替えたカートリッジを使用した«をは、巧な 
の対象、または HP サポートの巧象から外れます， ただし、 プリンタの巧巧や««が HP »なかの巧め替え巧インク 
カートリッジの巧用によって発生した堪をは HP は樣#時柏とち黄じて巧定のな»または巧傷を修理いたします。 

5. HP は、巧な期なやじ HP の巧化巧をとなる留品の不良通なを受け巧った巧合、 HP のお断に巧って«品を修巧また 
は巧法するものとします。 

6. HP の巧 K 訪象となる义 K 巧品の修理や交 A が適巧巧西で巧えない巧を、 HP は、义 R 通知ををけ巧ってからしかる 
べき巧切巧に巧入けをちるを巧います。 

7. HP は、おさ巧が义»おおを HP へお巧するまでは、修理、さ没、巧をを巧う義務はないものとします。 

8. 交換«晶は、巧里、またはそれになするおおで、«巧的にはかな< とも交换じ出された«品と同等のものとします。 

9. HP お品は、パーツ、コンポーネントや素材を巧お用して«巧する場をがありますが、これらの巧化は巧しいものと 
同等です。 

10. HP の旧定ななは 、 HP «あが 販 巧されているすべての国と巧城でち巧とします。化巧條巧などのるな}巧なサービス 
装約については 、 HP »品巧巧田/地城における正巧の HP サービスセンタ、または正規 g 入れ理巧までご巧锁< ださ 
い。. 

巳.ななの巧を 

SI / 巧域のを巧じよって淀められる e 巧巧で、当れおよぴ«=をの W 入業をのいずれも、巧な条件、巧品お K 、 およ 
ぴ巧定の目的に巧して本巧ななかに明示的またはな示的に巧なをすることはわりません。 

C . 旧を*巧 

1. 国/巧域のまがじよって巧められる巧困巧で、本保なじ巧をされた救巧が、お客巧のみに巧をされたが一のれ巧じな 
ります。 

2. ネ巧化に規まされた義巧を巧いて、 HP または第=をは、損傷について、直接的、旧法的、特況、偶堯的、必が的で 
あるかどうか、あるいは、契わ、不ま行為、その化のま的巧 N 1に基づ< かどうかに関わらず、またそのような巧傷の 
可巧なをな巧しているかどうかに曲わらず、責巧は負わないものとします。. 

D . 田/お城ごとのま巧 

1. 本な化によって、お客様に特をのま的な巧が付さされます，この巧巧は、米因およびカナダ I こついては W ごとに、そ 
の他の困 I こついては坦ごとにかちされることがホりまず， 

2. このなな書の巧容と ffl / ホなのま巧が#含しない場を、本保化書は巧域のまがに合 a するように修正されるものとし 
ます。このよラな国/化城のま巧の下で、一巧の*告文と度を巧なはおをなに直用されない場をがわりまず。たとえ 
ば、米西の複巧の W 、 また米国がかの政巧（カナダの W をさむ）などでは、な下のとおりとなります。 

a . 本巧な魯の替吿文と思を巧化を、お客巧のを巧な巧の扣度からあらかじめ巧かする巧合があります 
佩：イギリス)。 

b . その他に«巧元が保 E を法めないことやおをを巧けることとじついて規お!すること。 

C. お客 W じぶな]の巧な«巧を毎おすること、 S 造まちが] t 巧をるれられない巧なの巧な期 M を規ますること、およ 
び巧おのな化期间じ巧するおををなめないこと， 

3. 本な化のを巧はま巧の及ぶ巧面巧までとし、»ホ、«®、または♦正などはしないものとします，また、義なづけら 
れたま的«巧は、おさ巧への HP 製をの巧売に®用されます。 


製品をお送りいただくための準備 

HP カスタマサポート への お問い合わせ後、または購入店で製品をサービスち当にお 
送りいただくよう求められた場合は、製品をお送りいただく前に、必ずな下のものを 
取り外し、保管しておいてください。 

• インクカートリッジとプリントヘッド 

* コントロールパネルカバー 

• 電源コード、 USB ケーブルなど、製品に接続されているケーブル 
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• 給紙トレイにセットされている用紙 

• 本体にセットされているすべての原稿 

このセクシヨンでは、ホのトピックについて説明します。 

- 勤品をお;关リいただ<前のインクカート IJ ッジとプ IJ ントへ’ソドの取りかし 

• コントロ—— ル/ 、イレ カバ ——の取り列■し 

製品をお送りいただく前のインクカートリッジとプリントへッドの取り外し 

製品をお送りいただく前に、インクカートリッジとプリントヘッドを必ず取り外して 
ください。 

腎注記この情報は、日本のお客様には適用されません。 


発送前にプリントカートリツジを取り外すには 

1. 本体の電源を入れ、プリントカートリッジが停止して静かになるまでしばらく待 
ちます。本体の電源がオンにならない場合は、この手順を省略してステップ2に 
進みます。 


g " ;ま記本体の電源がオンにならない場合は、電源コードを巧いて、手動でプリ 
ントキヤリッジをち端まで動かすと、インクカートリッジを取り外すことが 
できます。 

2. インクカートリツジカバーをゆつくりと開きます。 
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3. それぞれのインクカートリツジを親指と人さし指で挟んでしっかりと手前に引 
き、スロットから巧りかします。 



4. インクカートリッジの内部が乾燥しないように力ートリッジを密閉プラスチック 
容器に入れて保管します。 HP カスタマサポートの電話担当をから指示された場 
合を除き、本体と一緒に発送しないでください。 

5. インクカートリッジアクセスドアを閉め、力ートリッジがホームポジション（左 
側）Iこ戻るまでしばらく待ちます。 

6. スキャナが停止して所定の位置に戻った後、[電源]ボタンを押して本体の電源を才 
フにします。 

発送前にプリントへッドを取りかすには 

1. 上部カバーを開きます。 

2. キャリッジが自動的に左に移動しない場合は、 [OK] ボタンを5秒間押し結けま 
す。キャリッジが止まるのを待ちます。 

3. プリントヘッドラッチを上げます。 

4. プリントヘッドのハンドルを持ち上げて、プリントヘッドをスロットから引き出 
します。 

5. 乾燥を避けるたため、プリントヘッドを密閉プラスチック容器に入れて保管しま 
す。 HP カスタマサポートの電話担当をから指示された場合を除き、本体と一緒に 
発送しないでください。 

6. 上部カバーを閉じます。 

7. スキャナが停止して所定の位置に戻った後、[電源]ボタンを押して本体の電源を才 
フじします。 

コントロール パネル カバーの 取り外し 

インクカートリッジとプリントヘッドの取り外しがおわったら、な下の手順を実行し 

ます。 

箇"を記この情報は、日本のお客様には適用されません。 

A を意必ず本体のプラグを抜いてからな下の手順に従ってください。 


を意本体の交換品に電源コードはせ属しません。交換品が到着するまで、電源 
コードはを全な場所に保管しておいてください。 
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コントロールパネルカバーを取りかすには 

1. [電源]ボタンを巧して、デバイスの電源を入れます。 

2. 電源コードをコンセントからほいた後、本体から外します。電源コードは本体と 
—緒にあ送しないでください。 

3. な下の手順に従って、コントロールパネルカバーを取り外します。 
a . ADF を持ち上げます。 



b . 指を使用するか、薄いものをコントロールパネルカバーのち上のタブに差し 
込んで、コントロールパネルカバーを取りかします。 



4. コントロールパネルカバーを保管します。コントロールパネルカバーは HP 才 
-ルインワンと一緒 I こ返送しないでください。 


A を意交換用のデバイスには、コントロールパネルカバーが付属していませ 
ん。コントロールパネルカバーはを全な場所に保管しておき、デバイスの交 
あ品がお手元に届いたら取り付けて〈ださい。デバイスの交換品のコントロー 
ルパネル機能を巧用するには、交換前の製品に付属していたコントロールパ 
ネルカバーを交換品じ取りせける必要があります。 

固"を記コントロールパネルカバーの取り付け方まじついては、デバイスに付属 
のセットアップポスターを参照してください。デバイスの交換品に、デバイ 
スの設定に関する使巧説明書が付属している場合があります。 
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付録 B 


製品の個包 

製品をお送りいただく準備ができたら、次の手順を実巧してください。 

製品を袖包するには 

1. お手元にある場合は元の徊包材を使用して、または交換品に使用されていた姻包 
ネオを使用して、製品を個包して発送します。 



元の捆包ネオがない場合は、他の適切な姻包材を使巧して〈ださい。不適切な捆包 
や運送によって発生する損傷は、保証の対象にはなりません。 

2. 返送用のラベルを箱の外側に貼ります。 

3. 箱には、レ U 下のものを入れてください。 

- サービス担当に宛てた、症状の詳細な説明（印刷品質を示す実際の出カサンプ 
ルが役に立ちます)。 

- 保証が適用される期間内であることを証明する保証書またはその他の購入証明 
書のコピー。 

-氏名、住所、および日中に連絡可能な電話番号。 
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c デバイスの仕様 

メディアおよびメディア処理の仕様については、 「 サポートされたメディアの仕なの 
理ち呈 Iを参照してください。 


物理的仕様 

サイズ（幅 X 奥行き X 高さ） 

• A4/ レターサイズのスキヤナガラスを搭載したデバイス （L 7300、 L7500): 505 x 
402 X 356 mm (19.9 x 15.8 x 14インチ） 

-リーガルサイズのスキヤナガラスを搭載したデバイス （L 7600、 L 口 00): 531 X 
465 X 356 mm (20.9 x 18.3 x 14インチ） 

• 両面印刷ユニット取り付け時： 64 mm (2.5 インチ）をデバイスの背面に追加しま 
す。 

- トレイ2取り付け時： 76 mm ロインチ）をデバイスの高さに追加します。 

デパイス重量（プリントへッドまたはインクカートリッジはさまず） 

• A4/ レターサイズのスキヤナガラスを搭載したデバイス （L 7300、 L7500): 14.2 
kg 口 1.3 ポンド） 

• リーガルサイズのスキヤナガラスを搭載したデバイス （L 7600、 L 口 00): 14.76 
kg 口 2.5 ポンド） 

- 両面印刷ユニット取り付け時： 0.95 kg (2.0 ポンド）を追加します。 

-トレイ2取り付け時： 2.5 kg (5.5 ポンド）を追加します。 

製品特性と機能 


機能 

容量 

を続 

• USB 2.0 高速準拠 

• USB ホストコネクタは、フルスピード 
までし力、サポートされていません。 

• 有線ネットワーク接続用高速 Ethernet 
10/100Base-TX (—部のモデルのみ） 

• 802.11 b/g ワイヤレスネットワーク（一部 
のモデルのみ） 

EP 刷方ま 

オンデマンド型サーマルインクジ X ット印刷 

インクカートリッジ 

4種類のインクカートリッジ（黒、シアン、 

マゼンタ、およびイエロー各1つ） 

プリントヘッド 

2種類のプリントヘッド（黒、シアン、イエロ 
— 、およびマゼンタ各1つ） 

巧刷可能枚数 

インクカートリッジの巧定残量の詳細につい 
ては. www.hD.com/Daaevield/ を参瞬して〈 
ださい。 

デバイスの言語 

HPPCL3 化張 
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付録に 


(続き） 

機能 

容量 

サポートするフナント 

US フホント ： CG Times、CG Times Italic 、 
Universe、Universe Italic、Couriers Courier 
Italic、Letter Gothic、Letter Gothic Italic 。 

負荷サイクル 

7500ぺージ/月まで 

コントロールパネルの言語のサポート 

使用可能な言語は国/地域によって異なりま 
す。 

ブルガリア語、クロアチア語、チ X コ語、デ 
ンマーク語、オランダ語、英語、フィンラン 
ド語、フランス語、ドイツ語、ギリシャ語、 
ハンガリー語、イタリア語、日本語、韓国 
語、ノルウ X —語、ポーランド語、ポルトガ 
ル語、ルーマニア語、ロシア語、簡体字中国 
語、スロバキア語、スロベニア語、スペイン 
語、スウェーデン語、繁体字中国語、トルコ 
語、ウクライナ語。 


プロセッサとメモリの仕様 

デバイスプロセッサ 

192 MHz ARM946ES 、 ETM9 (medium) 

デバイスメモリ 

• L7300/L 7500: 64 MB 内蔵 RAM、 16 MB 内蔵 MROM +2 MB 内蔵 Flash ROM 

• L 7600:64 MB 内蔵 RAM、16 MB 内蔵 MROM + 4 MB 内蔵 Flash ROM 

• L 7700 :64 + 32 MB 内蔵 RAM、16 MB 内蔵 MROM + 4 MB 内蔵 Flash ROM 

システム要件 

鞍を記サポートされているオペレーティングシステムとシステム要件の最新情報 
については、 http://www.hp.com/support/ にアクセスしてください。 

オペレーティングシステムとの互換性 

• Windows 2000、 Windows XP、Windows XP x64* * (Professional Edition および 
Home Edition) 

• Mac 03X(10.3 、 10.4) 

• Linux 

隊を記 Windows Server2003 (32 ビット版と 64 ビット版の両方）用のプリンタド 
ライバおよびスキャナドライバを使用する場合は、最低でも Intel® Pentium® II ま 
たは Intel Celeron® プロセッサ 、128 MB の RAM、 200 MB のハードディスク空 
き容量が必要です。ドライバは http://www.hp.com/support/ から入手できます。 


最ル要件 

• Windows 2000 ； Intel Pentium II または Celeron プロセッサ 、128 MB RAM 、 
280 MB のハードディスク空き容量 

• Windows XP 口 2 ビット)： Intel Pentium II または Celeron プロセッサ 、128 MB 
RAM、 280 MB のハードディスク空き容量 

• Windows XP x64: Intel Pentium II または Celeron プロセッサ 、 128 MB RAM 、 
280 MB のハードディスク空き容量 
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• Mac 03 X (10.3.8、10.4. x ): 400 MHz Power PC G3 (v10'3'8 および v10.4'x ) また 
は 1.83 GHz Intel Core Duo (v10.4.x)、128 MB メモリ 、 300 MB のハードデイス 
ク空き容量 

• Microsoft Internet Explorer 6.0 

巧奨される要件 

• Windows 2000 : Intel Pentium III な上のプロセッサ 、256 MB RAM、 500 MB の 
ハードディスク空き容量 

. Windows XP 口 2 ビット)： Intel Pentium III お上のプロセッサ 、256 MB RAM 、 

500 MB のハードディスク空き容量 

• Windows XPx 64: Intel Pentium 川政上のプロセッサ 、256 MB RAM、 500 MB の 
ハードディスク空き容量 

• Mac 03 X (10.3.8、 10.4. x ): 400 MHz Power PC G3 (v10.3.8 および v10.4.x ) また 
は 1.83 GHz Intel Core Duo (V10.4.X)、256 MB メモリ 、 600 MB のハードデイス 
ク空き容量 

• Microsoft Internet Explorer 6.0 政降 

ネットワークプロトコルの仕様 

ネットワークオペレーティングシステムとの互換性 

• Windows 2000、 Windows XP (32 ビット ）、 Windows XP x64 (Professional Edition 
および Home Edition) 

• Mac 03X(10.3 、 10.4) 

• Microsoft Windows 2000 Server Terminal Services と Citrix Metaframe XP と 
Feature Release 3 

• Microsoft Windows 2000 Server Terminal Services と Citrix Presentation Server 
4.0 

• Microsoft Windows 2000 Server Terminal Services 

• Microsoft Windows 2003 Server Terminal Services 

• Microsoft Windows 2003 Server Terminal Services と Citrix Presentation Server 
4.0 

• Microsoft Windows 2003 Server Terminal Services と Citrix Metaframe XP と 
Feature Release 3 

• Novell Netware 6 、 6.5、Open Enterprise Server 6.5 

互換性のあるネットワークプロトコル 

TCP/IP 

ネットワーク管理 

• HP Web Jetadmin プラグイン 

• 埋め込み Web サーバ 
機能 

-ネットワークデバイスをリモート設定および管理する機能 
• myPrintMileaae 


ネットワークプロトコルの仕様 
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付録 c 


埋め込み Web サーバの仕様 


必要なを件 

• TCP/IP ベースのネットワーク （ IPX/SPX ベースのネットワークはサポートされて 
いません） 

• Web ブラウザ （Microsoft Internet Explorer 5.5、 Netscape 7.0、 Opera 7.54 、 

Mozilla Firefox 1.0 、 または Safari 1.2 な降） 

• ネットワーク接続 （ USB ケーブルで直接コンピュータに接結されている場合、埋め 
込み Web サーバは使用できません） 

• インターネットを続（一部の機能で必要） 

野を記埋め込み Web サーバは、インターネットにを続しなくても開くことが 
できます。ただし、一部の機能は使用できません。 


• デバイスとファイアウオールの同じ側じなければなりません。 


印刷の仕様 

印刷解像度 

モノクロ 

ピグメントブラックインクで最高 1200 dpi 


カ ラー 

HP ではフォト品質を Vivera インクにより改善しています（最高 4800 X1200 dpi 最適 
化、 1200X1200 入力 dpi で HP プレミアムプラスフホト用紙巧用） 

コピーの仕様 

• デジタルイメージ処理 

• 原稿のコピーは 100 枚まで（モデルによって異なります） 

• デジタルズーム： 25 〜 400% ( モデルによって異なります） 

• ページに合わせる、プレスキャン 

- コピー速度：モノクロの場合最大 30 ベージ I 分、 カラーの場合 24 ぺージ / 分（モデ 
ルによって異なります） 

-コピー速度はドキュメントの複雑さによって異なります 
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モード 

種類 

速度 (ppm) 

スキヤンの解像度 
(dpi)i 

高画質 

モノクロ 

最大 0.8 

最高 600x 1200 


カラー 

最大 0.8 

最高 600x 1200 

標準 

モノクロ 

最大 8.5 

最高 300 X 300 


カラー 

最大 5.1 

最高 300 X 300 

はやい 

モノクロ 

最大 30 

最高 300 X 300 


カラー 

最大 24 

最高 300 X 300 


1 400% の倍率時の最大値。 


ファックスの仕様 

• Walk - up 方式のモノクロおよびカラーファックス機能。 

• 最大110件の短縮ダイヤル（モデルじよって異なります)。 

• 最大120ぺージのメモリ （ ITU-T Test Image #1を標準解像度で受信した場合で、 
モデルよって異なります)。より複雑なページあるいは高解像度のぺージの場合は 
受信に時間がかかり、消費メモリも多くなります。 

-手動ファックス送受信。 

• 最大5回のビジー自動リダイヤル（モデルによって異なります)。 

• 1回の応答なし自動リダイヤル（モデルによって異なります)。 

- 確認レポートおよびアクティビティレポート。 

• CCITT/ITU Gro 叩3ファックス（エラー訂正モード対応)。 

- 伝送ま度 33.6 Kbps 。 

- 36.6 Kbps の場合の伝送ま度は3秒/枚 ( ITU-T Test Image #1を標準解像度で受信 
した場合)。より複雑なページあるいは高解像度のページの場合は受信に時間がか 
かり、ミ肖費メモリもをくなります。 

-呼び出しの自動検出とそれに伴うファックス/留守番電話の自動切り替え。 



写真 (dpi) 

超高画質 (dpi) 

高画質 (dpi) 

標準 (dpi) 

モノクロ 

196x203 (8 ビット 
グレースケール） 

300 X 300 

196x203 

196x98 

カラー 

200 X 200 

200 X 200 

200x200 

200 X 200 


スキヤンの仕様 

• イメージエディター内蔵 

• 統合 OCR ソフトウエアによってスキヤンしたテキストを編集巧能なテキストに自 
動的にをあ ( Windows のみ） 

• スキヤンのま度は、文書の複雑さによって異なります 

• Twain 互あインタフ；!:ース 

-解像度：光学解像度2400 X 4800 PP し最大補間解像度19200 ppi 
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付録 c 

• カラー: RGB カラーじよる16ビット、48ビット合計 

• ガラス巧からの最大スキヤンサイズ： 216x297 mm (8.5x11.7 インチ） 

ダイレクトデジタルファイリングの仕様 

• ADF またはスキヤナのガラス板からハードコピーの原稿をスキヤンし、デジタル 

ドキュメントを作成してネットワークフォルダに保存（ネットワーク接続が必要) 

• プログラム;るみのネットワークフホルダパスをサポート 

• デジタルファイリング短縮ダイヤルをサポート 
• 解像度： 75 dpi、200 dpi、300 dpi、 600 dpi 

• サポートされるファイルお式： PDF、JPG 

• サポートされるネットワーク構成： TCP/IP ネットワーク 

環境仕様 

動作環境 

動作温度： 5〜40 C (41 〜104 F) 

動作時推奨を件：15 ~ 32 C (59 - 90 F) 

推奨相対湿度： 25〜75%結露しないこと 

な管環境 

保管温度:-40〜60 C 卜40 ~140 F) 

保管相対湿度： 65 C (150 F) の温度で最高90%、結露しないこと 

電気仕様 

電源 

ユニバーサル 電源アダプタ（外部） 

巧要電力 

入力電圧：100〜240 VAC 片10%)、50/60 Hz (± 3Hz) 

出力電圧： 32 Vdc、 2500 mA 

5肖費電力 

• L 7300 /L 7500: EP 刷時 32W、 ファックス または コピー 時35 W 

• L 7600 /L 7700: EP 刷時 33W、 ファックス または コピー 時 37 W 

発生音量仕様（エコノモードでの印刷、ほ0 7779によるノイズレベル) 

音圧（そばに立っているが 態） 

LpAd 55 (dBA) 

音響 

LwAd 6.9 旧 A) 
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サポートされているデバイス 

USB フラッシュドライブ 

HP では、このデバイスで次の USB フラッシュドライブを完全にテストしています。 

• SanDisk Cruzer Micro :高速、0120-256、256 MB 

• Iomega Micro Mini :フル速度、 064-0417450- YCAE 0321 71、128 MB 

• Kingston Da ね Traveler II :高速、 KF 112504 朽 274-006、 128 MB および256 MB 

• Sony Microvault :高速、 D 04825 AB 、256 MB 

• Lexar Media JumpDrive : 256 MB 

ミま記：デバイスには他の USB フラッシュドライブを使用できる場合もあります。た 
だし、他のドライブは完全にテストされていないため、デバイスで適切に動作するか 
どうかは保証できません。 

メモリカードの仕様 

• メモリーカード上の推巽最大ファイル数：1,000 

• 推奨最大ファイルサイズ(個別)：12 メガピクセル（最大)、8 MB (最大） 

• 推奨最大メモリカードサイズ： 1 GB (半導体メモリのみ） 

皆ま記メモリカードの最大推奨値に近づくと、デバイスのパフオーマンスが期待 
値より遅くなる場合があります。 

サポー ト されているメモリカードのタイプ 

• CompactFlash 

• Memory Stick 

• Memory Stick Duo 

• Memory Stick Pro 

• Secure Digital 

• MultiMediaCard ( MMC ) 

• xD-Picture カード 

Memory Stick Magic Gate Duo、Memory Stick Duo および Secure Multimedia Card を 
使用するにはアダプタが必要です。詳細については、メモリカードに付属する説明を 
参照して〈ださい。 


サポートされているデバイス 
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D 法規について 

このセクションでは、巧のトピックじついて説明します。 

• FCC 華柳を巧 

• カナダ電話網ユーザーへの告ち口 

• ヨーロッパエコノミックエリア電話網ユーザーへの告な 

• その他のミち規について 

• ワイヤレス製品のミち規規定 
- 摘合音言書 

• 環境認可ブロヴろム 

FCC 準拠声明 

The United States Federal Communications Commission (in 47 cfr 15.10 5) has 
specified that the following notices be brought to the attention of users of this product. 
This device complies with part 15 of the FCC rules. Operation is subject to the 
following two conditions:(1)This device may not cause harmful interference, and (2) 
this device must accept any interference received, including interference that may 
cause undesired operation. 

Shielded cables 

Use of a shielded data cable is required to comply with the Class B limits of Part 15 of 
the FCC Rules. 

Pursuant to Part 15.21 of the FCC Rules, any changes or modifications to this 
equipment not expressly approved by the Hewlett-Packard Company, may cause 
harmful interference and void the FCC authorization to operate this equipment. 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B 
digital device, pursuant to Part 15 of the FCC Rules. These limits are designed to 
provide reasonable protection against harmful interference in a residential installation. 
This equipment generates, uses and can radiate radio frequency energy and, if not 
installed and used in accordance with the instructions, may cause harmful interference 
to radio communications. However, there is no guarantee that interference will not 
occur in a particular installation. If this equipment does cause harmful interference to 
radio or television reception, which can be determined by turning the equipment off 
and on, the user is encouraged to try to correct the interference by one or more of the 
following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna. 

• Increase the separation between the equipment and receiver. 

• Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the 
receiver is connected. 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

For further information, contact: 

Manager of Corporate Product Regulations 
Hewlett-Packard Company 
3000 Hanover Street 
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Palo Alto, CA 94304 
(650) 857-1501 

Exposure to radio frequency radiation (wireless products only) 


Exposure to radio frequency radiation 

Caution The radiated output power of this device is far below the FCC radio frequency exposure limits. 
Nevertheless, the device shall be used in such a manner that the potential for human contact during normal 
operatkxi is minimized. This product and any attached external antenna, if supported, shall be placed In such 
a manner to minimize the potential for human contact during normal operation. In order to avoid the possibility 
of exceedir>g the FCC radio frequency exposure limits, human proximity to the antenna shall not be less than 
20 cm (8 ir>ches) during normal operation. 
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米国電話網ユーザーへの告知 


Notice to users of the U.S. telephone network: FCC requirements 

This equipment complies with FCC rules. Part 68. On this equipment is a label that contains, 
among other information, the FCC Registration Number and Ringer Equivalent Number (REN) 
for this equipment. If requested, provide this information to your telephone company. 

An FCC compliant telephone cord and modular plug is provided with this equipment. This 
equipment is designed to be connected to the telephone network or premises wiring using a 
compatible modular jack which is Part 68 compliant. This equipment connects to the telephone 
network through the following standard network interface jack: USOC RJ-11C. 

The REN is useful to determine the quantity of devices you may connect to your telephone line 
and still have all of those devices ring when your number is called. Too many devices on one line 
might result in failure to ring in response to an incoming call. In most, but not all, areas the sum 
of the RENs of all devices should not exceed five (5). To be certain ofthe number of devices you 
may connect to your line, as detemiined by the REN, you should call your local telephone 
company to determine the maximum REN for your calling area. 

If this equipment causes harm to the telephone network your telephone company might 
discontinue your service temporarily. If possible, they will notify you in advance. If advance 
notice is not practical, you will be notified as soon as possible. You will also be advised of your 
right to file a complaint with the FCC. Your telephone company might make changes in its 
facilities, equipment, operations, or procedures that could affect the proper operation of you 厂 
equipment. If they do. you will be given advance notice so you will have the opportunity to 
maintain uninterrupted service. If you experience trouble with this equipment, please contact 
the manufacturer, or look elsewhere in this manual, for warranty or repair infonri 曰 tion. You 厂 
telephone company might ask you to disconnect this equipment from the network until the 
problem has been corrected or until you are sure that the equipment is not malfunctioning. 

This equipment may not be used on coin service provided by the telephone company. 

Connection to party lines is subject to state tariffs. Contact your state public utility commission, 
public service commission, or corporation commission for more information. 

This equipment includes automatic dialing capability. Wien programming and/or making 
test cal Is to emergency numbers: 

- Remain on the line and explain to the dispatcher the reason for the call, 

- Perform such activities in the off-peak hours, such as early morning or late evening. 

Note The FCC hearing aid compatibility rules for telephones are not applicable to this 
equipment. 

The Telephone Consumer Protection Act of 1 白 91 makes it unlawful for any person to use a 
computer or other electronic device, including fax machines, to send any message unless such 
message clearly contains in a margin at the top or bottom of each transmitted page or on the 
first page of transmission, the date and time it is sent and an identification ofthe business, 
other entity, or other individual sending the message 曰 nd the telephone number ofthe sending 
machine or such business, other entity, or individual. (The telephone number provided might 
not be a 900 number or any other number for which charges exceed local or long-distance 
transmission charges.) In order to program this information into your fax machine, you should 
complete the steps described in the software. 
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カナダ電話網ユーザーへの告知 


Note a rattention des utilisateurs du reseau telephonique Canadien/notice to users of the 
Canadian telephone network 

Get appareil est conforme aux specifications techniques des equipements terminaux d'Industrie 
Canada. し e numero d'enregistrement attest© de la conformite de rappareil. L'abreviation 1C qui 
precede le numero d'enregistrement indique que I'enregistrement a ete effectue dans le cadre 
d'une Declaration de conformite stipulant que les specifications techniques d'Industrie Canada 
ont ete respectees. Neanmoins. cette abreviation ne signifie en aucun cas que I'appareil a ete 
valid も par Industrie Canada. 

Pour I eur prop re secuhte, les utilisateurs doivent s'assurer que les prises electriques reliees a la 
teire de la source d'alimentation, des lignes telephoniques et du circuit metallique d'alimentation 
en eau sont, le cas echeant, branchees les unes aux autres. Cette precaution est 
particulierement importante dans les zones rurales. 

Le numero REN (Ringer Equivalence Number) attribue a chaque appareil terminal foumit une 
indication surle nombre maxima! de terminaux qui peuvent etre connectes a une interface 
telephonique. La terminaison d'une interface peut se composer de n.importe quelle combinaison 
d'appareils. a condition que le total des numeros REN ne d ろ passe pas 5. 

Base surles resultats de tests FCC Partie 68, le numero REN de ce produit est 0.0 巳， 


This equipment meets the applicable Industry Canada Terminal Equipment Technical 
Specifications. This is confirmed by the registration number. The abbreviation 1C before the 
registration number signifies that registration was performed based on a Declaration of 
Conformity indicating that Industry Canada technical specifications were met. It does not imply 
that Industry Canada approved the equipment. 

Users should ensure for their own protection that the electrical ground connections of the power 
utility, telephone lines and internal metallic water pipe system, if present, are connected together 
This precaution might be particularly important in rural areas. 

Note The Ringer Equivalence Number (REN) assigned to each terminal device provides an 
indication of the maximum number of terminals allowed to be connected to a telephone 
interface. The termination on an interface might consist of any combination of devices subject 
only to the requirement that the sum of the RingerEquiv 曰 lence Numbers of all the devices does 
not exceed 5. The REN for this product is O.OB, based on FCC Part 68 test results. 
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ヨーロッパェコノミックエリア 電話網 ューザーへの 告知 


Notice to users in the European Economic Area 

C € 


Thispro<Kiaisdesigned lobeconooctedlo か e anak)g SwitcDeO T 如 ccnmincation 瓜 twon 。 
iPSTN)ofthe European Economic Area <EEA> countriM/r^ons 

MeMvorx compatibility depends on customer selaciecJ setbn^s wfiich must be reset tous« the 
equpmeot on a telephone netw び it の a ccxmry/region other man where trw product was 
purcfiasecl Cotk^ tr« vendor or Hewtett-Packard Company 1 scutional product support s 


r)ec«ssary 

Thsequ が r\a&bedn ce^ed か ihe 。 acco^daw^ 〜れな巧分 ive 1 典か 5 が 

(arvkftxll) lor P が v ら uopM 。 も i か价が I c^nrtdcbof^ to れ e pu&bc switched telephor^ か v 

(PSTN) However due to が f がが cds tr^ ir^vidudl FSTNs provided m が f がが)【 

countries.iheapprovaldoei rci of かがな ve か uAcondrttonai がれ iran かが svccessfii 
o^abco ctrt ove^ PSTN fWwortt temnif\ 46 ork potrd 

In tha event of problems you shouto conia。you aquipmenl Mjppiiar in tr^e first のが 《nca 


Ttiis equpDentis designed for DTMF lono diaiin;^ and loop 日 i&conn9Ct 。な ) ing In the unuk が ' 
event 0 ( prouems with k>op disconnect diakng. dis recommended to use this ec|uipmen( on か 
with me DTMF lono dial setting 


Notice to users ot the Gentian telephone network 

This HP fax product IS designed to connacl orriy lo 化 a analogue puMc-switched telephone 
f^Mvvorv (PSTN ) 打が corv>Mttv« TAE U telephone ccrv>Mtor pUj^ provided w。me HP Al- 
in-Orte into the wm が (TAE 6) code N Thai HP fax product can be used as d & 啤 e dev 从 

arkd/v の cort^n 化かり wnai CMMCtiOrt) with other ap が 。 vM terminal dqmpnrkerit 


その他の法規について 

• EMI 規を懼国 ) 

• VCCI 音言旧本 ) 

• 規制モデル番号 

• 電源コ~ドの規定 
- LED 分類 

EMI 規定（韓国》 


さ巧が me ( B さフ|ス} 

〇 1 ブ 1 ブ 1 ち aiS ザ SS さ担み巧身巧召 ^ ちがさブ I ブ I ち A1, を >i 巧ち ojAife mB 
£ を巧巧〇 1 ぃ 1 ぺ 8W 令 
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VCCI 宣言（日本 ) 


この巧 ■ は、 情 g 巧 巧 巧巧 »窗自モ巧 wtan 金 （VCC I )の 基単 
じ 基づ < クラス B 情 « 巧 « 巧 ■ でず，この 堯 ■ は、 家巧 a 境で 巧 巧ずること 
を目的としていまずが、この»■がラジオやテレビジョン 受な« じ巧 度して 
巧用されると そな度* を引き K こすことがあります， 

巧り巧いか明書になつで正しい巧り巧いをして下さい * 


規制モデル番号 

規制上の識別を巧うために、本製品には規制モデル番号が指定されています。お使い 
の製品の規制モデル番号は SNPRC-0602-01 または SNPRC-0602-02 です。この規制 
モデル番号をマーケティング名 (HP Officejet Pro L7300/L7500/L7600/L7700 ) や製品香 
号 （ CB778A 、 C 8157 A 、 C8158A 、 C8159A) と混同しないようごミ主意〈ださい。 

電源コードの規定 

電源コードは修理できません。故障している場合は、処分するかサプライヤに返品し 
てください。 


製品には、同捆された電源コードをお使い下さい。 

同おされた電源コードは、他の製品では使用出まません。 


LED 分類 




CLASS ， LED PROOUCT 
LH)KLASS£ 1 

APPARECCHIO LEO 01CLASSE 1 
PRODUCT CLASY1Z DOOAUI (EWHECYCMI_ED) 
Apparei 4 Diode Bectriuminescento do Oam 1 
ZARIZENI LEO TRIY 1 
KLA8S1 LEDAPPAFUT 
LU0KAN1 LEO 



ワイヤレス製品の法規規定 

• Notice to users in Canada/Note a I'attention des utilisateurs Canadien 

• Notice to users in Brazil/Notificatpao de Normas de Uso de Dispositivos Sem Fio 

do Brasil 

- EU のユーザーにがする告知（英語 ) 

• フランスのユーザーに巧する告巧 

• ドイツのユーザーに対する告知 

• イ タリ ァのユー ザーに巧する告ミロ 

• スペインのユーザーに巧する告知 
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Notice to users in Canada/Note a I'attention des utilisateurs Canadien 


Notice to users In Canada 

Note a I'attention des utilisateurs canadiens/notice to users in Canada For Indoor Use. 

This digital apparatus does not exceed the Class 己 limits for radio noise emissions from the 
digital apparatus set out in the Radio Interference Regulations of the Canadian Department of 
Communications. The internal wireless radio complies with RSS 210 and RSS GEN of Industry 
Canada. 

For Indoor Use. Le present appareil numenque n'emet pas de bruit radioelectrique depassant 
les limites applicables aux appareiis numeriques de la classe B prescrites dans le Reglement 
surle brouillage radioelectrique edicte par le ministere des Communications du Canada. Le 
composant RF interne est conforme a la norme RSS-210 and RSS GEN d'Industhe Canada. 


Notice to users in Brazil/Notificagao de Normas de Uso de Dispositivos Sem Fio do 
Brasil 


Notice to users in Brazil 

Este equipamento opera em carater secundario, isto e, nao tem direito a proteijao contra 
interferencia prejudicial, mesmo de esta^oes do mesmo tipo, e nao pode causar interferencia a 
sistemas operando em caraterprimaho. (Res.ANATEL 282/2001) 
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EU のューザーに対する告知（英動 


European Union Regulatory Notic, 

Products bearing the CE marking comply wMh the following EU Directives: 

• Low Voltage Directive 73/23 化亡 C 
- EMC Directive 89/336/EEC 

CE compliance of this product is valid only if powered with ttie correct CE-ma ホ ed AC adapter 
provided by HP. 

If this product has telecommunications functionality, H also complies with the essential 
requirements of the following EU Directive: 

- R&TTE Directive 1999WEC 

Compliance wrth these directives implies conformity to harmonized European standards 
(European Noons) that are listed in the EU Declaration of Conformity issued by HP (or this 
product or product わ m リ y. This compliance is indicated t>y ttie following conformity marking 
placed on the product. 



The wireless telecommunications functionality of ttiis product may be used わ the following EU 
and EFTA countries: 

Austria, Belgium, Cyprus, Czech Republic, Denmark Estonia, Finlatid, France. Geonany. 
Greece, Hungary, Iceland, Ireland, Italy. Latvia, Liechtenstein, Lithuania, Luxembourg, Malta, 
Netherlands, Norway, Poland. Podu がし Slovak Republic. Stovenia, Spain, Sweden, Switzerland, 
and United Kingdom. 

Products with 2.4^Hz wireless LAN か vices 
Franc* 

For 2.4 GHz Wireless LAN opefation of this product ceftain restrictions apply: This product may 
be used indoor for the entire 2400-2483.5 MHz frequency band (channels 1-13). For outdoor 
use. only 2400 >2454 MHz freqi>ency band (channels 1-9) maybe used. For the latest 
requirements, see http://www.art-telecom.fr. 

Italy 

License required for use. Verify with your dealer or direcdy witfithe General Direction for 
Frequency Planning and ManagernentCDirezione Generate Pianificazione e Ge が one 
Frequ 斯之 e). 


ワイヤレス 製品の法規規定 261 


付録 D 


フランスのユーザー に対する告知 


Avis r^glementaire concemant I'Unlon euro が enne 

Les produits portant le marquage CE respectent I 己 s directives CE suivantes : 

- Directive basse tension 73/23/CEE 
- Directive CEM 89/336/CEE 

Ce produit ne peut dtre consid6 ホ comme respectant les directives CE que s'il est aliment par 
t'adaptateur CA portant le marquage CE fbumi par HP. Si ce produit dispose d'une わ notion 
t6l6oommunicatiorvs, II respecte ^alement tes exigences essentlelles de la directive CE 
suivante : 

- Directive RTTE1999/5/CE 

Le respect de ces directives suppose la conform が aux normes europeennes harmonist 
(Normes europeennes) rdpertori^es dans la Declaration de conformite CE publi^e par HP pour 
ce produit ou cette gamme de produ 怡. Les produits aux normes portent le marquage suivant. 



La fonctton 1 61600 mmunications de ce produit peut さ tre uUHs^e dans les pays de rUE et de 
rAELE suivante こ 

Allemagne. Autriche, Belgique, Chypre, Danemark, Espagne, Estonte. Finlande. France, Q 话 ce, 
Hongrie, Itiande, Islande, Italle, Lettonie, Liechtenstein, Utuanie, Luxembourg, Malte, Norv 的， 
Pays-Bas, Pologne, Portugal, Rdpublique tchdque, Royaume-Uni, Slovaquie. Sk}v6nie, SuMe 
et Suisse. 

Produits iquipte de p4riph6iiquM LAN sans fil 2,4 GHz 
France 

L'utilisation de cet dquipement (2.4GHz Wireless LAN) est soumise る oertaines restrictions : 

Get 的 uipement peut dtre utilise る rintdrieur d'un bdtiment en utilisant toutes les frequences de 
2400 d 2463.5 MHz に haTne 1-13). Pour une utilisation 饥 environnement ext か ieur. vous devez 
utillser les frequences oomprises entre 2400 -2454 MHz (ChaTne 1-9). Pour les demi^res 
restrictions, voir http:"www.art-telecom.fr 

Italie 

Une Itcenoe est requise pour ce type de p^riphdriques. Pour I'obtenir, adressez-vous d votre 
revendeur ou directement d la Direction が n6rale de la planification et de la gesbon des 
frequences (Direziooe Generate Planiflcazione e Gestione Frequenze). 
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ドイ ツのユー ザ ー に対する告知 


Rochtllcher HInwels fOr dte EuropiUs か e Unton 

Produkte mit der CE-Kennzelchnung entsprechen den foigenden EU-RichtJInien: 

• Niederspannungsrichtlinie 73/23/EEC 
- EMC-Richtlinie 89/336/EEC 

Die ErfOllung der C 巨 - 防か tlinien dieses Produkts ist nur gewdhrleistet. sofem die 
Stromversorgung Ciber か n ordnungsgemd&en Wechselstromadapter mit der CE- 
Kennzeichnung effoigt, der von HP zur VerfOgung geste^lt wird. Falls dieses Produkt 
Tetekommunikatjonsfunktionen aufweist, erfullt es zudem die er わか rlichen Anforderungen der 
folgenden EU-Richtlinie: 

- R&TTE*Richtlin»e 1999/5/EC 


Die ErfUllung dieser Richtiinien impi の e け die Konformitdt mit den harmonisierten europdischen 
Standards (Europdische Normen), die in der von HPfOr dieses Produkt odor die entsprecheode 
Produktfamilie herausgegebenen EU-Konformitdtserkldr\jng aufgefuhrt sind. Eine 
entsprechen か E/fOllung ist durch fbigeode Konformitdtskennzeichnung auf dem Produkt 
erkennbar. 



Die drahtlose TelekonYnunikationsfunktion dieses Produkts kann in folgenden EU. und EFTA- 
Undam verwendet werden: 


Osterreicfi. Belgien, Zypem, Tschechische Repubiik, Ddnemaik. EsOand, Finniand. Frankreich. 
Deutschland, Griechenland. Ungam. Island, Irland, Italton, Lettland. Liechtenstein, Litauan, 
Luxemburg. Malta, Niederlande, Norwegen. Polen, Portugal, Slowakei, Slowen お n. Spanlen. 
Schweden. Schweiz uod Vereinigtes KOnigreich. 


Produkte mit drahtlosen LAN-Gerflten mit 2,4-GHz 
Frankrelch 

FOr (5en 2,4 GHz Wireless LAN-Betr»eb dieses Produkts gelten bestimmte 巴 nschrankungen: 
Dieses Produkt kann in Innenrdumen mit der gesamten Frequenzber>dbrefte von 2400 >2483.5 
MHz (Kan^le 1-13) verwendet warden. FUr die Nutzung in Au&enraumen ist nur die Verwendung 
innerhalb der Bandbreite von 2400 -2454 MHz (Kan さ le 1-9) zuldssig. Die aktueJIen 
Einschrdnkungen finden Sie u 口 tec http://Www.art-telecofn.fr. 


Italian 

Es ist eine Lizenz fur die Nutzung erforberlich. Priifen Sie dies zusammen mit Ihrem Hdndler 
Oder direkt mit der General Direction for Frequency Planning and Management (Generaldirektion 
for Frequenzplanung ur>d -verwaltung). 
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イタリアのユーザーに対する告知 


Awlso relativo alle normative dairunione Europea 
I prodotti con M march わ CE sono conformi alle seguenti direttrve U 巨： 

- Direttiva Bassa Tensions 73/23/CEE 
- Direttiva CEM 89/336/CEE 

La conform が CE di que が o pfoctottod valida unicamenie se II prodotto viene alimentato con il 
corretto adattatore CA do 妇 to di marchk) CE e fomito da HP. Se questo prodotto 6 dotato di 
funzionall は per le telecomun わ aziool •ろ Inoltre oonfbrme alle disposizioni essenziali della 
seguente direttiva UE: 

- Direttiva R&TTE 1999/5/CE 


La conform が 8 quests direttive implM 
europee) etencate neila Di か iarazlone 
per questa gamma di prodotti. Tale 
cdtocato sul prodotto. 


I 放 conformiU 
、さが cooformil 
conformi は Wei 


li は alle norme europee armonizzate (Norme 
li は UE pubMicata da HP per questo prodotto o 
j は Wene irxjicata dal seguente marc^io di conform 化 



La funzionalftd per te tefecomunkazioni wireless di questo prodotto pud essere util ね ata nel 
seguenti Paesi de^rUnione Europea a dWAELS: 

Austria, おが o, Cipro. Repubblk:a Ceca, Danimarca, Estonia. Rnlandia, Franc 白 , Germania, 
Grecia, Ungheria, Islands, Wanda, 脚由， Lettonia, Liechtenstein. Lituania, Lussemburgo, Malta. 
Paesi Bassi, Nofvegia. Potonia, Portogailo. Repubbiica Slovacca, Sloven も Spagna, Svezia, 
Svizzera e Regno Unito. 

Prodotti con pertferiche dl rate wireless a 2,4*GHz 
Prancia 

II funzlonamento dl questo prodotto In reti wireless a 2,4 GHz comporta determinate IlmNazkmi: 
questo prodotto pu6 essere utilizzato airintemo di un odificio per Tintera banda di frequenza da 
2400 a 2483,5 MHz (canali da 1 a 口)； per I'uso in ambienti 的 temi ■さ possiblle utilizzare 
unicam 抓 te ta banda di frequenza da 2400 a 2454 MHz (can 址 da 1 a 9). Per informazioni piu 
aggiomate sui requisiti, vedere il sito http://www.art-tetecom.fr. 

Kalla 

ら necessaria una concessiooe mimstdrlale anche per I'uso deJ prodotto. Verificare con il propno 
distributore o direttamente presso la Direzione Generate PianHicazione e Gestione Frequenze. 
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ス ペイ ンのユー ザ ー に対する告知 


Avisos de la Unl6n Europea 

Los productos que Itevan el marcado C 巨 acatan las sigutentes Directivas de la UE: 

- Dirsctiva de Baja Tens め n 73/23/CEE 
- Directrva CEM 89/336/CEE 

La oonfbrmidad CE de este producto es vdiWa. unicamente. si funciona con un adaptador de CA 
suministrado por HP con eJ marcado CE correcto. Si este producto induye la functonalidad de 
telecomunicacidn. tambi^n debefd cumplir con los requisitos esenciales que 说 induyen a 
continuacj6n. 

防巧 ctiva U 。 

- R&TTE 1999/5/CE 

し a conformidad con estas Directivas implica el cumplimiento de los e$ は ndares europeos 
armonizados (normas europeas) que se enumefan en la declaraci6n de conformidad UE emitida 
por HP para este producto o grupocte productos. Viene representada por el siguiente marcado 
6e conformidad incluido en el producto. 



La funcionalidad de telecomunicacibn de este producto puede utilizarse en los siguientes paises 
pertenectentes a 占 UE y a la AELC: 

Austria, B^lgica, Chipre, Republica Checa, Oinamarca, Estonia, Finlandia, Franc 白 , Aleman 占， 
Greda, Hungria. Islandia. Irlarxja. Italia, Latvia, Liechtenstein, し ituania. し uxemburgo, Malta, 
Paises Bajos. I^oruega. Po わ n 由， Portugal, Esiovaquia. Esioven 占， Espafla, Sue 幻 a. Suiza, y 
Reino Unido. 

Productos con dispositivos LAN inal^mbrlcos de 2,4 GHz 
Francia 

Se aplican detenninadas resthcciones al usode este producto oon re<tos LAN inaldmbficas de 
2,4 GHz: puede utilizarse en el interior para tods la bands de frecuendas que abarca de 2.400 a 
2.483.5 MHz (canales 1-13). En el exterior, puede utilizarse. Cin な mente, para la banda de 
frecuencias entre 2.400 y 2.454 MHz (canales 1-9). Para conocer los u 怕 mos requisitos, 
consulle http://www.art-letecom.fr. 


Italia 


Se exige licenda de uso. Verfftque esta infonnacibn con su proveedoro directarT>ente con 白 
direccibfi general para la planif)cad6n y gestibn de frecuencias (D^rezione Generale 
P 由 nificazione e Gestione Frequenze). 
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適合宣言書 

HP Officejet Pro L7500/L7600 


m 

I ♦■■い 


D 


ECLARATION OF CONFORMITY 

according to ISO/IEC Guide 22 and EN 45014 


Manufacturer’s Name: Hewlett-Packard Singapore (Pie) Ltd 

Manufacturer's Address: Imaging and Printing Manufacturing Opcratioiis 

60 Alexandra Terrace, #07-01, The Comtech 
Singapore 118502. 

declares, that the product 


Product Name: 

Regulatoo Model Number 【": 


HP Officejci Pro L 7500 series 
HP Officejet Pro L 7600 series 

SNPRC-0602-01 



CB007A - 250-sheet TYay 2 
C8255A - Duplexer 


Product Options: 


All 


conforms to the following Product Spec 讯 cations: 


Safety: 圧 C 60950 -1: 2001 /EN 60950.1 :2001 

EN 60825-1:1994+ A1: 2002 +A2; 2001 Class 1 for LEDs 

EMC: CISPR 22:1993+ A1 +A2/EN 55022:1994 +A1 + A2 Class B 口 > 

CISPR 24:1997 + A1+A2/EN 55024: 1998 + A1 + A2 


lEC 

me 


61000-3-2: 2000/EN 
61000.3 -3:1994+A1: 


61000 -： 

2001/1 


3-2: 2000 

EN 61000 -3-3:1995 + Al: 2001 


FCC Title 47 CFR. Part 15 Class B の 
ICES-003, Issue 4 Class B 巧 


Tekeom: TBR 21:1998 



The product herewith complies with the req 山 remen 化 of the Low Voltage Directive 73/23/EEC, EMC Directive 
89/3 扰 /EEC … d the R&TTE Directive 19W/5/EC (Ann なの and carries the CE marking accordingly. 


(1)*nus product is assigned a I 
maki produ ヴ ukatUlerin ibe i 


product 

(2rn«f 


product vm Mted in i 


Lcgulatory model 附 
documeol 

typkiJ confl^uratic 


model number that nays with the rcgulaiocy aspects of the design. The Regulatory Model Number ii the 
lUttion ml lest 巧のか , this number sbould ooibe oonfuited with die nnrketiiig name or the 


ion with Hewkti Packard personai oooqxAer systenu. 


05 May 2006 


Chan Kum Yew 
Director, Quality 


Local Contact for regulatory topics only: 

F4irope«n ConUcc Hewkn . 内 !^ ard OmbH. HQ-TRR, Herrenberger Stn»M 140, 71034 BoeMtn^en. Germany 


USACoatKC 
Australia Contact: 


Hewlett-PKkard Company. HPCC. 20555 S.H. 2 供 Housloo. Texu. 77070 

Hewlett Packard Australia Ltd, Product Regulations Manager, 31-41 JoaqA Street, Bladdwrn, Victeda 3130, Australia. 
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HP 0 怖 cejet Pro L7700 


¢3 DECLARATION OF CONFORMITY 

I • ，い * according to ISO/IRC Guide 22 and HN 45014 


Manufacturer's Name: Hewlett-Packard Singapore (Pie) Ud 

Manufacturer's Address: Imaging and Printing Manufacturing Operations 

60 Alexandra Terrace, 说 7-0 し The Comiech 
Singapore 118502. 



Product Name: 

R 巧 ulatory Model Number の : 
Radio Module Number: 


HP Offleejet Pro L 7700 series 

SNPRC-0602-02 

RSVLD-0506 



Product Options: 


CB007A. 250-sbeet Tray 2 
C8255A - Duplexer 

All 


conforms to the following Product SpeciAoiUons: 

Safety: lEC 60950 -I: 2001 /EN 60950 -1:2001 

EN 60825 -1:1994 + Al: 2002 +A2:2001 Class 1 for LEDs 

EM 。 CISPR 巧 :1993 + Al +A2y EN 55022:1994 +AI+A2 Class B 用 

CISPR 24:1997 +A1 +A2/EN 5502 4:1998 + Al +A2 
化 C 61000 -3-2: 2000/EN 61000-3-2: 2000 
lEC 61000 -3-3: 1994 +A1: 2001 /EN 61000 -3-3:1995 + Al: 2001 
FCC Title 47 CFR, Part。Class B ゅ 
ICES-003. Issue 4 Class B ® 

Telecom; TBR 21:1998 

EN30I 489-1:2002 
EN30I 489-17; 2002 
EN 300 328 :2004 -。 

Health; EU:1999/519/EC 


Supplementary Information: 

The product berewith complies with the requirements of the Low Voltage Directive 73/23/EEC, EMC Directive 
89/336/EEC and the R&TTE Directive 1999/5/EC (Annex U) and cairies the CE marking accordingly. 

リ)巧 is product b ossigned a Regulatory model number ihof slays wHh the regulatory ospecis ぺ Ihe design. The Regulolory Model 
Number b th* main prod りヴ み n が iw in r«gvlotory docum«nM>on ond (•$) reports, this numbtr should not b« conK»«d wtih 化 • 
mo rifling nam« or product oumb#。. 

口 ) Tti, product was ぉ ted in o fypiool configuration with Howlsll Pockord p«rsonol compi か r systems. 


05 May 2006 Chan Kum Yew 

Directo。Quality 

Local Contact for regulttovy topics on か： 
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付録 D 

環境認可プログラム 

Hewlett-Packard では、優れた製品を環境に巧して適切な方まで提供すること I こ積極的 
に取り組んでいます。 HP は、製品の設計プロセスを常に改善し、オフィス環境、お 
よび機器が製造、出荷、使用される社会 I こおける環境巧染を最小限 I こ抑えるように努 
めています。 HP では、製品寿命をおえた機器の廃棄じよる環境巧染を最小限にする 
プロセスを開発してきました。 

HP 環境認可プログラムの詳細については、 www.hp.com/hpinfo/alobalcitizenship/ 
environment/index.html を参照してく ださし、。 

削減と排除 

リサイクル紙の巧用 

本製品の両面印刷と N-up EP 刷機能（複数の文書を一枚の用紙に印刷可能）により、用 
紙のミ肖費を削減し、自お資源の要ボに応えることができます。これらの機能の使用に 
ついては、本ガイドを参照してください。 

インクの使用 

本製品のエコノモードでは、使用するインク量が少なくてすむため力ートリツジの寿 
命を延ばすことができます。詳細については、プリントドライバのオンラインヘル 
プを参照してください。 

オゾン層を破壊する化学物質 

HP 社の製造プロセスでは、オゾン層を破壊するクロロフルオロカーボン （ CFC ) など 
の化学物質が発生しません。 


消費電力 

PowerSave/X リープモードでは電力消費が極端に減少し、本製品の高性能に悪影響 
を与えることなく自が資源の節約とコスト節減につながります。 


バッテリ情報 

このデバイスには、な下の水銀を使用しない電ミ也が含まれています。 


仕様 

値 

電池の製品香号 

1420-0887 

電池の材料 

リチウムポリカーボンモノフルオライド 

電池の種類 

ボタン型電ミ化/コイン型電ミ也 

製品1台当たりの使巧数量 

1 

重量 

2.50 グラム （0.09 オンス） 

電池の製造者 

松下電器、日本 


を記寿命に達した電ミ也は、リサイクルまたは適切な処理が必要となる場合があり 
ます。 
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材料の安全性に関するデータシート 

材料のを全性に関するデータシート （ MSDS ) は、な下の HP Web サイトから入手で 
きま3。 www . hp . com / ao / msds . 


再利用 

この製品は再利用をちえた設計を取り入れています。 

-高度な機能と信頼性を確保する一方、素材の種類を最小限に抑えました。 

. 素材の異なる部分は、簡単に取り外せるようじ作られています。 

-金具などの f 妾合部品は、見つけやすく手の届く場所にあるので、一般的な工具を 
使って簡単に取り外すことができます。 

-重要性の高い部品もすばやく手の届〈場所じあり、巧りかしや修理が簡単に行え 
ます。 


製品巧包 

この製品の捆包材は環境への影響を最小限にし、再利用を促進する一方、最小のコス 
卜で最大限に製品をお護するという理念で選ばれています。製品の丈夫な作りも、捆 
包材の削減と、故障率化下につながっています。 

プラスチック 

25グラムな上のプラスチックのパーツには、国際規格に基づく材料識別マークがせい 
ているため、プリンタを処分する際にプラスチックを正しく識別することができま 
す。 


EU の一般ま庭ユーザーによる廃棄機器の処理 



製品またはそのパッケージ上にあるこの記号は、本製品を家庭 
の廃棄物と共に廃棄するべきではないことを示します。廃棄機 
器は、お客巧の責任で廃棄電気および電子機器のリサイクル用 
に指をされた収集化に持ち込んで、処理してください。廃棄に 
際して廃棄機器の分別収集とリサイクルを行うことにより、天 
が資源を大切にするとともに、人の健康と環境を保護するおで 
リサイクルを確実に巧うことができます。廃棄機器をリサイク 
ルに出す場巧 I こ関する詳細については、巿役巧、家庭廃棄物処 
理サービス、または製品を購入したショップにお問い合わせ〈 
ださし、。 


HP 製品とサプライ品 

HP の円 anet Partners ™ 再利用サービスにより、あらゆるブランドのコンピュータ機 
器または HP EP 刷サプライ品を簡単に再利用できます。 HP の最新のプロセスじよ 
り、不要なハードウ X ァや HP 印刷サプライ品が、資源を節約する方まで再利用され 
ます。 

詳細 I こついては、 www . hp . com / recvcle を参照してください。 
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記号/数字 

[サービス]タブ、ツールボック 
ス （ Windows ) 108 
[プリンタの追加]によるインス 
I -ル 150 

[情報]タブ、ツールボックス 
( Windows ) 107 
2行のディスプレイ、コントロ 
ールパネル 21 
2面巧刷55 


ADF (自動ドキュメントフイー 

ダ） 

クリー ニン グ 181 
メディア詰まりの除去 
234 

原稿のセット34 
使用可能なメディアのサイ 
ズ38 
容量35 

ADSL 、 ファックスのセットア 
ップ 

パラレルち式の電話システ 
ム 124 


Bluetooth 

Mac OS 、 巧刷163 
Windows 、 巧刷161 
カラーディスプレイに表示 
されるアイコン21 
セキュリティ設定164 
セットアップ160 
デバイスの接続161 
ドングル、オンライン注 
文237 

使用できる機能22 

C 

cables 

regulatory compliance 254 


CompactFlash メモリカード 
スロット、位置の確認16 
挿入67 


D 

DOC 266 
DPOF ファイル68 
DSL 、 ファックスのセットアッ 
プ 

パラレルち式の電話システ 
ム 124 


E 

Ethernet ネットワークポー 
卜、位置の確認17 
Ethernet 接続21 
EWS . 埋め込み Web サーバを 
参照 


F 

FCC 準拠声明254 
FolP 96 


H 

HP Instant S 叩 port (HP インス 
タントサポート） 

アクセス 111 

HP Photosmart Studio 

プログラムへのスキヤン画 
像の送信63 

HP Photosmart ソフトウエア 
プログラムへのスキヤン画 
像の送信63 

HP Planet Partners 269 

HP Web Jetadmin 
機能102 
説明110 

HP インスタントサポート 
myPrintMileage 110 
セキュリティおよびプライ 
バシ ー 111 
説明110 

HP ソリユーシヨンセンター 
29 


HP プリンタユーテイリテイ 
(Mac OS ) 

パネル 109 
管理者の設定1日已 
機能102 
起動108 


IP アドレス 

デバイスの確認224 
静的、設定186 
IP 設定118 

に DN 回線、ファックスのセッ 
トアップ 

パラレル方式の電話システ 
ム 125 

L 

LED 分類規定259 


Mac OS 

Bluetooth 163 
HP Photosmart Studio 29 
HP プリンタユーティリテ 
ィ 108 

システム要件248 
ソフトウエアのアンインス 

I -―ル 167 

ソフトウエアのインス I 

ル 151 

デバイスの共有 151,152 
ドライバでのアクセサリの 
オン/オフ 24 
ネットワークプリンタセッ 
トアップユーティリテ 
ィ 109 

プリント設定55 
フチ無し印刷49 
ワイヤレス通信のセットア 
ップ158 
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特殊な用紙またはカスタム 
サイズのメディアの印 
刷47 
両面印刷56 
Memory Stick カード 
スロット、位置の確認 
16, 68 
挿入67 

MMC メモリカード 

スロット、位置の確認16 
挿入67 
myPrintMileage 
アクセス 112 
機能101 
説明112 

0 

OCR 

スキヤンした文書の編集 
65 

トラブルシューティング 
202 

OHP フイルム 37 
OK ボタン18 
On ボタン19 

P 

PBX システム、ファックスの 
セットアップ 

パラレルち式の電話システ 
ム 125 

PCL 3 サポート247 
Photosmart Studio 

プログラムへのスキヤン画 
像の送信63 
Photosmart ソフトウエア 

プログラムへのスキヤン画 
像の送信63 
PictBridge モード68, 69 
円 ctBridge 対応デジタルカメ 
ラポート、位置の確認16, 
68 

R 

radio trequency radiation 255 
readme 12 

S 

Secure Digital メモリカード 
スロット、位置の確認 16 
挿入67 


Secure MMC メモリカード 
スロット、位置の確認16 
SecureEasySetup ( SES )、 ワイ 
ヤレス通信157 


T 

TWAIN 

スキヤン 64 
ソースを有効にできない 
203 


U 

USB ケーブル、注文237 
USB フラッシュドライブ 
253 

USB 接続 

Bluetooth アダプタ 160 
Mac OS のセットアップ 
1已〇 

Windows のセットアップ 
146 

デジタルカメラ 68 
ポート、位置の確認15, 
17 

仕様247 
使用できる機能21 

W 

Web サイト 
Apple 152 

HP Web Jetadmin 110 
アクセシビリティ情報14 
カスタマサポート239 
サプライ品とアクセサリの 
ミ主文237 

ヨーロッパ向けインクカー 
トリッジ238 
ワイヤレスセキュリテイ 
1已4 

巧刷巧能枚数データシー 
卜247 

環境プログラム268 
再利用269 

材料の安全性に関するデー 
タシート269 
Web スキヤン 64 
WIA (Windows Image 

Application )、 スキヤン 64 


Windows 

[プリンタの追力 □] によるイ 
ンス I •■•ール 150 
Bluetooth 161 
HP Photosmart ソフ トウ エ 
ア 29 

HP ソリユーシ ヨン センタ 
— 29 

システム要件 248 
ソフトウエアのアンインス 
I •■•ール 166 

ソフトウエアのインス I — 

ル 145,146 
デバイスの共有 147 
ドライバでのアクセサリの 
オン/オフ 24 
ネットワークのセットアッ 
プ 148 

プリント設定 54 
フチ無し印刷 48 
ワイヤレス通信のセットア 
ップ 155 

特殊な用紙またはカスタム 
サイズのメディアの巧 
刷 47 
両面印刷 56 

Windows Image Application 
(WIA )、 スキヤン 64 

X 

xD-Picture メモリカード 
スロット、位置の確認 
16, 68 
挿入 67 

お 

アクセサリ 

インス！'•ール 23 
ドライバでのオン/オフ 24 
自己診断テストぺージ 
113 

ミ主文 237 
保証 242 

アクセシビリティ 14 

い 

イベントログ 113 
インクカートリッジ 
オンライン注文 237 
サポート 169 
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パーツ番号113,238 
位置の確認16 
印刷可能枚数247 
交換170 
使用可能247 
取り外し243 
状態103,113 
保証242 
有劾期限113 
インクカートリッジカバー、 
位置の確認16 
インクカートリッジとプリン 
卜へッドの取り外し243 
インクがにじむ、トラブルシュ 
-ティング 193 
インク残量アイコン20 
インス I ル 

[プリンタの追加]、 

Windows 150 
Mac OS 用のソフトウエ 
ア 150 

Windows ネットワークソ 
フトウェア 148 
Windows 用のソフトウエ 
ア 145 
アクセサリ23 
トラブルシューティング 
224 

両面巧刷ユニット23 
インターネット 

ファックス、使用96 
インチあたりのドット数 （ dpi ) 
ファックス 18 


エラー メ ッセー ジ 

TWAIN ソースを有劾にでき 
ません 203 

コント ロール パネル27 
エラーレポー ト、 ファック 
ス 98 

エラー補正モード、ファック 
ス 94 

お 

オゾン屠を破壊する化学物質 
268 


ガラス、スキヤナ 

クリーニング 180 
位置の確認15 
ガラス版、スキヤナ 
原稿のセット35 
力ード 

ガイドライン37 
サポートされているサイ 
ズ39 

トレイのサポート41 
力ートリッジ.インクカートリ 
ッジを参照 
カスタマサポート 

HP インスタントサポー 
卜110 
電子239 
電話サポート239 
カスタムサイズのメディア 
ガイドライン38 
サポートされているサイ 
ズ4日 
印刷46 
カメラ 

DPOF ファイルの印刷68 
コントロールパネルデイス 
プレイのモード21 
コンピュータへの写真の保 
巧79 

ポート、位置の確認16, 

68 

メモリカードの挿入67 
接続68,70 
カラー 

トラブルシューティング 
195 

にじむ 194 

印字が薄いか色が鮮やかで 
ない194 
間違った色194 
仕様250 

白黒で E 口刷される、トラブ 
ルシューティング194 
カラーコピ ー 58 
カラーテキスト、および 
OCR 65 


キ ー パッド、 コントロ ー ルパ 
ネル 

位置の確認18 
文字と記号の入力31 
キャンセル 
コピ ー 59 
スキャン 66 
印刷ジョブ56 
キャンセルボタン19 


グラフィックス 

コ ピーにムラがある200 
スキヤン原稿と異なって見 
える204 

巧字ムラが出る193 
線やドットが欠落してい 
る195 

グループ、短縮ダイヤル 
設定已〇 
クリーニング 
ADF 181 

スキヤナガラス 180 
プリントヘッド174,175 
外測185 

ク ロロフ ルオ ロカーボン 
( CFC ) 268 

け 

ケーブル 

USB ケーブルの注文237 


コネクタ、位置の確認17 
コピー 

キャンセル59 
コントロールパネルから 
58 

トラブルシューテイング 
197 

原稿のトリミング59 
仕様250 
設定已8 
品質199 

コピースター トボタン 
カラー 19 
モノクロ 19 
コピー ボタン 18 
コピーメニュ ー 26 
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コピーがかすれてしま模様にな 
る、トラブルシユーティン 
ヴ 199 

コピーが薄い198 
コピーに縦のしま模様が入る、 
トラブルシユーティング 
199 

コピーのざらざらしたまたは白 
い帯、トラブルシユーティン 
グ200 

コントロールパネル 

カバー、耳又り外し244 
コピ ー 58 
スキヤン 60 
ステータスアイコン 20 
ディスプレイ 21 
デバイスの管理101 
ネットワーク設定116 
プログラムへのスキヤン画 
像の送信63 
ファックスの送信81 
ボタン18 
メ ッセー ジ27 

メニユ ー 26 

ランプ18 
位置の確認15 
画像のトリミング59 
管理をの設定103 
写真の印刷71 
設を、変更28 
文字と記号の入力31 
コンピユータモデム 

ファックスおよびボイスメ 
-ルとの共有（パラレル 
方式の電話システム） 

143 

ファックスおよび電話回線 
との共有（パラレル方式 
の電話システム）132 
ファックスおよび留守番電 
話との共有（パラレルち 
式の電話システム）138 
ファックスとの共ち（パラ 
レル方式の電話システ 
ム）129 


さ 

サイズ 

コピーのトラブルシューテ 
イング199 

スキャン、トラブルシュー 
テイ ング 205 
さいりよう269 
サブスクライバ識別コード91 
サプライ品 

myPrintMileage 112 
オンラインを文237 
印刷巧能枚数247 
自己該断テストページ 
113 

状態102 
サプライ用品 
状態103 

サポート.カスタマサポートを 
参照 

サポートされているオペレーテ 
イングシステム248 
サポートするフォント248 

し 

ジョブ 

設定28 

システム要件248 
シリアル番号113 
シリアル方式の電話システム 
セットアップの種類120 
国/地域119 

す 

ズーム （-) ボタン19 
ズーム （+) ボタン19 
スキャナガラス 

クリーニング 180 
位置の確認15 
スキャナのガラス板 
原稿のセット35 
スキャン 
OCR 65 

TWAIN 互換または WIA 互 
換プログラムから64 
Web スキャンから 64 
エラーメッセージ 203 
キャンセル66 
コントロールパネルから 
60 

スキヤンスタートボタン 
19 


スキャンの仕様251 
スキャンの送信先ボタン 
18 

ダイレクトデジタルファイ 
リング61 

トラブルシューティング 
200 

プログラムへの送信62 
フホトシート74 
フホトプリントボタン19 
メモリカード63 
画像の編集65 
設定66 
遅い201 
品質203 

スキヤンスタートボタン19 
スキヤンメニュ ー 26 
スキヤンのストライプ、トラブ 
ルシューティング204 
スキャンの送信 
プログラム 62 
スキャンの送信先ボタン18 
スキャン画像の送信 
OCR 用65 
トラブルシューティング 
200 

ステータス 

メッセージ27 
ステータスアイコン 20 
ストレージデバイス 

サポートされている USB 
フラッシュドライブ 
253 

接続70 

せ 

セキュリティ 

Bluetooth 164 
HP インスタントサポー 
卜111 

ワイヤレス設定154 
ワイヤレス通信159 
管理102 
セット 

ADF (自動ドキュメントフ 
ィーダ）への原稿のセッ 
卜34 

トレイ143 
トレイ2 44 
セットアップ 

Bluetooth 160 
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DSL (パラレルち式の電話シ 
ステム）124 

に DN 回線（パラレル方式の 
電話システム）125 
PBX システム（パラレルち 
まの電話システム）125 
Windows 145 
Windows ネットワーク 
148 

コンピュータモデム（パラ 
レル方式の電話システ 
ム）129 

コンピュータモデムとボイ 
スメール（パラレル方式 
の電話システム）143 
コンピュータモデムと電話 
回線（パラレルち式の電 
話システム）132 
コンピュータモデムと留守 
番電話（パラレルち式の 
電話システム）138 
ファックス 118 
ファックスのシナリオ 
120 

ファックス、パラレルちま 
の電話システム119 
ボイスメール（パラレルち 
まの電話システム）128 
ボイスメ ールとコンピュー 
タモデム（パラレルち式 
の電話システム）143 
共有電話回線（パラレル方 
まの電話システム）127 
接続の種類21 
単独のファクス回線（パラ 
レル方式の電話システ 
ム）123 

着信識別（パラレルち式の 
電話システム）126 
留守番電話（パラレル方ま 
の電話システム）136 
留守番電話とモデム（パラ 
レル方式の電話システ 
ム）138 

セットアップガイド12 
セツトアップ ポスター 12 
セットアップボタン19 


ソフトウェア 

HP Photosmart 29 
Mac OS からのアンインス 
卜ール 167 
Mac OS へのインスI 
ル 150 
OCR 65 
Web スキャン 64 
Windows からのアンインス 
I''ール 166 
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ルシューティング202 
スキヤン後に編集できな 
し、、トラブルシューティ 
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デジタルファイリングボタ 
ン 18 

ファイアウオール、トラブ 
ルシューテイング188 


275 



リンク速度117 
ワイヤレスセットアップウ 
ィザード116 
ワイヤレス設定114,153 
ワイヤレス通信のセットア 
ップ152 

共有 、 Windows 147 
使用可能なオペレーティン 
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受信84 
送信81,82 

重要なエラーメッセージ28 
縮ル/拡大ボタン18 
情報の一部がないか正しくな 
し、、トラブルシューテイン 
グ190 
状態 

サプライ品102 
サプライ用品103 
ネットワーク設定ページ 
114 

自己診断テストぺージ 
113 
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正しし、ポートのテスト、ファッ 
クス 209 
製品の個包246 
製品の送付242 
静的 IP アドレス、設定186 
接続 

Bluetooth 160 
使用できる機能21 
設定 

コピ ー 58 

コントロールパネル28 
スキヤン 66 
ドライバ54 
ネットワーク 116 
ファックスのテスト96 
管理者103 
速度、ファックス9已 
着信識別音93 
線 

コピ ー 、トラブルシューテ 
イング199 

スキヤン、トラブルシュー 
テイング204,205 
線やドットが欠落している、卜 
ラブルシューテイング195 
速度 

スキヤナのトラブルシュー 
テイング201 
印刷上のトラブルシューテ 
イング189 
短縮ダイヤル 

グループ、設定50 
デジタルファイリング61 
ネットワークフオルダ52 
ファックスの送信80 
ファックス番号、設定49 
ボタン18 

ワンタッチボタン18 
巧刷と表示52 
着信識別 

パラレルち式の電話システ 
ム 126 
フ目イ言己お別音 

変更93 
ミ主意ランプ18 
適合宣言書 （ D 0 C ) 266 
点または縮、トラブルシューテ 
イング 
コピー199 

点、トラブルシューテイング 
スキヤン 205 


電圧仕様252 
電気仕様252 
電源 

トラブルシューティング 
187 

電源コードの規定259 
電源ボタン19 
電源入力、位置の確認17 
電力 

仕様252 
消費268 
電話コード 
延長221 

種類のテストに失敗した 
210 

正しいポートに接続完了テ 
ストに失敗した209 
電話によるカスタマサポー 
卜239 

電話の壁側のモジュラージヤ 
ック、ファックス 208 
電話、ファックス 
受信84 
送信81 

電話回線、応答呼び出し音のパ 
夕ーン 93 
動作環境仕様252 
日本 VCCI 宣言259 
排紙トレイ 

位置の確認15 
使用可能なメディア41 
背面アクセスパネル 

メディア詰まりの除去 
231 

白い帯またはしま模様、トラブ 
ルシューテイング 
コピー 199 

白い帯またはストライプ、トラ 
ブルシューティング 
コピー 200 
スキヤン 204 
白黒ページ 

トラブルシューティング 
194 

発生音量252 
表示 

ネットワーク設定116 
ファックスログ99 
拒否するファックス番号 
91 


写真71 

短縮ダイヤルエントリ52 
品質ボタン19 
品質、トラブルシューティング 
コピー199 
スキヤン 203 
巧刷191 
診断ページ172 
負荷サイクル248 
部品番号、サプライ品とアクセ 
サリ 237 
封筒 

ガイドライン37 
サポートされているサイ 
ズ39 

トレイのサポート41 

文字 

コントロールパネルからの 
入力31 

壁側のモジュラージャックの 
テスト、ファックス 208 

編集 

OCR プログラムのテキス 
卜65 

スキャンした画像6已 
保管環境仕様252 
保証242 
保存 

デフオルトの設定28 
メモリ内のファックス 85 
写真のコンピュータへの保 
巧79 

法規について254 
埋め込み Web サーバ 
Web スキヤン 64 
システム必要条件249 
トラブルシューティング、 

開〈ことができない 
224 

バックアップファックス受 
信、セットアップ86 
ファックスログの消去87 
ファックスログ、表示99 
ファックスのヘッダー、設 
定92 

ファックスの転送88 
ぺージ106 
応答呼び出し音のパター 
ン、ファックス 94 
開く 106 
管理者の設定104 
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索引 

機能101 

拒否するファックス番号、 
表示91 
説明10已 
無線ノイズ 
減少158 

無線、オフにする117 
明るい、トラブルシューティン 
グ 

コピー 199 
スキヤン 205 
迷惑ファックスモード89 
迷惑ファックスを拒否ボタン 
18 

戻るボタン19 
牟白 

設定、仕様42 
両面印刷ユニット42 
容量 

ADF 35 
トレイ 41 

用紙 

使用状況102 
留守番電話 

ファックストーンが録音さ 
れる221 

ファックスおよびモデムと 
のセットアップ138 
ファックスのセットアップ 
(パラレル方式の電話シス 
テム）136 
両面ボタン19 
両面、印刷5已 
両面印刷55 
両面印刷アクセサリ 

オンライン注文237 
両面印刷ユニット 
インス I ''ール23 
サポートされているメディ 
アサイズ38 
ドライバでのオン/オフ 24 
メディア詰まりの除去 
231 

位置の確認17 
使用55 

使用可能なメディアのタイ 
プと重量41 
余白、最小42 
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